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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

１　概　要

　調査区のほぼ全域で，弥生時代から近世に至る幅広い時期の遺構を検出した。

　弥生時代の遺構には，竪穴建物・周溝式平地建物１１棟，周溝遺構４棟，掘立柱建物３棟，井戸１基，

自然流路，土坑，柱穴があり，Ａ２・Ａ４・Ｂ地区で検出した。建物を中心とする殆どの遺構は，後

期後半（法仏式期）に所属すると思われる。また，Ｂ地区丘陵地で方形周溝墓状の遺構（ＳＫ４６８，

ＳＤ３９３・４５１・４７５）を検出しており，周辺から出土する遺物から中期に遡る可能性が考えられる。

　古墳時代の遺構には，自然流路と落ち込みがあり，Ｃ地区南部の丘陵地で検出した。周辺の尾根か

らの流れ込みと考えられる遺物が多く出土しているが，中には須恵器角杯（４０４７）や小型仿製鏡（５６７６）

等，朝鮮半島や中国と関わりのある遺物も含まれる。

　古代～中世の遺構には，掘立柱建物３８棟，柵３列，井戸４１基のほか，溝，自然流路，土坑，柱穴が

ある。Ａ２・Ａ３・Ａ４・Ｂ地区を中心とする広い範囲で検出した。掘立柱建物は２～３段階の変遷

が考えられる。

　近世の遺構には井戸１基，土坑がある。井戸（ＳＥ２２００）は結桶を転用した井戸側をもつ。また，

Ｂ地区丘陵地の東側斜面一帯が，近世～近代にかけて瓦窯として利用されていた。

　なお弥生時代～近世の遺構からは縄文時代の遺物も多く出土しているが，これらは全て第Ⅲ章で扱

うこととする。縄文時代の遺物が出土した遺構や地点等は，各遺構や遺物の一覧表に記載している。

２　建　物

（１）竪穴建物・周溝式平地建物

　Ａ２・Ａ４・Ｂ地区において，周溝式竪穴建物２棟，竪穴建物１棟，周溝式平地建物８棟を検出し

た。周溝式竪穴建物とは，竪穴（屋内部）の周囲に周溝を巡らせる建物で，屋内部には柱穴，灰穴

炉，土坑がある。周溝と屋内部の間には，主に溝の掘削土を用いて周堤を築いていたと考えられる。

周溝には排水溝が接続しており，自然流路に向かって排水するものもある。また周溝式平地建物とは

当時の地表面を床面とする建物で，周溝式竪穴建物と似るが，屋内部に炉，柱穴，土坑等の施設がな

いものである。いずれも弥生時代後期を中心とする時期の建物と考えられる。　

　１号周溝式平地建物（ＳＩ１，第３６０図，図版１７７・１８０）

　Ｂ地区中央南寄りに位置する狭溝式平地建物である。床面は地表面と同じレベルにある。周堤はな

く，周溝が柱穴の西側を囲むように巡る。規模は周溝の外側で南北に１１．３ｍを測る。周溝幅は一定で

約４０～６０㎝を測り，深さは丘陵裾から離れた北側が一番深く４２㎝を測る。周溝端は東側を大きく開放

しており，平面形態は馬蹄型を呈する。主柱は４本で，主軸方向はＮ－１４°－Ｗである。柱穴の掘形

が一番しっかりしているものはＰ１で，１段をほぼ垂直に掘り込み，柱を据える中心部を更に深く掘

り下げる２段掘りをする。柱穴埋土は砂混じりの灰色粘土やオリーブ黒色粘土を基調とする。周溝埋

土もオリーブ黒色粘土や砂質土を基調とする，柱穴埋土に非常に良く似たものである。遺物はＰ１・４，

周溝から，弥生時代後期の高杯や甕の破片が少量出土している。
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　２号周溝式平地建物（ＳＩ２，第３６１図，図版１７７・１８０）

　Ｂ地区中央に位置する狭溝式平地建物である。ＳＩ３と重複するが，遺構に切り合いがないため先

後関係は不明である。床面は地表面と同じレベルにある。周堤はない。周溝が柱穴の西側をコの字状

に巡るが，中央は広く途切れて陸橋状になる。規模は，周溝の外側で南北に１１．５ｍを測る。周溝幅は

一定で約３０～７０㎝，深さは２３㎝を測る。周溝端は東側を大きく開放しており，平面形態は馬蹄型を呈

する。主柱は４本と思われるが，中世の掘立柱建物に切られており，Ｐ１以外は明確に確認できなかっ

た。柱穴埋土は黒色粘土の単層で，状態は悪いが柱が残存する。周溝埋土は砂の多く混じる灰色粘土

か灰色砂質土である。重複する古代～中世の遺構による影響を受けて遺物は少なく，Ｐ１，周溝から

弥生土器の甕小片が出土するに留まる。

　３号周溝式平地建物（ＳＩ３，第３６１図，図版１７７・１８０）

　Ｂ地区中央に位置する広溝式平地建物である。ＳＩ２と重複するが，遺構に切り合いがないため先

後関係は不明である。床面は地表面と同じレベルにある。周堤はない。主柱は４本で，柱穴埋土は灰

色～オリーブ黒色の砂混じりの粘土あるいは砂質土である。周溝は，柱穴の周囲を巡るものとしては

確認できなかったが，南側に位置する東西方向に延びるものを該当させた。周溝幅は西側で細く約１０

㎝，東側で太く約１ｍを測る。周溝埋土は灰色砂質土の単層である。遺物はＰ１・２から弥生土器甕

小片，周溝から弥生土器甕胴部片多数が出土している。

　４号周溝式平地建物（ＳＩ４，第３６２・４６７図，図版１７７・２１７）

　Ｂ地区北に位置する広溝式平地建物である。東側にＳＩ５が隣接する。Ｃ字状に壁溝が巡るが，周

溝は確認できなかった。床面は地表面と同じレベルにある。周堤はない。屋内部は直径７．５ｍを測る

円形である。主柱は８本としたが，南東側は浅いものが多く検討の必要がある。埋土は黒色～オリー

ブ黒色砂質土である。遺物は，壁溝から弥生時代後期の有段高杯（３５３５）が出土した。３５３５は内面に

磨きが残るが，外面は摩滅が著しい。この他，壁溝から弥生土器甕胴部片が出土している。

　５号周溝式平地建物（ＳＩ５，第３６２図，図版１７７）

　Ｂ地区北東角に位置する狭溝式平地建物である。西側にＳＩ４が隣接する。Ｌ字状に周溝が延びる

のを確認したのみで，壁溝，周堤，柱穴等は検出できなかった。床面は地表面と同じレベルにある。

周溝の幅は一定で，約４０～５０㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質土である。出土遺物は弥生土器甕，

壺，高杯があるが，いずれも小片である。

　６号周溝式竪穴建物（ＳＩ６，第３６３・３６４・４０９･４６７・５３３図，図版１７８・１９７・２１７・２１８・３２５）

　Ａ２地区からＡ４地区中央北寄りにかけて位置する狭溝式竪穴建物である。北西側をＳＩ７に，西

側をＳＤ４１３０に切られる。規模は南北で約１１．５ｍ，周堤部分は上端で幅２．２～３．２ｍを測る。Ａ２地区

調査時に調査区東壁を精査し，屋内部の中央付近で灰穴炉と考えられる炭化物層を確認した（第３６３

図Ａ断面）。この炭化物については放射性炭素年代測定を実施し，１４Ｃ年代で１，８８０±３０ＢＰ（IAAA

－８０５１９）の数値を得ている。屋内部は地表面より約１０㎝低い高さにあることは確認できたが，周堤

の盛土は確認できなかった。周堤上面では小穴を８基（Ｐ１０～１７）検出した。Ｐ１０～１７は２～３ｍの

間隔をあけて弧を描くように点在しており，屋根の垂木先が入った穴と思われる。屋内部は長軸５ｍ，

短軸４ｍの隅丸長方形で，壁際には壁溝が巡る。主柱はＰ２・６の２基と考えられ，長軸上に乗る。

Ｐ１・２・１３には柱（５３７０～５３７２）が残る。いずれも芯持丸木で，樹種は５３７０がケヤキ，５３７１が節の

ため不明，５３７２がクマシデ属イヌシデ節である。壁溝，周溝とも北東側が途切れており，入り口側で

あったと思われる。壁溝埋土は灰黄褐色砂質土を基調としており，底面近くには地山のにぶい黄褐色

２　建　物
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粗砂が混じる。周溝は黒色砂質土を基調とし，北東側で排水溝に繋がる。なおＡ４地区調査時にＳＩ

６の全域から炭化米が検出されたため，これを採取し，試料を選出してＤＮＡ分析を実施した。炭化

米の採取範囲と分析の詳細については第Ⅴ章第２１節および第６５４図に示すが，分析した炭化米１６点の

うち１点が温帯ジャポニカに由来することが判明している。

　遺物はこれらのほかに弥生土器多数が出土した。弥生土器の出土地点は，Ｐ４・１７（小片），屋内

部（３５５２），周堤（３５３８），周溝（３５３６・３５３７・３５４０～３５４５・３５４７～３５５１・３５５３・３５５８・３５６０），排水

溝（３５３９・３５４６・３５５４）である。甕は，擬凹線甕（３５３６），平縁甕（３５３７～３５４０），有段甕（３５４１・

３５４２），有稜甕（３５４３）がある。３５３６・３５４３は肩部に連続刺突がある。３５４４の底部は長軸３．８㎝，短軸

３．４㎝の長方形を呈する。３５４５は内外面ハケメ調整の長頸壺である。３５４６は球形の壺胴部で，ＳＤ

５００１出土破片と接合する。３５６０は粘土の突起貼付をする長頸壺である。鉢は，擬凹線鉢（３５４７・

３５４８），有段鉢（３５４９）がある。調整は，３５４７は摩滅して不明，３５４８は内外面磨き，３５４９は摩滅する

がハケメと思われる。３５５０は擬凹線器台で，口縁部に円形浮文があり，外面に赤彩を施す。３５５１は高

杯の口縁部で，擬凹線が１５条残る。３５５２・３５５３は拡張有段高杯で，ハケメ調整の後磨きを施す。３５５２

はほぼ完形の杯部が伏せた状態で屋内部から出土した（第３６３図）。弥生土器の時期は後期後半を中心

に一部終末期に降る様相をみせており，放射性炭素年代測定の結果とも整合性がある。

　７号周溝式竪穴建物（ＳＩ７，第３６５・３６６・４６８・４６９・５７５・５７６図，図版１７８・１９７・１９８・２１１・

２１８～２２０・２９２・３３４）

　Ａ２地区北東角に位置する狭溝式竪穴建物である。南東側でＳＩ６を切る。西側はＳＤ４１３０に削平

され，ＳＫ４１２３は周溝の残存形態と考えられる。壁溝の平面形は東西方向に長い長方形であるが，Ｓ

Ｉ６周溝の影響を受けてＰ１付近で南に段を持つ。北側に周溝が二重に巡ることから，建物が重複し

ている可能性がある。周溝の幅は約３０～４０㎝と一定で，北東のＡ４地区に延びて排水溝に繋がる。埋

土は北側の周溝が暗灰黄色砂質土，南側の周溝と排水溝が黒色砂質土である。周堤の盛土は確認でき

なかった。屋内部は長軸２．８ｍ，短軸１．９ｍの隅丸長方形で，主柱２本（Ｐ１・２）と炉を検出した。

炉は灰穴炉で屋内部の東側にあり，炭化物混じりの黒色砂質土である。炉の炭化物については放射性

炭素年代測定を実施し，１４Ｃ年代で１，８７０±３０ＢＰ（IAAA－８０５２０）の数値を得ている。

　遺物は，多量の弥生土器，土製品，石製品，種実があり，屋内部（３５６８・３５７１・３５７３・３５７７・

３５８１・３５８２・３５８７・３６０６・３６１４）を中心に，Ｐ１（３５８５・３６００・３６０４・３６１１・３６１３），Ｐ２（３５８４・

３６０３），Ｋ１（３５９３），炉（３５８８），壁溝（３５６９・３５９１・３５９４・３５９８），周堤（３５８０），周溝（３５７０・

３５７２・３５７４～３５７６・３５７８・３５８３・３５８９・３５９６・３５９７・３６０２・３６０７～３６１０・３６１２），周溝外（３５８６・

３５９０・３６１５・５６５６），排水溝（３５９２・５６５２）から出土した。弥生土器はまとめて廃棄されたような状

態で，残存率の高いものが比較的多く出土したが，土質の関係からか土器自体が非常に脆くなってお

り，取上後の復元が困難なものが多くみられた。甕は，擬凹線甕（３５６７～３５６９），有段甕（３５７０～

３５７７），受口甕（３５７８），平縁甕（３５７９），付加状甕（３５８０・３５８１），小型有段甕（３５８２）がある。外面

調整はハケメが多いが，３５７２・３５７７は板状工具によるナデを施す。壺は，長頸壺（３５８８・３５８９），有

段短頸壺（３５９１），無頸壺（３５９２），擬凹線壺（３５９３），擬凹線台付壺（３５９５），台付壺（３５９６）がある。

３５８８は炉の上面から集中して出土した。調整は，外全面と内面胴部下半がハケメ，内面の胴部上半が

横方向の強く撫で付けるようなヘラ削り，口縁部内面が横方向のナデである。３５９０には指押さえがみ

られる。３５９２は内外面とも磨きを施すが，口縁部内面はハケメの後ナデである。３５９４は大型壺で，口

縁部内面は磨き，外面は下部が欠損するが擬凹線が１３条残る。３５９６は外面を丁寧に磨き，肩部に貼付



4

２　建　物

突起を２個持つ。胴部に巡らせた突帯の上部には赤彩痕が残る。３５９９は屋内部から壁溝にかけての範

囲より，胴部～底部の破片が多数出土し，図上復元したものである。器台は擬凹線器台（３６００～

３６０２）がある。３６０２は周溝からほぼ完形で出土した。外面は丁寧なヘラ磨きと赤彩を施す。高杯は，

有段高杯（３６０５・３６０６），拡張有段高杯（３６０７）がある。鉢は，くの字鉢（３６０８），擬凹線鉢（３６０９），

有段鉢（３６１０～３６１２），有孔鉢（３６１３・３６１４）がある。３６０８の調整は外面ヘラ削り，内面指ナデ，胴

部中程に指頭圧痕を残す。３６０９～３６１１・３６１３は磨き，３６１２・３６１４にはハケメを施す。弥生土器は後期

後半を中心とする時期のもので，放射性炭素年代測定の結果とも整合する。土製品は土玉（３６１５）等

がある。石製品は玉作り関連遺物が出土しており，管玉の形割工程品（５６５２），軽石（５６５６）がある。

５６５２の石材は緑色凝灰岩（軟質細粒凝灰岩）である。種実はモモの核に同定されている。

　８号周溝式平地建物（ＳＩ８，第３６７・４６７・５３３・５７５・５７６図，図版１７８・１８１・１９７・２１８・３２５・

３３３・３３４）

　Ａ４地区北端中央に位置する広溝式平地建物である。北東側は調査区外にかかる。周溝が東側と西

側に弧を描くように延び，南側は開口する。規模は周溝の外側で東西に９．７ｍを測る。周溝幅は東側

で４７～７５㎝，西側で５０㎝～１ｍ１４㎝を測る。主柱は４本（Ｐ１～４）である。床面は地表面と同じレ

ベルにある。周堤はない。埋土は周溝，柱穴とも炭化物の混じる黒色砂質土を基調とする。このうち

Ｐ２・５から炭化米が出土したため，ＤＮＡ分析を実施した。分析の詳細については第Ⅴ章第２１節

に掲載しているが，分析した炭化米７点のうち１点は温帯ジャポニカに由来し，１点は温帯ジャポニ

カと熱帯ジャポニカの雑種であることが判った。Ｐ４・６には柱（５３７３・５３７４）が残る。いずれも芯

持丸木で，樹種は５３７３がエノキ属，５３７４がツバキ属である。遺物は，弥生土器（３５５５～３５５７・３５５９・

３５６１～３５６６），石製品（５６４８～５６５０・５６５８・５６６２）がある。弥生土器は屋内部を中心に出土している。

付加状甕（３５５５），丸縁甕（３５５６），壺（３５５７・３５５９），無頸鉢（３５６２），擬凹線器台（３５６３），高杯（３５６４・

３５６６）がある。３５５７は擬凹線が５条巡る。３５６３は内外面磨きで赤彩を施す。３５６４は鉢形高杯，３５６６は

Ｐ２付近からほぼ完形で出土した拡張有段高杯である。３５６６の脚部の透孔は２孔１対の３箇所（計６

孔）を基本とするが，上段は２孔１対が２箇所と１孔（計５孔）となっている。いずれも弥生時代後

期のものである。石製品は玉作り関連遺物が出土しており，台石（５６６２），軽石（５６５８）が西側周溝，

勾玉未成品（５６４８）が建物内部南西，管玉未成品（５６４９・５６５０）が建物内部南東から出土している。

５６６２の表面と下面には同じハンマーによると思われる敲打痕が残り，下面右側は割れる。５６４８は碧玉

の勾玉未成品で研磨痕を残す。５６４９は横山真脇石（玉髄），５６５０は緑色凝灰岩（軟質細粒凝灰岩）で，

いずれも管玉の形割工程品である。５６４９の端部には赤色の付着物が見られる。

　９号周溝式平地建物（ＳＩ９，第３６７・３６８・４６９～４７１・５７７図，図版１７９・１９８～２０２・２２１・２２２・

２９２・３３４）

　Ａ４地区東端北寄りに位置する広溝式平地建物である。ＳＤ５００１西岸の，緩やかに傾斜する落ち際

で検出した。周溝が西側に弧を描くように延び，東側を大きく開放する。規模は周溝の外側で南北に

１２ｍを測る。周溝幅は北東の広い部分で１ｍ６５㎝，南側で２１㎝を測る。周溝の埋土は黒褐色～黒色砂

質土を基調とする。周堤や柱穴は確認できなかった。遺物は，弥生土器（３６１７～３６６６），土玉（３６１６），

砥石（５６７０）が，それぞれ周溝から出土している。弥生土器は甕，壺，高杯が多く出土した。甕は，

擬凹線甕（３６１７～３６２５），有段甕（３６２６～３６３７），刺突有段甕（３６３８），平縁甕（３６３９～３６４１），受口甕

（３６４２）がある。外面調整はハケメが多いが，３６１８・３６１９・３６３０はヘラナデを施す。３６１７・３６２１・

３６３１・３６３８は肩部に列点を押す。鉢は，台付鉢（３６４４），有段鉢（３６４５）がある。３６４４の内面はヘラ
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削り後ナデ，外面はナデで台部に指頭圧痕を残す。壺は，長頸壺（３６４８），擬凹線短頸壺（３６４９・

３６５０），擬凹線壺（３６５１・３６５６），有段壺（３６５３～３６５５・３６５７）がある。３６５３は全面磨きであるが，胴

部内面の一部に前調整のハケメが残る。３６５６の外面はハケメの後に磨きを施すが摩滅のため不明瞭と

なっており，頸部の括れに磨きを留める。３６５８は把手付きの無頸壺であるが，把手は剥離して残存し

ない。外面はハケメの後に縦方向の磨きを施す。石川県小松市吉竹遺跡に類例がある註１。３６６０～３６６３

は拡張有段高杯の杯部で，３６６０・３６６２には赤彩を施す。３６６４の脚裾部上面は細かく刻み，外面は磨き

の後横沈線を入れる。３６６５の脚裾部にはＶ字状スタンプを連続して２列押す。３６６６は脚裾の段部に沈

線を巡らせ，透孔を段上部に４孔，下部に４孔以上あける。弥生土器はいずれも後期のものである。

５６７０は泥岩の砥石で，全面を砥面とする。また，周溝出土の弥生土器甕（第３６８図取上記号№Ｌ）に

付着した炭化物について放射性炭素年代測定を行っており，１４Ｃ年代で１，９５０±４０ＢＰ（IAAA－

６０２６４）の数値を得ている。

　１０号周溝式平地建物（ＳＩ１０，第３６９・４７２・５７５図，図版２０２・２１８・３３４）

　Ａ４地区中央南寄りに位置する広溝式平地建物である。周溝が西側に弧を描くように延び，東側を

大きく開放する。北側はＳＤ５０８０に切られて終わる。規模は周溝の外側で南北に約１１．５ｍを測る。周

溝幅は９２㎝～３ｍ２㎝を測る。埋土は黒色砂質シルトを基調とし，地山が多く混じる。遺物は弥生土

器（３６６７～３６７５），管玉未成品（５６５１）が周溝から出土している。弥生土器は，甕（３６６７），壺（３６６８

～３６７３），高杯（３６７４・３６７５）がある。３６６７は受口甕である。壺は，擬凹線短頸壺（３６６９），有段短頸

壺（３６７０），細頸壺（３６７１）がある。３６７１は摩滅が著しいが，外面に磨きと赤彩痕が残る。高杯は脚

裾部（３６７４・３６７５）がある。３６７４の透孔は上段に３孔，下段に２孔１対が３箇所の計６孔があく。い

ずれも後期のものである。５６５１は緑色凝灰岩（軟質細粒凝灰岩）の研磨工程品で，上下欠損する。

　１１号竪穴建物（ＳＩ１１，第３６９図）

　Ａ２地区南西に位置し，落ち込みＳＤ４１３０の底面で検出した。５本柱（Ｐ１～５）の竪穴建物とみ

られる。Ｐ２では，残存状態は悪いものの，直径約１０㎝を測る柱痕を確認した。埋土は黒色砂質土を

基調とする。柱穴以外の付属施設については確認できなかったが，直径７ｍ前後の円形あるいは隅丸

方形の建物と思われる。遺物はＰ５の弥生土器壺胴部片，Ｐ２の弥生土器甕小片がある。

（２）周溝遺構

　周溝遺構は平地式建物の一つで，当時の地表面を床面とするものである。円形あるいは隅丸方形の

壁溝を巡らせ，屋内部には柱穴，炉，土坑等の施設をもたないものである。ＳＨ１～４の４棟を検出

したが，これらは全て弥生時代後期を中心とする時期の建物と考えられる。

　１号周溝遺構（ＳＨ１，第３７０・４７２図，図版１７９・２２０）

　Ａ４地区中央に位置する。壁溝が直径約３．５ｍの円形に巡る。壁溝の幅は４２㎝，深さ１８㎝を測る。

埋土は黒色砂質土を基調とする。出土遺物は擬凹線甕（３６７６），有段甕（３６７７），壺（３６７８），長頸壺

（３６７９）がある。いずれも弥生時代後期後半のものである。

　２号周溝遺構（ＳＨ２，第３７０・４７２図，図版１７９・２２０）

　Ａ４地区中央南東寄りに位置する。壁溝が弧を描くように東側を巡り，壁溝の端はＳＫ５１６６等に切

られて終わる。屋内部は隅丸方形となるようで，南北方向で約３．５ｍを測る。壁溝の幅は最大５６㎝，

深さ９㎝を測る。埋土は黒色砂質土を基調とする。出土遺物は擬凹線甕（３６８０）がある。弥生時代後

期後半のものである。
註１　石川県立埋蔵文化財センター　１９８７『吉竹遺跡』
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　３号周溝遺構（ＳＨ３，第３７０・４７２図，図版１７９・２２０）

　Ａ４地区中央南東寄りに位置する。ＳＩ１０とＳＨ２に東西を挟まれる。壁溝は弧を描くように南側

を巡るが，やや歪みがある。壁溝の幅は最大５４㎝，深さ８㎝を測る。埋土は黒色砂質土を基調とする。

出土遺物は有段甕（３６８１），甕底部（３６８２），有孔鉢（３６８３）がある。弥生時代後期のものである。

　４号周溝遺構（ＳＨ４，第３７０・４７２図，図版２２０）

　Ａ４地区北端西寄りに位置する。北側は調査区外に延びる。壁溝は弧を描くように南側を巡るが，

中央で途切れる。壁溝の幅は最大２８㎝，深さは４㎝と浅い。埋土は黒色砂質土を基調とするが，地山

のにぶい黄褐色粗砂が多く混じる。出土遺物は有紐蓋（３６８４）がある。弥生時代後期のものである。

（３）掘立柱建物

　Ａ２・Ａ４・Ｂ地区において，掘立柱建物を４１棟検出した。

　ＳＢ１～４は自然流路ＳＤ２０００の埋没面に立地し，検出面の標高は５．０～５．８ｍを測る。建物方位か

ら，ＳＢ１・３・４（Ｎ－３０～３３°－Ｗ）とＳＢ２（Ｎ－４５°－Ｗ）の２群に大別できる。ＳＢ１・

３・４は中世，ＳＢ２は古代の建物と考えられる。

　ＳＢ５～１０は１号谷の東肩に立地する。ＳＢ５～７は中世の掘立柱建物で，標高４．７～５．３ｍを測る。

地盤の安定した平坦面上に建てられるが，中には若干の傾斜がみられるものもある。建物方位から，

ＳＢ５（Ｎ－６９°－Ｅ）とＳＢ６・７（Ｎ－３２～３５°－Ｗ）の２群に大別でき，いずれも建物と同方向

に延びる区画溝を伴う。ＳＢ８～１０は丘陵中腹に位置する古代の掘立柱建物である。ＳＢ８・９は南

向きに設けられた平坦地上に立地し，標高６．７～６．９ｍを測る。柱穴の切り合いからＳＢ９→ＳＢ８の

先後関係が考えられる。ＳＢ１０は東を向いて張り出す緩斜面に立地し，標高６．４～６．７ｍを測る。

　ＳＢ１１～３６はＢ地区東側の平坦な低地に立地する弥生時代～中世の掘立柱建物で，切り合い等から

３段階以上の変遷が考えられる。検出面の標高は２．４～３．０ｍを測る。

　ＳＢ３７～４１はＡ２・Ａ３・Ａ４地区の低地に立地する。北側のＳＢ３７～３９は，下層で検出した弥生

時代の掘立柱建物である。標高０．８～１．０ｍを測る。南側のＳＢ４０・４１は，上層で検出した中世の掘立

柱建物である。Ｂ地区よりも１段地形が低くなっており，検出面の標高は１．３～１．４ｍを測る。

　１号掘立柱建物（ＳＢ１，第３７１図，図版１７９）

　Ｂ地区南西角に位置する２間×２間の南北棟総柱建物である。桁行５．３７ｍ，梁行４．８１ｍ，面積２５．８３

㎡である。柱間は北東側が短く１．８４～２．３８ｍ，南西側が２．６９～３．２０ｍを測る。南東角の柱穴を欠く。主

軸はＮ－３０°－Ｗで，ＳＢ３・４とほぼ同じ方位を向く。北東側のＳＢ３・４との境には区画溝ＳＤ

２を伴う。柱穴の平面形は円形で，規模は３４～７４㎝を測る。埋土は黒褐色・黒色粘土を基調とする。

遺物はＳＰ２２から中世土師器小片が出土している。

　２号掘立柱建物（ＳＢ２，第３７１・５３３・５３４図，図版１７９・１８１・３２６）

　Ｂ地区南西角に位置する１間×１間の南北棟建物である。桁行４．３８ｍ，梁行４．３４ｍ，面積１９．０１㎡で

ある。主軸はＮ－４５°－Ｗである。北西側に同じ方向に延びる溝ＳＤ２８４を伴っており，雨落ち溝と考

えられる。柱穴の平面形は円形で，規模は４２～７０㎝を測る。ＳＰ２４５・２６６・２８２にはクリ材の柱が残

る（５３７５～５３７７）。埋土は黒褐色・黒色粘土を基調とする。南西側の柱列に多く重複がみられ，数度

建て直しされたと考えられる。遺物は全ての柱穴から土師器の甕を中心とする破片が多く出土してい

るが，全て胴部であるため時期が決め難い。ＳＤ２８４から須恵器甕の胴部片が２点出土していること

と，中世のＳＢ１・３・４とは建物方位が異なることを以て，一応古代の建物としておく。
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　３号掘立柱建物（ＳＢ３，第３７２・５３４図，図版１７９・１８１・３２６）

　Ｂ地区南西角に位置する１間×１間の建物である。ＳＤ５７と重複するが，柱穴埋土との切り合いか

ら，ＳＤ５７の埋没後に建てられていると考えられる。桁行１．８０ｍ，梁行１．７０ｍ，面積３．０６㎡である。

南北方向の建物軸はＳＢ４と同じＮ－３３°－Ｗで，ＳＢ１ともほぼ同じ方角を向く。南西側のＳＢ１

との境には区画溝ＳＤ２を伴う。重複するＳＡ１・２との間に直接の切り合いはないが，ＳＤ２がＳ

Ａ１・２に伴うＳＤ５７を切り込んでいること，ＳＢ３の柱穴がＳＤ５７埋没後に掘り込まれていること

から，これらより新しい段階の遺構であると考えられる。柱穴は南西角を欠くが，残りの３基に柱

（５３７８～５３８０）が残る。いずれもスダジイの分割材である。柱穴の平面形は円形で，規模は３０～４４㎝

を測る。柱穴は，ＳＤ５７と重複する範囲など地盤が弱い位置にあたるものは掘り込みが深い傾向にあ

る。埋土は黒褐色粘土の単層である。遺物はＳＰ３６の土師器甕胴部片があるのみであるが，ＳＤ５７と

の切り合いから，中世の建物と考えられる。

　４号掘立柱建物（ＳＢ４，第３７２・５３４図，図版１７９・１８１・３２７）

　Ｂ地区南西角に位置する１間×１間の建物である。桁行２．０１ｍ，梁行１．９８ｍ，面積３．９８㎡である。

南北方向の建物軸はＳＢ３と同じＮ－３３°－Ｗで，ＳＢ１ともほぼ同じ方位を向く。柱穴は南東角の

１基を除いて柱が残る。ＳＰ９６の柱は遺存状態が悪かったが，ＳＰ８２・８９は長さ２９～３８㎝を測る柱が

残っていた（５３８１・５３８２）。いずれもスダジイの分割材である。柱穴の平面形は円形で，規模は１８～

５４㎝を測る。埋土は黄灰色・黒褐色粘土の単層である。遺物はＳＰ８２・９６の土師器甕胴部片があるの

みであるが，ＳＢ３とほぼ同時期の中世の建物と考える。

　５号掘立柱建物（ＳＢ５，第３７２図，図版１７９）

　Ｂ地区南端に位置する１間×１間の東西棟建物である。桁行２．４９ｍ，梁行２．２０ｍ，面積５．４８㎡であ

る。主軸はＮ－６９°－Ｅである。南西角の柱穴ＳＰ１２６はＳＢ６と重複する。北東に区画溝あるいは雨

落ち溝と思われるＬ字形の溝が数条あるが，これらの中ではＳＤ２０４と方向が合うようである。柱穴

の平面形はＳＰ１２６が楕円形，他が円形である。ＳＰ１２６は南側が崩れており，本来円形の掘形だった

と考えられる。柱穴の規模は１６～９０㎝を測る。埋土は黄灰色・黒褐色粘土を基調としており，ＳＰ

１２０の下層には締まりの悪い黒色粘土がみられる。遺物はＳＰ１２６・１９８の土師器甕胴部片がある。Ｓ

Ｄ２０４から中世の遺物が出土していることから，中世の建物としておく。

　６号掘立柱建物（ＳＢ６，第３７３図，図版１７９）

　Ｂ地区南端に位置する２間×１間の南北棟建物である。南西側が１号谷の落ち際にかかるため地面

には傾斜がある。桁行３．６３ｍ，梁行２．５１ｍ，面積９．１１㎡である。主軸はＮ－３２°－Ｗであり，ＳＢ７と

ほぼ同じ方位を向く。北東角の柱穴ＳＰ１２６はＳＢ５と重複する。柱穴の平面形は楕円形と円形がある。

楕円形の柱穴は掘形が崩れていたり切り合いがみられたりするため，本来円形の掘形であったと考え

られる。柱穴の規模は３４～９２㎝を測る。埋土は黄灰色・黒褐色粘土の単層を基調とする。但し北側の

柱穴は地山の黄褐色粘土の影響を受けており，ＳＰ１２６は埋土に地山の混入がみられ，ＳＰ１２７は埋土

が黄色味を帯びて暗灰黄色粘土となる。ＳＰ１２７には柱根が僅かに残る。遺物はＳＢ５と共有するＳ

Ｐ１２６から土師器甕胴部片が出土しているのみで，遺物からは時期決定し難い。建物方位がほぼ同じ

であるＳＢ７と同様の１３～１４世紀頃を考えたい。

　７号掘立柱建物（ＳＢ７，第３７３・４７２図，図版１７９・２９０）

　Ｂ地区南端に位置する東西棟総柱建物である。南東側は調査区外にかかるが，桁方向は３間，梁方

向は１間以上が想定できる。桁行６．９０ｍ，梁間１．９８～２．２９ｍである。主軸はＮ－５５°－Ｅであり，南北
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方位はＮ－３５°－ＷでＳＢ６とほぼ同じ方位を向く。北東にＬ字形の溝ＳＤ１９４が建物に沿って配置さ

れており，雨落ち溝と考えられる。柱穴の平面形は円形で，規模は２８～７６㎝を測る。埋土は黄灰色・

黒褐色粘土を基調とする。柱は抜き取られているが，柱穴断面に柱の形を残すものが多い。遺物はＳ

Ｐ１６７・１６８の中世土師器（３６９８），ＳＰ１８８の珠洲鉢体部片，鞴羽口，ＳＰ１９３の珠洲甕胴部片がある。

３６９８は口縁部に一段ナデを施すＮＤⅡ類の皿である。１３～１４世紀のものであり，建物時期の下限と考

えたい。

　８号掘立柱建物（ＳＢ８，第３７４・４７２図，図版１７９・２６１）

　Ｂ地区南西に位置する１間×１間の東西棟建物である。丘陵を背にして南東側を向いて建てられて

おり，南東側直下は小規模な崖となって落ち込む。桁行２．９２ｍ，梁行２．２０ｍ，面積６．４２㎡である。主

軸はＮ－４９°－Ｅで小崖の延びる方向と一致し，建物方位が地形の規制を受けている。北東にＳＢ９

が建つが，ＳＢ８北東角の柱穴ＳＰ３８０がＳＢ９南西角の柱穴ＳＰ４６６を切り込んでおり，ＳＢ９→Ｓ

Ｂ８の先後関係が考えられる。柱穴の平面形は楕円形と円形があり，規模は３８㎝～１．２８ｍを測る。楕

円形の柱穴は掘形が崩れていたり切り合いがみられるため，本来円形の掘形であったと考えられる。

埋土は黒褐色・黒色粘土を基調とし，地山の黄褐色粘土が多く混入する。ＳＰ３３６・３４６・３８０の土層

断面において，太さ１５～２０㎝の柱痕が観察できる。遺物はＳＰ３３６の土師器甕胴部片，ＳＰ３４６の土師

器甕胴部～底部片，須恵器杯Ｂ蓋（３６８５），ＳＰ３７３の古代土師器椀体部片，ＳＰ３８０の土師器甕胴部片，

古墳時代の内黒杯がある。ＳＢ８が立地する丘陵中腹の一帯から，中世に降る時期の遺物は出土して

いないことともあわせて，古代の建物と考えられる。

　９号掘立柱建物（ＳＢ９，第３７４・４７２図，図版１７９・２４６）

　Ｂ地区南西に位置する１間×１間の東西棟建物である。南西側にＳＢ８が建つが，ＳＢ９南西角の

柱穴ＳＰ４６６がＳＢ８北東角の柱穴ＳＰ３８０に切り込まれていることより，ＳＢ９→ＳＢ８の先後関係

が考えられる。桁行３．２４ｍ，梁行２．１８ｍ，面積７．０６㎡である。主軸はＮ－７０°－Ｅである。北側の溝Ｓ

Ｄ３９３と平行するが，溝を境として南に１段落ち込んでおり，建物方位が地形の規制を受けていると

考えられる。柱穴の平面形は円形で，規模は１４～７０㎝を測る。埋土は灰黄褐色・黒褐色・黒色粘土等

があり，地山の黄褐色粘土が混入する。ＳＰ３８２は土層断面において太さ約１５㎝の柱痕が観察でき，

底面には柱を据えた跡が残る。遺物はＳＰ３５８・３５９・４９６の土師器甕胴部片，ＳＰ３８２の土師器甕胴部

片，須恵器杯Ｂ底部片，ＳＰ４６６の土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ（３６９２），須恵器杯小片がある。

ＳＢ８に先行する古代の建物と考えられる。

　１０号掘立柱建物（ＳＢ１０，第３７４・４７２図，図版１７９・２６１）

　Ｂ地区南西に位置する１間×１間の東西棟建物である。１号谷の東肩，ＳＢ８・９の立地する丘陵

上の平坦地が地形に沿って東に回り込み，僅かに張り出した緩斜面上に立地する。桁行２．７３ｍ，梁行

１．８０ｍ，面積４．９１㎡である。主軸はＮ－８２°－Ｅである。柱穴の平面形は円形で，規模は３６～６２㎝を測

る。埋土は黒褐色粘質土を基調とする単層である。遺物はＳＰ４３９の土師器甕胴部片，古代土師器甕

口縁部小片，ＳＰ４４５の土師器甕胴部片，ＳＰ１１１３の土師器甕胴部片，須恵器杯Ｂ（３６８８）がある。

ＳＢ８・９と同様に古代の建物と考えられる。

　１１号掘立柱建物（ＳＢ１１，第３７５図）

　Ｂ地区南寄り東端に位置する東西棟側柱建物である。低地の下層で検出しており，標高は２．６～２．７

ｍを測る。東西方向に桁行２間を確認し，東側は調査区外に延びる。梁行２間であるが，ＳＰ１０４８は

上層で検出していることから，ＳＢ１１には含まれない可能性がある。桁行４．２４ｍ，梁行４．７６ｍである。
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主軸はＮ－８６°－Ｗである。北側に建つＳＢ１２とは，溝ＳＤ２７４７を挟んでほぼ同方位，同規模で併存

するようである。柱穴の平面形は円形で，規模は３０～５６㎝を測る。埋土は灰色・黄灰色の砂質土か砂

混じりの粘土である。遺物はＳＰ２７１８・２７１９・２７４０の土師器甕胴部片のみで，時期決定し難い。北側

に隣接するＳＢ１２や北西側のＳＥ１３４４と同じ８～９世紀頃の建物と考えておきたい。

　１２号掘立柱建物（ＳＢ１２，第３７５・４７２図，図版１８０・２４９・２６１）

　Ｂ地区南寄り東端に位置する３間×２間の東西棟側柱建物である。西側の柱列は上層で検出してい

るが，東側は溝等で約３０㎝落ち込んだところで検出しているため，立地面の標高は２．４～３．０ｍと若干

高低差がある。桁行６．９３ｍ，梁行４．５２ｍ，面積３１．３２㎡である。主軸はＮ－８６°－Ｅである。北側には

ＳＤ１１５６が平行に延び，南側のＳＢ１１とは溝ＳＤ１０９２・２７４７を挟んでほぼ同方位，同規模で建てられ

ているようである。また井戸ＳＥ１３４４に近く，ＳＢ１２に付属すると想定できる。柱穴の平面形は円形

で，規模は２２～８０㎝を測る。埋土は砂混じりの黒褐色～黒色粘土を基調とするが，北側のＳＰ２７６１・

２７６６は砂の含有が多く，灰色・灰オリーブ色砂質土となっている。遺物はＳＰ１０７３の土師器壺胴部片，

ＳＰ１０７６の土師器甕胴部片，須恵器杯Ｂ蓋（３６８６），ＳＰ１０９１の弥生土器高杯口縁部片，土師器甕小片，

黒色土器椀Ｂ（３６９５），ＳＰ２７６１の土師器甕胴部片がある。近接するＳＥ１３４４は７世紀後葉～９世紀

後葉の時期が考えられていることとあわせて，８～９世紀頃の建物と考えられる。

　１３号掘立柱建物（ＳＢ１３，第３７６・４７２・５３４図，図版１８０・１８１・２９０・３２７）

　Ｂ地区中央南寄りの東端に位置する。遺構が密集している範囲に建っており，ＳＢ１４，ＳＩ１と重

複する。２間×２間の総柱建物としたが，中央のＳＰ２８３８は柱の並びがずれるため，側柱建物となる

可能性もある。桁行６．００ｍ，梁行５．９６ｍ，面積３５．７６㎡である。主軸はＮ－１６°－Ｗである。建物の西

側と南側をＬ字状に屈曲する溝ＳＤ１１５６を伴う。柱穴の平面形は主に円形であるが，南側の柱穴は規

模の大きな楕円形となっており，掘形が崩れたものと思われる。また北側や南側の柱穴には，数回の

掘り直しや切り合いがみられる。埋土はオリーブ黒色・黒褐色・黒色粘土に砂が混じるものを基調と

する。ＳＰ２６９５の中央には柱（５３８３）が残る。５３８３はスダジイの芯持丸木である。遺物はＳＰ１１２４か

ら中世土師器（３６９９）が出土しており，中世の建物と考えられる。３６９９は口縁部を一段ナデするＮＤ

Ⅱ類の皿で，僅かに油煙が付着する。１３～１４世紀のものであり，建物時期の下限と考えたい。

　１４号掘立柱建物（ＳＢ１４，第３７７図，図版１８０）

　Ｂ地区中央南寄りの東端に位置する２間×２間の側柱建物である。遺構が密集している範囲に建つ

が，上層で検出しているため多くの遺構を切り込んでいる。ＳＢ１３，ＳＩ１と重複しており，北西角

の柱穴ＳＰ１４４２はＳＩ１－Ｐ４を切る。桁行５．１８ｍ，梁行５．０５ｍ，面積２６．１６㎡である。主軸はＮ－７６°

－Ｅで，西側に同方向に延びる溝ＳＤ１２０２を伴う。北側の柱穴には重複や切り合いがみられ，建て直

しの可能性がある。柱穴の平面形は円形が多い。ＳＰ１１０９は楕円形であるが，掘形が崩れたもので，

本来は円形と思われる。柱穴の規模は２８㎝～１．２４ｍを測る。埋土はオリーブ黒色・黒褐色・黒色粘土

に砂が混じるものを基調とする。遺物はＳＰ１１０９から中世土師器小片が出土した。中世の建物と考え

られる。

　１５号掘立柱建物（ＳＢ１５，第３７７・４７２図，図版１８０・２６１・２８３・２９０）

　Ｂ地区中央南寄りの東端に位置する２間×２間の南北棟側柱建物である。北側を囲むようにＳＤ

１１８５が同じ向きで延びており，同時期のものである可能性が高い。遺構が密集している範囲に建つ

が，上層で検出しているため多くの遺構を切り込んでいる。ＳＢ１５の北東角にはＳＰ２９２８をあてた

が，ＳＰ２９２８は下層で検出しておりＳＢ１５に含まれない可能性が高い。したがって，ＳＰ２９２８がＳＢ
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１６の柱穴ＳＰ１１７８に切られることよりも，ＳＢ１５に付随すると考えられるＳＤ１１８５とＳＢ１６柱穴と

の切り合いを重視して，ＳＢ１６→ＳＢ１５の先後関係を考えたい。桁行４．０８ｍ，梁行３．６２ｍ，面積１４．７７

㎡である。主軸はＮ－２１°－Ｗである。柱穴の平面形は円形で，規模は３２～８４㎝を測る。埋土は黒褐

色・黒色粘土に砂が混じるものである。ＳＰ１３９６の南西端には柱痕が残る。出土遺物はＳＰ１１７６の中

世土師器（３６９７），ＳＰ２９２８の珠洲鉢（３７０１）がある。３６９７は口縁端部に緩い面取りを施す小型の皿

である。ＮＤⅠ類で，１２世紀中～後半のものである。３７０１は擂鉢で，外傾する口縁端部に連続ヘラ刻

みを施す。Ⅲ期（１２５０～１２７０年代）のものである。ＳＢ１５の時期は１２～１３世紀頃とし，ＳＰ１４９９の

土師器甕胴部片と須恵器壺（３６９１）は，柱穴を共有するＳＢ１６に伴う遺物と考えたい。

　１６号掘立柱建物（ＳＢ１６，第３７８・４７２・５３４図，図版１８０・２６１・３２８）

　Ｂ地区中央南寄りの東端に位置する３間×２間の東西棟総柱建物である。西側に同方向に延びる溝

ＳＤ１２１９を伴う。ＳＢ１５と重複するが，ＳＢ１５と同時期の溝ＳＤ１１８５に切られる柱穴ＳＰ１２１６・

１２１７・２９１４・２９１７があることから，ＳＢ１５よりも古い段階の建物と考えられる。主な柱穴は上層で

検出しているが，一段掘り下げた下層でもほぼ重複する位置に柱穴を検出しており，同位置で建て直

しされた可能性も考えられる。桁行７．０５ｍ，梁行４．９３ｍ，面積３４．７６㎡である。主軸はＮ－８８°－Ｅで，

北に隣接するＳＢ１７とほぼ同じである。柱穴の平面形は円形で，規模は１４～６０㎝を測る。埋土は黒褐

色・黒色粘土に砂が混じるものである。ＳＰ２９３２からクリ材の柱（５３８４）が出土しているほか，状態

は悪いがＳＰ２９１４・２９２２にも柱が残る。柱穴からは古代の遺物が多く出土しており，中世に降るもの

はないため，古代の建物としておく。出土遺物はＳＰ１１３６の古代土師器長胴甕小片，ＳＰ１１６０・

１１７８・１４１９・２９１７の土師器甕胴部片，ＳＰ１２１７の土師器甕胴部片，古代土師器椀小片，ＳＰ１２１８の古

代土師器椀口縁部片，ＳＰ１３９５・１４０５の古代土師器椀小片，ＳＰ１４９９の土師器甕胴部片，須恵器壺胴

部（３６９１）がある。

　１７号掘立柱建物（ＳＢ１７，第３７９図，図版１８０）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する４間×２間の東西棟総柱建物で，西側に同方向に延びる溝ＳＤ１２１９を

伴う。ＳＢ１８・１９と重複するが，ＳＢ１７は下層で検出しているため，これらより古い段階の建物と考

えられる。ＳＰ２６９７・２９３７・２９９６はいずれもＳＢ１９の柱穴に切り込まれている。桁行９．６３ｍ，梁行

５．００ｍ，面積４８．１５㎡である。主軸はＮ－８７°－Ｅで，南に隣接するＳＢ１６とほぼ同じである。柱穴の

平面形は円形で，規模は２０～７８㎝を測る。埋土は砂の混じるオリーブ黒色・黒褐色・黒色の粘土を基

調とする。柱穴からは古代の遺物が多く出土しており，中世に降るものはないため，古代の建物とし

ておく。出土遺物はＳＰ２６９７の古代黒色土器椀小片，ＳＰ２９４１・２９４６・２９８４・２９９６・３１１１の土師器甕

胴部片，ＳＰ２９３７の土師器高杯脚部がある。

　１８号掘立柱建物（ＳＢ１８，第３８０図，図版１８０）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する３間×２間の南北棟総柱建物である。ＳＢ１７・１９・２０と重複するが，

ＳＢ１８は上層で検出しているため，下層のＳＢ１７よりも新しい段階の建物である。またＳＰ１２２６がＳ

Ｂ１９の柱穴ＳＰ１２３０を切っていることから，ＳＢ１９→ＳＢ１８の変遷が考えられる。北東角の柱穴ＳＰ

１３１１はＳＢ２０と共有する。桁行５．４５ｍ，梁行３．６９ｍ，面積２０．１１㎡である。主軸はＮ－１°－Ｗである。

柱穴の平面形は円形で，規模は２６～５０㎝を測る。柱穴はＳＢ１９と同様に浅い傾向にあるが，規模はＳ

Ｂ１９よりも小型である。埋土は砂の混じる黒褐色・黒色粘土の単層である。遺物はＳＰ１３０９から中世

土師器皿小片，珠洲甕胴部片が出土している。



11

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

　１９号掘立柱建物（ＳＢ１９，第３８１図，図版１８０）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する３間×３間の東西棟総柱建物である。ＳＢ１７・１８・２０と重複するが，

ＳＢ１９は上層で検出しているため，下層のＳＢ１７よりも新しい段階の建物である。ＳＢ１９柱穴のうち

ＳＰ１２３０がＳＢ１８の柱穴ＳＰ１２２６に切られ，ＳＰ１１９５・１１８９・１２３２がＳＢ１７の柱穴ＳＰ２６９７・２９３７・

２９９６をそれぞれ切り込んでいることから，ＳＢ１７→ＳＢ１９→ＳＢ１８の変遷が考えられる。桁行７．０３ｍ，

梁行６．４７ｍ，面積４５．４８㎡である。主軸はＮ－８９°－Ｅである。梁間は約２．３～２．５ｍを測るが，北側桁行

方向の柱穴のみ約１．７ｍと狭くなっている。また北東隅の柱穴は，下層で検出したＳＰ２９６８を該当さ

せている。軸はずれるが，上層のＳＰ１３３５が該当する可能性もあり，検討を要する。なお北西隅の柱

穴を欠くこととも合わせると，北面廂等の構造も考えられる。柱穴の平面形は円形で，規模は３６～７０

㎝を測る。柱穴はＳＢ１８と同様に浅い傾向にあるが，規模はＳＢ１８よりも大型である。埋土は砂の混

じる黒色粘土を基調とする。遺物はＳＰ１２２８から中世土師器小片が出土していることから，中世の建

物と考えられる。

　２０号掘立柱建物（ＳＢ２０，第３８２図，図版１８０）

　Ｂ地区中央に位置する３間×２間の東西棟総柱建物である。上層で検出し，ＳＢ１８・１９と重複する。

南東角の柱穴ＳＰ１３１１はＳＢ１８と共有する。桁行７．００ｍ，梁行４．７０ｍ，面積３２．９０㎡である。主軸はＮ

－８１°－Ｅである。南側の柱穴は建物に沿って東西方向に延びるＳＤ１２８４・１３１２と切り合いがあるが，

先後関係が明確でない。おそらく同時期の雨落ち溝か区画溝であったと思われる。柱穴の平面形は主

に円形である。柱穴の規模は２４㎝～１．３０ｍを測り，検出面が砂であるため掘り形が崩れているものが

多くみられる。柱穴の多くは，本来直径２０～３０㎝位の規模であったと考えられる。埋土は砂の混じる

黒色粘土を基調とするが，灰色・黒褐色粘土もみられる。遺物は少なく，ＳＰ１２７５の古代土師器椀小

片，ＳＰ１３２５の土師器甕胴部片が出土するのみである。上層で検出していること，建物方位がＳＢ１３

～１５と近似していることから，中世の建物と考えたい。

　２１号掘立柱建物（ＳＢ２１，第３８３・５３５図，図版１８１・３２８・３２９）

　Ｂ地区中央に位置する１間×１間の東西棟建物である。ＳＢ２２と重複する。ＳＢ２１～２３が位置する

一帯（Ｘ１６９～１８６列，Ｙ７５～８０列）の検出面は，砂を基調とするが粘土やシルトの含有が多いため，

比較的地盤が固く安定する土層であった。柱の残存が多いのもこの一帯の特徴である。桁行４．６８ｍ，

梁行２．９４ｍ，面積１３．７６㎡である。主軸はＮ－７９°－Ｗで，北西に隣接するＳＢ２３と同じである。柱穴

の平面形は楕円形と円形がある。柱の残る柱穴が多く，ＳＰ１５２６・１５４１・１５４４に柱が残る。ＳＰ

１５４１・１５４４の樹種はいずれもクリで，ＳＰ１５４１の柱（５３８６）は芯持丸木，ＳＰ１５４４の柱（５３８５）は半

截木であった。ＳＰ１５２６の柱は直径２０㎝を測る芯持材で，一端を除く外縁には樹皮が付いた状態であっ

た。残存状態が悪かったため，樹種同定は実施していない。柱穴の規模は２６～８２㎝を測る。埋土はＳ

Ｐ１５４１のみ砂の混じる灰色粘土，他は地山の緑灰色粘土の混じる黒褐色粘土を基調とする。遺物はＳ

Ｐ１５１８・１５４４から土師質の甕類と思われる小破片が出土するのみである。

　２２号掘立柱建物（ＳＢ２２，第３８３・４７２図，図版２４７）

　Ｂ地区中央に位置する２間×１間の南北棟側柱建物である。ＳＢ２１～２３が位置する一帯の検出面は，

砂を基調とするが粘土やシルトの含有が多いため，比較的地盤が固く安定する土層である。桁行７．３０

ｍ，梁行６．８７ｍ，面積５０．１５㎡である。主軸はＮ－６°－Ｗである。ＳＰ１５４０から柱が出土しているが，

大半が腐蝕しており，樹皮のみが残る状態であった。断面に残る痕跡では柱の直径は２０㎝弱を測る。

柱穴の平面形は楕円形と円形がある。柱穴の規模は３６㎝～１．１６ｍを測る。西側柱穴の埋土は地山の緑
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灰色粘土の混じる黒褐色粘土，東側は砂の混じる黒色粘土を基調とする。遺物は古代のものが多く出

土している。ＳＰ１５１９・１５２０の土師器甕胴部片，古代土師器椀小片，ＳＰ１５４０の古代土師器椀口縁部

小片，ＳＰ１６３８の土師器甕胴部片，古代土師器椀小片，須恵器甕胴部片，ＳＰ１６４９の古代土師器小型

甕底部（３６９４），須恵器杯口縁部小片，ＳＰ３１１５の須恵器甕胴部片がある。

　２３号掘立柱建物（ＳＢ２３，第３８４図）

　Ｂ地区中央に位置する２間×１間の東西棟建物である。ＳＢ２１～２３が位置する一帯の検出面は，砂

を基調とするが粘土やシルトの含有が多いため，比較的地盤が固く安定する土層である。桁行４．５８ｍ，

梁行２．３９ｍ，面積１０．９５㎡である。主軸はＮ－７９°－Ｗで，南東に隣接するＳＢ２１と同じである。柱穴

の平面形は円形で，規模は２０～５６㎝を測る。ＳＰ１５４９から柱が出土しているが，残存状態はよくない。

埋土は黄灰色粘土の単層を基調とするが，南東側の柱穴は黒褐色粘土となるものが多い。一部に砂や

炭化物の混入もみられる。出土遺物はない。

　２４号掘立柱建物（ＳＢ２４，第３８４・４７２・５３５図，図版１７９・１８１・２９０・２９７）

　Ｂ地区中央北東寄りに位置する２間×２間の東西棟側柱建物である。桁行５．９０ｍ，梁行４．４０ｍ，面

積２５．９６㎡である。主軸はＮ－７４°－Ｅである。柱穴の平面形は円形と楕円形がある。柱穴の規模は他

の建物を構成する柱穴と比べて大きく，４６㎝～１．７０ｍを測る。柱穴埋土は灰色粘土の単層を基調とす

るが，東側柱穴の色調は暗くオリーブ黒色・黒褐色粘土となる。北側の柱穴には砂の混入が目立つ。

南東角の柱穴ＳＰ１７３５からは，井戸ＳＥ１６００の石組材に似た自然石が投げ込まれたような状態で多

く出土した。遺物はＳＰ１７３５から中世土師器（３６９６），漆器小椀（５３８７）が出土している。３６９６はＮ

ＢⅠ類の皿で，口縁端部を面取りするが丸みがある。１３世紀前半のものである。５３８７は総赤色の漆器

小椀で，体部を内湾気味に挽き出すが，内外面に細かい加工痕が残る。漆塗膜分析を実施しており，

炭粉渋下地の上に漆を全面に塗り，高台内部を除く体部内外面に赤色漆を塗り重ねたことが判ってい

る。漆塗り後，高台内にＶ字状の線刻を施す。樹種はブナ属である。１４～１５世紀のものであり，建物

時期の下限と考えたい。

　２５号掘立柱建物（ＳＢ２５，第３８４・４７２図，図版１７９・２６０・２６１）

　Ｂ地区中央北東寄りに位置する側柱建物である。南東側の大半が調査区外にかかる。南北方向に３

間，東西方向に１間を確認した。主軸はＮ－３２°－Ｗである。柱穴の平面形は円形で，規模は４８～８４

㎝を測る。埋土は砂の混じる黒色粘土の単層を基調とする。遺物はＳＰ１７９８・１８６８の土師器甕胴部

片，ＳＰ１８２４の土師器甕胴部片，須恵器杯Ｂ蓋（３６８７），須恵器杯Ｂ（３６８９）がある。３６８９は高台内

に漆書「×」がある。

　２６号掘立柱建物（ＳＢ２６，第３８５図，図版１７９・１８０）

　Ｂ地区中央北寄りに位置する２間×１間の南北棟側柱建物である。桁行３．２０ｍ，梁行２．５３ｍ，面積８．

１０㎡である。主軸はＮ－１３°－Ｗである。北側にはほぼ同方向にＳＤ１８２０が延びるが，北側の柱穴が

一部切り込む。柱穴の平面形は円形で，規模は２８～６０㎝を測る。埋土は砂の混じるオリーブ黒色粘土

あるいは砂質土の単層である。遺物はＳＰ１９１９の古代土師器小型甕の小片，ＳＰ１９２２・１９５４・１９５７・

１９５８の土師器甕胴部片がある。ＳＤ１８２０を切ることから，中世の建物と考えられる。

　２７号掘立柱建物（ＳＢ２７，第３８５図，図版１８０）

　Ｂ地区北に位置する２間×１間の南北棟側柱建物である。ＳＢ２９・３０と重複するが，柱穴に切り合

いはなく，先後関係は不明である。但しＳＢ２９・３０とは建物の軸方位がほぼ同じであり，近い時期の

ものであろう。ＳＡ３と同方向に並んでいることから，中世（１４世紀頃）の建物と考えられる。桁
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行４．８９ｍ，梁行３．１９ｍ，面積１５．６０㎡である。主軸はＮ－１９°－Ｗである。柱穴の平面形は円形で，規

模は１２～６０㎝を測る。埋土はオリーブ黒色～黒色の粘土，あるいは粘性のある砂質土である。南西側

の柱穴ＳＰ３３７１・３３５９は畑の鋤溝と考えられるＳＤ１９８８と重複する。埋土は非常に似通ったものであ

るが，柱穴を下層で検出しており，柱穴の方が鋤溝よりも古い段階のものと考えられる。ＳＢ２７の廃

絶後に一帯が畑地として利用されたと考えられる。出土遺物は少なく，ＳＰ２００２・２６５８の土師器甕胴

部片があるのみである。

　２８号掘立柱建物（ＳＢ２８，第３８５・４７２図，図版１８０・２４６）

　Ｂ地区北に位置する２間×２間の南北棟総柱建物である。すぐ西側は丘陵裾に接するため，建物の

検出面は緩傾斜する。桁行４．６６ｍ，梁行３．９４ｍ，面積１８．３６㎡である。主軸はＮ－２８°－Ｗである。柱

穴の平面形は円形で，規模は３２～８４㎝を測る。埋土は灰色粘土の単層を中心とするが，北東側の柱穴

では，砂の混じるオリーブ黒色～黒色粘土あるいは砂質土もみられる。遺物はＳＰ２２１６から古代土師

器椀Ａ底部（３６９３），中世土師器小片が出土している。

　２９号掘立柱建物（ＳＢ２９，第３８６図，図版１８０）

　Ｂ地区北に位置する３間×２間の南北棟総柱建物である。すぐ南にＳＢ３０が並び，ＳＡ３を挟んで

東にＳＢ３１・３２がほぼ同方位で建つ。またＳＢ２７と重複するが，柱穴に切り合いはなく，先後関係は

不明である。ＳＡ３は１４世紀頃の柵と考えられ，ＳＢ２９～３２はこれと同方向であることから，ほぼ同

時期の建物と考えられる。ＳＢ２９は桁行７．２６ｍ，梁行４．６３ｍ，面積３３．６１㎡である。主軸はＮ－２１°－

Ｗを測り，ＳＢ３１・３２とほぼ同じである。柱穴の平面形は円形である。柱穴の規模は２０㎝～１．０６ｍを

測り，比較的大型のものが多い。北西角の柱穴は数回の掘り込みがみられ，北東角の柱穴は南北方向

に広がっており，掘り直しによるものと考えられる。埋土はオリーブ黒色・黒色砂質土を基調とす

る。北西角の柱穴ＳＰ２１３９の上層には，畑の鋤溝と考えられるＳＤ２１４０が堆積する。ＳＢ２９の廃絶後，

周囲が畑地として利用されたと考えられる。遺物はＳＰ２１０３から古墳時代の土師器甕が出土している

ほか，ＳＰ２００４・２０７５の土師器甕胴部片がある。

　３０号掘立柱建物（ＳＢ３０，第３８６図，図版１８０）

　Ｂ地区北に位置する２間×２間の総柱建物である。すぐ北にＳＢ２９が並び，ＳＡ３を挟んで東にＳ

Ｂ３１・３２がほぼ同方位で建つ。またＳＢ２７と重複するが，柱穴に切り合いはなく，先後関係は不明で

ある。ＳＡ３は１４世紀頃の柵と考えられ，ＳＢ２９～３２はこれと同方向であることから，ほぼ同時期の

建物と考えられる。中央の柱穴ＳＰ２０１９の上層には，畑の鋤溝と考えられるＳＤ２０２０が堆積する。Ｓ

Ｂ３０の廃絶後，周囲が畑地として利用されたと考えられる。桁行４．９０ｍ，梁行４．６４ｍ，面積２２．７４㎡で

ある。主軸はＮ－７０°－Ｅである。柱穴の平面形は円形で，規模は２０～６０㎝を測る。埋土はオリーブ

黒色・黒色砂質土を基調とする。遺物は少なく，ＳＰ１９９３から土師器甕胴部片，ＳＰ２０２７から土師器

甕胴部片，製塩土器小片が出土するに留まる。

　３１号掘立柱建物（ＳＢ３１，第３８７図，図版１８０）

　Ｂ地区北に位置する３間×２間の南北棟側柱建物である。東側のＳＢ３２と並んで建っており，桁間，

桁行，主軸方位がＳＢ３２とほぼ同じである。またＳＡ３を挟んで西には，ほぼ同方位でＳＢ２９・３０が

建つ。ＳＡ３は１４世紀頃の柵と考えられ，ＳＢ２９～３２はこれと同方向であることから，ほぼ同時期の

建物と考えられる。桁行７．３３ｍ，梁行４．８０ｍ，面積３５．１８㎡である。主軸はＮ－２２°－Ｗである。南側

の棟持ち柱ＳＰ２６７２は南側にずれるようである。柱穴の平面形は円形で，規模は２６～７０㎝を測る。埋

土はオリーブ黒色・黒色の砂質土を基調とするが，黒色砂質土には粘土が混じるものがみられる。遺
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物は少なく，ＳＰ１８５２・２０５３・２１０７から土師器甕胴部片が出土するに留まる。

　３２号掘立柱建物（ＳＢ３２，第３８７・４７２図，図版１８０・２６１）

　Ｂ地区北東に位置する３間×２間の南北棟総柱建物である。西側のＳＢ３１と並んで建ち，桁間，桁

行，主軸方位がＳＢ３１とほぼ同じである。またＳＡ３を挟んで西には，ほぼ同方位でＳＢ２９・３０が建

つ。ＳＡ３は１４世紀頃の柵と考えられ，ＳＢ２９～３２はこれと同方向であることから，ほぼ同時期の建

物と考えられる。桁行７．３２ｍ，梁行５．７７ｍ，面積４２．２４㎡である。主軸はＮ－２２°－Ｗである。柱穴の

平面形は円形と楕円形があり，規模は３２㎝～１．１０ｍを測る。楕円形の柱穴は北西側に多く，軟弱な地

盤のため掘形がずれたり崩れたりしたためと思われる。本来の形は円形で，直径４０～５０㎝の規模で

あったと考えられる。埋土はＳＢ３１と同様にオリーブ黒色・黒色の砂質土を基調とし，同色の粘土が

混じるものがある。遺物はＳＰ１８４２・３４５８・３４７８の土師器甕胴部片の他，ＳＰ１８４０から須恵器杯（３６９０），

中世土師器小片が出土している。

　３３号掘立柱建物（ＳＢ３３，第３８８図，図版１８０）

　Ｂ地区北東角に位置する３間×２間の南北棟側柱建物である。ＳＢ３４と重複するが，南西角の柱穴

ＳＰ３０９２・３０９３の断面に切り合いがみられることから，ＳＢ３４→ＳＢ３３の先後関係が考えられる。北

側の棟持ち柱を欠く。ＳＢ３４よりも桁方向に１間狭く，桁行６．３７ｍ，梁行４．６３ｍ，面積２９．４９㎡である。

主軸はＮ－１５°－Ｗで，ＳＢ３４より西へ２°振れる。柱穴の平面形は楕円形と円形がある。楕円形のも

のはＳＢ３４と柱穴を共有しており，掘り直されたためと考えられる。柱穴の規模は３０㎝～１．０６ｍを測

る。埋土はオリーブ黒色・黒色砂質土を基調とするものが多い。遺物はＳＰ２２５９・２３７６・３１３０の土師

器甕胴部片，ＳＰ３０９２の土師器甕胴部片，須恵器杯小片がある。但しＳＰ２２５９・３１３０はＳＢ３４と柱穴

を共有し，ＳＰ２３７６・３０９２の遺物はＳＢ３４の柱穴と重複して切り合いが不明瞭な地点や土層から出土

しているため，出土遺物がどちらの建物に伴うものであるのか判別し難い。

　３４号掘立柱建物（ＳＢ３４，第３８８図，図版１８０）

　Ｂ地区北東角に位置する４間×２間の建物である。ＳＢ３３と重複するが，南西角の柱穴ＳＰ３０９２・

３０９３の断面に切り合いがみられることから，ＳＢ３４→ＳＢ３３の先後関係が考えられる。桁行８．１０ｍ，

梁行４．６０ｍ，面積３７．２６㎡を測る。主軸はＮ－１３°－Ｗである。柱穴の平面形は楕円形と円形があり，

規模は３０㎝～１．０６ｍを測る。楕円形の柱穴はＳＢ３３と共有しており，掘り直されたと考えられる。埋

土はオリーブ黒色・黒色砂質土を基調とするものが多い。出土遺物は多く，ＳＰ２１７１の土師器壺胴部

片，古代土師器椀Ｂ底部小片，ＳＰ２３４５の土師器甕胴部片，高杯体部片，ＳＰ２２５９・２３５８・２３６１・

２３７５・３１３０・３４０４の土師器甕胴部片，ＳＰ３０９３の土師器甕胴部片，須恵器杯小片がある。但し土師器

としたものは小片であるため弥生土器の可能性もある。ＳＢ３４はＳＩ５周溝に囲まれる位置に建つた

め，ＳＩ５に付属する古い時期の遺物が多く含まれているようである。またＳＰ２２５９・３１３０はＳＢ３３

と柱穴を共有し，ＳＰ２３７６・３０９２はＳＢ３３の柱穴と重複するため，出土遺物がどちらの建物に伴うも

のであるのか判別し難い。

　３５号掘立柱建物（ＳＢ３５，第３８９図，図版１８０）

　Ｂ地区北東角に位置する３間×２間の南北棟側柱建物である。ＳＢ３２の北側，ＳＢ３３・３４の東側に

位置する。桁行４．８７ｍ，梁行４．０４ｍ，面積１９．６７㎡である。主軸はＮ－１７°－Ｗで，ＳＢ３４よりもＳＢ

３３に近い数値であるため，ＳＢ３３と同時期のものである可能性が高い。柱穴の平面形は円形と楕円形

があり，規模は２２～７０㎝を測る。埋土はオリーブ黒色・黒色砂質土を基調とするものが多い。遺物は

少なく，ＳＰ２２６４の土師器甕胴部片の出土に留まる。
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　３６号掘立柱建物（ＳＢ３６，第３８９図，図版１８０）

　Ｂ地区北東端に位置する３間×２間の南北棟側柱建物である。北東側は調査区外に延び，またトレ

ンチや溝に切られているため，柱列が不明である。桁行６．０１ｍ，梁行４．４１ｍ，面積２６．５０㎡である。主

軸はＮ－３６°－Ｗである。柱穴の平面形は円形で小型のものが多く，規模は２０～４０㎝を測る。埋土は

オリーブ黒色・黒色砂質土の単層で，同色の粘土が混じるものを基調とする。出土遺物はない。

　３７号掘立柱建物（ＳＢ３７，第３９０図）

　Ａ２地区北西からＡ４地区北西にかけて位置する１間×１間の東西棟建物である。下層で検出して

おり，弥生時代の建物と考えられる。桁行３．１６ｍ，梁行２．０４ｍ，面積６．４５㎡である。主軸はＮ－７８°－

Ｗである。柱穴の平面形は円形で，規模は２３～３７㎝を測る。埋土は黒色砂質土である。遺物はＳＰ

４１０２から弥生土器の高杯と思われる体部小片，ＳＰ５１２６から弥生土器甕が出土している。

　３８号掘立柱建物（ＳＢ３８，第３９０図）

　Ａ２地区中央西端に位置する１間×１間の東西棟建物である。下層で検出しており，弥生時代の建

物と考えられる。桁行３．２９ｍ，梁行２．２１ｍ，面積７．２７㎡である。主軸はＮ－６５°－Ｅである。柱穴の平

面形は円形で，規模は３０～６０㎝を測る。埋土は地山の砂混じりの黒色砂質土を基調とする。出土遺物

はＳＰ５１０９の弥生土器壺胴部片，ＳＰ５１１２の弥生土器甕小片がある。

　３９号掘立柱建物（ＳＢ３９，第３９０・５３５図，図版１８２・３２５）

　Ａ４地区中央に位置する２間×１間の側柱建物である。下層で検出しており，弥生時代の建物と考

えられる。桁行４．３９ｍ，梁行３．５０ｍを測るが，柱列には歪みがある。面積は１５．３７㎡である。主軸はＮ

－４４°－Ｗである。柱穴の平面形は円形のものが多く，ＳＰ５０７８・５１２７・５１６２・５２０６・５２１１には直径

約１０㎝の柱が残る。残存状態の良かったＳＰ５１２７の柱のみ実測と樹種同定を行った（５３８８）。樹種は

クマシデ属イヌシデ節の芯持丸木である。柱穴の規模は１２～５０㎝を測る。埋土は黒色や黒褐色の砂質

土あるいは砂質シルトを基調とし，地山や植物遺体を含むものがある。出土遺物はＳＰ５０７８・５１６２の

弥生土器甕胴部片がある。

　４０号掘立柱建物（ＳＢ４０，第３９１図）

　Ａ４地区南東端に位置する２間×１間の東西棟側柱建物である。すぐ南側にはＳＢ４１が近接して並

ぶ。上層で検出しており，中世の建物と思われる。桁行８．０４ｍ，梁行６．３８ｍ，面積５１．３０㎡である。主

軸はＮ－８８°－Ｗである。柱穴の平面形は殆どが円形である。柱穴の規模は２４～４４㎝を測る。埋土は

黒色砂質土を基調とする。出土遺物はない。

　４１号掘立柱建物（ＳＢ４１，第３９１図）

　Ａ４地区南東端に位置する２間×１間の南北棟側柱建物である。すぐ北側にはＳＢ４0が近接して並

ぶ。上層で検出しており，中世の建物と思われる。桁行４．６３ｍ，梁行３．６７ｍ，面積１６．９９㎡である。主

軸はＮ－３°－Ｗである。柱穴の平面形は円形で，規模は２７～５０㎝を測る。埋土は黒色・黒褐色砂質

土の単層である。出土遺物はない。

３　柵

　１号柵（ＳＡ１，第３９２・４７２図，図版１７９・２９０）

　Ｂ地区南西角に位置する。縄文時代の１号谷が埋没した後の平坦面に立地し，北西から南東に向か

う溝ＳＤ５７の南岸に沿って並ぶ。ＳＤ５７の護岸を目的としたもので，中世の遺構と考えられる。軸方
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位はＮ－６１°－Ｗを示す。ＳＤ５７の北岸にはＳＡ２がほぼ同じ軸方位で並んでおり，一対のものと考

えられる。ＳＢ３と重複するが，柱穴に直接の切り合いはない。ＳＤ２がＳＤ５７を切り込むことか

ら，ＳＤ２と同時期であるＳＢ３よりも古い段階の遺構と考えられる。埋土は黒褐色や黒色の粘土で

あるが，西端のＳＰ２２５のみ地山の黄褐色粘土が混じる。遺物はＳＰ２８の古代土師器小型甕口縁部小

片，部材，ＳＰ３８の土師器甕胴部片，黒色土器の椀と思われる小破片，中世土師器（３７００），ＳＰ４９

の土師器甕胴部片がある。３７００は口縁部を一段ナデする皿で，内面を中心に油煙痕がみられる。ＮＤ

Ⅱ類で１３～１４世紀のものである。

　２号柵（ＳＡ２，第３９２・５３５図，図版１７９・１８２・３２６）

　Ｂ地区南西角に位置する。縄文時代の１号谷が埋没した後の平坦面に立地し，北西から南東に向

かって流れる溝ＳＤ５７の北岸に沿って並ぶ。ＳＤ５７の護岸を目的としたもので，中世の遺構と考えら

れる。対岸にはＳＡ１がほぼ同じ軸方位で並んでおり，一対のものと考えられる。軸方位はＮ－６２°

－Ｗを示す。ＳＡ１と同様にＳＢ３よりも古い段階の遺構と考えられる。ＳＰ６１・７４には柱が残存す

る。ＳＰ７４の柱（５３８９）は直径約２０㎝を測るサクラ属の芯持丸木である。埋土は黄灰色や黒褐色の粘

土であるが，西端のＳＰ２２７のみ地山の黄褐色粘土が混じる。遺物はＳＰ５３の土師器壺・甕類小片，

ＳＰ６１の土師器甕胴部片，古代土師器椀口縁部小片がある。

　３号柵（ＳＡ３，第３９２図，図版１８０・１８２）

　Ｂ地区北に位置する。ＳＢ２９・３０とＳＢ３１に挟まれた位置にあるが，建物との距離はＳＢ３１の方が

近い。軸方位はＮ－２０°－Ｗを示し，ＳＢ２９～３１とほぼ一致する。ＳＰ２０１１・２１２９にはクリ，ＳＰ

２０６９にはカエデ属の柱が残る。直径１０～２０㎝弱を測る芯持丸木あるいは芯持材である。柱３点につい

て放射性炭素年代測定を実施しており，１４Ｃ年代で，ＳＰ２０１１の柱は６８０±３０ＢＰ（IAAA－８０５０６），

ＳＰ２０６９の柱は５９０±３０ＢＰ（IAAA－８０５０７），ＳＰ２１２９の柱は６３０±３０ＢＰ（IAAA－８０５０８）との

結果を得た。１４世紀前葉～後葉頃の年代が考えられる。埋土は灰色やオリーブ黒色の砂質土あるいは

砂混じりの粘土である。遺物は少なく，ＳＰ２０６９の土師器甕胴部片，ＳＰ２１２９の土師器椀と思われる

小片があるのみである。

４　溝・自然流路・落ち込み

　２号溝（ＳＤ２，第３９３・３９４・４７３図，図版１８３・２８０・２８３・２９０・２９３）

　Ｂ地区南西角に位置する。縄文時代の１号谷が埋没した後の平坦面に立地し，北西から南東へ向か

う。ＳＢ１とＳＢ３・４の間を同じ方向に延びており，区画溝と考えられる。ＳＤ２が北西端でＳＤ

５７を切り込むことを根拠として，ＳＤ５７に伴うＳＡ１・２よりもＳＤ２に伴うＳＢ１・３・４の方が

新しい段階の遺構であると判断した。この先後関係は，ＳＢ３がＳＤ５７埋没後に建てられていること

からも傍証される。規模は北西部が幅狭で浅く，幅約９０㎝，深さ８㎝を測る。南東部では幅約２．６ｍ

に広がり，深さも一段深くなって最深部では３２㎝を測る。南東部で珠洲を中心とする土器や木製品が

集中して出土している（第３９４図出土状況）が，ＳＤ５７に切られたＳＥ３０５やＳＤ２の北西延長にある

ＳＥ２００から流出し，溜まったものも含まれると考えられる。埋土は砂混じりの黒褐色粘土である。

　出土遺物は，中世土師器（３７０２），珠洲（３７０４～３７０９），古瀬戸（３７０３），唐津，土錘（３７１０），折敷，

円形板がある。３７０２は口縁部を一段ナデする皿である。ＮＤⅡ類で１３～１４世紀のものである。３７０３は

天目茶碗である。底部は輪高台に削り出すが，高台内側の削りは浅い。口縁部はやや外反し先端は尖
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る。後Ⅰ期と考えられる。珠洲は鉢（３７０４～３７０６）と甕（３７０７～３７０９）がある。３７０９はＳＥ２００から

同一個体と考えられる破片が出土している。Ⅲ期（１２５０～１２７０年代）のものが多く出土している。土

錘（３７１０）は外面縦方向に１条の浅い凹線がみられる。

　５７号溝（ＳＤ５７，第３９３・３９４・４２４・４７３・４７４・５３６・５８１図，図版１８３・２１５・２４０・２４６・２４７・

２５０・２６０・２６１・２８０・２８１・２８３・２９０・２９３・２９４・２９９・３０４・３３９）

　Ｂ地区南西角に位置する。縄文時代の１号谷が埋没した後の平坦面に立地し，北西端から南東へ向

かう。調査区南端でＬ字状に屈曲し，東端は浅く不明瞭となって終わる。最大幅３．６ｍ，深さ３１㎝を

測る。両岸にＳＡ１・２が並んでおり，護岸を目的としたものと考えられる。北西端でＳＥ３０５を切っ

ており，付近からＳＥ３０５より流出したと思われる部材（５３９８）等が出土した（第３９４図出土状況）。

またＳＢ３，ＳＥ２００・３０３，ＳＤ２に切り込まれている。特にＳＢ３，ＳＤ２との切り合いから，Ｓ

Ａ１・２→ＳＢ１・３・４の先後関係が考えられる。埋土は黄灰色砂質土である。

　出土遺物は，古代土師器（３７１１～３７２６），須恵器（３７３３～３７６４），中世土師器（３７２８・３７２９），珠洲

（３７３０），中国製白磁（３７２７），中国製青磁，木製品（５３９０～５３９８），土錘（３７３１・３７３２），鞴羽口

（５７１４），種実がある。

　古代土師器は，椀（３７１１～３７２１），甕（３７２２・３７２３），鍋（３７２４・３７２５），把手（３７２６）がある。椀は，

内面をヘラ磨きするもの（３７１１～３７１６・３７１９），外面を回転ヘラ削りするもの（３７１１），外面をヘラ磨

きするもの（３７１３・３７１４），外面を手持ちヘラ削りするもの（３７１２・３７１４～３７１６・３７１９）がある。

３７１２・３７１５～３７１７・３７１９の外底面には静止糸切り痕を残す。３７１３は内外面赤彩で，漆状の付着物があ

る。３７１４・３７１６は口縁部付近に煤が付着しており，灯火器として用いられたようである。大型の３７１１

や体部が内湾して深身の３７１２・３７１３は８世紀中葉前後，他は８世紀後葉から９世紀前葉頃のものであ

る。鍋はロクロ成形で内外面に回転ハケメを施し，口縁端部を面取りする。８世紀のものである。

　須恵器は，杯Ａ（３７３３・３７３７～３７４２），杯Ｂ蓋（３７３４～３７３６・３７４３～３７５４），杯Ｂ（３７５５～３７６２），

高杯（３７６３），壺（３７６４）がある。墨書土器は４点出土している。３７３３は「稲主」，３７３４は「万□，

３７３５は「□ ，３７３６は「川上」の墨書がある。須恵器杯Ａは体部が直線的にのびる浅いもの（３７３７～

３７４０）と，やや深身で土師器椀に近い器形のもの（３７４１・３７４２）がある。３７３７は外底面にヘラ記号「＝」

がある。３７４１は底部ヘラ切りであるが，切り離しのあたりをつける際の体下部のナデが強い。３７４２の

外底面は摩滅して不明瞭であるが，平滑であることから回転糸切り後一方向にヘラ削りされている可

能性がある。杯Ｂ蓋は端部を短く下方へ折り曲げるものが多い。３７４３・３７４６・３７４７は端部が鋭くつく

り出される。天井部の回転ヘラ削りは３７３４・３７４３～３７４５・３７４９・３７５１・３７５３・３７５４にみられる。

３７３５・３７５２～３７５４は内面に墨痕があり，転用硯と思われるが，内面の磨耗痕は３７５３のみ明瞭である。

杯Ｂは，３７５６は高台内にヘラ記号「□［×ヵ＋ヵ］」があり，３７５７は高台内に墨痕が残る。３７５８は内

面に漆が付着する。３７６０は高台内をヘラ切り後回転ヘラ削りして平滑に整える。３７６２は口縁部内面と

高台端部に使用による摩耗がみられる。３７６３は高杯の杯部で，外面下方の屈曲部に深い沈線を１条巡

らせる。３７６４は小型壺で，外面肩部以下は回転ヘラ削り調整を施す。なお須恵器の胎土や焼成等の観

察から，３７４６は鳥屋窯，３７４８は安居窯の製品である可能性が考えられる。

　中世土師器（３７２８・３７２９）は口縁部を一段ナデする小型の皿で，内外面に刷毛状ナデを残す。３７２８

は底部中央をへそ皿状に押し上げるＮＤⅢ類，３７２９はＮＤⅡ類で，いずれも１３世紀のものである。

　珠洲は，甕（３７３０），鉢の小片が出土している。３７３０は口縁部を細く外方に引き出すⅠ～Ⅱ期の甕

である。中国製白磁（３７２７）は椀Ⅷ－２類でＤ期（１２世紀中頃～後半）のものである。体部が直線的
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に開き，内面を１条ヘラ削りする。中国製青磁は椀の小片が出土している。

　木製品は，木皿（５３９０），円形板（５３９１），楔（５３９２），ヘラ（５３９３），部材（５３９８），刺突具（５３９４・

５３９５），棒材（５３９６・５３９７）がある。５３９０はケヤキ材の皿で，平底から体部が薄く延びる。５３９１はス

ギの柾目材で，曲物の底板である。５３９２はスギの小さな柾目材で，一端に向かって薄く加工している。

５３９３は薄く加工したスギの柾目材で，表面全体に焦げ目が付く。５３９８はスギの板目材である。西に隣

接するＳＥ３０５から流出した井戸部材と考えられ，出土状況からはＳＥ３０５北西辺の板組を構成する部

材であった可能性が考えられる。５３９４はスギの分割丸棒，５３９５～５３９７はスギの削出丸棒である。

５３９４・５３９５は一端を鋭く削っているため，刺突具とした。

　種実は，カヤ種子１点，モモ核完形８点，モモ核破片２点が出土し，同定されている。

　１００号落ち込み（ＳＤ１００，第３９５・３９６図）

　Ｂ地区西側に接する丘陵裾の地形に沿った落ち込みで，Ｂ地区南東角から北東，およびＡ２～Ａ４

地区にかけて広範囲に広がる。Ｂ地区の調査時に丘陵地の土層とは異なる水成堆積が確認されたため，

便宜的にＳＤ１００としたものである。埋土は大きく上・中・下の３層に分けられるが，全て低地の基

本層に対応する。上層は基本層のⅠ層等が混じる土で，丘陵部からの崩落土等も含まれる。中層は黒

色～黒褐色の砂質土あるいは砂混じりの粘土で，古代～中世の遺物包含層であるⅡ層に対応する。下

層は黒褐色砂質土を基調とし，北側では暗灰黄色砂に変じる。弥生時代の遺物を包含し，Ⅲ層に対応

する。下層の下には灰色～緑灰色粗砂の無遺物層があり，地山とした。中層と下層の境は古代～中世

の遺構検出面，下層と地山の境は弥生時代の遺構検出面である。ＳＤ１００の範囲内では，調査区をブ

ロックに分けて数回遺構検出作業を行った結果，弥生時代から近世に至る時期の，２０００基を超える遺

構が検出された。しかし，それぞれの遺構検出面はやわらかい砂地で，面として非常に不安定であり，

また土層の堆積が均一でなくⅢ層と地山の識別が難しかったため，これら数面の検出面を異なる生活

面として区別することができなかった。したがって，検出した遺構群は敢えて分離せず，全て同一面

の遺構として扱っている。出土遺物はすべて包含層の項で報告する。

　１２５号溝（ＳＤ１２５，第３９７図）

　Ｂ地区南端に位置する。ＳＤ１９４の北西側に平行して延びる。ＳＢ６・７とほぼ同じ方位に延びて

おり，同時期の中世の溝と考えられる。最大幅５０㎝，深さ１０㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層であ

る。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土師器椀小片，古代黒色土器椀小片がある。

　１９４号溝（ＳＤ１９４，第３９７図）

　Ｂ地区南端に位置する。ＳＢ７の北西側と北東側に沿ってＬ字状に延び，雨落ち溝と考えられる。

最大幅６２㎝，深さ１０㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕胴部片，須恵器

壺体部片，珠洲甕胴部片がある。ＳＢ７と同様の中世の遺構と考えたい。

　２０３・２０４号溝（ＳＤ２０３・２０４，第３９７図）

　Ｂ地区南端に位置する。ともに埋土が同一の黄灰色粘土であるため，切り合いが確認できなかった。

深さはＳＤ２０３が約６㎝，ＳＤ２０４が約２０㎝とＳＤ２０４の方が一段深くなっている。ＳＤ２０３の南西側は

ＳＤ１２５に繋がるようにも見えるが，ＳＤ２０４の延びる方向は南側のＳＤ１２５・１９４とは異なり，ＳＢ

５の方位に近いようである。出土遺物はＳＤ２０３の土師器甕胴部片，須恵器甕胴部片，珠洲甕胴部片，

石剥片，ＳＤ２０４の土師器甕胴部片・高杯小片，古代土師器椀，須恵器壺・甕胴部片，製塩土器小片，

中世土師器皿小片，珠洲小型壺肩部片・甕胴部片がある。
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　２８４号溝（ＳＤ２８４，第４４６図）

　Ｂ地区南西角に位置する。ＳＢ２の北西側外縁に沿って掘り込まれており，ＳＢ２の雨落ち溝と考

えられる。最大幅４８㎝，深さ９㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕胴部

片，古代土師器椀，須恵器甕胴部片がある。ＳＢ２と同様に古代の遺構と考えられる。

　３１４・３１７・３１８・３２０・３２３・３２４号溝（ＳＤ３１４・３１７・３１８・３２０・３２３・３２４，第３９７図）

　Ｂ地区南端東寄りに位置する溝群である。北西から南東方向に平行して延びており，畑作に伴う鋤

溝と考えられる。幅１２～６８㎝，深さ４～７㎝を測る。埋土は灰黄褐色粘土を基調とし，地山の黄褐色

粘土が混じるものもある。出土遺物はＳＤ３１４の古墳時代黒色土器椀小片，古代土師器椀小片，製塩

土器，ＳＤ３１７の須恵器杯体部片がある。

　３９３号溝（ＳＤ３９３，第３９８・３９９・４４７・４７５図，図版１８３・２０２・２１１・２２３・２３９・２４６・２５０・２６２・

２６８）

　Ｂ地区南西の丘陵中腹に位置し，東西方向に掘り込まれる。ＳＤ４５１・４７５と合わせて丘陵中腹の緩

斜面を方形に区画しており，内部にＳＫ４６８・５０３を配置することで，方形周溝墓状の遺構を構成する。

ＳＤ３９３は東西方向に延びる人工的に掘られた溝と考えられるが，東側の地形による傾斜が強い範囲

では二股に分かれたり合流するなどして幅や方向が不定であることから，東部分（第３９８・３９９図ｂ断

面付近）は自然派生の溝である可能性が高い。西端は縄文時代の１号谷と切り合う。最大幅１．２０ｍ，

深さ７９㎝を測る。埋土は黒褐色粘土を基調とし，北側には地山の黄褐色粘土が多く混じる。

　出土遺物は，弥生土器（３７７２～３７７５），土師器（３７７６～３７７９），須恵器（３７８０～３７８５）がある。弥生

土器は，刺突受口甕（３７７２），甕（３７７３），有段壺（３７７４），高杯か器台の脚（３７７５）がある。後期の

土器が中心であるが，３７７３のように中期に遡る可能性のあるものもある。なおＳＤ４５１，ＳＫ４６８，１

号谷からも中期に遡る弥生土器が出土している（３７８６・４４３６～４４５５・４５８７～４５８９）。土師器は，杯

（３７７６・３７７７），古代の椀Ａ（３７７８），鉢形ミニチュア（３７７９）がある。３７７６は内面黒色の杯で，口縁

部が緩やかに外反する。６世紀中葉～後葉頃のものと思われる。３７７７は口縁部が内湾する。富山県福

光町在房遺跡出土土師器に類似しており註２，７世紀末～８世紀初頭のものと思われる。須恵器は，杯

Ｈ（３７８０），杯Ｂ（３７８１），杯Ａ（３７８２），杯Ｂ蓋（３７８３・３７８４），甕（３７８５）がある。３７８０はＴＫ２１７

段階（７世紀前半）の杯であるが，外面調整は自然釉により不明である。３７８１は低く踏ん張る高台を

持つ７世紀の杯身である。３７８３・３７８４は頂部を回転ヘラ削りする杯蓋で，３７８３は１号谷から出土した

４７１４に似る。８世紀中頃の鳥屋窯の製品と考えられる。３７８５は甕の底部で，器壁が薄く叩き締められ

ている。外面は叩きの後カキメ調整を施す。

　４２０・４３２・４３３号溝（ＳＤ４２０・４３２・４３３，第３９８・３９９図，図版１８３）

　Ｂ地区南西の丘陵中腹に位置する。ＳＤ３９３の東側に続く溝と重複しており，自然派生の溝と考え

られる。ＳＤ４３３はＳＤ３９３を切っていることから，ＳＤ４３３および埋土を同じくするＳＤ４３２もＳＤ

３９３より新しい段階の溝と考えられる。幅２４～５２㎝，深さ６～１３㎝を測る。出土遺物はＳＤ４２０の土師

器甕胴部片，ＳＤ４３２の土師器甕胴～底部，須恵器甕胴部片，ＳＤ４３３の土師器甕胴部片，須恵器杯体

部片がある。

　４５１号溝（ＳＤ４５１，第３９８・３９９・４４７・４７５図，図版１８３・２０２・２２３）

　Ｂ地区中央西寄りに位置する。南半は南北方向に直線的に延び，北半は北東に向かって緩く弧を描

いて延びる。南半は断面形が長方形状をしているため，人工的に掘り込まれたものと考えられる。Ｓ

Ｄ３９３・４７５と合わせて丘陵中腹の緩斜面を方形に区画しており，内部にＳＫ４６８・５０３を配置すること
註２　福光町教育委員会　２００１『富山県福光町在房遺跡Ⅰ』
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で，方形周溝墓状の遺構を構成する。最大幅２．７６ｍ，深さ６４㎝を測る。埋土は黒褐色粘質土を基調と

し，底面近くに地山の黄褐色粗砂が混じる。出土遺物は弥生土器（３７８６～３７９０），古墳時代黒色土器

椀小片，須恵器杯口縁部小片，焼土塊がある。弥生土器は，壺（３７８６・３７８７），台付壺（３７８８），器台

（３７８９），有段器台（３７９０）がある。後期の土器が中心であるが，壺（３７８６）のように中期に遡る可能

性のあるものもある。なおＳＤ３９３，ＳＫ４６８，１号谷からも中期に遡る弥生土器が出土している

（３７７３・４４３６～４４５５・４５８７～４５８９）。３７８８の調整は，外面を磨き，胴部内面は指押さえ後横ナデを加え

る。内底面と脚部内面にはハケメを施す。３７９０はＳＤ４７５出土破片と接合する。

　４７５号溝（ＳＤ４７５，第３９８・３９９・４４７・４７５図，図版１８３・２２３）

　Ｂ地区南西の丘陵上，縄文時代の１号谷の東肩に位置する。ＳＤ３９３・４５１と合わせて丘陵中腹の緩

斜面を方形に区画しており，内部にＳＫ４６８・５０３を配置することで，方形周溝墓状の遺構を構成する。

丘陵中腹に形成された緩斜面の中で最も高い場所にあり，標高約８．４～８．６ｍを測る。西端は１号谷と

切り合い，幅が広がる。最大幅３．５０ｍ，深さは８０㎝を測る。埋土上層には黒色粘土，中層から下層に

かけて黒褐色粘質土が堆積し，壁面近くには地山の黄褐色粗砂が多く混入する。出土遺物は弥生土器

甕小片多数，壺小片，有段器台（３７９０）がある。３７９０はＳＤ４５１出土破片と接合する。弥生時代後期

のものである。

　１０５８・１０５９・１２４１・１２４３号溝（ＳＤ１０５８・１０５９・１２４１・１２４３，第４００・４７４図，図版２６２）

　Ｂ地区南東，ＳＤ１００の斜面裾に位置する。中央をＳＫ１０００に切られて分断されるが，一連のもの

と考えた。幅２０～９６㎝，深さ６～３５㎝を測る。ＳＤ１２４３は東側の井戸ＳＥ１３４４を囲むようにＬ字形に

掘り込まれており，丘陵の崩落土や雨水の流入等による井戸水の汚染を防ぐために設けられた溝と考

えられる。この他の溝は斜面裾の地形に沿うように掘り込まれており，東側低地に広がる掘立柱建物

ＳＢ１１・１２の保全のための溝と思われる。丘陵の地滑りによって地山が溝埋土を被うものが多く，検

出時に溝が地山の中に潜り込んでいるように見えたり，また溝自体が崩れて掘形が判然としないもの

もみられた。埋土はいずれも黒褐色粘土を基調とする。出土遺物は，ＳＤ１０５８の土師器甕胴部片，古

代土師器椀Ａ底部片，須恵器杯Ａ（３７６５），ＳＤ１２４１土師器甕胴部片，ＳＤ１２４３の古代土師器椀体部

小片がある。ＳＥ１３４４やＳＢ１１・１２と同時期の８～９世紀頃の溝群と考えておく。

　１０９２号溝（ＳＤ１０９２，第４００図）

　Ｂ地区中央南東寄りの低地に位置し，東西方向に延びる。幅２２～５８㎝，深さ６㎝を測る。北側のＳ

Ｂ１２と同方向に延びており，雨落ち溝と思われる。埋土は黒色粘土の単層である。出土遺物は土師器

甕胴部，古代土師器椀，古代黒色土器椀，須恵器甕胴部があるが，全て小片である。

　１０９９号溝（ＳＤ１０９９，第４０１・４７４図，図版２６１）

　Ｂ地区中央南東寄りの低地に位置する。Ｃ字状に弧を描いて延び，南側でＳＤ１１５６を切る。最大幅

１ｍ，深さ１９㎝を測る。溝の南側は上層で検出しているが，北側の幅広となる範囲は下層で検出して

おり，弥生時代の周溝をもつ建物の一部である可能性も考えたが，古代以降の遺構の重複が著しいた

め判断し得なかった。埋土は黒色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ底

部片，須恵器杯Ｂ蓋（３７６８）・甕胴部片がある。

　１１１７号溝（ＳＤ１１１７，第３９８・３９９・４７４図，図版２６２）

　Ｂ地区中央南寄りの丘陵斜面上に位置し，南西から北東に向かって延びる。幅６８～９２㎝，深さ３０㎝

を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕小片，古代土師器椀，須恵器杯蓋・杯

Ａ（３７６６）・杯Ｂ（３７６７）・壺・甕小片がある。３７６７の外底面はヘラ切り後に回転ヘラ削りを加えて平
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滑に仕上げている。

　１１５６号溝（ＳＤ１１５６，第４０１図）

　Ｂ地区中央南東寄りの低地に位置する。北から南，更に東へ向かってＬ字状に延び，北側でＳＩ１

周溝を切る。東西方向に延びる部分のうち北側の掘形（第４０１図ａ断面ａ側）は中世の掘立柱建物Ｓ

Ｂ１３と平行で，南側の堀形は古代のＳＢ１２と平行である（第４００図）。東西方向に延びる南部分は北部

分に比べて幅広であり，古代から中世の時期の溝が複数重複していると考えられる。幅２４㎝～１ｍ３４

㎝，深さ２１㎝を測る。埋土は砂の混じる黒色粘土を基調とする。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土

師器椀Ａ・甕小片，須恵器杯口縁部小片・甕胴部片がある。

　１１６６・１４２０号溝（ＳＤ１１６６・１４２０，第４０１図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，Ｃ字状に延びる。土坑等に切られているが，溝の延びる方向や

埋土が同じであることから，北側のＳＤ１１６６と南側のＳＤ１４２０が繋がる可能性が高い。弥生時代の周

溝をもつ建物の一部である可能性も考えたが，古代以降の遺構の重複が著しいため判断し得なかった。

最大幅８０㎝，深さ２２㎝を測る。ＳＤ１４２０のＸ１５２Ｙ８０列やＸ１５６Ｙ８１列等では，溝の規模に変化がみら

れ，数条の溝が重複している可能性がある。埋土は砂混じりの黒色粘土を基調とする。出土遺物は，

ＳＤ１１６６の土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ底部片，須恵器杯小片，ＳＤ１４２０の土師器甕胴部片，古

代土師器椀・甕小片がある。

　１１８２号溝（ＳＤ１１８２，第４０１・４７４図，図版２６１）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，南北方向に緩く曲がりながら延びる。幅２２～５２㎝，深さ９㎝を

測る。埋土は砂混じりの黒色粘土である。出土遺物は土師器甕小片，須恵器杯Ｂ蓋（３７６９）・壺小片

がある。３７６９は肩部から天井部にかけて回転ヘラ削りを施し，沈線を３条巡らせる。頂部にはボタン

状の低い摘みを貼り付ける。端部は欠損する。

　１１８５号溝（ＳＤ１１８５，第４０１・４７４図，図版２６２）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，緩やかな弧を描いて東西方向に延びる。西側に隣接する周溝式

平地建物ＳＩ１の周溝と規模や延びる方向が似ていることから，弥生時代の周溝をもつ建物の一部と

も考えたが，上層で検出していることと古代以降の遺物が多く出土していることから，新しい時期の

ものと判断した。ＳＢ１６の柱穴ＳＰ１２１６・１２１７・２９１４・２９１７を切っている（第３７８図）ことと，ＳＢ

１５の建物方位と近いことから，ＳＢ１５に伴う中世の溝と考えられる。幅２４～４８㎝，深さ８㎝を測る。

埋土は砂混じりの黒色粘土である。出土遺物は土師器甕胴部片，須恵器杯（３７７０・３７７１）がある。

　１２０２号溝（ＳＤ１２０２，第４０１図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，南北方向に延びる。ＳＤ１１５６の北部分とつながり，またこれと

平行して直線的に延びる。ＳＢ１４の西側に沿って平行に延びることから，ＳＢ１４に伴う中世の溝と

考えられる。幅３４～５２㎝，深さ１３㎝を測る。出土遺物は土師器甕胴部片，須恵器甕胴部片がある。

　１２０５号溝（ＳＤ１２０５，第４０１図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置する。四方に分岐し，中央を大きく土坑に切られる。主流の溝は，

南北方向に延びてＳＤ１４２０と平行に緩く弧を描くものであり，弥生時代の周溝をもつ建物の一部であ

る可能性も考えられる。南端の細い部分は，延びる角度や規模が南側のＳＤ１１５６と似ており，こちら

に繋がるものかもしれない。いずれにしろ，古代以降の遺構の重複が著しいため，正確な規模や時期

は判断しがたい。幅３０～７２㎝，深さ１５㎝を測る。埋土は砂混じりの黒色粘土である。出土遺物は土師

器甕胴部片，古代土師器椀Ａ底部片がある。
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　１２１９号溝（ＳＤ１２１９，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置する。ＳＢ１６・１７の西側を建物と平行して南北方向に延びる。ＳＢ

１６・１７は古代の建物と想定され，これらに伴う溝と考えられる。幅３０～５４㎝，深さ１０㎝を測る。埋土

は砂混じりの黒色粘土である。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土師器椀体部片・甕胴部片，須恵器

杯小片・甕胴部片がある。

　１２２９号溝（ＳＤ１２２９，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，南北方向に延びる。埋土は砂混じりの黒色粘土である。北部分

でＳＤ１３１２・１３１３と交差するが，埋土が同じであるため切り合いは不明である。幅３０㎝～１．１６ｍ，深

さ８㎝を測る。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ底部片，須恵器甕胴部片がある。

　１２４５・１２４７号溝（ＳＤ１２４５・１２４７，第３９８・３９９図）

　Ｂ地区中央南寄りの丘陵斜面上に位置し，南から北へ向かって緩く弧を描いて延びる。幅３２㎝～

１．０４ｍ，深さ１８㎝を測る。埋土は黒褐色粘土を基調とし，ＳＤ１２４５には地山のにぶい黄色粘土が僅か

に混じる。出土遺物はＳＤ１２４５の土師器甕胴部～底部片，須恵器甕胴部片がある。

　１２８４・１３１２・１３１３号溝（ＳＤ１２８４・１３１２・１３１３，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央の低地に位置し，東西方向に延びる。埋土は砂混じりの黒色粘土か黒色砂質土である。

ＳＤ１２８４はＳＤ１２１９と交差するが，これを越えた東の延長上に延びるＳＤ１３１２とは埋土が同じである

ことから，同一の溝と考えられる。ＳＤ１２８４の西部分は溝の幅が広くなっているが，これはＸ１６２Ｙ

７７列の埋土断面（第４０３図ｅ断面）において認められる黒褐色砂質土の新しい堆積によるものである。

この新しい段階の溝はＳＤ１２８４の北側を重複して併走し，ＳＢ２０範囲内に入り込み，Ｌ字状に屈曲す

る。ＳＤ１２８４はＳＢ２０の南西の柱穴ＳＰ２９９７・３０１２を切るとしたが，実際の切り合いは不明瞭であり，

おそらく同時期の雨落ち溝か区画溝であったと思われる。ＳＤ１３１２・１３１３は西端部でＳＤ１２２９と交差

するが，埋土が同じであるため切り合いは不明である。出土遺物は，ＳＤ１２８４の土師器甕胴部片，須

恵器杯底部片，ＳＤ１３１２の土師器壺・甕胴部片，古代黒色土器椀小片，ＳＤ１３１３の土師器甕小片，古

代土師器椀，須恵器杯・杯蓋小片・甕胴部片がある。

　１４７５・１４７６号溝（ＳＤ１４７５・１４７６，第３９６・４０２・４０３・４７６・５３６・５３７図，図版１８３・２８０・２８３・

２９０・２９４・３１１）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置する。南から北へ向かい，Ｌ字形に屈曲して東へ抜ける。屈曲部よ

り東側の南岸はＳＤ１００のｂ断面断ち割りと位置が重複してしまい，掘形が不明である。また南西端

は攪乱を受けている。主流はＳＤ１４７６であるが，南北方向に延びる範囲で西側に広がる浅い部分があ

り，これをＳＤ１４７５とした（第３９６図ＳＤ１００ｂ断面２０層）。ＳＤ１４７５は深さ２４㎝を測り，埋土は黒褐

色粘土の単層である。ＳＤ１４７６の深さは最深部で１．０５ｍを測る。埋土上層は褐灰色粘土や灰黄褐色砂

質土を基調とし，下層は黒色・黒褐色粘土が堆積する。東側壁面や下層に砂との互層がみられ，水流

の影響が考えられる。

　遺物は，古墳時代内黒椀，古墳時代～古代土師器甕，古代土師器椀，須恵器，中世土師器（３７９６），

珠洲（３７９７～３７９９），瀬戸美濃，越前，中国製青磁（３７９５），木製品（５４００・５４０１）が出土している。

中世土師器（３７９６）はロクロ成形の浅椀器形で，１２世紀頃のものである。珠洲は，鉢（３７９７～３７９９）

のほか，壺，甕の破片がある。鉢はいずれも体部破片で，内面に卸目が間隙なく引かれるⅣ期以降

（１２８０年代～）のものである。瀬戸美濃は壺肩部片や甕，越前は鉢底部片や甕胴部片が出土している。

中国製青磁（３７９５）は龍泉窯系青磁椀Ⅳ類で，Ｇ期（１４世紀初頭～後半）のものである。体部外面に
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蓮弁文，見込みに圏線と文様があるが不明瞭で，高台内を中心とする範囲に漆が付着する。木製品は，

網枠（５４０１），木椀未成品（５４００），棒材，角材，用途不明品がある。５４０１はイヌガヤの芯持丸木を円

形にたわめた網枠である。柄に装着されたと思われる先端部は，側面を削って突起や浅い抉りをつく

り出す。放射性炭素年代測定を実施し，１４Ｃ年代で４２０±３０yrBP（IAAA－８０５０４），１５世紀中頃～後

半との結果を得ている。５４００は荒型の段階の未成品で，底面にロクロ爪痕と外面に挽き出した跡が残

る。ケヤキの横木地である。

　１４９４号溝（ＳＤ１４９４，第４０２・４０３・４７５図，図版２１２・２３７・２４９・２６２）

　Ｂ地区中央西寄りの丘陵斜面上に位置し，地形に沿って南北方向に延びる。斜面下に広がる集落を

丘陵の崩落土や雨水の流入等から守るために掘られたものであろう。幅２４～９６㎝，深さ２２㎝を測る。

埋土は黒褐色粘土であるが，北側は強い還元化により土色が青みを増している。出土遺物は，古墳時

代の土師器甕（３７９１・３７９２），古代の土師器甑（３７９３），須恵器杯Ａ（３７９４）がある。３７９１・３７９２は胴

部内外面を粗いハケメ調整，口縁部を横ナデするもので，法量の大小がある。甑は，包含層からの遺

物も含めると数点出土しているが，３７９３は口縁部から底部まで残存し，全体形の判る唯一のものであ

る。ロクロ成形で，内外面ともハケメ調整を施す。体部には把手の剥離痕を残す。

　１７７８号落ち込み（ＳＤ１７７８，第４０４・４７６図，図版２８３）

　Ｂ地区北東中央寄りの低地に位置し，東西方向に延びる。板組井戸ＳＥ１７７７の埋没後に生じた浅い

落ち込みで，井戸を覆うように広がる（第４３１図ＳＥ１７７７ａ断面）。最大幅１．４２ｍ，深さ２０㎝を測る。

埋土は砂混じりの黒褐色粘土である。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ小片，須恵器杯小

片，中世土師器，珠洲鉢（３８００）・壺・甕胴部片，製塩土器小片，砥石がある。３８００は片口近くの破

片で，内面に縦横の卸目を引く。口縁端面が外傾するⅡ期（１３世紀第１ ･第２四半期）のものである。

　１８２０号溝（ＳＤ１８２０，第４０４図，図版１８３）

　Ｂ地区北の低地に位置し，南西から北東に向かって延びる。北側の掘立柱建物群ＳＢ２７～３２の南側

に位置する区画溝である。幅９６㎝～１．４０ｍ，深さは最深部で３１㎝を測る。西側では３条の掘り込みが

確認でき，南側から北側へわずかに移動しながら掘り直されていることが判る。西側の埋土は，灰色

砂質土，オリーブ黒色砂質土，灰オリーブ色砂質土が上層から堆積する。東側の埋土はオリーブ黒色

粘土の上に黒色砂質土や砂混じりの黒色粘土が堆積する。出土遺物は土師器甕胴部片多数，古代土師

器椀，須恵器杯蓋・杯底部小片・高杯・甕胴部片，製塩土器底部小片がある。

　１９８８・２０２２・２０３７・２０４３・２０６８・２０９８号溝（ＳＤ１９８８・２０２２・２０３７・２０４３・２０６８・２０９８，第４０５・

４０６図）

　Ｂ地区北部中央の低地に広がる溝群である。南北方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考え

られる。埋土はオリーブ黒色砂質土の単層である。この一帯には，直交する東西方向の鋤溝も多くみ

られるが，埋土が同じで切り合いは確認できなかった。ＳＤ１９８８はＳＢ２７の南西側の柱穴ＳＰ３３７１・

３３５９と重複し（第３８５図），ＳＤ２０６８はＳＡ３の柱穴ＳＰ２０１１・２０６９と重複する（第３９２図）。埋土が非

常に似通っているため切り合いが判然としない箇所もあるが，柱穴はいずれも下層で検出しているた

め，溝群の方が新しいと考えられる。幅１２～５０㎝，深さ６～１５㎝を測る。出土遺物はＳＤ１９８８・

２０３７・２０９８の土師器甕胴部小片，ＳＤ２０２２の土師器甕胴部片，須恵器杯底部小片がある。

　２０１０・２０２０・２０６２・２０９９・２１０１・２１３２・２１３３・２１５５号溝（ＳＤ２０１０・２０２０・２０６２・２０９９・２１０１・

２１３２・２１３３・２１５５，第４０５・４０６図）

　Ｂ地区北部中央の低地に広がる溝群である。東西方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考え
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られる。方位がＮ－６４～６８°－Ｅに収まる一群で，周囲には同方向に延びる短い溝も多くみられる。

ＳＤ２０２０はＳＢ３０の柱穴ＳＰ２０１９の埋没後に掘り込まれていることから，建物の廃絶後に広がった畑

であると考えられる。幅１４～８２㎝，深さ９～１６㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質土の単層である。

ＳＤ２１３３の西側はＳＤ２１３４と繋がっているが，深さが変化して一旦途切れたように見えたことと，延

びる角度が異なっていたことから別遺構とした。出土遺物はＳＤ２０１０・２０６２・２１０１・２１３２・２１５５の土

師器甕胴部片，ＳＤ２０２０の土師器甕胴部片，古代土師器椀小片・甕口縁部小片がある。

　２１３４・２１４０・２１４４・２１９１号溝（ＳＤ２１３４・２１４０・２１４４・２１９１，第４０５・４０６図）

　Ｂ地区北西の低地に位置する溝群である。東西方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考えら

れる。方位がＮ－５５～５８°－Ｅに収まる一群で，北西寄りに集中する。ＳＤ２１３４の東側はＳＤ２１３３と

繋がっているが，深さが変化して一旦途切れたように見えたことと，延びる角度が異なっていたこと

から別遺構とした。またＳＤ２１４０はＳＢ２９の北西角の柱穴ＳＰ２１３９を切る形で上層に堆積しており（第

３８６図Ｊ断面），ＳＢ２９廃絶後において，畑地として辺り一帯が利用されていたことが判る。幅２２～９０

㎝，深さ９～１２㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質土の単層である。出土遺物はＳＤ２１３４の土師器

甕胴部片，古代土師器椀小片，ＳＤ２１４４の土師器甕胴部片がある。

　２２５４・２２５５・２３０６・２３１７・２３１９・２３４１・２３４９・２３６３・２６０８号溝（ＳＤ２２５４・２２５５・２３０６・２３１７・

２３１９・２３４１・２３４９・２３６３・２６０８，第４０５・４０６図）

　Ｂ地区北東角の低地に広がる溝群である。東西方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考えら

れる。方位がＮ－７４～７９°－Ｅに収まる一群で，北東寄りに集中する。幅１０～５６㎝，深さ６～２０㎝を

測る。埋土は灰オリーブ色・オリーブ黒色砂質土を基調とするが，低い標高に位置する溝の中には黒

色を呈するものもある。出土遺物はＳＤ２２５４・２３４９の土師器甕胴部片，ＳＤ２３０６の弥生土器甕口縁部

小片，土師器甕胴部片がある。

　２３２８号溝（ＳＤ２３２８，第４０５・４０６・５０４図，図版２５４）

　Ｂ地区北東角の低地に位置する。南から北へ，更にＬ字状に屈曲して東へ向かう。屈曲部でＳＥ

３５０８を切る。幅８４㎝～１．１８ｍ，深さ３４㎝を測る。埋土上層は黒色砂質土，中層は灰色砂質土，下層は

オリーブ黒色砂質土が堆積する。出土遺物は弥生土器甕・壺，須恵器瓶（４５２８）がある。弥生土器は

西側に隣接する周溝式平地建物ＳＩ５に関係するものの可能性がある。４５２８は丸底で貼り付け高台を

もつ長胴の瓶である。ＳＫ２０７７出土破片と接合する。

　２７４７号溝（ＳＤ２７４７，第４００図）

　Ｂ地区南東の低地に立地し，東西方向に延びる。下層で検出した。ＳＢ１１・１２の間に位置し，これ

らに伴う区画溝と考えられる。幅７０㎝～２．３６ｍ，深さ２２㎝を測る。埋土は黄灰色粘土の単層である。

出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　２８６９号溝（ＳＤ２８６９，第４０１・４７６図，図版２０３・２２３・２６２・２７９・２９３）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に立地し，南北方向に弧を描いて延びる。最下層で検出しており，ＳＢ

１５・１６，ＳＤ１１６６・１４２０に切られる。最大幅１．９２ｍ，深さ１６㎝を測る。埋土上層は黒色粘土，下層は

灰色粘土が水平堆積する。弥生時代の周溝をもつ建物あるいは周溝遺構である可能性を考えたが，古

代以降の遺構の重複が著しいため判断し得なかった。出土遺物は弥生土器（３８０１～３８０３），土師器，

黒色土器，須恵器（３８０６～３８０８），製塩土器（３８０４・３８０５），珠洲，土錘（３８０９）がある。弥生土器は，

甕（３８０１），壺（３８０２），高杯（３８０３）があり，いずれも後期のものである。土師器は古墳時代の甕や

古代の長胴甕の胴部片が出土している。須恵器は杯蓋（３８０６・３８０７），杯Ｂ（３８０８），壺，甕胴部片が
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ある。３８０６は内面にかえりのある７世紀のものである。３８０７は内面中央付近に墨が付着する転用硯で

ある。珠洲は壺の胴部片が出土している。３８０９は有溝土錘で，溝内に太さ１㎜弱の紐痕が残る。

　２８８８・２８８９号溝（ＳＤ２８８８・２８８９，第４００図）

　Ｂ地区中央南寄りに位置する。ＳＤ１００の斜面裾に沿って南北方向に延び，ＳＤ２８８８はＳＤ２８８９を

切る。ＳＤ２８８８の埋土はオリーブ黒色粘土，ＳＤ２８８９は灰色砂質土である。ＳＤ２８８９の南端はＳＤ

１２４３とＳＥ１３４４に切られて途切れるが，ＳＥ１３４４の南側に同じ埋土の続きの溝が確認できた。更に

南側のＳＫ１０００に切られた先にはＳＤ１０５８・１０５９・１２４１・１２４３があり，これらに繋がる可能性も考え

られるが，埋土が異なること，ＳＤ２８８８・２８８９はこれらよりも一枚下層で検出した遺構であることか

ら，時期が異なる可能性が高い。いずれにしろ地形に沿って丘陵裾に掘り込まれており，東側に広が

る集落を丘陵の崩落土や雨水の流入等から守るために掘られたものであろう。出土遺物は土師器甕胴

部片がある。

　２９５９号溝（ＳＤ２９５９，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置する。最下層で検出した。幅８４～９４㎝，深さ２５㎝を測る。埋土は灰

色砂質土を基調とする。ＳＩ２・３の周溝と埋土が同じであり，これらと直交するが，平面で確認し

た範囲ではＳＩ３周溝に切られている。弥生時代の溝と考えられるが，古代～中世の遺構が多く重複

しているためか新しい時期の遺物が多く出土している。出土遺物は土師器甕胴部片多数，古代土師器

甕，須恵器杯蓋・杯小片・壺胴部片・甕胴部片がある。

　３０２０・３０２６・３０３６号溝（ＳＤ３０２０・３０２６・３０３６，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央の低地に位置する溝群である。一定の等間隔で東西方向に平行に延びており，畑作に伴

う鋤溝と考えられる。埋土は灰色砂質土の単層で，北側の鋤溝群ＳＤ３０４４～３０４７・３０５９・３０６０と同じ

である。ＳＤ３０５９・３０６０は１５世紀後半以降に埋没したと考えられるため，ＳＤ３０２０・３０２６・３０３６も同

時期のものとしておく。幅１０～８０㎝，深さ１０～１４㎝を測る。出土遺物はＳＤ３０２０・３０２６の土師器甕胴

部片がある。

　３０４４～３０４７号溝（ＳＤ３０４４～３０４７，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央の低地に位置する溝群である。東西方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考えら

れる。埋土は灰色砂質土の単層で，ＳＤ３０２０・３０２６・３０３６・３０５９・３０６０と同じである。ＳＤ３０５９・

３０６０は１５世紀後半以降に埋没したと考えられるため，ＳＤ３０４４～３０４７も同時期のものとしておく。幅

１６～３２㎝，深さ５～１４㎝を測る。出土遺物はない。

　３０４８・３０５５～３０５７号溝（ＳＤ３０４８・３０５５～３０５７，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央の低地に位置する溝群である。東西方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考えら

れる。幅６～７４㎝，深さ１０～１３㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質土を基調とする。南側に方向が同

じ鋤溝群ＳＤ３０２０・３０２６・３０３６・３０４４～３０４７がある。埋土がやや異なるが，同時期と考えて差し支え

ないと思われる。出土遺物はＳＤ３０５７の土師器甕胴部片がある。

　３０５９・３０６０号溝（ＳＤ３０５９・３０６０，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央の低地に位置する。東西方向に平行に延びており，畑作に伴う鋤溝と考えられる。幅１０

～２８㎝，深さ１２～１３㎝を測る。埋土は灰色砂質土の単層である。西側に埋土と方向が同じ鋤溝群ＳＤ

３０２０・３０２６・３０３６・３０４４～３０４７があり，これらと同時期のものと考えられる。ＳＤ１００の断ち割りに

おいて，ＳＤ３０５９がＳＤ１４７５を切ることを確認した（第３９６図ＳＤ１００ｂ断面１９・２０層）。ＳＤ１４７５・

１４７６からは放射性炭素年代測定により１５世紀中頃～後半の年代が示された網枠（５４０１）が出土してい
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ることから，これ以降の埋没が想定される。出土遺物は，ＳＤ３０５９の土師器甕胴部片，古代土師器椀

Ａ小片，ＳＤ３０６０の土師器甕胴部片，高杯と思われる口縁部小片，須恵器杯Ｂ底部小片がある。

　３１３８号溝（ＳＤ３１３８，第４０２・４０３図）

　Ｂ地区中央北東寄りの低地に位置する。ＳＤ１４７５・１４７６の北側延長上を南北方向に延びる。幅は４６

㎝～１．７６ｍと一定でない。深さ１５㎝を測る。埋土は砂混じりのオリーブ黒色粘土を基調とし，西側で

は同色の砂質土となっている。出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　３３２２号溝（ＳＤ３３２２，第４０４図）

　Ｂ地区北西に位置する。ＳＤ１００の斜面裾に沿って南北方向に延び，ＳＤ１８２０に繋がる。東側に広

がる集落を丘陵の崩落土や雨水の流入等から守るために掘られたものであろう。幅２２㎝～１．５６ｍ，深

さ２９㎝を測る。埋土は暗灰黄色砂質土を基調とするが，一部還元化してオリーブ黒色を呈する部分も

ある。出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　４００７号溝（ＳＤ４００７，第４０７・４０８図）

　Ａ３地区中央に位置し，ＳＤ４０２６・４０５０と平行に北西から南東に向かう。東寄りでＳＫ４０２８に切

られる。埋土は黒褐色粘質シルトを基調とし，下層に薄く黒色砂質シルトが堆積する。幅６９㎝～１．３６

ｍ，深さ２３㎝を測る。ＳＫ４０２８の東側では深さが半減し，埋土も地山に似る褐灰色砂へ変化してい

る。両端はＡ４地区では検出できなかったが，これは表土から検出面までの深さが浅かった上に，Ａ

３地区調査終了後の重機の進入により攪乱を受けたためと考えられる。出土遺物は弥生土器壺甕類の

胴部片，珠洲甕胴部片がある。

　４０２６号溝（ＳＤ４０２６，第４０７・４０８・４７６図，図版２８３）

　Ａ３地区中央に位置し，ＳＤ４００７・４０５０と平行に北西から南東に向かう。東側でＳＫ４０２８・４０２９

に切られる。幅３３～５６㎝，深さ１３㎝を測る。埋土は褐灰色砂質シルトを基調とする。出土遺物は珠洲

壺底部（３８１０）がある。

　４０３９・５０５２～５０５４・５０５６・５０６２・５０６３・５０７４・５０８１・５０８３・５１６３号溝（ＳＤ４０３９・５０５２～５０５４・

５０５６・５０６２・５０６３・５０７４・５０８１・５０８３・５１６３，第４０７・４０８図）

　Ａ３地区北東からＡ４地区南半にかけて広がる溝群である。南北方向に平行に延びており，畑作に

伴う鋤溝と考えられる。幅１１～８５㎝，深さ５～１２㎝を測る。埋土は黒色～黒褐色の砂や砂質土を基調

とし，地山の砂が混じるものが多い。遺物はＳＤ５０５３・５０５４・５０５６・５０７４・５０８１・５０８３・５１６３から弥

生土器壺甕類の胴部片や高杯小片が出土している。

　４０５０・５１０５号溝（ＳＤ４０５０・５１０５，第４０７・４０８・４７６・４８３・５８１図，図版１８４・２８３・３３９）

　Ａ３地区北寄りからＡ４地区にかけて位置し，北西から南東に向かう。北側のＳＤ５１０５は黒色～黒

褐色の砂や砂質土を基調とし，ＳＤ４０５０を切る形で合流する。両端はＡ４地区では検出できなかった

が，これは表土から検出面までの深さが浅い上にＡ３地区調査終了後の重機の進入により攪乱を受け

たためと考えられる。幅１．２２～４．０８ｍ，深さ１８～６０㎝を測る。埋土上層は灰黄褐色砂質シルト，下層

は黄灰色粘土を基調とし，壁面落ち際には黄灰色砂質シルトが堆積する。出土遺物はＳＤ４０５０の弥生

土器甕壺類小片多数，古代土師器椀体部片・甕底部片，珠洲鉢（３８１１），鞴羽口（５７１５），ＳＤ５１０５の

弥生土器擬凹線甕（４０３４）・壺小片・高杯小片がある。３８１１は外傾する口縁端面がやや窪む鉢で，Ⅱ

期（１３世紀第１・第２四半期）のものである。５７１５は外面がガラス化した鞴羽口の先端部である。

　４１３０号落ち込み（ＳＤ４１３０，第４０９・４７６・５７４図，図版２０３・２２３・２９２・３３１）

　Ａ２地区西半に位置する浅い落ち込みである。深さは最深部で３２㎝を測る。西肩は確認できなかっ



27

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

たが，底面は南西に向かって上がる傾向にある。ＳＩ６・７を切り込んでおり，東肩落ち際でＳＩ６

の周溝の一部を確認している。またＳＩ１１，ＳＫ４１２３・４１４７・４１５０・４１５１・４１５５等の遺構をＳＤ

４１３０の底面で検出した。埋土はⅢｂ層に対応する黒色粗砂を基調とし，南東部の東肩落ち際の上層に

のみ，Ⅲａ層に対応する褐灰色粗砂の堆積が認められる。出土遺物は弥生土器（３８１２～３８２２），石鏃

（５６４１），緑色凝灰岩剥片，土玉（３８２３・３８２４）がある。弥生土器は，有段甕（３８１２・３８１３），壺

（３８１４・３８１５），甕か壺の底部（３８１６），有段器台（３８１７），有段高杯（３８１８～３８２０），拡張有段高杯

（３８２１）がある。近接するＳＩ６・７と同様の後期後半を主体とし，一部終末期に降るものがみられ

る。３８２０のみ杯部の段が弱いため，弥生終末期～古墳時代初頭とした。石鏃（５６４１）は完形で端部を

僅かに欠く。石材はガラス質安山岩である。

　５００１号自然流路（ＳＤ５００１，第４１０・４１１・４７７～４８２・５３８～５４２・５７５・５７６・５７８図，図版１６８・

１８４・２０３～２０８・２１１・２２３～２３０・２９１・２９２・２９４・２９８・３０３・３０８・３１０・３１２～３１４・３２５・３３４）

　Ａ４地区北東角に位置し，南から北に向かって流れる。万尾川の旧河道と考えられる。流路は東に

向かって徐々に深さを増し，東端の最深部で深さ１．６０ｍを測る。西岸の周溝式竪穴建物ＳＩ６・７の

周溝から延びた排水溝がＳＤ５００１に流れ込んでおり，弥生時代からの存続が考えられる。傾斜が緩や

かな南側落ち際では，周溝式平地建物ＳＩ９を検出した。埋土上層は灰色～灰白色砂を基調とし，間

に植物遺体を含む黒色粘土が薄く堆積する。中層は黄灰色粘土と灰白色砂の互層で，水流による攪拌

がみられる。下層は黒色有機質土で，炭化物や植物遺体を多く含む柔らかい粘土である。最下層には

灰色～灰オリーブ色の粗砂が堆積する。第４１０・４１１図に示すａ断面から堆積層を選出して５点を試料

採取し（試料１～５），珪藻・花粉分析を行った。分析の詳細は第Ⅴ章第１９節に掲載しているが，珪

藻化石はいずれも海水～汽水生種，汽水生種を主体とするものが豊富に産出しており，当時，潟湖が

広がる汽水域であったことが推定される。花粉分析では，木本花粉のスギ属，マツ属，クマシデ属－

アサダ属，ブナ属等が検出されたが，草本花粉の産出は少なかった。海水の影響を受けて土壌の塩分

濃度が高く，植物の生育が限られていたことが推測される結果であった。

　遺物は，中層～最下層を中心に多く出土しており，弥生土器（３８２５～３９９３），土製品（３９９４・３９９５），

木製品（５４０２～５４２６），石製品（５６５５・５６５７・５６６１・５６７２）がある。弥生土器の甕は，擬凹線甕（３８２５

～３８２８・３８３０～３８３２），有段甕（３８３３～３８７０），刺突有段甕（３８７１・３８７２），平縁甕（３８７３～３８８５），丸

縁甕（３８８６），有稜甕（３８８７～３８８９），付加状甕（３８９０～３８９２）がある。後期後半のものが中心である

が，３８２９は短い口縁に擬凹線を施す後期前半（猫橋Ⅰ式）のものである。甕の器面調整は外面ハケ

メ，内面ケズリやハケメであるが，３８６２は外面を磨いており，壺の可能性もある。３８２８・３８４３・

３８４８・３８６６・３８８８は肩部に刺突文や列点文がある。３８７６は口縁部に指頭圧痕と粘土の継ぎ目が明瞭に

残る。壺は，短頸壺（３８９８），長頸壺（３９０８・３９０９），擬凹線壺（３９１１～３９１３），有段壺（３９１８），無頸

壺（３９２２）等がある。３８９８～３９０６の外面調整はハケメであるが，３９００は道具本体の凹凸が少なくヘラ

ナデに近い。３９０８・３９１０・３９１５・３９２６は，ハケメ後磨きを施す。３９１５の口縁部には，擬凹線に似た浅

い沈線が巡る。３９２０は貼付粘土帯上に刻目文を施す。３９２８～３９３７は器台である。３９２８は内面に黒斑が

ある。３９３０・３９３４・３９３５の脚裾部には擬凹線を施す。３９３３は脚部として図化したが，摩滅するものの

内面を磨いており，受部となるかもしれない。高杯は，有段鉢形高杯（３９３８），有段高杯（３９３９～

３９４６），拡張有段高杯（３９４７～３９５２）がある。３９３９は接合しないが同一個体と思われる杯部と脚部が

ある。脚部は裾の有段部を磨いた後，細い沈線を引く。３９４９は口縁部に擬凹線を入れる。脚部には，

外反脚（３９５６・３９５７），開脚（３９５９），有段脚（３９６０～３９６２）がある。外面調整は磨きであるが，
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３９５９・３９６３には前調整のハケメが残る。３９５９の透孔は均等ではなく，２孔１対の２箇所，計４孔があ

くと思われる。３９６１の外面には一部煤が付着する。３９６４～３９６６は有鈕蓋である。３９６６の内面には粘土

紐痕が残る。３９６４・３９６６には煤が付着する。鉢は，擬凹線鉢（３９６８～３９７０），有段鉢（３９７１～３９８４），

くの字鉢（３９８５），無頸鉢（３９８６・３９８７），有孔鉢（３９８８～３９９０），台付鉢（３９９１・３９９２）がある。調

整は磨きが多いが，３９７３・３９７５・３９８６・３９８８・３９９１はハケメ，３９７４内外面・３９７６内面・３９８５内面は板

状工具によるナデである。有孔鉢の内面は３９８８がナデ，他はケズリである。３９９３は台付鉢か壺の台部

で，外面調整はハケメと思われる。３９７２・３９７４・３９７７・３９８１・３９９１には煤が付着する。また，弥生土

器付着炭化物について放射性炭素年代測定を実施しており，１４Ｃ年代で１，８４０±３０yrBP（IAAA－

６０２６２）との結果を得ている。

　土製品は，土玉（３９９４），土製紡錘車（３９９５）がある。３９９５の周縁は欠損が多い。調整は断面に示

した上面がハケメ，下面が不鮮明であるが磨きと思われる。

　木製品は，杓子（５４０２），板材（５４０３・５４０９），刳物桶（５４０４），部材（５４０５），剣形（５４０６），弓か

（５４０７），柄（５４０８），棒材（５４１０～５４１２・５４１４），刺突具（５４１３），建築部材（５４１５），不明部材（５４１６

～５４２６）がある。５４０２は身の口縁に対して柄を水平に取り付ける横杓子である。身の平面形は円形

で，断面円形の短い柄が付く。器表面の状態が良くなく加工痕等は不明だが，身部の抉りは丁寧であ

る。口縁内端は正円となっており，加工に際してコンパスで割り付けしたと考えられる。樹種はトチ

ノキである。５４０３は板材としたが，羽子板型の板杓子である可能性もある。スギの板目材である。

５４０４は刳物桶の側板である。内面下部に底板装着のための段をつくり出す。樹種はスギである。５４０５

は宝珠状の棒材で，樹種はコナラ属アカガシ亜属である。５４０６は剣形で，先端を尖らせて左右対称に

仕上げる。刃部は表裏両面からの削りによって作り出していると思われるが，加工痕は残存していな

い。スギの柾目材である。５４０７はイヌガヤの芯持丸木である。端部は側面を削って断面方形となって

おり，弓か網枠の可能性がある。５４０８は斧の柄である。スギの幹と枝の股にあたる部分を使用し，幹

を斧台に，枝を握りとする。斧台の残存状態が良くないが，袋状鉄斧を着装する縦斧となるようであ

る。５４０９は中央縦に５箇所，木釘孔状の孔が等間隔にあく。スギの柾目材である。５４１０～５４１４はスギ

の棒材で，先端を鋭く尖らせる５４１３は刺突具とした。５４１５はスギの柾目材である。建具の一部で，幅

約４㎝の横材２本と組み合わさると考えられる。５４１６～５４２６は，用途は不明であるが，他の部材と組

み合わさって製品を構成するものと考えられる。樹種は，５４２６はサカキ，他は全てスギである。５４１６

は２箇所に貫通孔がある。５４１７は１箇所に貫通孔があり，片側面を緩い弧を描くように加工する。

５４１８は２箇所に貫通孔があり，残存範囲から推定すると上下縁に切欠きが入るようである。５４１９は刻

目を入れる。５４２０は上下縁に４孔があり，鋸による製材が考えられる中世以降のものである。５４２１は

１箇所に貫通孔がある。５４２２は側面に４箇所コの字状の切欠きを入れる。５４２３は２箇所の貫通孔があ

る厚板である。５４２４は側面に１箇所コの字状の切欠きを入れる分割材である。５４２５は下縁に２箇所方

形の貫通孔があく。５４２６は表裏に手斧痕があるサカキの半截木である。このほか，Ｘ２５４Ｙ８９列の８

層から出土した板材（Ｍ０５０２０３）は年輪年代測定を実施したが，良好な結果が得られなかった註３。

　石製品は，石核（５６５５），軽石（５６５７），砥石（５６６１・５６７２）がある。５６５５は赤玉石（碧玉）の石核

で，二次被熱が認められる。弥生時代の石製玉作りに関係するものである。５６５７・５６６１は軽石で，と

もに二次被熱する。５６６１は４側面を砥面として使用する。５６７２は砂岩製の砥石で，縄文時代のもので

ある可能性がある。４面を砥面とするが，裏面を中心に敲打痕が残ることから，台石としても使用し

たようである。
註３　独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員光谷拓実氏に依頼した。
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　５０８０号溝（ＳＤ５０８０，第４１２・４８３・５０６・５３６図，図版１８４・２０８・２１１・２３０・２３１・２３３・３１４）

　Ａ４地区中央を東西方向に横断する区画溝である。幅３１～７７㎝，深さ３４㎝を測る。埋土は黒色の砂

質土や砂質シルトを基調とし，地山の砂や炭化物，植物遺体等を含む。遺物は弥生土器（３９９６～

４０２９・４５７１），木製品（５３９９）が出土した。弥生土器は，擬凹線甕（３９９６），有段甕（３９９７～３９９９），

有稜甕（４０００），平縁甕（４００２・４００３），小型甕（４００５），長頸壺（４０１０），有段鉢（４０２３～４０２５・

４５７１），有鈕蓋（４０１４・４０１５），壺形ミニチュア（４０１６），有段高杯（４０１７・４０１８），拡張有段高杯（４０１９），

台付鉢（４０２６），有孔鉢（４０２７・４０２８）等がある。４００５の調整は内面ハケメで，外面には指押さえの

跡が残る。４０１３は把手付壺の胴部で，外面はハケメ後に磨き，赤彩を施す。４０２９は内面と外面それぞ

れから焼成前穿孔を加えた甕底部である。４５７１はＳＫ５１６６出土破片と接合する。木製品は，Ｘ２３７Ｙ

８０～８２列付近からまとまって出土しているが，自然木や板材が多い。５３９９は２箇所に枘孔のある部材

で，スギの板目材である。

　５０８４号溝（ＳＤ５０８４，第４０７・４０８・４８３図，図版２０８・２２３）

　Ａ４地区中央に位置し，東西方向に延びる。ＳＩ１０を一部切り込み，ＳＤ５０８０に合流する。幅１０～

３６㎝，深さ７㎝を測る。埋土は黒色砂質シルトを基調とする。遺物は弥生土器の平縁甕（４０３０），刺

突有段甕（４０３１），器台小片，有孔鉢（４０３２）が出土している。いずれも後期のもので，ＳＩ１０に伴

う可能性が高い。

　５０９９号溝（ＳＤ５０９９，第４０７・４０８・４８３図，図版２０８）

　Ａ４地区中央南西寄りに位置する。東西方向に延び，西端で落ち込みＳＤ５１５２を切る。ＳＤ５１５２は

井戸ＳＥ５１５１埋没後に生じた浅い窪みで，弥生土器や土玉（４０３５）のほか中世漆器が出土している。

ＳＤ５０９９は幅４３～９０㎝，深さ９㎝を測る。埋土は黒色砂質土を基調とする。遺物は弥生土器の甕小片，

壺（４０３３），高杯小片が出土している。いずれも後期のもので，ＳＩ１０やＳＥ５１５１等，周囲の弥生時

代の遺構に伴う可能性がある。 （朝田亜紀子）

　６００１号落ち込み（ＳＤ６００１，第４１３～４１５・４８４～４８６・５７９図，図版１８６・２１１・２１５・２４０・２４１・２４５・

２５０・２５１・２６２・２６３・３３５）

　Ｃ地区南側丘陵部の尾根直下で検出した落ち込みである。包蔵地確認調査では，南から東に抜ける

落ち込みを想定していたが，発掘調査の結果，丘陵途中の西から東に緩やかに傾斜する段状の平坦面

を開削する落ち込みであることが判明した。南辺は調査区外に延び，北側の段丘縁に向かって肩部が

緩やかに立ち上がる。埋土は，尾根よりの南側では丘陵上部からの崩落土と推定する暗褐色シルトが

堆積し，深度が深くなる中央部分においては，その上に黒褐色砂質シルトが堆積する。遺物は主にこ

の層から出土し，出土量は傾斜の下方部分である東側で多い。また，この層の下層から富山県内では

出土初例となる角杯形須恵器が出土している。

　遺物は，須恵器（４０３６～４０５０），土師器（４０５１～４０８０），置き竈（４０８１～４０８６），石製品，小型仿製

鏡（５６７６）が出土している。時期は古墳時代後半が主体であるが，古代まで下る遺物も散見する。

　須恵器には杯蓋，杯，高杯，角杯，提瓶，壺等がある。杯蓋にはかえりのないものと，かえりをも

ち鈕がつくものがあり，杯にもかえりがあるものとないものがある。高杯は全形のわかるものはない

が，頸部がすぼまり，杯部下半と脚部中央に沈線が巡るものと，頸部のしまりがゆるい個体がある。

角杯は，口縁部と尾部が欠損するが，体部には２条１組の沈線が３箇所巡っている。角杯はその形態

から大陸から朝鮮半島に起源をもつものとされ，近隣の石川県では，志賀町中村畑遺跡，加賀市敷地

天神山遺跡からの出土例がある。中村畑遺跡出土例は完形で，２条１組の沈線で区分され，その間は
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櫛歯状具による刻目文で充填される。尾部には紐通し用の孔が貫通する。時期は６世紀である。当遺

跡出土例も６世紀頃のものと推定している。提瓶も全形を知り得る個体はないが，４０４８には肩部の把

手の下の位置に「＋」のヘラ記号が残る。おおよそこれらの須恵器の年代はＴＫ２０９～ＴＫ２１７に相当

し，６世紀後半から７世紀前半頃におさまる。しかし，４０４４は杯Ａの底部であるが，外面に「家 の

墨書が残り，他のものに比べて時代が下る遺物である。

　土師器には，甕・高杯・杯・手捏ね土器等がある。高杯は杯内部が黒色の個体が多い。杯は口縁部

が斜め上方に伸びるもの，内湾気味のもの，端部で外反するものがある。土師器の年代もほとんどが

古墳時代後半の特徴を示すが，口縁端部が内側に丸まる甕４０６０や，底部が静止糸切りの小型甕４０５９は

年代が古代まで下る遺物である。この他に置き竈の一部と推定する破片が多く出土している。全形は

不明であるが，粘土紐を積み上げる粗雑な造りの厚い破片で，表面には調整用のハケメや指押さえ痕

が残る。

　小型仿製鏡（５６７６）は，直径が６．４㎝，辺縁が少し欠け，鈕が欠損する。縁は平縁式の平縁で，そ

の内側と鈕座の外側に斜行櫛目文帯がつく。櫛目文帯の間の主文区は判読できない。この鏡は鉛同位

体比の化学分析を行っている。鏡の化学組成は，銅・錫・鉛が主元素の青銅で，鉛同位体比からはこ

の鏡の材料が，弥生時代後期後半の日本で主に利用された中国華北産の材料と推定された。従ってこ

の遺物も周辺に当該期の遺構の存在を示唆するもののひとつと言えよう。

　６００２号落ち込み（ＳＤ６００２，第４１３・４１６・４８６・４８７図，図版１８６・２１２・２４１・２４２・２５３・２６２・２９３）

　Ｃ地区南側丘陵斜面途中で検出した，斜面を抉るような形状の落ち込みである。東から西へ傾斜し，

埋土は黒色化することなく，黄褐色砂質シルトが主体的に堆積し，炭化物や土師器が混入する。

　遺物は，須恵器（４０８７～４０９１），土師器（４０９２～４１０６），製塩土器，土製支脚，土錘（４１０７・４１０８），

石製品がある。

　須恵器には杯蓋，有蓋高杯，提瓶，鉢がある。４０８７はＴＫ１０の６世紀後半，４０９０はＴＫ２１７の７世

紀前半頃である。土師器には甕・高杯・杯・鉢がある。４１０４は片口の鉢で，内外面ハケメ調整，時期

は古代前半まで下る。時期はＳＤ６００１と同じく古墳時代後期が主体である。ＳＤ６００１とＳＤ６００２につ

いては，周囲の丘陵上に形成されていたと考える集落で使用されていた遺物が地滑り，崩落などの自

然災害による地形の改変によって，地形の低い部分に堆積していったと推測される。

　６０１１・６０１２号自然流路（ＳＤ６０１１・６０１２，第４１７～４１９・４８７～４９７・５４３・５４４図，図版１８６・２１２・

２１３・２１５・２４２～２４５・２４９・２５１～２５３・２５５・２６２～２６７・２７９・２９３・３００・３０１・３０５・３０９・３１２・３１３）

　ＳＤ６０１１・６０１２は埋没谷であるＣ地区北側のⅢ層上面を開削する自然流路である。流路は西から北

へ向かって蛇行しながら流れている。当初，北西から延びる流路をＳＤ６０１２，南西からのものをＳＤ

６０１１と分けていたが，流路が新たに増えたり，断面観察においても新旧を示すものではなく，当時の

流水量に応じて流れが変化したことが判断できたので，ここでは合わせて記述することととする。流

路の埋土の最上層はⅢ層と同じ色調で，Ⅲ層より砂質分が多いという特徴を頼りにサブトレンチを設

定しながら流路の検出を行った。西壁のｇ断面では上面は褐灰色砂質シルトでパックされているが，

その下には自然木が多く混じる黒褐色の有機質土が堆積しており，下流の合流点までの間は一度流れ

た後はほとんど澱んだような状態であったことがわかる。ｈ断面やｉ断面では様々な割合で混じり

あった砂とピート層の互層が幾層にも重なりあって堆積しており，流路は短期間の内に緩急を繰り返

し，堆積していったことが窺える。

　流路からは縄文時代～古代の遺物が出土しているが，出土の仕方は地点によって偏りがある。Ｙ６０
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～６５列付近では，流路の合流点であり蛇行点であるためか，上層のピート層から古墳時代の土師器や

弓や竪杵などの木製品が集中して出土している。概してＹ６５列より以西においては弥生時代から古墳

時代の遺物の出土が多い。縄文土器はＳＤ６０１２の最下層の砂礫層から晩期の土器が出土しているが，

摩滅しているものが多く，量は少ない。また，ＳＤ６０１２東肩で検出した自然木の株周辺からは少量で

はあるが，弥生時代後期後半の遺物がまとまって出土している。これに対し，Ｙ６５列以東においては

砂層の中に大量の古代の土師器・須恵器が混入が認められるようになる。この古代の遺物の顕著な出

土量に対し，流路の両岸近にはこの遺物を使用したであろう人々の生活の営みの跡は見つかっていな

い。柱穴３基と少数の土坑を検出したのみである。隣接する北側のＢ地区ではⅢ層上面で古代・中世

の建物や井戸を検出している。この集落の続きはＣ地区にも続いていたと推定されるが，両地区の標

高差を考えると後世の削平によって消失した可能性が高い。

　出土遺物の種類は，縄文土器，弥生土器（４１０９～４１１３），須恵器（４１１４～４２４４・４２７１～４２８５・

４３４５・４３５４），土師器（４２４５～４２４９・４２５５・４２５６・４２５８～４２７０・４２８６～４３３３・４３４４），黒色土器（４２５０

～４２５４・４２５７），製塩土器（４３３９～４３４３），置き竈（４３３４・４３３５），土製支脚（４３３６），土錘（４３３７・

４３３８），木製品（５４２７～５４３７），石製品がある。

　弥生土器には甕，鉢がある。甕は擬凹線口縁甕と有段口縁甕があり，肩部に列点文・刻目文を施す。

鉢は有孔鉢が２点ある。時期は弥生時代後期後半の特徴をもつ。

　須恵器には杯蓋，杯，杯Ｇ，杯Ａ，杯Ｂ，壺，甕，横瓶がある。４１１４・４１４９は古くＴＫ２１７の７世

紀前半の特徴を有し，４１５０・４１５７の杯Ｇも同様の時期である。特に４１５０は内面全面と外部の一部に漆

の付着が認められる。この他の須恵器はおおよそ８世紀～９世紀の特徴を示している。また，中には

ヘラ記号や墨書が残るものがある。ヘラ記号は「×」，１本線，２本線がある。墨書には判読できる

もので，「水通」，「百加」，「津
つのふひと

史」，「大家」，「方見」がある。このうち「津史」の「津」は，一般に

河川の渡し場または港の意味があり，国津，郡津など公的施設を示すものである。また，「史」は古

代の姓の一つで，文筆関係の専門職に従事した氏族の人々が一般にこの姓を有した。また，「大家」

も公的施設を示す字句である。これらの文字は，近隣に公的施設の存在を予測させる。

　土師器には甕，壺，椀，高杯，杯，鉢，鍋，甑がある。古墳時代の甕（４２８６～４３０４）は口縁部が短

く，緩やかに外反するタイプが多いが，４２９９は口縁端部を上に摘み上げるタイプで，肩部に刺突文が

巡る。胴部は肩が張り球胴に近い。古代の甕は８世紀～９世紀代のものが主であるが，４３１２のように

口縁端部が内側に丸まる１０世紀に下るものもある。椀には口縁端部が内湾する内外面ヘラミガキ調整

の５世紀後半から６世紀前半の特徴をもつ，４２４５～４２４７がある。４２４８・４２４９は口縁部内外面と内面

をヨコナデ，外面下半をヘラケズリするもので，時期は６世紀後半から７世紀と時期は新しい。４２５０

～４２５４は黒色土器椀で，８世紀中頃から９世紀初頭頃のもので，内面ヘラミガキ，外面下半はヘラミ

ガキ，ロクロナデ，手持ちケズリ，ロクロケズリのものがある。杯・皿も８世紀から９世紀の時期に

おさまり，底部の調整がヘラキリのものから回転糸切りのものまである。鍋は口縁端部を摘み上げる

タイプが多く，胴部は直線的なものと内湾気味のものがある。ケズリ調整，ハケメ調整，カキメ調整

のものがあり，８世紀代のものである。鉢・甑は古墳時代のものが出土しており，４３２４は残りが良く，

短い僅かに外反する口縁部で，内外面ヨコナデ調整，底部内面にはハケメが残る。４３３４・４３３５は置き

竈片で，内外面にハケメ，指押さえ痕が残る粗雑な造りである。４３３６は土製支脚である。鼓形を呈し，

中央部は穿孔される。外面には指押さえ痕が顕著に残る。

　木製品には弓，竪杵，紡織具，底板，下駄，用途不明品，原材がある。弓（５４２７）は完形で，長さ
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１５０㎝，直径３㎝である。イヌガヤの芯持丸木の両端部を加工し，弭
ゆはず

が造り出されている。竪杵

（５４２８）は中央で折損し，所々欠損しているが遺存状況は良い。コナラ属の削出丸木である。握部に

節帯がないタイプで，搗き部は円柱形状をなし，短く屈曲してくびれて握部に至る。両者を放射性炭

素年代測定を実施した結果，弓が２，１２０±３０yrBP（IAAA－８０５１６），竪杵が２，０３０±３０yrBP（IAAA

－８０５１７）の測定値であった。紀元前２世紀～１世紀頃の弥生時代の所産となる。５４３０は紡織具の糸

を巻き取る道具である桛
かせ

である。桛は２本の腕木と１本の支え木とを工字形に組み合わせるもので，

これは，腕木と支え木の一部が残る。腕木と支え木との結合は，腕木の中央に枘孔をあけ，支え木端

の出枘を差し込む支え木差し込み式である。両材ともにスギの削出丸木である。５４３４は連歯下駄で，

前緒が中央に穿たれ，低い前後の歯が先端に片寄る。

　６０２２号溝（ＳＤ６０２２，第４１７・４９７・５４４図，図版１８６・２４２・２６６・２７９・２９５）

　Ｃ地区北側南東隅を方形に区画する溝である。南端は調査区内でとどまり，東端は調査区外へ延び

る。深さは比較的浅く，断面形は不整形である。区画内には円形の土坑が数基見つかっているが，建

物等は検出していない。遺物は，土師器（４３４８），須恵器（４３４７），製塩土器（４３４９），漆器（５４３８）

がある。須恵器は８世紀代の杯Ａ，土師器は古墳時代の高杯の脚部が出土している。製塩土器は外反

する口縁部分で，古墳時代～古代のものである。

　６０３５号溝（ＳＤ６０３５，第４１７図，図版１８６）

　調査区東へ延びる不整形の溝である。遺物は，土師器，須恵器がある。

　６０３７号溝（ＳＤ６０３７，第４１７図，図版１８６）

　ＳＤ６０１１に切られる「Ｌ」字に屈曲する溝である。非常に浅く，黒色粘土質シルトが堆積する。遺

物は，土師器，須恵器がある。

　６０３８号溝（ＳＤ６０３８，第４１７・４９７図，図版１８６・２５３・２６６・２９３）

　ＳＤ６０１１に切られる不整形の溝である。ＳＤ６０３７が西寄りで重複する。共に古代の遺構の残欠と推

定するが詳細は不明である。遺物は，土師器，須恵器（４２２１・４３５１・４３５２），土錘（４３５３）がある。

須恵器は８世紀～９世紀の杯蓋がある。

　６０３９号溝（ＳＤ６０３９，第４１７・４８８・４９７図，図版２５１・２５３・２６６）

　調査区北側境界に平行する東西に延びる細い溝である。上面に黒褐色砂質シルトが堆積し，黄褐色

砂が主体的に堆積する。墳砂の可能性もある。遺物は，土師器，須恵器（４１４２・４３５４・４３５５），珠洲

がある。　 （島田美佐子）

５　井　戸

　弥生時代から近世に至る時期の井戸４３基を検出した。弥生時代の井戸は，ＳＥ５１５１の容器組（刳物

桶）１基である。古代～中世の井戸は，素掘り１９基，板組１６基，容器組（曲物）４基，曲物と木組の

重複１基（ＳＥ１６６１），石組（自然礫）１基である。近世の井戸は，ＳＥ２２００の容器組（結桶）１基

である。素掘りの井戸の中には，埋土断面に井戸側の痕跡を留めるものがある。井戸側の残るものの

多くは，廃棄の際，埋納儀礼の一環として板組や曲物など構築材を一部取り去った後に，埋め戻しを

していると考えられる。

　井戸の掘削深度には，つくられる場所の地形や土質により共通する傾向がみられる。ＳＥ８０～３０５

の検出面は，縄文時代の１号谷や自然流路ＳＤ２０００が堆積して形成された平坦面である。井戸は１号
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谷と自然流路の厚い堆積層を掘り込んでおり，断ち割り調査においても砂礫層等の明らかな湧水層は

確認できなかった。調査期間中，井戸内部からの湧水は認められなかったが，掘り込み面が粘土質の

土層であるため，降水等により一度溜まった雨水は抜けにくい状況であった。

　ＳＥ１０３３～３５０８は落ち込みＳＤ１００範囲内の砂層（Ⅲ・Ⅳ層）各上面で検出した。検出面は非常に

脆く，掘った直後に崩れるような状態であった。掘形は砂層下のシルトや粘土質ロームまで掘削する

と安定するため，ここに井戸枠を据えるものが殆どである。

　ＳＥ４００６～５０４６・５２１６も砂層（Ⅲ・Ⅳ層）各上面で検出したが，検出面は表土から浅いためか固く

締まった砂層であり，比較的掘形の崩れは少なかった。Ⅵ層の粗砂層が湧水層で，ここまで掘り抜く

ものが多くみられた。

　８０号井戸（ＳＥ８０，第４２５図）

　Ｂ地区南端西寄りに位置する。素掘りの井戸で，井戸側や水溜は確認できなかった。平面形は円形

で，直径１．１９ｍを測る。掘形はほぼ垂直に掘り込まれており，深さ１．０９ｍを測る。埋土中層から下層

にかけて黒色粘土が厚く堆積しており，一度に埋め戻されたと考えられる。上層の黒色粘土層は，埋

め戻し後の自然堆積と思われる。遺物は土師器甕胴部片が多く出土している。

　９０号井戸（ＳＥ９０，第４２０・４２１・４９８・５４５～５５０・５８０図，図版１８７・２８０・２８１・２８３・２９０・２９５・

２９７・２９９・３０２・３１５～３１７・３３７）

　Ｂ地区南端西寄りに位置する板組の井戸である。平面形は一辺の長さ約１．５ｍを測る正方形で，深

さは１．８８ｍと非常に深い。井戸側はスギの板材（５４４８～５４５０等）を縦方向に組み，四隅に立てた柱（５４４０

～５４４３）を横桟（５４４４～５４４７）で留めた縦板組隅柱横桟留である。残存状態は良好で，西面の横桟

は３０～５０㎝間隔で４本残存する。南面に並べられた縦板（５４４９）は土圧で北側に倒れている。５４４８・

５４４９は転用材と思われ，端部中央に横長の孔があく。このほか出土状況の判る主要な井戸部材２７点に

ついて樹種同定を実施し，２５点がスギ，２点がモミ属という結果を得た。井戸の掘形はほぼ垂直に掘

り込まれており，底面から約５０㎝の所で段をつくり，縦板組の寸法に合わせて内側を深くする二段掘

りである。水溜の痕跡はみられなかった。埋土上層は黒褐色～黒色粘土を基調とし，地山のオリーブ

灰色粘土やピート等が混じる。中層には締まりの悪いオリーブ黒色粘土が堆積し，南面の倒れた縦板

上には地山が大きなブロック状に混入する。下層は地山を多く含む黒色粘土である。

　出土遺物は，弥生土器，土師器（４３５６～４３５９），須恵器，中世土師器（４３６０～４３６５），珠洲（４３６７），

中国製青磁（４３６６），木製品（５４５１～５４６４），種実，砥石，鉄滓（５６９１～５６９４）がある。土師器 ･中世

土師器は，ロクロ成形の椀（４３５６～４３６３）と，手づくねの皿（４３６４・４３６５）があるが，いずれも１２世

紀代を中心とし，一部が１３世紀前半に降る様相である。４３５６～４３５９は口縁部が開き気味にのび，外底

面に回転糸切り痕を残す。内外面に油煙が付着するものが多い。４３６０・４３６１はロクロ成形の小皿でＲ

Ｂ類，４３６２は高台が厚いつくりの小皿で，ＲＡⅡ類に分類できる。４３６３は柱状高台の皿である。４３６４

は端部を面とりする一段ナデの皿でＮＢⅠ類，４３６５は口縁部を軽く一段ナデする皿でＮＤⅡ類に分類

できる。４３６６は同安窯系青磁皿Ⅰ－２ｂ類で，内面にヘラ描き文様の一部がみられる。Ｄ期（１２世紀

中頃～後半）である。珠洲は壺（４３６７）と甕がある。４３６７は肩部に環状把手を付ける四耳壺で，Ⅰ～

Ⅱ期（１２世紀中葉前後～１３世紀第２四半期）のものである。甕は図示していないが，ＳＫ３００出土破

片と接合する。

　木製品は，井戸部材の他，漆器（５４５１・５４５２），箸（５４５３～５４６２），折敷（５４６４），曲物，円形板

（５４６３）がある。５４５１は総黒色系漆器椀，５４５２は総黒色系漆器小皿で，高台内は露胎とする。いずれ
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も樹種はケヤキで，横木取りする。５４５１は高台中央にロクロ爪痕を残す。５４５１・５４５２とも１３世紀前半

の製品である。漆器２点は漆塗膜分析を実施しており，５４５１は炭粉渋下地で，内外面に漆を１層薄く

塗っていることが判った。５４５２も炭粉渋下地であるが，内面２層，外面１層の漆層が確認できた。箸

はすべてスギ材で，断面不定形のものが多い。５４６４は折敷の底板で漆が付着する。片面に刃物痕があ

り，まな板等に転用されたようである。５４６３は底板で，側面に木釘痕が６箇所残る。

　この他，３層から種実２点が出土しており，オニグルミおよびモモ核の破片と同定されている。

　２００号井戸（ＳＥ２００，第３９３・４２２・４７３・４９８・５５１図，図版１８７・２８１・２８３・３０８・３１８）

　Ｂ地区南西角に位置する板組の井戸である。西側から南東側にかけてＳＤ５７を切り込む。平面形は

方形であるが，南東側はＳＤ５７の影響で地盤が弱かったのであろうか，丸みを帯びて浅く広がる。長

さ１．２２ｍ，幅９６㎝を測る。深さは４５㎝と非常に浅く，上部の大半が失われてしまったと思われる。井

戸側はスギの板材を縦方向に組み，四隅に立てた柱を横桟（５４６５～５４６８）で留めた縦板組隅柱横桟留

である。横桟は全てクリの板目材で，反りが目立つ。四隅に立てた柱で横桟が落ちないよう支えてい

るが，柱は南側が丸棒材で他の３箇所は角材であった。井戸部材は，遺物番号を付したもののほか出

土状況の判る２９点について樹種同定を実施し，２５点がスギ，４点がクリという結果を得ている。井戸

の底面に水溜の痕跡はみられなかった。埋土は黒色粘土を基調とし，側板の外側は地山が多く混じ

る。板組内部から編物（５４７１）が出土した。５４７１はイネ科の茎を網代編みしたものである。この他，

土師器甕胴部片，須恵器杯底部小片，中世土師器（４３６９），珠洲甕胴部片が出土している。４３６９は口

縁部に強い一段ナデを施す平底の皿である。内外面に油煙が付着する。ＮＣⅠ類に分類される１３世紀

のものである。珠洲甕胴部片はＳＤ２出土の３７０９と同一個体と思われる。

　また埋土（１層）は，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実は，栽培種のイネ，

アワ－ヒエ，アサのほか，イネ科，カヤツリグサ科，アサ，アカザ科，ナデシコ科，カタバミ属，エ

ノキグサ，コミカンソウ属，イヌコウジュ属－シソ属，ナス科等が検出された。中でも炭化したイネ

の穎の検出数が多い。昆虫は，オオセンチコガネ，ガムシ科の一種，ゴミムシダマシ科の一種が検出

された。オオセンチコガネは体色に色彩変異が顕著に表れる種で，地域による差が大きいとされるが，

現生の赤色から銅色とは異なる，金緑色の体色を呈する個体が検出されている。草地や森林に生息し，

人獣糞に集合するとされる。ガムシ科，ゴミムシダマシ科は食糞性昆虫で，周辺を徘徊していたと考

えられる。

　２３４号井戸（ＳＥ２３４，第４２５図）

　Ｂ地区南西角に位置する。素掘りの井戸で，井戸側や水溜は確認できなかった。平面形は楕円形で，

長径１．５５ｍ，短径１．２９ｍ，深さ１．２０ｍを測る。掘形は１，２回の緩やかな段をつけて斜めに掘られ，水

溜にあたる部分は垂直に掘り込まれる。埋土下層にはオリーブ黒色粘土を基調とする層が厚く堆積し

ており，廃棄時に一度に埋められたものと考えられる。中層から上層には地山の混じる黒褐色～黒色

粘土がレンズ状に堆積しており，中にはピートが多く混じる層（４層）もみられる。上層には特に土

器が多く混入しており，自然堆積に伴うものと考えられる。出土遺物は土師器甕口縁部小片，須恵器

杯底部小片がある。

　また，中層から下層にあたる４・５・６層土壌について，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っ

ている。種実はカラムシ属の果実が多量に検出された。カラムシ属は開発等によって生じた空間に先

駆的に進入して草地を形成する種類とされ，周辺に自生していたものと考えられる。昆虫は，アシミ

ゾナガゴミムシやマルハナノミ科，ヒメドロムシ科が検出された。いずれも湿地やヨシ原に生息する
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昆虫で，当時の周辺環境が推測される結果である。

　２７０号井戸（ＳＥ２７０，第４２３・５５１図，図版１８７・２９９・３０２）

　Ｂ地区南西角に位置する。平面形は長さ約１．１ｍの隅丸方形で，深さは４１㎝を測る。掘形は階段状

の２段掘りで，約１０～１５㎝の深さで掘った後，内側を方形に深さ２０～３０㎝程掘っている。北東側の２

段目の壁面には板材（５４６９）が立てられた状態で残存していた。周囲にも同様の板材が立て並べられ

ていたと思われるが，これらの井戸部材は廃棄に際して抜かれたと考えられる。また隣接するＳＥ

３０１や南西のＳＥ２００と掘形の規模が類似していることも考え合わせると，縦板組の井戸であった可能

性が高い。埋土は，一段目の外周部には地山の黄褐色粘土が混じる黄灰色粘土，中心部は同様に地山

の混じる黒褐色粘土を基調とする。出土遺物は，弥生土器壺口縁部小片，土師器甕胴部片，須恵器甕

胴部片，箸（５４７０）がある。中世の遺物はないが，前述の理由からＳＥ２００と同様に中世の遺構であ

ると考えたい。

　２７７号井戸（ＳＥ２７７，第４２５図）

　Ｂ地区南西角に位置する。素掘りの井戸としたが，井戸側や水溜は確認できなかった。平面形は円

形で，直径１．２８ｍ，深さ１．２６ｍを測る。東側の掘形は崩れてやや広がっているが角度をつけて斜めに

掘り込んでおり，中程に張り出しをもつ。埋土上層には黒色粘土，下層（２層）にはピートを多く含

む黒色粘土が水平堆積する。２層の土壌は，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実

は，栽培種のイネ，アサのほか，ナデシコ科等の人里植物が検出された。木材はいずれも炭化材で，

ヒノキ科，ブナ属，コナラ属に同定された。昆虫は，ゴモクムシ亜科，ハムシ科，ハナバチ科等の草

丈の低い草地に生育する種類や，セスジケシガムシ，ヒラタガムシ属，シジミガムシ等水生昆虫のほ

か，クロマルエンマコガネ，アラメエンマコガネ，エンマコガネ属，マグソコガネ属，コガシラハネ

カクシ属等の人獣糞に集合する昆虫類が特に多く検出された。種実や昆虫の一部は，周辺に存在した

草地や池沼等の環境を反映したものと考えられるが，人獣糞に集合する昆虫類が多産した結果からは，

遺構が汚染されていたか，あるいはトイレであった可能性が考えられる。

　出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ底部小片，須恵器壺胴部片，珠洲甕胴部片がある。

遺物から，中世の遺構と考えられる。

　３０１号井戸（ＳＥ３０１，第４２３・５５１図，図版１８７・３００）

　Ｂ地区南西角に位置する板組の井戸である。平面形は一辺の長さが約９０㎝～１ｍの方形である。深

さは１５㎝と非常に浅く，上部の大半が失われてしまったものと考えられる。井戸側は縦方向に組んだ

板材と四隅に立てた柱のみが残っており，横桟など本来あったと思われる部材は残存しない。柱は角

材で，横桟を留める枘孔等はあいていない。おそらくＳＥ２００と同様の縦板組隅柱横桟留の構造を持っ

ていたと考えられる。出土状況の判る主要な井戸部材７点について樹種同定を実施した結果，板材と

柱の樹種はモミ属が主で，西面の板材のみスギが使用されていたことが判った。井戸底面に水溜の痕

跡はみられなかった。埋土は黒褐色粘土である。出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀小片，

焼土塊，円形板（５４７２）がある。遺物は少ないが，ＳＥ２００と同様に中世の遺構と考えたい。

　３０３号井戸（ＳＥ３０３，第４２５・４９８・５８０・５８１図，図版１８７・２８３・３３７・３３９）

　Ｂ地区南西角に位置する。ＳＤ５７を切り込むが，北西側をＳＥ２００に切られる。素掘りの井戸で，

井戸側や水溜は確認できなかった。平面形は円形で，直径１．３２ｍ，深さ１．０８ｍを測る。上半部は斜め

に掘り込まれているが，掘形が崩れた可能性もある。水溜にあたる部分はほぼ垂直に掘り込まれる。

埋土上層は黒褐色～オリーブ黒色粘土を基調とし，地山が混じる。下層の黒色粘土層は，廃棄時に一
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度に埋められたものであろう。出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ底部片，須恵器杯蓋小

片・杯口縁部片・壺胴部片，珠洲鉢（４３６８），鞴羽口（５７１６），板材，鉄滓（５６９５）がある。４３６８の内

面は使用により摩耗し，卸目が薄く残る。Ⅲ期（１２５０～１２７０年代）のものである。

　３０５号井戸（ＳＥ３０５，第４２４・４７３・４９８・５５２・５５３図，図版１８７・２４７・２９０・３１８・３１９）

　Ｂ地区南西角の緩斜面に位置する板組の井戸である。ＳＤ５７と重複し遺構上層を切られているため，

板材がＳＤ５７の下流に多く流出する（第３９４図ＳＤ５７木製品等出土状況）。平面形は円形で，直径１．１２ｍ，

深さ３０㎝を測る。板組は，基礎となる下部に長さ約８０㎝，幅１０～１５㎝の板材を方形に組み合わせた横

板組井篭組である。最初に二字状に５４７５・５４８０を置き，次に５４７４・５４７６を井字状に組ませており，接

する部分には深い抉りを入れて固定する。これを補強するように板材（５４７７～５４７９・５４８１～５４８４）を

あてがうが，これら補強材の接合部の抉りはないか基礎部分に比べて浅いものである。東面側の補強

材が多いのは，丘陵側の西面に比べて東面は標高が僅かに低くなっているため，流出に備えたのであ

ろう。用いられる板材は転用材と思われるものが主で，大きさが不揃いである。東面と北面側の補強

材は掘形を超えて延びており，当時の地表に出る構造物と考えられる。埋土は炭混じりのオリーブ黒

色粘土（４層）を基調とする。４層の土壌については，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行って

いる。種実は，栽培種のイネ，ヒョウタン類が検出されたが，ナデシコ科，アカザ科，キジムシロ類

等の人里植物が主体である。木材はクリの炭化材と同定された。昆虫は，クロゲンゴロウ，マメゲン

ゴロウ，ケシガムシ属の一種，ヒメドロムシ科の一種等の水生昆虫類のほか，マグソコガネ属，エン

マコガネ類等や，草地に見られるコバネヒョウタンナガカメムシ，ヒラタゴミムシ族等が検出された。

人里近くの草地や湿地等の環境を反映すると考えられる結果であった。

　出土遺物は，土師器鍋（３７２４），須恵器，中世土師器（４３７０・４３７１），珠洲甕胴部片がある。４３７０・

４３７１は口縁部を一段ナデする薄手の皿である。４３７１には全面に油煙が付着する。ＮＣⅠ類で，１３～１４

世紀のものである。

　１０３３号井戸（ＳＥ１０３３，第４２５・５５１図，図版１８９・２９７）

　Ｂ地区南東角，ＳＤ１００の斜面裾に位置する。素掘りの井戸としたが，井戸側や水溜は確認できな

かった。平面形は楕円形で，長径２．２０ｍ，短径１．６０ｍ，深さ７３㎝を測る。掘形はＳＤ１００の斜面と同じ

傾斜角で掘り込まれる。埋土上層（１層）は藁状の植物遺体を含む黄灰色粘土で，中層（２層）には

薄く炭化物と灰の層が堆積する。下層（３・４層）は地山の混じる灰色粘土で締まりの悪い土質であ

る。１・２層土壌については，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。樹種はクリや広葉

樹に同定された。種実は，炭化した栽培種のイネ，アワ－ヒエ，オオムギと，ナデシコ科，スベリヒ

ユ科，アカザ科，キジムシロ類，コミカンソウ属等の人里植物や，タカサブロウ，ヘラオモダカ等の

水生植物が検出された。中でも炭化したイネ科は，燃料材等に由来する可能性が考えられる。昆虫

は，ゴミムシ類や水生昆虫類が優勢であり，周囲に池沼や開けた草地等が存在する当時の環境を反映

した結果と考えられる。

　出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀口縁部小片，須恵器杯蓋・杯小片，珠洲甕胴部片，漆

器椀（５４７３）がある。５４７３は総黒色系漆器椀で，見込みに篭目の赤色漆絵を施す。１４～１５世紀のもの

である。漆塗膜分析を実施し，炭粉漆下地に漆を１層塗っていることが判った。樹種はブナ属である。

　１３３８号井戸（ＳＥ１３３８，第４２５・４９８・５８０図，図版１８９・２８３・２９０・３３７）

　Ｂ地区中央東端に位置する板組の井戸である。平面形は円形で，直径１．９６ｍ，深さ１．１０ｍを測る。

内面に方形の掘り込みのあることを確認したが，地山が砂層のため非常に脆弱で，掘った直後に崩れ
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てしまう状態であった。したがって正確な規模が把握できなかったが，おそらく底面は約１ｍ四方の

正方形であり，板材の出土状態から縦板組の井戸側があったことが推測できる。掘形はかなり崩れて

いるが，元来垂直に近い角度で掘り込まれていたと思われる。埋土上層（１層）は黒褐色粘土，中層

（２層）はオリーブ黒色粘土，下層（４層）は砂の混じる黒色粘土が水平に堆積し，裏込めと思われ

る部分（３層）には灰色粘土と緑灰色粘土の混土がみられる。このうち１・２・４層の土壌について，

微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実では，栽培種のイネ，アワ－ヒエや，イネ科，

カヤツリグサ科，ツユクサ，タデ属，アカザ科，ナデシコ科等の人里に生育する草本類が検出されて

おり，中でも最下層の土壌から，炭化したイネの穎が多数検出された。炭化材は，クマシデ属とブナ

属，イネ科に同定された。昆虫は，キンナガゴミムシに代表される湿地性ゴミムシ類と，ヒメケゴモ

クムシとヒラタゴミムシ族に代表される草地性ゴミムシ類，水生昆虫類のシジミガムシが検出された。

周囲に沼池や草地等が存在する当時の環境が反映された結果と考えられる。

　出土遺物は，土師器，須恵器，中世土師器（４３７２～４３７４），珠洲鉢（４３７５）・壺・甕胴部片，鉄滓（５６９６）

がある。４３７２・４３７３は口縁部を面取りする二段ナデの皿である。ＮＤⅠ類で，１２世紀中葉～後半のも

のである。４３７４は二段ナデの大形の皿で，内面に刷毛状ナデを施す。ＮＢⅡ類で，１３世紀初頭のもの

である。

　１３４４号井戸（ＳＥ１３４４，第４２６・５５４図，図版１８８・３２０）

　Ｂ地区中央南東寄り，ＳＤ１００の斜面裾に位置する板組の井戸である。ＳＤ１２４３が西側から北側に

かけてＬ字状に囲んでおり，丘陵の崩落土や雨水の流入等による井戸水の汚染を防ぐための溝を伴う

と考えられる。平面形は方形で，長さ１．３４ｍ，幅１．２４ｍ，東側平坦面からの深さは５０㎝を測る。掘形

はＳＤ１００の斜面とほぼ同じ傾斜角で掘り込まれる。井戸側は横板組みで，最初に二字状に５４８５・

５４８６を置き，次に５４８７・５４８８を井字状に組ませる。この木組みの外面に縦板を並べるが，縦板の枚数

は均一ではなく，南・北面には２枚ずつ，東面には７枚を並べる。丘陵側の西面には縦板を並べずに，

板材や棒材を横に積み重ねる。井戸部材は，遺物番号を付したもののほか出土状況の判る７点につい

ても樹種同定を実施し，全てスギという結果を得た。埋土のうち上層の灰色粘土，暗灰黄色砂，黒褐

色粘土（７層）等は，丘陵からの崩落土やＳＤ１００に伴う自然堆積と考えられる。底面には黒褐色砂

が薄く堆積しており（１０層），水溜の痕跡はみられなかった。中層から下層にかけては砂混じりのオ

リーブ黒色粘土（８層）が厚く堆積しており，埋め戻しされたものであろう。８層中から出土した種

実はモモ核と同定され，放射性炭素年代測定を実施したところ，１，２４０±３０yrBP（IAAA－８０５０９）

との結果を得た。８Ｃ後半頃の年代である。他の遺物は少なく，弥生土器壺胴部，土師器甕胴部，古

代土師器椀，製塩土器の小片が出土するに留まる。

　このほか，７・８・１０層土壌について，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実で

は，栽培種のモモ，イネ，アサや，イネ科，カヤツリグサ科，タデ属，アブラナ科，キジムシロ類等

の人里植物が検出された。木材はスギ及びブナ属に同定された。中でもモモ核が出土した８層の土壌

から，炭化したイネの穎のほか，イネ科，カヤツリグサ科，タデ属，キジムシロ類等の草本類が多数

検出された。昆虫は，オオゴモクムシ，ホシボシゴミムシ等のゴミムシ類と，キベリヒラタガムシ，

シジミガムシ等が検出された。またガムシ科，ガガンボ科等の水生昆虫，湿地に生息するミズギワゴ

ミムシ属，マグソコガネ属，ガムシ科等の糞尿に集まる昆虫類も検出された。当時，水生昆虫が生息

できるような沼池や湿地が付近に存在したことが考えられ，遺跡内には地表を徘徊するゴミムシ類や

食糞性の昆虫類も生息していたと推測される。
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　１６００号井戸（ＳＥ１６００，第４２７・４９８・５５５図，図版１８８・２８３・２９０・３００）

　Ｂ地区北東中央寄りに位置する。自然礫を用いた石組の井戸で，当遺跡では唯一の検出例である。

平面形は楕円形で，長径２．５０ｍ，短径２．０６ｍを測るが，断面に崩れた跡がみられることから，本来は

直径１．８ｍ程度の円形であったと思われる。断面は擂鉢形で，深さ１．０７ｍを測る。礫は軟質のものが多

く，大きさは１０～５０㎝と幅がある。埋土は上層から黄灰色粘土，ピートの混じる黒褐色粘土等が堆積

するが，東側には地山の多く混じる層がレンズ状に堆積している。水溜には曲物等が据えられていた

ような跡が残るが，廃棄時に取り去られたと思われる。出土遺物は，土師器，須恵器，中世土師器

（４３７６），珠洲鉢（４３７７～４３７９）・甕胴部片，焼土塊，不明部材（５４８９），角材，棒材，杭，漆器椀，砥

石，軽石がある。中世土師器（４３７６）は，口縁部を一段ナデする小形の皿である。ＮＤⅡ類で，１２世

紀後半～１３世紀のものである。珠洲鉢は，口縁内端に広く面を取るもの（４３７７），内面が使用により

摩滅する体下半部（４３７８・４３７９）がある。４３７８がⅢ～Ⅳ期（１２５０～１３７０年代），４３７７・４３７９はⅤ～Ⅵ

期（１３８０～１４７０年頃）と考えられる。５４８９はスギの板目材で，１孔と側面２箇所に浅い抉りがある。

　１６５１号井戸（ＳＥ１６５１，第４２８・４９８・５５５・５５６図，図版１８８・３０１・３０２・３１９・３２０）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する板組の井戸である。西側をＳＰ１６５０に切られる。平面形は直径約２ｍ

の円形であるが，内部西端に直径約１ｍ，深さ１．１ｍの方形の掘り込みがある。円形部分の土層は，

南側にはオリーブ褐色～暗灰黄色砂質土，北側には黒色粘土等が水平堆積しており，これらの層を切

り込む形で方形の掘り込みがある。井戸を掘削する際に，弱い地盤を強化した可能性が考えられる。

方形の掘形内部には，板材を縦方向に組み，四隅に立てた柱（５４９９～５５０１）を横桟（５５０２・５５０３）で

留める縦板組隅柱横桟留の井戸側が残る。南西の隅柱と南面，西面の横桟を欠き，南面の縦板は土圧

で内側に倒れているが，総じて残存状態は良好であった。横桟は断面長方形で，両端部がやや細くな

るよう加工されている。枘孔は縦長の長方形で，断面長方形の横桟と形状が一致する。隅柱には２面

に高さを変えて枘孔があけられており，南・北面は低い方，東・西面は高い方の枘孔に横桟が対応す

る。但し北東の隅柱（５４９９）は低い位置に枘孔が２箇所あけられているが，他の隅柱より底面レベル

の高い位置に据えられていることから，横桟に高低差の発生しないつくりになっている。なお５４９９の

高い位置には加工途中の枘孔が１箇所みられ，井戸枠を組むにあたって修正を加えようと試みた過程

を想定することができる。井戸部材は，遺物番号を付したもののほか出土状況の判る７点について樹

種同定を実施したところ，スギが主体で，北面縦板列の西端１点のみクリという結果が得られた。井

戸側内に倒れた南面の縦板を外すと，箸（５４９１～５４９３），円形板（５４９７・５４９８）等の木製品が多く出

土した。水溜には曲物が据えられていたと想定されるが，取り去られている。以上から井戸の埋没過

程を復元すると，①廃棄時に曲物と南西の隅柱およびこれに接続する横桟２本を取り外す，②円形板

等の遺物を投入する，③南面の縦板が土圧で倒れる，④埋め戻しを行う，の各段階が考えられる。

　出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀，須恵器杯蓋・杯口縁部小片・壺甕胴部片，中世土師

器皿小片，珠洲壺底部（４３８１），製塩土器小片がある。

　また板組内で採取した土壌（４層）について，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。

木材はイネ科とエゴノキ属に同定された。種実は栽培種のイネのほか，人里植物のイネ科，カヤツリ

グサ科，アカザ科，ナデシコ科，エノキグサが検出された。イネは炭化した穎が多数みられた。人里

植物の種類構成はＳＥ１３４４に類似する結果とされる。昆虫は，水生昆虫のケシガムシや湿地環境に生

息するクビナガゴミムシ属等が検出されており，周辺の湿地等に生息していたものと考えられる。
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　１６６１号井戸（ＳＥ１６６１，第４２９・４９８・５５５・５５７図，図版１８８・２８３・２９７・３０２・３２０）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する。東側に隣接するＳＥ２６８７を切る。平面形は楕円形で，長径１．７０ｍ，

短径１．３８ｍを測る。当初は素掘りで水溜に曲物を据えた井戸と思われたが，掘り進めると南側から方

形に組まれた横桟（５５０４～５５０７）が出土した。横桟は曲物を切り壊す形で置かれていたが，埋土には

切り合いはみられなかった。調査終了後に井戸の断ち割りを行ったところ，横桟直下の深さは６６㎝で

あったが，曲物直下のみが更に約６０㎝深く掘り込まれていることが判った。また曲物外側の北東角で

息抜きの竹筒を検出した。以上のことから推測すると，最も古い段階の井戸は，北側の曲物を中心と

すると考えられる。井戸側の構造は板組か曲物積であろう。曲物直下が深く掘り込まれて水溜となっ

ているため，内部に曲物が据えられていた可能性もある。井戸の１回目廃棄時には，曲物一つを意図

的に残して水溜を埋め，すぐ南側に縦板組横桟留の井戸を作ったと考えられる。南側の井戸には横桟

しか残っていないが，東隣のＳＥ２６８７に同様の構造がみられるため，縦板組横桟留の井戸側構造が想

定できる。井戸の２回目廃棄時には，南側井戸の縦板や隅柱等を取り外して横桟のみを残し，井戸神

の息抜きの竹筒を刺す儀礼を行い全体を埋め戻したと考えられる。

　出土遺物は，土師器甕胴部片，土師器高杯と思われる小片，須恵器甕胴部片，珠洲鉢体部片・壺胴

部片・甕（４３８０），漆器（５４９０），箸（５４９４・５４９５），円形板がある。珠洲鉢は図示していないがⅢ～

Ⅳ期（１２５０～１３７０年代）のものがある。４３８０はⅣ2～Ⅳ３期（１３２０～１３７０年代）の甕口縁部である。

５４９０は総黒色系漆器小皿である。無高台で，外底面は漆が剥落する。樹種はブナ属である。漆塗膜分

析の結果，炭粉渋下地で，漆を１～２層塗っていることが判った。１３世紀前半代の製品とされる。

　１７０６号井戸（ＳＥ１７０６，第４３０図）

　Ｂ地区北東中央寄りに位置する。素掘りの井戸としたが，井戸側や水溜は確認できなかった。平面

形は円形で，直径１．２２ｍ，深さ５８㎝を測る。掘形は地面に対して斜めに掘り込まれており，断面形は

擂鉢状を呈する。埋土上層には黒褐色粘土，下層には黒色粘土が水平堆積する。出土遺物は須恵器

杯，中世土師器がある。中世土師器は小片のため図示しなかったが，口縁部を一段ナデで軽く外反さ

せる薄手の皿で，１５～１６世紀頃のものである。

　１７７７号井戸（ＳＥ１７７７，第４３１・４９８・５５７・５５８図，図版１８９・２４６・２４７・２６８・２７９・２８３・３２０・

３２１）

　Ｂ地区北東中央寄りに位置する板組の井戸である。上面にはＳＤ１７７８がＳＥ１７７７を覆うように薄く

堆積する。平面形は直径２．４６ｍを測るいびつな円形であるが，内部に一辺の長さ約１．５ｍの方形の掘り

込みがある。掘り込みの中には，板材を縦方向に組み，四隅に立てた柱（５５０８～５５１０）を横桟（５５１１

～５５１３）で留めた縦板組隅柱横桟留の井戸側が残る。横桟（５５１２・５５１３）は長さ９４㎝を測り，他の井

戸と比べて大型の木組みである。断面方形の隅柱は２面にそれぞれ高さを変えて枘孔をあけており，

南・北面は低い方，東・西面は高い方の枘孔に横桟が対応する。枘孔は縦長の長方形で，断面長方形

の横桟と形状が一致する。井戸側の北面をみると横桟（５５１３）が傾いて西側縦板が沈下しているが，

これは東側縦板の下に据えられていた直径４０㎝を測る石が，直上の木組みの沈下を防いだ結果と考

えられる。木組みは南東の隅柱と西面の横桟を欠いており，井戸を廃棄する際に意図的に抜かれたと

思われる。井戸部材は，遺物番号を付したもののほか出土状況の判る９点についても樹種同定を実施

し，全てスギ材との結果を得た。埋土上層は黒色粘土，下層は黒褐色粘土質シルトを基調とし，裏込

めには地山の混じる黄灰色～黒褐色の粘土や砂質土がみられる。井戸内部からの出土遺物は少なく，

水溜の痕跡もみられなかった。井戸を廃棄する際に掃除されたと考えられる。出土遺物は，古墳時代
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５　井　戸

土師器甕，古代土師器長胴甕・鍋（４３８６）・椀（４３８５），須恵器杯蓋・杯・壺（４３８２・４３８３），製塩土

器（４３８４），珠洲鉢（４３８７）・壺がある。４３８６は口縁端部を面取りする８世紀の鍋である。４３８５は内

底面中央を丸く抉る。４３８４は大型で厚手の尖底ｂ類註４で，９～１０世紀のものである。外面に指押さ

え，内面に縦方向の指ナデを残す。４３８７は内面に７目１単位の卸目を引き，内底面には使用による摩

滅が見られる。Ⅳ２期（１３２０～１３５０年代）のものである。

　１７８８号井戸（ＳＥ１７８８，第４３０・５５５図，図版１９１・３０２）

　Ｂ地区北東に位置する。素掘りの井戸で，井戸側や水溜は確認できなかった。北東にＳＥ１７８９が隣

接するが，明確な切り合いは確認できなかった。平面形は長径２．２９ｍ，短径１．６０ｍを測る楕円形であ

るが，東側に浅く広がった部分は掘形が崩れたものと考えられ，本来直径１．６ｍ位の円形の井戸であっ

たと思われる。深さは８８㎝を測る。地面に対して斜めに掘り込まれており，断面形は擂鉢状を呈す

る。井戸の壁面に掘削時のものと思われる段の痕跡が残っており，中央を深くする２段掘りであった

と思われる。掘形の形状は，底の中央に曲物が据えられていた可能性を示唆する。埋土上層は掘形が

崩れて自然堆積したと思われる土層で，地山の混じる黒褐色・オリーブ黒色粘土や砂質土である。中

層には黒色粘土，下層にはオリーブ黒色砂質土が堆積する。出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師

器椀Ａ，須恵器壺甕胴部片，中国製青磁椀，曲物，箸（５４９６），折敷，獣骨がある。青磁椀は図示し

ていないが，龍泉窯系青磁椀Ⅰ類（Ｄ期，１２世紀中頃～後半）の体部破片である。無文で外面にヘラ

削りを施し，釉は薄く均一でにぶい黄色に発色する。５４９６はスギ材の箸である。

　１７８９号井戸（ＳＥ１７８９，第４３２・４９９・５５８・５５９図，図版１８９・２８３・２９０・２９９～３０１・３０８・３２１）

　Ｂ地区北東に位置する板組の井戸である。南西にＳＥ１７８８，北にＳＥ１８００が隣接する。平面形はや

や角のある楕円形で，長径１．５６ｍ，短径１．３１ｍ，深さ１．０１ｍを測る。内部には板材を縦方向に組み，

四隅に立てた柱（５５１７・５５１８）を横桟（５５１４～５５１６）で留めた縦板組隅柱横桟留の井戸側が残る。土

圧で北東側が変形しているが，全体に井戸側の残存状態は良好であった。埋土上層は黒褐色粘土，下

層はピートの混じるオリーブ黒色粘土が厚く堆積しており，埋め戻されたものであろう。掘形壁面と

板組の間にはオリーブ黒色粘土と同色砂質土（３・５層）があり，これら堆積状態からは，東側を中

心とする掘形がやや崩れ，横桟を欠く北側に土圧が集中して北東側の板組に変形が生じたことが伺え

る。井戸側の，横桟を隅柱で固定する方法は，東西面と南北面で異なっている。隅柱（５５１７・５５１８）

は貫通する枘孔を１箇所あけ，その同じ面の上部を浅く抉る。東・西面の横桟は隅柱に貫通させて固

定するが，南・北面の横桟は枘孔の上の浅い抉りに沿って置かれている状況であった。南・北面の隅

柱と横桟は，本来，紐や縄等で緊縛して固定されていた可能性がある。西側の隅柱は枘孔付近でやせ

細り，脆い状態であったため図化はできなかったが，隅柱の枘孔の形状が，東面側は縦長の長方形で

あるが，西面側は横長の長方形となっており，東西で統一されていないことを調査時に確認している

（第４３２図模式図のNo.１６・４９参照）。東面側に対応する横桟（５５１４）は断面正方形であるため，隅柱の

枘孔に合致するよう，両端部を細く削って断面長方形に加工されている。西面側に対応する横桟（５５１６）

は断面長方形であるが，北西角の隅柱の枘孔が小さいため，横桟の一端はこれに入る大きさに細く加

工されている。なお，北面の横桟を欠いているが，井戸を廃棄する際に外されたと考えられる。また

水溜に据えられていたと思われる曲物側板の一部が出土している。井戸部材は遺物番号を付したもの

のほか，出土状況の判る１７点についても樹種同定を実施した。その結果，木組みには主にスギ材が

用いられるが，北西隅柱にはキリ，北東隅柱にはモミ属，南西隅柱にはモクレン属が使用されている

ことが判った。
註４　岸本雅敏　１９９４「７　富山県」『日本土器製塩研究』近藤義郎編
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　出土遺物は，土師器甕胴部片，須恵器甕胴部片，中世土師器（４３９０～４３９２），珠洲甕（４３９３）・鉢

（４３９４・４３９５），焼土塊，曲物，折敷（５５１９・５５２０），柄（５５２１），円形板（５５２２～５５２４），用途不明品

がある。４３９０・４３９１は口縁部を一段ナデする小型の皿である。ＮＤⅡ類で，１３～１４世紀のものであ

る。４３９２はやや大型の皿で，全面に油煙が付着する。ＮＣⅠ類で，１３世紀のものである。珠洲は小片

で，Ⅲ～Ⅴ期（１２５０～１４４０年代）と幅広い時期のものがある。５５１９・５５２０は折敷の底板である。５５１９

は一部炭化し，５５２０は片面に刃物痕がある。５５２１はウツギ属の芯持丸木の柄にイネ科の編物が付着し

て残ったもので，籠やザルのような製品の一部と思われる。５５２２～５５２４は曲物底板である。樹種は

５５２２がスギ，５５２３・５５２４がアスナロである。

　１８００号井戸（ＳＥ１８００，第４３３・４９９・５６０図，図版１８９・２８４・２９６・３０２・３０６）

　Ｂ地区北東に位置する曲物積の井戸である。南にはＳＥ１７８９が隣接する。平面形はいびつな楕円形

で，長径１．４５ｍ，短径１．２７ｍを測るが，内部に長径９０㎝，短径７０㎝の楕円形の掘り込みがある。深さ

は１．０２ｍを測る。掘形内部には底板を抜いた曲物を２段積み上げた曲物積の井戸側が残る。下段の曲

物（５５２５）には側板と上下縁に嵌められた箍
たが

が残り，直径３４㎝，高さ３８㎝を測る。上下縁ともに木釘

孔とみられる孔があくが，均等に並ぶ側を底板結合部と考えると，井戸側転用時に倒立で置かれたこ

とになる。孔に沿った側板内側には薄く底板圧痕が残る。側板の綴じ合わせは１箇所で，１列内７段

綴じ，箍には１列内２～３段綴じの切目と樹皮が残る。側板内面には縦のケビキを施す。側板には木

目に沿った割れがみられるが，割れを挟むように上下に切目が８箇所以上みられ，綴じ等の補修を重

ねていたようである。上段に据えられた曲物は側板の綴じが外れて広がってしまっていたが，井戸の

断面形が擂鉢状の２段掘りであることから，５５２５と同じ径かこれより一回り大きいものであったと思

われる。埋土は黒色粘土を基調とする層（２層）が厚く堆積しており，埋め戻しによるものと思われ

る。上層には黒褐色粘土，裏込めには地山の砂が多く混じる黒色粘土や暗緑灰色粘土質ロームが堆積

する。２層の埋土については下位の曲物内から土壌サンプルを採取し，微細物分析と樹種・種実・昆

虫同定を行っている。種実は，炭化したイネの穎多数のほか，アワ－ヒエ－キビ，イネ科，カヤツリ

グサ科，タデ属，アカザ科，キジムシロ類，エノキグサ，コミカンソウ属，イヌコウジュ属－シソ属

等が検出された。木材はサクラ属，ブナ属に同定された。昆虫は，腐敗植物質に飛来するハエ目，デ

オキスイ属，ハネカクシ科，およびこれらの昆虫を捕食するゴミムシ類，アリモドキ科が検出された。

微細物分析において二枚貝の殻皮や動物遺存体が検出されていることともあわせ，ＳＥ１８００内に食物

残渣等が廃棄された可能性があるという結果が得られた。

　出土遺物は，土師器，須恵器，珠洲鉢（４３９６），木椀（５５２６），箸（５５３２），板材，角材がある。

４３９６は薄いつくりの鉢で，口縁端部が内傾する。Ⅳ２期（１３２０～１３５０年代）のものである。５５２６はト

チノキの木地椀である。赤外分光分析を実施したが，渋や漆等の膠着液は検出されなかった。１４～１５

世紀の製品である。５５３２は断面六角形の箸で，樹種はスギである。

　１８４８号井戸（ＳＥ１８４８，第４３３・４９８・５６１図，図版１９０・２８３・３００）

　Ｂ地区北東に位置する曲物積の井戸である。ＳＢ３２範囲内に位置し，南東にはＳＥ１８５０が隣接す

る。平面形は円形で，直径１．０７ｍ，深さ６６㎝を測る。掘形は垂直に近い角度で掘り込まれる２段掘り

である。内底の中央南寄りに，直径約４０㎝，高さ約１５㎝の底板を抜いた曲物が上下に２段重ねられて

いた。樹皮の綴じが外れた状態で残存状態は余り良くなかったが，周囲には箍も残る。埋土は黒色粘

土を基調とする層（２層）が厚く堆積しており，埋め戻しによるものと考えられる。裏込めには地山

の砂が多く混じるオリーブ黒色粘土や黒色粘土がみられる。２層の埋土については下位の曲物内から
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土壌を採取し，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実遺体は，炭化したイネの穎多

数のほか，エノコログサ属，カヤツリグサ科，ツユクサ，アサ，アカザ科，スベリヒユ科，エノキグ

サ，イヌコウジュ属－シソ属等が検出された。種実の種類構成はＳＥ１８００と類似した様相を示す。昆

虫はハエ目が検出される程度で，比較的少ない結果であった。

　出土遺物は，土師器甕小片，須恵器杯体部片・甕胴部片，珠洲鉢（４３８８）・甕（４３８９），瀬戸美濃壺

肩部片，焼土塊，折敷（５５３７），板材，角材がある。４３８８はⅣ１期（１２８０～１３１０年代）のものである。

４３８９はⅡ期（１３世紀第１・第２四半期）の甕である。５５３７は折敷底板である。アスナロの柾目材の薄

板で，角を落としている。

　１８５０号井戸（ＳＥ１８５０，第４３４・４９９・５６０・５６２図，図版１９０・２８４・２９０・３０１・３２２）

　Ｂ地区北東に位置する板組の井戸である。ＳＢ３２の範囲にかかり，北西にはＳＥ１８４８が隣接する。

上面にはＳＤ１８５１がＳＥ１８５０を覆うように薄く堆積する。平面形は円形で，直径１．７０ｍ，深さ１．３３ｍ

を測る。内部には板材を縦方向に組み，四隅に立てた柱（５５４７～５５４９）を横桟（５５４３～５５４５）で留め

た縦板組隅柱横桟留の井戸側が残る。北東角は，隅柱（５５４７）の外側に棒材（５５４６）を置いて補強す

る。隅柱は，貫通する枘孔を１箇所あけ，背面を浅く削り込むもの（５５４８・５５４９）と，２面に高さを

違えて１箇所ずつ枘孔をあけるもの（５５４７）がある。これに対応して，東西側の横桟（５５４４）は北端

が隅柱（５５４７）の貫通しない枘孔にはまり，南端は矩形の抉りが隅柱（５５４８）背側の削平面と重な

る。西面の横桟は残存していないが同様の構造であったと思われる。北面側の横桟（５５４３）は東端が

隅柱（５５４７）の貫通する枘孔に入り，西端は隅柱の外側に沿う。南面横桟（５５４５）は両端が隅柱

（５５４８・５５４９）の貫通する枘孔に入る。また，南面に残る縦板は，下部外側を直径１５～２０㎝の自然石

２個で押さえて固定してあった（第４３４図ｃ断面）。井戸部材は遺物番号を付したもののほか出土状

況の判る３点についても樹種同定を実施したところ，殆どがスギ材で，北東隅柱（５５４７）のみヒノキ

という結果が得られた。埋土は，中層～下層は地山の砂が多く混じる黒色粘土を基調とし，埋め戻さ

れたものと思われる。上層の黒褐色～黒色粘土を基調とする土層は，各層が薄いため自然堆積と考え

られる。出土遺物は，土師器，須恵器，中世土師器（４３９７），珠洲甕胴部片・鉢（４３９８・４３９９），越前

鉢小片，土錘，円形板（５５２８・５５２９）がある。４３９７は口縁部を一段ナデする小型の皿である。ＮＤⅡ

類で，１３～１４世紀のものである。珠洲甕は図示していないが，被熱した破片が含まれる。珠洲鉢

（４３９８・４３９９）はⅣ２期（１３２０～１３５０年代）のもので，同一個体の可能性がある。５５２８・５５２９は曲物底

板で，側面に木釘穴がある。５５２９には木釘が１箇所残存する。

　１９４６号井戸（ＳＥ１９４６，第４３０・４９９図，図版２８４）

　Ｂ地区北東中央寄りに位置する。素掘りの井戸としたが，井戸側や水溜は確認できなかった。平面

形は楕円形で，長径２．５３ｍ，短径１．９２ｍ，深さ８２㎝を測る。掘形はかなり崩れており，断面形は浅い

擂鉢状を呈する。埋土はオリーブ黒色粘土や黒色粘土が自然堆積する。出土遺物は，土師器甕胴部片，

古代土師器椀・甕・鍋小片，須恵器杯蓋小片，中世土師器，珠洲鉢（４４００）・甕胴部片がある。４４００

は内湾する体部内面に曲線の卸目を引く擂鉢である。Ⅰ３期（１２世紀後半～１３世紀初頭）のものである。

　また２層土壌は，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実は，栽培種のイネ，アワ

－ヒエ，ヒョウタン類，アサ等が検出されたが，主体はカヤツリグサ科，タデ属，アカザ科，カタバ

ミ属等の草本類であった。木材は炭化したコナラ属やイネ科が検出された。昆虫は，ハマベミズギワ

ゴミムシ，ウスオビコミズギワゴミムシ，マルガタナガゴミムシ等のヨシ原等湿潤な環境に生息する

種や，キベリヒラタガムシ，シジミガムシ，ガムシ科，ケシガムシ属，ゲンゴロウ科等の池沼に生息
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する水生昆虫が多く検出された。また，ケゴモクムシ，ゴモクムシ亜科の一種，ツヤゴモクムシ属の

一種など草地に生息する種や，アリガタハネカクシ属，ムネアカオオアリ，クロシデムシなど森林に

生息する種も僅かに検出された。周辺に森林や草地，沼池，湿地等が存在した当時の環境が推測され

る結果が得られた。

　１９７０号井戸（ＳＥ１９７０，第４３０図）

　Ｂ地区北東に位置し，ＳＤ１８２０を切る。素掘りの井戸としたが，井戸側や水溜は確認できなかった。

平面形は円形で，直径９６㎝～１．７０ｍ，深さ７０㎝を測る。上半部は地面に対して斜めに掘り込み，内部

中央を垂直に近い角度で更に深く掘り込む。内部の掘形は直径０．９～１．２ｍの方形で，ここに板組等の

井戸側があったと思われる。埋土上層には灰色・灰オリーブ色砂質土，中層には黒色粘土が自然堆積

する。下層のオリーブ黒色砂質土は井戸側等が外されてから人為的に埋め戻しされたものと考えられ

る。出土遺物は土師器甕，須恵器杯・壺胴部があるが，全て小破片である。

　２１８３号井戸（ＳＥ２１８３，第４３５図）

　Ｂ地区北東の東端に位置する素掘りの井戸である。東側は一部調査区外にかかる。平面形は円形で，

直径１．１０～１．９４ｍ，深さ５５㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質土で，地山の砂に近い土質である。上

手部は本来の掘形よりもかなり崩れていることが考えられる。当初は深さ３０㎝程の浅い土坑と思われ

たが，調査終了後に断ち割りを行い，中央に直径約７０㎝，深さ３０㎝の掘り込みを確認した。内部に曲

物等が据えてあったものと思われる。出土遺物はない。

　２２００号井戸（ＳＥ２２００，第４３６・５６１図，図版１９０・３０６）

　Ｂ地区北西，ＳＤ１００の斜面裾に位置する容器組の井戸である。平面形は円形で，直径１．４４～１．５０

ｍ，深さ１．５０ｍを測る。地山が締まりのある緑灰色粘土質ロームを主体としているため，底までほぼ

一直線に，地面に対して垂直に近い角度で掘り込まれているが，北側はやや掘り込みの角度が緩やか

である。内部には底板を抜いた結桶（５５３６）が倒立で据えられる。５５３６は側板２３枚と竹の箍
たが

から構成

される。正立時の寸法は，口径６９．１㎝（二尺一寸），高さ９１㎝（二尺七寸五分），口径と高さの比率

１．３２を測る。側板は側面が直線状に延び，長さ９０．５～９１．５㎝，幅７～１１㎝を測る。厚さは２～２．８㎝と

均一である。側板は全てマツ属複維管束亜属の材を板目取りしたもので，水分を含むと膨張して内容

物が染み出るのを防ぐ木取りとされる。側板の接合面に隙間は少なく，高度な技術でつくられている

ことがわかる。内外面に加工痕はなく，研磨痕とみられる細かい筋が多数残る。この筋状痕は斜めに

入っており，側板を組んだときに綾杉状となるようである。木口面は平滑で，鋸を使用したものであ

ろう。内面に底板の装着痕はみられなかった。外面には３本の箍の跡が残る。調査時に箍は巻かれた

状態であったが緩んでおり，掘削が進むにつれて外れていき，取り上げ時には分散した。上段の箍は

右のねじり編みであったが，中段と下段の編み方については不明である。５５３６はおそらく味噌桶等の

転用であり，加工技術から近世～近代のものと推測される。なお富山県内に現存する味噌桶の寸法

は，口径一尺六寸五分×高さ二尺（比率１．２１），口径二尺×高さ二尺五寸（比率１．２５），口径一尺五寸

×高さ二尺（比率１．３３）を測り，５５３６はこれらよりもやや大型であるが比率は合致する。福井県勝山

市からは口径二尺四分×高さ二尺七寸（比率１．３２）と数値の近い味噌桶の例が報告されている註５。埋

土は黄灰色粘土と暗緑灰色シルトの混土であり，周囲の遺構とは異なっている。また結桶の下から板

材が５枚出土している。結桶を安定させるために下に敷かれていたと考えられる。

　また２層土壌は，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実は，栽培種であるイネや

アサが検出されたが，主体はイネ科，アカザ科，スベリヒユ科，ナデシコ科等の草本類である。また
註５　石村真一　１９９７『ものと人間の文化史８２－Ⅲ　桶・樽Ⅲ』財団法人法政大学出版局
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カエデ属の木材も検出された。昆虫は，メダカハネカクシ属，チビヒョウタンゴミムシ属等の水辺の

泥上に生息する種が検出され，周辺の低地等に生息していたと考えられる結果であった。

　２２４５号井戸（ＳＥ２２４５，第４３７・４９９・５６３図，図版１９０・２９０・３０７）

　Ｂ地区北東に位置する曲物積の井戸である。東側をＳＫ２２４６に切られる。平面形は長さ２．０２ｍ，幅１．

７３ｍの不整形で，東側を中心に掘形が崩れる。内部には，長径１．７ｍ，短径１．４ｍを測る楕円形の掘り

込みがあり，中央底部に底板を抜いた曲物が上下に２段積まれていた。内壁の残りの良い西側をみる

と，掘形は二段掘りであったように思われる。深さは７７㎝を測る。上段の曲物（５５５０）は直径４６㎝，

高さ１８㎝を測り，上半を欠損する。下段の曲物（５５５１）は残存状態が良好で，直径４１㎝，高さ２８㎝を

測る。これらの曲物は，５５５０の方がやや高位にあるものの，ほぼ入れ子の状態で検出された。井戸構

築時の裏込めである５～７層は上段曲物よりも高いレベルにも残存しており，曲物が自然沈下したこ

とが想定される。曲物内に厚く堆積する黒色粘土（４層）は廃棄時の埋め戻し，上層（１～３層）は，

埋め戻し後の自然堆積と考えられる。

　上段の曲物（５５５０）は上半が失われて下半のみ残存する。側板の綴じは１箇所で，１列内２段以上

の綴じである。底板は抜かれるが，下縁に一重の箍をはめた釘結合曲物であったと思われる。木釘孔

が上下２段，計４２箇所あけられており，井戸側転用前に底板を補修した可能性がある。下段の曲物

（５５５１）の残存状態は良好で，上下縁に嵌めた箍が残る。上下縁に孔や切目はなく，側板内側に底板

圧痕も残っていないため，底板結合方法は不明である。側板の綴じ合わせは１箇所で，１列上内下外

６段綴じであるが，すぐ右横の上段箍に隠れた部位にも綴じが１段確認できることから，２列の綴じ

である可能性がある。箍の綴じ合わせ位置は側板の対面である。上段箍は２箇所で綴じており，それ

ぞれ１列内４段，１列内２段である。下段箍の綴じ合わせは１箇所，１列内４段である。側板と結合

させる綴じ合わせは上段箍にはなく，下段箍は２箇所，１列１段，１列２段の綴じがある。この他の

出土遺物には，土師器壺甕類の胴部片，古代土師器椀，中世土師器皿（４４０１）がある。４４０１は口縁部

を一段ナデする皿で，１３～１４世紀のものである。

　２３９６号井戸（ＳＥ２３９６，第４３５・４９９図，図版１９１・２８４・２９０）

　Ｂ地区北東の北端寄りに位置する。素掘りの井戸であるが，内部に方形の掘形をもつことから，板

組の井戸側を有していた可能性が高い。平面形は長径２．２０ｍ，短径１．８０ｍの楕円形であるが，内部を

直径約１．７ｍの円形に掘り込み，更に内部を長さ１ｍの方形に掘り込む。深さは９５㎝を測る。埋土下

層は黒褐色砂質土（４層）が厚く堆積し，埋め戻されたものと思われる。上層には黒色砂質土や同色

粘土等（１～３層）が自然堆積する。出土遺物は，土師器甕小片，古代土師器椀，須恵器杯蓋・杯小

片・甕胴部片，中世土師器皿（４４０２），珠洲鉢（４４０３）がある。４４０２は口縁部を二段ナデする深身の

皿である。ＮＡⅡ類で１２世紀後半～末のものである。４４０３は内面に９目１単位の細く鋭い卸目を引く

擂鉢の体部である。Ⅲ期（１２５０～１２７０年代）のものである。

　２６１７号井戸（ＳＥ２６１７，第４３８図）

　Ｂ地区北端の東寄りに位置する素掘りの井戸である。北にはＳＥ２６１８が隣接する。平面形は長径１．

５２ｍ，短径１．１６ｍの楕円形であるが，西寄りの内部に長さ約１．１ｍの方形の掘り込みがある。ＳＥ２３９６

と同様に板組の井戸側を有していた可能性がある。断面形は逆台形で，壁面は底部まで直線的に掘り

込まれている。深さは８２㎝を測る。埋土は砂の多く混じる黒色粘土である。出土遺物は土師器甕胴部片，

古代土師器椀小片がある。
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　２６１８号井戸（ＳＥ２６１８，第４３８図）

　Ｂ地区北端の東寄りに位置する素掘りの井戸である。南にはＳＥ２６１７が隣接する。平面形は角のあ

るいびつな円形で，最大径１．６２ｍ，深さ５７㎝を測る。掘形上半はやや崩れて広く開口するが，ＳＥ

２６１７と同様の断面逆台形で，壁面を底部まで直線的に掘り込む形態であったと思われる。埋土下層は

黒色粘土を基調とするが，上層はオリーブ黒色～黒色砂質土が自然堆積する。出土遺物は土師器甕胴

部片，古代土師器椀小片，須恵器杯蓋小片がある。

　２６８７号井戸（ＳＥ２６８７，第４３９・４９９・５６０・５６１・５６４図，図版１９１・２８０・２８１・２８４・２９０・２９７・

３００・３２２）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する板組の井戸である。西側に隣接するＳＥ１６６１に切られる。平面形は楕

円形で，長径２．２８ｍ，短径１．６０ｍを測る。検出面からの深さが６７㎝と比較的浅い。壁面を垂直に近い

角度で底部まで掘り込んでいるが，上層の掘形は崩れて広がる。内部北寄りにある井戸側は，板材を

縦方向に組み，横桟（５５５２～５５５５）で留めた縦板組横桟留である。北東角と南東角に杭（５５５６）を打

ち込み井戸側を支えている。ＳＥ２００と構造が似るが，四隅に柱を立てるのではなく杭を深く打ち込

んでいる点や，杭自体が横桟を支える構造ではない点において異なる。井戸部材は遺物番号を付した

もののほか出土状況の判る１０点についても樹種同定を実施した。殆どがスギであったが，北東角と

南東角の杭は２本ともクリとの結果であった。井戸の底に水溜の痕跡はみられなかった。埋土下層は

黒色粘土，上層は砂混じりの黒褐色粘土が堆積する。

　出土遺物は多く，土師器，須恵器，中世土師器（４４０４～４４０６），珠洲鉢（４４０９）・壺（４４０８・４４１０）・

甕，中国製青磁椀（４４０７），焼土塊，漆器椀（５５２７），折敷（５５３８・５５３９），不明部材がある。４４０４・

４４０５は口縁部を一段ナデする小型の皿である。いずれもＮＤⅡ類で，１２世紀後半～１３世紀のものであ

る。４４０６はやや大型のＮＣⅠ類で，１３～１４世紀のものである。４４０７は龍泉窯系青磁椀Ⅲ－１Ｂ類で，

内面にヘラ片彫りによる草花文と思われる一部がみられる。Ｆ期（１３世紀中頃～１４世紀初頭前後）の

ものである。４４０８は珠洲の装飾壺の口縁部で，Ⅱ期（１３世紀第１・第２四半期）である。４４０９は口

縁端部が外傾する擂鉢で，Ⅳ２期（１３２０～１３５０年代）である。４４１０は口縁端部に波状文を施す珠洲の

壺で，Ⅲ期（１２５０～１２７０年代）のものである。５５２７は総黒色系漆器椀で，樹種はケヤキである。漆塗

膜分析を実施し，炭粉渋下地に漆を１層薄く塗っていることが判った。１４～１５世紀の製品である。

５５３８・５５３９は折敷底板である。５５３８はヒノキの柾目材，５５３９はスギの板目材で，角を丸く落とす。

　３０５８号井戸（ＳＥ３０５８，第４３８・４９９・５８１図，図版２４６・３３８）

　Ｂ地区中央北東寄りに位置する素掘りの井戸である。当初，上層で東側の浅い部分（１層）のみを

検出した。遺構南半部を半截した際に，西側埋土（第４３８図ｂ断面２層）が地山のⅢ層（４層）の砂

の下へ潜り込み広がっていく様子がみられたため，掘削を一時中断した。その後，下層遺構の検出時

にⅢ層を約２０㎝掘り下げ，改めて全形を確認した。平面形は長径１．６６ｍ，短径１．１５ｍを測る楕円形で，

西半部に直径約１．２ｍの円形の掘り込みがある。深さは６５㎝を測る。底面は平滑で，井戸部材とみら

れる杭１点や板材９点が出土しているため，板組の井戸側があったと考えられる。埋土上層は黒色粘

土，下層は粗砂が多く混じる黒色シルトが堆積する。東半部の浅い黒色粘土層（１層）については，

第３９６図のＳＤ１００ｂ断面においても同様の堆積が確認できることから，何らかの理由により砂層の堆

積に流動面が生じ，プラン上半が東側に横滑りしてずれたものと考えられる。南側に隣接するＳＥ

３１１３にも同様の現象がみられる。出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ（４４１１），鞴羽口

（５７１８）がある。４４１１は９～１０世紀の椀Ａの底部である。５７１８は鞴羽口の先端部分で，残存状態が良
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好である。表面を丁寧に撫でて仕上げる。

　３１１３号井戸（ＳＥ３１１３，第４４０・４５０図，図版１９１）

　Ｂ地区中央北東寄りに位置する板組の井戸である。上層で浅い土坑ＳＫ１３４５を掘削した際，西半部

に深い掘り込みを確認した。不整形な溝状のＳＫ１３４６と重複していたこともあって一時掘削を中断

し，下層遺構の検出時に周囲を約２０㎝掘り下げ，改めてＳＥ３１１３を検出した。検出面が砂で不安定で

あることから，何らかの理由により砂層の堆積に流動面が生じ，東側に横滑りすることによってＳＥ

３１１３上半のプランがずれたものと思われる。北側に隣接するＳＥ３０５８にも同様の現象がみられる。下

層で確認した平面形は楕円形で，長径１．７５ｍ，短径１．４１ｍ，深さ６０㎝を測る。底面近くから板材１点

と角材２点がコの字状に置かれた状態で出土した。井戸側を構成する部材であったと考えられる。埋

土上層にはオリーブ黒色粘土，下層には黒色粘土質シルトが堆積する。出土遺物は，土師器甕胴部片，

古代土師器椀体部片，須恵器杯Ａ底部片がある。

　３５０８号井戸（ＳＥ３５０８，第４３５図）

　Ｂ地区北東端に位置する素掘りの井戸である。上半をＳＤ２３２８に削平されており，状態は良くな

い。平面形は長さ２．１７ｍ，幅１．４１ｍの不整形である。内部に直径１ｍ前後の円形の掘り込みがみられ

るが，北側に角のある掘形から本来の形状が推測できる。深さは最大で７５㎝を測る。埋土は底近くで

オリーブ黒色砂質土の薄い堆積を確認したのみである。出土遺物はない。

　４００６号井戸（ＳＥ４００６，第４４０・５６０・５６１・５６５・５８１図，図版１９１・３００・３０２・３１３・３２３・３３９）

　Ａ３地区中央西端に位置する板組の井戸である。平面形は直径１．３ｍの円形であるが，内部は板組

に合わせて方形となっている。深さは５１㎝を測る。板組の縦板は残っておらず，横桟（５５５７～５５６０）

のみが組まれた状態で残存していた。内部から木製品を中心とする多くの遺物が出土した。埋土は上

層から黒色砂質シルト，黒褐色砂質シルト，灰色粘土が堆積する。調査終了時に井戸を断ち割って確

認したが，底面が湧水層と思われるⅥ層の粗砂層まで到達していなかった。溜井であった可能性が考

えられる。出土遺物は，弥生土器高杯・壺・甕胴部片，土師器甕胴部片，須恵器杯小片，珠洲甕胴部

片，瓦質土器小片，近世陶器，円形板（５５３０），刳物匙（５５３１），箸（５５３３～５５３５），棒材（５５４０），板

材，種実，銭（５７３４），鉄滓がある。５５３０は曲物の底板でスギの柾目材である。５５３１は刳物匙の身部

で，身の平面形は楕円形となるようである。樹種はエノキ属である。箸は全てスギ材である。５５４０は

エノキ属の分割材である。断面は不定形でくの字に曲がる。種実はオニグルミ，カヤ，ハクウンボ

ク，トチノキがある。５７３４は北宋銭の元豊通寶で１０７８年の初鋳である。銭文は篆書体である。

　４００８号井戸（ＳＥ４００８，第４４１・４９９・５７７・５８０図，図版１９１・２８４・２９０・３３４・３３７）

　Ａ３地区西端南寄りに位置する素掘りの井戸である。西側は一部調査区外にかかる。平面形は円形

で，直径１．３１ｍ，深さ８８㎝を測る。地面に対して斜めに掘り込まれており，断面形は逆台形を呈する。

埋土上層は黒色砂質シルト，下層は黒色粘土が厚く堆積する。出土遺物は，弥生土器高杯・甕胴部片，

土師器甕胴部片，古代土師器，中世土師器（４４１２），珠洲鉢・壺（４４１３）・甕（４４１４），角材，板材，

種実，砥石（５６６６），被熱礫，鉄滓（５６９７）がある。４４１２は口縁部を面取りする皿である。ＮＢⅠ類で，

１３世紀前半のものである。４４１３は珠洲の四耳壺で，Ⅰ～Ⅱ期（１２世紀中葉前後～１３世紀第２四半期）

のものと考えられる。４４１４は甕の底部である。種実はオニグルミに同定されている。５６６６は流紋岩の

中砥である。４面を砥面とし，表面には金属による鋭い研ぎ跡が残る。

　５０３２号井戸（ＳＥ５０３２，第４４２図，図版１９１）

　Ａ４地区南東に位置する。北東にＳＥ５０３３，東にＳＥ５０３４が隣接する。平面形は円形で，直径１．４５ｍ，
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深さ４４㎝を測る。掘形は二段掘りであるが１段目は約２０㎝と浅く，埋土断面は掘形が崩れながら自然

堆積した様相である。２段目を直径約６０㎝の円形に深く掘り込んでおり，水溜には直径約５０㎝の曲物

が残る。曲物はスギの柾目材である。埋土上層は地山混じりの黒褐色砂質土，下層は黒褐色砂質シル

トを基調とし，曲物内には同色の粘土質シルトが堆積する。出土遺物は弥生土器壺小片，古代土師器

椀小片，珠洲擂鉢体部片がある。

　５０３３号井戸（ＳＥ５０３３，第４４２・４９９図，図版２４６・２８０・２８４）

　Ａ４地区南東に位置する素掘りの井戸である。南西側にＳＥ５０３２が隣接し，南東部でＳＥ５０３４を切

る。平面形はやや角のある円形で，直径１．４４ｍ，深さ３８㎝を測る。埋土は炭化物の混じる黒褐色砂質

土である。近接するＳＥ５０３２・５０３４とは規模が類似し，作り替えの可能性が考えられることから井戸

と考えた。出土遺物は，古代土師器椀（４４１７），須恵器甕胴部片，珠洲瓶子（４４１８），中国製白磁椀

（４４１６），井戸部材がある。４４１７は口縁部が開き気味にのびる，１１～１２世紀頃の椀である。４４１６は白磁

椀Ⅳ類で，Ｃ期（１１世紀後半～１２世紀前半）のものである。４４１８は瓶子の底部で，外面を下から上へ

ヘラ削りする。Ⅳ期（１２８０～１３７０年代）か。井戸部材と考えられる板材は５点出土している。このう

ち１点（Ｍ０５０３９９）について年輪年代測定を実施したが，良好な結果が得られなかった註６。

　５０３４号井戸（ＳＥ５０３４，第４４２・４９９図，図版１９２）

　Ａ４地区南東に位置する板組の井戸である。平面形は長さ２．４６ｍ，幅１．３０ｍの不整形である。内部

南寄りに板組があり，最深部における深さは４８㎝を測る。板組は，幅広の板材を横に組む横板組井篭

組と思われるが，縦板を北・東・西面に並べており，ＳＥ１３４４に構造が似る。ただし，東面の横板は

南北面の横板と組み合っておらず，枘や抉りがない。南面の横板（Ｍ０５０３９５）は年輪年代測定を実施

し，５９６年との結果を得た註７。板組内の埋土は黒色粘土と黒色砂質シルトの混土を基調とし，板組と

壁面の間には炭化物や木片の混じる黒褐色砂質シルトが堆積する。上層の黒褐色砂質土は掘形が崩れ

て自然堆積したものであろう。出土遺物は，弥生土器甕胴部片，黒色土器椀Ａ（４４１５），被熱礫がある。

４４１５は体部外面下半を手持ちヘラ削りしており，９世紀前半のものと考えられる。

　５０４６号井戸（ＳＥ５０４６，第４３８図，図版１９２）

　Ａ４地区南東に位置する素掘りの井戸である。平面形は円形で，直径１．４０ｍ，深さ３５㎝を測る。断

面にみられる埋土の堆積状況が曲物積の井戸側を持つＳＥ１８００・１８４８・２２４５と非常によく似ているこ

とから，内部中央に直径約４０㎝の曲物が据えられていた可能性が高い。井戸を廃棄する際に曲物を外

し，埋め戻しをおこなったと思われる。土層中央に堆積した黒褐色砂層が，曲物の位置と規模を留め

る。出土遺物は，須恵器杯蓋，中世土師器体部片，焼土塊がある。

　５１１９号井戸（ＳＥ５１１９，第４３８図）

　Ａ４地区西端北寄りに位置する素掘りの井戸である。平面形は円形で，直径１．４０ｍ，深さ３２㎝を測る。

埋土は黒色砂質シルトを基調とし，壁面近くには掘形が崩れた地山混じりの土層がみられる。規模や

断面形態から，板組みの井戸側があったことが推測される。出土遺物は，弥生土器甕・壺・器台・高

杯・蓋，土師器高杯・ミニチュアがある。

　５１５１号井戸（ＳＥ５１５１，第４４３・５００・５６１・５６６図，図版１９２・２０８・２２２・２９２・３００・３０６）

　Ａ４地区中央西寄りに位置する容器組の井戸である。平面形は直径１．６１ｍを測る円形で，内部中央

に底板を抜いた刳物桶（５５６５・５５６６）を上下に２段積み上げた井戸側がある。地面に対して垂直に近

い角度で掘り込まれており，最深部の深さは９８㎝を測る。埋土は上層から黒色砂質シルト，黒褐色砂

質シルト，黒色砂が堆積し，多くに地山が混じる。
註６　独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員光谷拓実氏に依頼した。
註７　独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所客員研究員光谷拓実氏よりご教示をいただいた。
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５　井　戸

　上段の刳物桶（５５６５）は脆くなっており，残存状態は良くない。平面形はゆがみのある円形で，直

径５０～５１．５㎝を測る。高さ２７㎝が残存し，逆位に据えられる。下段の刳物桶（５５６６）は直径４３．５～４７

㎝，高さ７４㎝を測る。平面形は円形で，側面は直立し，蓋の痕跡や把手等はみられない。内面下部に

は段形成時の加工痕と底板装着の圧痕が残る。圧痕の下には方形の貫通しない枘孔があり，中に栓が

残る。栓は底板を下からはめ込んだ後，底板が落下しないように固定するもので，深く打ち込まれて

いたため，底板を抜かれて井戸側に転用された後も残存したと考えられる。なお上段については口縁

部の加工が下段の桶に比べてやや雑であることから，桶ではなく一木を刳り貫いただけである可能性

が指摘されている註８。５５６５・５５６６は樹種同定を実施し，いずれも落葉広葉樹のキハダであるとの結果

を得た。キハダの木材はやや軽軟の部類に入り，切削等の加工は容易であるが割裂性が高いため，強

度が低い。但し水湿に強い特性があり，耐朽性はクリに次ぐとされる。転用の可否が木材選択の段階

で考慮されている可能性が指摘されている。また，刳物桶２点については放射性炭素年代測定を実施

し，５５６５は１，９３０±３０yrBP（IAAA－８０５２１），５５６６は１，９４０±３０yrBP（IAAA－８０５２２）との結果を得

た。弥生時代後期後半頃の年代である。

　また下段刳物桶内土壌２点の珪藻・花粉分析を実施した。珪藻分析では生育環境の異なる珪藻化石

が混在する結果であった。花粉分析ではスギ属，コナラ亜属，イネ科，ヨモギ属が多く検出され，周

辺の森林や草地環境を反映した結果と考えられる。

　出土遺物は，弥生土器平縁甕（４４１９・４４２０）・有段甕（４４２１）・高杯（４４２２），土玉（４４２３・４４２４），

木製容器（５５４１），蔓（５５６７），編物（５５６８），棒材がある。４４１９は刳物桶下段にあたる下層から，１

個体分の破片がまとまって出土した（第４４３図下層出土状況）。内外面ハケメ調整で外面下半に煤が付

着する。後期後半のものである。４４２０・４４２３・４４２４・５５６７・５５６８は刳物桶下段の底面近くから出土し

た（第５６６図５５６６内出土状況）。土玉（４４２３）は蔓か細い木の枝（５５６７）が切れながらも貫通した状態

であり，隣接する４４２４も同様に繋がれていた可能性が高い。５５６７は樹種同定によりマタタビ属に似る

広葉樹（つる性木本か）との結果が出されており，輪状にたわめられ，結合部は樹皮状の紐で幾重に

も巻かれて緊縛されていたと考えられる。なお，ＳＥ５１５１を覆う浅い落ち込みＳＤ５１５２からも土玉

（４０３５）が出土しており，これに関連する可能性がある。編物（５５６８）は，５５６７が輪状にたわめられ

た内側を中心とする範囲から出土した。植物性の繊維が縦横に観察できるが，編み方などは不明であ

る。樹種はヤナギ属やシラキなどの広葉樹とされる。５５４１は刳物桶下段の最下層から出土した。容器

の口縁部小片で，樹種はケヤキである。

　５２１６号井戸（ＳＥ５２１６，第４４１・５６１・５６５図，図版１９２・３１４・３２３）

　Ａ４地区中央南端に位置する板組の井戸である。平面形は円形で，直径１．２０ｍ，深さ４９㎝を測る。

地面に対して垂直に近い角度で直線的に掘り込まれる。板組は横方向の板材（５５６１～５５６４）を方形に

組む横板組井篭組であるが，縦板が南東角に１枚のみ残る。井戸枠と壁面の間の土層（４層）は黒褐

色砂質土と地山の砂が互層をなしており，裏込めとして突き固めたものと考えられる。４層は横桟よ

りも高いレベルにも残存していることから，井戸使用時には縦板があり，井戸廃棄に際して取り去ら

れたと考えられる。井戸枠内に厚く堆積する黒色砂質シルト（３層）は，埋め戻しによるものであろ

う。横桟のうち，５５６３は４箇所穿孔され，表裏面に細かい線状の傷がある。５５６４にも３箇所の穿孔が

あり，転用材と思われる。出土遺物は，弥生土器，中世土師器，珠洲，不明部材（５５４２）がある。

５５４２はスギの柾目材で，４箇所の小孔と表裏に細かい刃物による傷がある。井戸部材に転用されてい

た可能性がある。
註８　新宅　茜　２００６「上久津呂中屋遺跡の井戸側転用桶」『紀要　富山考古学研究』第９号　財団法人富山県文化振興財団
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

６　土　坑

　２６号土坑（ＳＫ２６，第４４４図，図版１９３）

　Ｂ地区南西角に位置する。北西側にはＳＢ１が隣接する。平面形はやや角のある円形で，直径１．２８ｍ，

深さ７０㎝を測る。埋土上層は黄灰色・黒褐色粘土を基調とし，中層には炭化物の混じる黒色粘土質シ

ルトが薄く堆積する。下層はオリーブ黒色に還元化された粘土で，底面から須恵器壺底部片が出土し

た。出土遺物は他に土師器甕胴部片，須恵器杯体部片がある。

　５６号土坑（ＳＫ５６，第４４４・５００・５６７図，図版２６８・２９６）

　Ｂ地区南西角に位置し，南側でＳＫ１０１を切る。ＳＤ５７が北西から北東へ向かって鈍角に折れ曲が

る屈曲部の内側に位置する。平面形は楕円形で，長径２．５５ｍ，短径２．２０ｍ，深さ１０㎝を測る。埋土は

浅黄色シルトの混じる黄灰色粘土の単層である。出土遺物は，古墳時代～古代の土師器甕小片，須恵

器杯Ａ（４４２６），下駄（５５６９）がある。４４２６はＳＫ１０１との重複部分から出土した。内外面に油煙が付

着しており，灯火器として使用されたと考えられる。５５６９は連歯下駄で，樹種はモクレン属である。

残存状態があまり良くないが，前緒穴はほぼ中央に穿たれているようである。台部の足圧痕はみられ

ない。前歯の前面は斜めに削られ，後歯は中央を削り残しており，いずれも歩き易くするための工夫

と思われる。形状は江戸時代中期以降の馬下駄に似る。長さ１３．４㎝が残存するが，完形長は１５㎝程と

推定される非常に小さいものである。庶民の子供用か，あるいは祭祀や祭礼に関わりのある侏儒（小

人）のものである可能性も考えられる註９。

　５９号土坑（ＳＫ５９，第４４４・５００図，図版２８１・２９０）

　Ｂ地区南西角に位置する。東側にはＳＫ５６が隣接する。平面形は円形で，直径３４㎝，深さ２５㎝を測

る。埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は，土師器甕胴部片，中世土師器（４４２７・４４２８）が

ある。４４２７は口縁部を強く一段ナデする皿である。内面には刷毛状ナデがみられ，内外面に油煙が付

着する。４４２８も一段ナデを施す小型の皿である。いずれもＮＤⅡ類で，１３～１４世紀のものである。

　７０号土坑（ＳＫ７０，第４４５・５６７図，図版１９３・３２３）

　Ｂ地区南西角に位置し，南側でＳＫ７１を，北東角でＳＫ１０２を切る。平面形は長方形で，長さ１．２９ｍ，

幅９２㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層で，深さは１２㎝と浅い。内側に長方形の木枠組（５５７０～

５５７３）を据える。木枠の樹種は全てスギである。出土遺物は土師器甕胴部片のみであるが，中世土師

器の出土したＳＫ７１を切っていることから，中世の遺構と考えられる。

　７１号土坑（ＳＫ７１，第４４５・５００図，図版１９３・２９０）

　Ｂ地区南西角に位置し，北側をＳＫ７０に切られる。平面形は円形で，直径１．０４ｍを測る。北西部に

楕円形の深い部分があり，深さ２８㎝を測る。埋土上層は黄灰色粘土を基調とするが，ＳＫ７０寄りの北

側では黒褐色粘土と同色砂質土が互層をなしており（２層），水流の影響が見られる。下層はオリー

ブ黒色粘土で，南側の浅い部分では地山のオリーブ灰色粘土を多く含む傾向にある。出土遺物は，古

墳時代～古代の土師器甕小片多数，古墳時代の黒色土器椀小片，古代土師器椀小片，製塩土器，中世

土師器（４４２９）がある。４４２９は口縁部を強く一段ナデする皿である。ＮＣⅠ類で，１３世紀のものである。

　１０２号土坑（ＳＫ１０２，第４４５図，図版１９３）

　Ｂ地区南西角に位置し，南西部をＳＫ７０に切られる。平面形は円形で，直径６２㎝，深さ２０㎝を測る。

埋土上層は黒褐色粘土，下層はオリーブ黒色粘土を基調とし，地山のオリーブ灰色粘土やピートの混

入がみられる。出土遺物は土師器甕胴部片，板材，柱がある。
註９　秋田裕毅　2002「小人と下駄」『下駄　神のはきもの』ものと人間の文化史１０４　財団法人法政大学出版局
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６　土　坑

　２０６号土坑（ＳＫ２０６，第４４４・５００・５８１図，図版２６８・３３９）

　Ｂ地区中央南端に位置し，ＳＢ７北東側の溝を切る。平面形は円形で，直径２８㎝，深さ１７㎝を測る。

埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕胴部片，須恵器杯Ｂ蓋（４４３０），中世土師器口

縁部小片，鞴羽口（５７１７）がある。４４３０は端部を短く垂下させる杯Ｂ蓋で，８～９世紀のものである。

５７１７は鞴羽口の先端部で，一部がガラス質化する。

　２６３号土坑（ＳＫ２６３，第４４４図）

　Ｂ地区南西角に位置する。南側にＳＰ２６２，北東側にＳＥ２７７が隣接する。平面形は円形で，直径９２

㎝，深さ２６㎝を測る。埋土は黒褐色粘土を基調とし，上層には砂が混入する。掘形南側の壁面には砂

混じりの黒色粘土が堆積する。出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　２８５号土坑（ＳＫ２８５，第４４６図）

　Ｂ地区南西角，ＳＢ２範囲内に位置する。北西側をＳＤ２８４に，東側をＳＫ３００に切られる。平面形

は円形で，直径１．２４㎝，深さ３３㎝を測る。埋土は上層に黒褐色粘土，下層に黄灰色粘土がほぼ水平に

堆積する。特に埋土上層に，細かく割れた土器を多く含む。土器は縄文土器が主体であるが，土師器

の甕と思われる小片や被熱した粘土塊も出土している。

　３００号土坑（ＳＫ３００，第４４６・５６８図，図版１９３・２９９・３０３・３０４）

　Ｂ地区南西角，ＳＢ２範囲内に位置し，北西側でＳＫ２８５を切る。平面形は円形で，直径２．３３ｍ，

深さ６５㎝を測る。埋土は１～４層が水平に堆積する。上層は黒色粘土（１層）とピートを多く含む黒

色粘土（２層），中層は固く締まった黒色粘土（３層），下層はより暗色の強い黒色粘土（４層）であ

る。２層については，土壌を採取して微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っている。種実は，栽

培種のイネのほか，イネ科，カヤツリグサ科，タデ属，アカザ科等の人里植物が検出された。昆虫は，

マルガタゲンゴロウに代表される水生昆虫類やハムシ類等の草地性昆虫類が大部分を占めており，森

林性のアズマオオズアリや，エンマコガネ類，マグソコガネ類も検出された。周辺に存在する森林や

草地，沼池の環境を反映した結果と考えられる。

　遺物は，３・４層から箸（５５７９～５５８９），棒材（５５９０～５５９４），円形板（５５９５）が出土した。箸や棒

材の樹種はスギが多く，一部にモミ属も用いられている。５５９５はスギの柾目材の底板で，裏面の加工

痕がよく残る。この他，古墳時代～古代の土師器甕，須恵器杯蓋・杯・壺・甕小片，珠洲甕胴部片，

板材，角材，竹，石剥片が出土している。珠洲甕は図示していないが，ＳＥ９０出土片と接合すること

から，同時期の遺構と考えられる。

　３７１号土坑（ＳＫ３７１，第４４４・５００図，図版２８１・２９０）

　Ｂ地区南西の丘陵中腹，１号谷の東肩落ち際に位置する。平面形は楕円形で，長径４２㎝，短径２８㎝，

深さ３１㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕胴部片，中世土師器（４４３１・

４４３２）がある。中世土師器はいずれも口縁部を一段ナデする大型の皿である。ＮＣⅠ類で，１３～１４世

紀のものである。

　３８１号土坑（ＳＫ３８１，第４４６図）

　Ｂ地区南西，丘陵中腹の平坦地上に位置する。南北に２回掘り込まれているため，平面形はいびつ

な瓢箪形である。長さ１．１６ｍ，幅６８㎝を測る。深さは南側の深い方で４０㎝を測る。埋土は地山の混じ

る灰黄褐色・黒褐色粘土がほぼ水平に堆積する。出土遺物は弥生～古墳時代の甕類小片多数，古代土

師器椀Ａ・甕胴部片がある。
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

　３９４号土坑（ＳＫ３９４，第４４６・５００図，図版２３７・２６８）

　Ｂ地区南西，丘陵中腹の平坦地上に位置する。北側にはＳＤ３９３が近接する。ＳＫ３９４周辺は検出面

がやや低く窪んだようになっているため，降水時には雨水がＳＤ３９３から溢れてＳＫ３９４に溜まり，そ

のまま南の細い溝に流れていくような状況であった。平面形は円形で，直径２．００ｍ，深さ３２㎝を測る。

埋土は黒褐色砂質土，地山の混じる黒褐色粘土がレンズ状に堆積する。出土遺物は，土師器甕（４４３３

ほか胴部片多数），古代土師器椀Ａ底部小片，須恵器杯蓋・杯（４４３４）がある。４４３３は器表面が摩滅

する。弥生時代後期以降のものである。４４３４は杯の口縁部小片である。

　４６８号土坑（ＳＫ４６８，第４４７・４４８・５００・５７９図，図版１９３・２３１・３３５）

　Ｂ地区南西の丘陵上，１号谷の東肩に位置する。ＳＫ４６８を囲むようにＳＤ３９３・４５１・４７５が丘陵中

腹の緩斜面を方形に区画し，方形周溝墓状の遺構を構成する。ＳＫ４６８の位置する緩斜面は，丘陵中

腹に形成された中で最も高い場所にあり，標高約８．１～８．６ｍを測る。ＳＫ４６８は東西に２基の土坑が重

複しており，西側土坑が東側土坑を切り込む。西側土坑の南側は削平されて残存しないが，掘形は方

形を意識して作られているようである。東側土坑は現存長３．６８ｍ，現存幅２．０３ｍを測る。床面は平坦で，

深さ２４㎝を測る。床面には深さ２０～３４㎝の円形の小穴が２箇所掘り込まれている。小穴は垂直に近い

角度で掘り込まれており，底は平らである。埋土は灰黄褐色砂質土の単層である。西側土坑は長さ５．

１２ｍ，幅２．１５ｍを測る。南西部分が削平されるため，南側に細く括れた形状となる。床面は平坦で，

深さ５０㎝を測る。床面中央と南に深い掘り込みがあり，床面からの深さは，中央で１４㎝，南で２１㎝を

測る。埋土は炭化物混じりの黒褐色粘質土や粘土が地山を含みながら堆積する。南東の深い掘り込み

部分の埋土は，焼土と思われる暗赤褐色シルトが混じる灰や炭の層が約１０～２０㎝の厚さで堆積する。

　出土遺物は，弥生土器甕（４４３６～４４５４）・壺（４４５５・４４５６），焼土塊，刀（５６７７）がある。低地で検

出した建物群からは，弥生時代後期後半を主体とする遺物が出土しているが，ＳＫ４６８およびＳＤ

３９３・４５１からは，後期後半のほか中期に遡る遺物も出土している。４４３６～４４３９・４４４２・４４４３は口縁

部がくの字形に屈曲する甕，４４５５は口縁部内面に櫛状工具による綾杉状刺突を施す壺で，いずれも中

期と考えられる。５６７７は刀の断片で，先端部に近い部位である。西側土坑の中央北寄りから出土した。

刀は厚く銹に覆われるが，表裏に織物状の痕跡が残っていた。電子顕微鏡観察により，平織状に交差

した繊維束が確認され，繊維は精錬された絹に同定された（第Ⅴ章第２２節）。刀身を絹織物で包み納

めた副葬品である可能性が考えられる。またＳＫ４６８南隣のＳＫ５０３からは弥生時代の磨製石剣（５６４０）

が出土しており，これに関連する可能性がある。

　４８４号土坑（ＳＫ４８４，第４４５・５０１図，図版１９３・２４７・２６８）

　Ｂ地区南西の丘陵上，標高約８．１～８．２ｍの緩斜面に位置する。平面形は楕円形で，長さ１．３１ｍ，幅

５６㎝，深さ１５㎝を測る。南半部から古代の土器が多く出土した。埋土は炭化物の多く混じる黒色砂質

土の単層である。出土遺物は，古代土師器椀小片・甕（４４６１～４４６５）・鍋（４４６６），須恵器甕（４４６０）

がある。土師器甕・鍋は全てロクロ成形で，口縁端部を面取りしてやや窪ませる８世紀のものである。

４４６４・４４６５の胴部下半には叩きと同心円文の当具痕が残る。４４６５の胴部内面調整は，上半が縦方向の

ハケメ後横ナデ，下半がハケメ後叩き，更に横ナデを施す。４４６０は須恵器甕の肩部破片である。外面

に叩き後回転カキメを施す。器形は丸みを帯びるが肩が張っており，８世紀のものと考えられる。

　５０３号土坑（ＳＫ５０３，第４４６・４４７・５７４図，図版１９３・３３１）

　Ｂ地区南西の丘陵上，標高約８．２ｍの緩斜面に位置する。北側にはＳＫ４６８が隣接する。平面形は円

形で，直径１．１０ｍ，深さ１５㎝を測る。埋土は黒褐色粘質土の単層である。出土遺物は弥生土器や土師
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器の甕壺類胴部片，磨製石剣（５６４０）がある。５６４０は鉄剣形で，全面を丁寧に研磨し，両側面に浅い

抉り，表面中央に浅い円孔を入れる。石材はガラス質安山岩である。

　１０００号土坑（ＳＫ１０００，第４４９・５０２・５６７図，図版１９４・２４６・２５４・２６８・２８４・２９９）

　Ｂ地区南東，ＳＤ１００の斜面裾に位置する。平面形は東西に長い不整形で，長さ７．５９ｍ，幅３．６７ｍ，

深さ１．１９ｍを測る。埋土上層はオリーブ黒色粘土と粗砂が互層をなし，中層には粘性の強い黒色粘土

が薄く堆積する。下層は灰色砂を基調とし，灰色粘土や地山の緑灰色粘土が混じる締まりのゆるい層

である。出土遺物は，土師器甕胴部片，古代土師器椀Ａ（４４７７），須恵器杯Ａ（４４６８～４４７２）・杯Ｂ

（４４７３～４４７５）壺・甕・横瓶（４４７６），珠洲甕（４４７８・４４７９・４４８３・４４８４）・鉢（４４８０～４４８２），円形

板（５５７４），砥石がある。４４７７は薄手のロクロ成形の椀底部で９～１０世紀のものである。須恵器杯類

は８～９世紀のものを中心とする。４４７６は横瓶の閉塞部分にヘラ状の道具で線刻を施す。珠洲はⅠ期

～Ⅳ期（１２世紀中葉前後～１３７０年代）と幅広い時期のものがある。４４８３は口縁端部をやや尖り気味

に引き出すⅡ期の甕である。同一個体と思われる破片がＳＫ１０５５から出土している。４４８４は口縁端

部を水平に長く引き出すⅠ期の甕である。５５７４は曲物底板と思われ，２個１対の小孔が周縁に沿って

多くあけられる。裏面には刃物痕がみられ，まな板等に転用されたようである。樹種はスギである。

　１０１２号土坑（ＳＫ１０１２，第４５０図）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。平面形は円形で，直径８０㎝，深さ４５㎝を測る。埋土上層は黄灰色

粘土，下層は黒褐色粘土が水平堆積し，上下層ともに炭化物の混入がみられる。出土遺物は弥生土器

と土師器の甕壺類小片，種実１点がある。種実は完形で，表面の摩耗したモモ核と同定された。

　１０２５号土坑（ＳＫ１０２５，第４４５・５００・５６７図，図版１９４・２８４・３０１）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。掘形は明確ではなく，平面形も不整形である。長さ１．２８ｍ，幅９２

㎝を測る。木製品を含む遺物が出土しており，これらの遺物が集まった溜まりのようなものと思われ

る。遺物のある範囲に薄く黒色粘土が堆積する様子を確認した。出土遺物は，土師器甕小片，珠洲壺

（４４３５），円形板（５５７５），板材，棒材がある。４４３５は壺と思われる底部片で，外底面に静止糸切り痕

を残す。割れて破片となった後被熱したと考えられ，割口にも煤が付着する。５５７５は底板と思われる

が，残存状態が良くなく，孔や木釘等は認められなかった。樹種はモミ属である。

　１０３８号土坑（ＳＫ１０３８，第４５１・５６９図，図版１９４・３２４）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。平面形は円形で，直径４７㎝，深さ１２㎝を測る。埋土は砂混じり

の黒褐色粘土の単層である。土坑内にスギの板材を敷き詰めており，板材は小さいものも含めると

１２点出土している。底面に敷かれた板材（５６０６）はスギの板目材で，長さ２５㎝，幅１３㎝，厚さ３．５㎝

を測る。出土した板材の中でも一番大きく厚みのあるものである。水平に敷かれていることから礎板

であった可能性が考えられるが，建物は構成しえなかった。５６０６の上から出土した板材（５６０１～

５６０５）はすべてスギの柾目材であった。５６０１・５６０５は繊維の曲線がほぼ一致することから，同一の木

を材料とする可能性が指摘されている。この他の出土遺物は，古代土師器椀口縁部小片がある。

　１０５５号土坑（ＳＫ１０５５，第４５２・５００・５０２・５６７・５６９図，図版１９４・２８４・２９０・２９６・２９８・２９９）

　Ｂ地区南東の低地に位置する。平面形は円形で，直径２．１６ｍ，深さ４６㎝を測る。埋土は水平堆積し

ており，上層は藁状の植物遺体を多く含む黒褐色粘土（１層）と黄灰色粘土（２層），中層はオリー

ブ黒色粘土（３層），下層は砂混じりの黒褐色粘土（６層）を基調とする。南側の土層には，掘形が

崩れたような砂の多く混じる層がみられる。１層の土壌は，微細物分析と樹種・種実・昆虫同定を行っ

ている。種実は少ないが，イネ，アワーヒエのほか，カヤツリグサ科，アカザ科等の人里植物が検出
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された。昆虫は，池沼・湿地に生息するゴミムシ類，ガムシ類のほか，双子葉植物を摂食するハムシ

類，ゾウムシ類や，草地の地表を徘徊するハネカクシ類等が検出された。周辺に沼池や開けた草地等

が存在する当時の環境が反映された結果と考えられる。

　出土遺物は，古墳時代～古代の土師器甕胴部片，須恵器杯Ｂ蓋・壺・甕小片，中世土師器（４４５７），

珠洲甕（４４５８・４４８３）・鉢（４４５９），焼土塊，折敷（５５９６・５５９７），脚（５５７６）がある。４４５７は，口縁

部を二段ナデする小型の皿である。ＮＤⅠ類で，１２世紀中～後半のものである。４４５８は土坑中央部

の３層と６層の境から出土した。Ⅰ期（１２世紀中葉前後～１３世紀初頭）の甕口縁部である。４４８３は

口縁端部をやや尖り気味に引き出すⅡ期（１３世紀第１・第２四半期）の甕である。同一個体と思わ

れる破片がＳＫ１０００から出土している。４４５９は口縁端面に櫛目波状文を巡らせるⅤ期（１３８０～１４４０

年代）の擂鉢である。包含層（ＳＤ１００）から出土した破片と接合しており，流れ込みの可能性がある。

折敷は２層と３層の境から，２個体（５５９６・５５９７）が出土した。５５９６は長さ２８．５㎝，高さ１．９㎝を測る，

残存状態の良好な資料である。ヒノキの薄い柾目材を２枚，木目が直交するように重ね，四隅を丸く

落とす。各辺に４箇所ずつ小孔をあけて，側板を木皮で綴じ付ける。側板は幅１．６㎝，厚さ５㎜の細

いヒノキの板目材で，四隅内面側に３箇所ずつ切り込みを入れて折り曲げ，一辺で重ねて綴じる。

５５９７は折敷の底板である。５５９６よりやや大きく，長さ２９．７㎝を測る。隅にも小孔があり，５５９６とは側

板の綴じ付け方法が違うようである。５５７６は２層から出土した。台等の天板を支える脚と考えられ，

上部にはめ込むための凸部がある。

　１０５６号土坑（ＳＫ１０５６，第４５１・５６７図，図版１９４・２９６）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。南西側にはＳＥ１０３３が隣接する。平面形は円形で，直径９１㎝，

深さ１７㎝を測る。埋土は黒色粘土の単層である。出土遺物は土師器甕小片，古代土師器椀小片，須

恵器甕胴部片，木椀（５５７７），木椀未成品，棒材，種実２点がある。５５７７はケヤキの木椀で，土坑の

ほぼ中央から自然木等に混じり出土した。種実は２点とも完形で，トチノキと同定された。

　１０６１号土坑（ＳＫ１０６１，第４５０図）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。平面形は円形で，直径４２㎝，深さ２０㎝を測る。埋土上層は黒褐色

粘土，下層は砂混じりの黒色粘土である。出土遺物は土師器甕胴部片，種実１点がある。種実は完形

で，表面の摩耗したモモ核と同定された。

　１０６６号土坑（ＳＫ１０６６，第４５０図）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。平面形は円形で，直径６０㎝，深さ１２㎝を測る。埋土は黒褐色粘

土の単層である。出土遺物は古代土師器椀体部片，須恵器杯蓋小片，種実１点がある。種実は完形で，

モモ核と同定された。

　１１１９号土坑（ＳＫ１１１９，第４５１・５０１図，図版１９４・２８２）

　Ｂ地区中央南東寄りの丘陵斜面に位置する。平面形は円形で，直径５３㎝，深さ４４㎝を測る。土坑内

の北西寄りに，ほぼ完形の珠洲の片口鉢（４４６７）が正置されていた。埋土は黒褐色粘土の単層である。

４４６７は口縁端部を水平とし，外端部をやや摘み中央を窪ませる。卸目は８目１単位で米字状に入り組

ませた後，間隙を充填する。Ⅳ２期（１３２０～１３５０年代）のものである。

　１２００号土坑（ＳＫ１２００，第４５０図，図版１９４）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置する。ＳＢ１４の南西角の柱穴ＳＰ３１０５を切る。平面形は円形で，

直径２．１２ｍ，深さ６７㎝を測る。埋土上層は黒色砂質土，中層は砂混じりの黒色粘土を基調とし，中層

の粘性は強い。下層は黒色粘土と砂の互層で，水流の影響を受けたようである。規模や埋土断面から，
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井戸である可能性も考えられる。出土遺物は古墳時代～古代の土師器甕類胴部片，古代土師器椀小片，

須恵器壺胴部片，珠洲甕胴部～底部片がある。

　１３１６号土坑（ＳＫ１３１６，第４５０・５００図，図版２９３）

　Ｂ地区中央東寄り，ＳＢ１９範囲内の低地に位置する。平面形は円形で，直径８４㎝～１．０２ｍ，深さ１０

㎝を測る。埋土は砂混じりの黒色粘土である。出土遺物は弥生～古墳時代の土師器甕胴部片，土錘

（４４２５）がある。４４２５は寸胴型の土錘である。

　１３４５号土坑（ＳＫ１３４５，第４５０図，図版１９５）

　Ｂ地区中央北東寄りの低地に位置する。長さ３．２６ｍ，幅２．３３ｍを測る不整形な土坑である。上層で

検出した。遺構掘削時に，西半部が地山の砂を間層として挟むものの，更に下層に向かって落ち込む

様子がみられた。不整形な溝状のＳＫ１３４６と重複していたこともあって一時掘削を中断し，下層遺

構の検出時に周囲を約２０㎝掘り下げ，改めてＳＥ３１１３を検出した。ＳＫ１３４５は，砂層の堆積に流動

面が生じてＳＥ３１１３上層とともに東側に横滑りした結果できたものと考えられる。北側に隣接する

ＳＥ３０５８にも同様の現象がみられる。埋土上層は黒褐色砂質土，下層は砂の混じる黒褐色粘土を基調

とし，上下層とも炭化物が混じる。出土遺物は土師器，須恵器がある。

　１３９７号土坑（ＳＫ１３９７，第４５０図）

　Ｂ地区中央南寄りの東端，ＳＢ１５範囲内に位置する。平面形は円形で，直径２８～３０㎝，深さ１７㎝を

測る。埋土は黒色粘土の単層である。種実が１点出土しており，表面の摩耗したモモ核と同定された。

　１５２５号土坑（ＳＫ１５２５，第４５０・５６７図，図版２９７）

　Ｂ地区中央やや北寄り，ＳＢ２２範囲内の低地に位置する。平面形は楕円形で，長径７８㎝，短径６６㎝，

深さ３５㎝を測る。埋土は黒褐色粘土を基調とする単層で，丘陵部地山の緑灰色粘土がブロック状に混

じる。出土遺物は漆器鉢（５５７８）がある。５５７８は漆塗膜分析により，炭粉漆下地の総黒色系漆塗りで

あることが判った。碁筍底の底部から非常に薄い体部が延びる，１４～１５世紀の製品である。樹種はブ

ナ属である。

　１５２９号土坑（ＳＫ１５２９，第４５３・５０２図，図版１９５・２４６・２４７・２６８・２９０）

　Ｂ地区中央北寄りの低地に位置する。東側にはＳＢ２１・２２が隣接する。平面形は円形で，直径２．４０ｍ，

深さ５４㎝を測る。埋土は上層から黒色・黒褐色・黄灰色等の粘土がレンズ状に堆積しており，中層付

近に炭化物を多く含む傾向がある。土層のうち，特に炭化物の含有が多い６層の黒色粘土を採取し，

微細物分析と樹種・種実同定を行った。種実は，炭化したイネの胚乳，穎およびアワ－ヒエの胚乳が

多く検出されたが，穎が突出して多い結果である。炭化していない種実はほとんど検出されなかった。

木材も炭化しており，クリやコナラ節に同定された。昆虫は検出されなかった。

　出土遺物は，須恵器杯Ａ（４４８５）・壺・甕（４４９０）・横瓶，古代土師器椀Ａ（４４８６・４４８７）・甕（４４８８），

中世土師器（４４８９）がある。４４８７は体部が内湾しながら開く浅い椀で，１０～１１世紀頃のものである。

４４８８はロクロ成形の小型甕底部で，外面下半から底部にかけて手持ちヘラ削りする。４４８９は内外面

に刷毛状ナデを施す厚手の皿である。ＮＣⅠ類で，１３世紀のものである。

　１５４３号土坑（ＳＫ１５４３，第４５３図）

　Ｂ地区中央北寄り，ＳＢ２１・２２範囲内の低地に位置する。平面形は楕円形で，長径１．５８ｍ，短径１．

３８ｍ，深さ４２㎝を測る。埋土は砂混じりの黒褐色粘土を基調とするが，上層には地山の緑灰色粘土を

多く含む層がみられる。出土遺物はない。
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　１６０１号土坑（ＳＫ１６０１，第４５１・５６９図，図版１９５・３０３）

　Ｂ地区北東中央寄りの低地に位置する。西側にはＳＥ１６００，東側にはＳＥ１９４６が隣接する。平面

形は不整形で，長さ１．１０ｍ，幅７７㎝，深さ２８㎝を測る。埋土は緑灰色粘土の混じる黒褐色粘土である。

出土遺物は，棒材（５５９９），柱，角材等の木製品がある。５５９９は柄などに用いられたと思われる加工

棒で，スギの芯持丸木である。端部が一部炭化する。

　１６６６号土坑（ＳＫ１６６６，第４５３・５６９図，図版１４１・１９５）

　Ｂ地区中央北寄り東端の低地に位置する。平面形は円形で，直径３．１５ｍ，深さ５３㎝を測る。埋土は

砂混じりの黒色粘土を基調とし，丘陵部地山の緑灰色粘土を僅かに含む。壁に面した下層では黒色粘

土と砂が互層をなしており，水流の影響を受けたようである。出土遺物は，弥生～古墳時代の土師器

甕小片多数，古代土師器椀・甕小片，須恵器杯蓋・壺・甕小片，製塩土器，棒材（５６００）がある。

５６００はコナラ属アカガシ亜属の削出丸棒で，ミカン割材から加工されたものである。

　１６８１号土坑（ＳＫ１６８１，第４５１・５７０図，図版１９５・３２９）

　Ｂ地区北東中央寄りの低地に位置する。西側をＳＰ１６８０に僅かに切られる。北西にはＳＥ１９４６が

近接する。平面形は不整形で，長さ１．２９ｍ，幅９７㎝，深さ３４㎝を測る。埋土は砂の混じる黒色～黒褐

色粘土である。出土遺物は，土師器甕胴部片，須恵器甕胴部片，柱（５６０７），板材がある。５６０７はサ

クラ属の芯持丸木である。土坑のほぼ中央から，斜めに倒れた状態で出土した。５６０７の周囲からは板

材等３点の木材が出土している。

　１７８６号土坑（ＳＫ１７８６，第４５４・５７９図，図版３３５）

　Ｂ地区北東東端の低地に位置する。上層で検出しており，下層のＳＰ３２５４と重複する。西側にはＳ

Ｅ１７８８・１７８９が近接する。平面形は円形で，直径５６㎝，深さ１０㎝を測る。埋土は砂混じりの黒褐色

粘土である。出土遺物は，土師器甕胴部片，古代黒色土器椀小片，刀子（５６７８）がある。５６７８は遺物

包含層（ＳＤ１００）出土片と接合する。ほぼ完形で，長さ２０㎝を測る。茎に目釘孔が１孔あき，錬関

が残る。刃は平造りで欠損が著しい。

　１８１８号土坑（ＳＫ１８１８，第４５４・５０２・５７０図，図版１９５・２８１・３２７）

　Ｂ地区北東東寄りの低地に位置する。平面形は楕円形で，長径３．０２ｍ，短径２．６０ｍ，深さ５４㎝を測る。

埋土は主に３層からなり，上層～中層は砂の混じる黒色粘土，下層は黒褐色砂質土を基調とする。中

層は南東部にのみ堆積する。中層と下層は地山の砂と互層をなしており，水流により攪拌される。出

土遺物は，土師器甕胴部片，須恵器杯蓋・杯・壺小片，中世土師器（４４９１），珠洲鉢小片・甕胴部片，

柱（５６０８），板材，砥石がある。４４９１は口縁部に一段ナデを施す小型の皿である。ＮＤⅡ類で，１３～

１４世紀のものである。５６０８はクリの芯持丸木で，土坑の北端に立った状態で出土した。土坑内から

は他に板材や柱，砥石と思われる石が出土している。

　１９７９号土坑（ＳＫ１９７９，第４５４図）

　Ｂ地区北の低地に位置し，南側をＳＤ１８２０に切られる。北西側にはＳＫ１９８０が隣接する。平面形は

楕円形で，長径１．４８ｍ，深さ４２㎝を測る。埋土は灰色粘土を基調とし，下層には地山の砂が多く混じる。

出土遺物は，弥生～古墳時代の土師器甕胴部片，古代土師器甕胴部片，須恵器甕胴部片がある。

　１９８０号土坑（ＳＫ１９８０，第４５４・５０２図，図版２８２・２８５）

　Ｂ地区北の低地に位置する。南東側にＳＫ１９７９，西側にＳＫ２０７７が隣接する。平面形は円形で，直

径１．５８ｍ，深さ４８㎝を測る。埋土はオリーブ黒色粘土を基調とし，西部から下層にかけて地山の緑灰

色粘土が多く混じる。出土遺物は，土師器甕胴部片，須恵器甕胴部片，珠洲鉢（４４９２～４４９４）・甕胴
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部片がある。珠洲鉢は３個体出土しているが，いずれも口縁部をやや細く引き出して端部を面取りす

るⅠ２～Ⅰ３期（１２世紀後半～１３世紀初頭）の鉢である。内面には卸目を施さず，４４９４の内面に残る

ロクロ目は，使用により摩滅する。

　２０７７号土坑（ＳＫ２０７７，第４５５・４５６・５０３・５０４・５７９図，図版１９５・２１６・２４８・２５４・２５５・２６８・

２６９・３３５）

　Ｂ地区北西，ＳＤ１００の斜面裾に位置する。方形の土坑を南北に２基連ねたような形状であるが，

ＳＤ１００との境がはっきりせず，東側のプランが確認できなかった。規模は南北７．７５ｍ，東西４．７８ｍを

測る。西側は丘陵裾をほぼ垂直に掘り込んでおり，深さは最大で１．４６ｍを測る。南側の掘り込みの方

が約３０㎝深く，間に段差が生じているが，各々の底面は平滑に整えられている。埋土は上層から，に

ぶい黄褐色粘土，黄灰色粘土（２層），黒褐色粘土，黒色粘土等が水平あるいはレンズ状に堆積する。

丘陵側にあたる西部分に崩れた地山が流れ込んだような土層が確認できることから，開口状態におけ

る自然堆積と考えられる。

　出土遺物は，弥生土器甕小片，古代土師器甕（４４９７～４５０７）・鍋（４５０８・４５０９），須恵器杯Ａ（４５１０

～４５１８）・杯Ｂ蓋（４５１９～４５２１）・杯Ｂ（４５２２・４５２３）・杯（４５２４）・壺蓋（４５２７）・瓶（４５２５・４５２６・

４５２８）・甕（４５２９），紡錘車（５６７９）がある。土師器甕は，長胴で胴部の膨らみが弱いもの（４４９７～

４４９９）と，胴上部が丸く膨らみ口縁部がくの字状に屈曲するもの（４５００～４５０７）がある。内外面と

も摩滅するものが多いが，非ロクロ成形で内外面ハケメ調整するもの（４４９７・４５００），ロクロによる

回転カキメやハケメを施すもの（４４９８・４５０３～４５０５・４５０７）がある。口縁端部の面取りは弱く，端

部が丸みを帯びるものが多い。土師器鍋は内外面ハケメ調整で，口縁部のみロクロナデを施す。４５０９

は胎土に含まれる砂粒が目立つ。須恵器杯Ａは体部が直線的に延びるものが多い。４５１３・４５１４は口縁

部内面に稜を持つ。４５１３の口縁部と外面下半，４５１４の口縁部には使用による摩滅がみられる。４５１６は

外面下半の広い範囲を回転ヘラ削りする。４５１７は器壁が厚いつくりである。４５１８は浅く開く器形であ

る。須恵器杯蓋は端部を短く下方へ屈曲させるもので，４５２１は頂部を回転ヘラ削りする。４５１２・４５２２

は胎土に多く砂粒が混入する特徴から，鳥屋窯の製品と推測される。４５２４は口径１４．８㎝，器高６．４㎝を

測る大型で深さのある杯である。内面に自然釉がかかる。体部下半から底部にかけて回転ヘラ削りす

る。１号谷から類品（４７００・４７０１）が出土している。壺蓋（４５２７）は薄く鋭いつくりで，天井部を回

転ヘラ削りし，宝珠状摘みを貼り付ける。端部はくの字状に折り曲げる。４５２８はロクロ成形後丸底に

叩き出し，高台を貼り付ける。横瓶のつくりと同一であるが，高台があるため長胴の瓶としておく。

４５２９はほぼ完形の甕である。２層中や周辺の包含層から出土した。割れて散乱した状態であったが，

１個体分の破片がほぼ全て揃っていた。歪みの少ない精巧なつくりである。肩の張る器形で，内全面

に同心円状の当具痕がみられ，胴部外面は叩き後回転によるカキメを施す。須恵器，土師器とも残存

状態の良好な完形に近いものが多く出土した（写真図版２６９下段）。いずれも８世紀前葉～中葉頃の製

品である。５６７９は鉄製の紡錘車で，円板中央に丸棒を差し込む構造である。

　２２４６号土坑（ＳＫ２２４６，第４５７・５０５・５８０図，図版２８５・３３７）

　Ｂ地区北東の東端に位置する。西側でＳＥ２２４５を切る。平面形は円形で，直径１．８０ｍ，深さ４０㎝を

測る。埋土は上層から，砂の混じる黒褐色粘土，黄灰色粘土，オリーブ黒色粘土，黒色粘土がレンズ

状に堆積しており，開口状態で自然堆積したものと考えられる。地山が砂であるため掘形が非常に崩

れやすく，短期間で埋まったと推測される。なお，隣接するＳＥ２２４５と同規模であることから，井戸

である可能性を考えて，調査の最後に断ち割りを行ったが，底面の掘り込みや井戸枠等は検出されな
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かった。出土遺物は，土師器甕小片，須恵器甕胴部片，珠洲鉢（４５３０），鉄滓（５６９８）がある。４５３０

は口縁端部を僅かに摘むように整形するⅡ期（１３世紀第１・第２四半期）の鉢である。

　２２９７号土坑（ＳＫ２２９７，第４５７・５０５図，図版２３２）

　Ｂ地区北東角の低地に位置する。ＳＩ５の範囲内に含まれ，周溝建物に関連する弥生時代の土坑と

考えられる。平面形は楕円形で，長径９０㎝，短径６２㎝，深さ２０㎝を測る。埋土はオリーブ黒色砂質土

の単層である。出土遺物は弥生土器甕小片・高杯（４５３１・４５３２）がある。４５３１は拡張有段高杯である。

外面ハケメ調整の後磨き，内外面に赤彩を施す。４５３２は棒状の脚基部で，４５３１と似るが別個体である。

　２６０６号土坑（ＳＫ２６０６，第４５７・５０２図，図版２４６・２９０）

　Ｂ地区北東角の低地に位置する。平面形は楕円形で，長径１．１６ｍ，短径８２㎝，深さ３８㎝を測る。埋

土は黒色粘土を基調とし，上層には砂が多く混じる。また還元化されて緑灰色を呈する粗砂層が間層

として薄く入る。出土遺物は，土師器甕胴部片，中世土師器（４４９５・４４９６）がある。４４９５はロクロ成

形の小皿で，１２世紀中頃～１３世紀初頭のものである。４４９６もロクロ成形で，厚みのある底部から体

部が開き気味に延びる。１２～１３世紀のものと考えられる。

　２６４７号土坑（ＳＫ２６４７，第４５７・５０５図，図版２９０）

　Ｂ地区北東端の低地に位置する。北から東にかけて調査区外にかかる。平面形は円形で，直径

１．９０ｍ，深さ５１㎝を測る。埋土上～中層は黒色粘土，下層は黒色砂質土を基調とする。中～下層は水

流による攪拌を受けて地山の砂と互層をなしている。出土遺物は中世土師器（４５３３）がある。４５３３は

口縁部を軽く一段ナデする皿である。ＮＤⅡ類で１３～１４世紀のものである。

　３０７４号土坑（ＳＫ３０７４，第４５７・５０５・５６９図，図版２８０・２９９）

　Ｂ地区中央東寄りに位置する。東側をＳＤ１４７５・１４７６が北流する。平面形は隅丸方形で，長さ１．６５ｍ，

深さ１９㎝を測る。埋土はオリーブ黒色粘土の単層である。出土遺物は，古代土師器椀Ａ小片，須恵

器杯蓋小片・甕胴部片，珠洲甕胴部片，中国製白磁（４５３４），折敷（５５９８）がある。４５３４は白磁皿Ⅵ

類の底部である。平底で外面に化粧土を塗り，内面にかかる釉は黄色味を帯びる。Ｃ期（１１世紀後

半～１２世紀前半）である。５５９８は折敷の底板で，厚さ３㎜の薄いヒノキの板目材である。一辺３０㎝前

後の製品と思われる。

　３２３９号土坑（ＳＫ３２３９，第４５７図）

　Ｂ地区北東の低地に位置する。南側にＳＢ２４が近接する。平面形は円形で，直径７３㎝，深さ２０㎝を

測る。中央底面に礎板と思われる板材が残存する。埋土は砂の多く混じる黒色粘土を基調とする。出

土遺物は土師器椀・甕胴部片がある。

　３４１５号土坑（ＳＫ３４１５，第４５７図）

　Ｂ地区北西の低地に位置する。平面形は円形で，直径１．１４ｍ，深さ５０㎝を測る。土坑内から自然礫

が多数出土した。埋土上層は地山の緑灰色粘土質ロームが多く混じる灰色粘土，下層はオリーブ黒色

粘土である。出土遺物は土師器甕胴部片，古代土師器椀底部片がある。

　４００３号土坑（ＳＫ４００３，第４５８図）

　Ａ３地区中央西寄りに位置する。北西にはＳＥ４００６が隣接する。平面形は円形で，直径１．００ｍ，深

さ２３㎝を測る。埋土上層は黒褐色砂質シルト，下層は黒色砂質シルトを基調とする。出土遺物は弥生

土器甕・壺胴部片・高杯小片，古代土師器小片がある。

　４００９号土坑（ＳＫ４００９，第４５８図）

　Ａ３地区南端中央に位置する。平面形は長さ１．７２ｍを測る不整形であるが，内部に長さ９０㎝の楕円
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形の掘り込みがある。深さは１５㎝を測る。埋土は褐灰色粘土質シルトを基調とし，下層に薄く褐灰

色砂質シルトが堆積する。出土遺物はない。

　４０２８号土坑（ＳＫ４０２８，第４５８図，図版１９６）

　Ａ３地区中央に位置する。平面形は不整形で，長さ３．１９ｍ，深さ５７㎝を測る。埋土上層は褐灰色粘

土質シルト，下層は褐灰色粘土を基調とし，壁面近くには地山混じりの黒褐色砂質シルトが堆積する。

出土遺物は弥生土器甕口縁部小片がある。

　４０２９号土坑（ＳＫ４０２９，第４５９・５０５図，図版１９６・２９０）

　Ａ３地区中央東端に位置する。平面形は不整形で，長さ３．８２ｍ，幅２．７４ｍ，深さ４１㎝を測る。埋土

上層は黒色粘土，下層は黒色砂質シルトと地山の互層である。出土遺物は，弥生土器甕胴部片多数，

古代土師器椀体部片，中世土師器（４５３５～４５３７），珠洲甕胴部片がある。中世土師器はいずれも口縁

部を軽く一段ナデする小型の皿である。ＮＤⅡ類で，１３～１４世紀のものである。

　４０４４号土坑（ＳＫ４０４４，第４５８図）

　Ａ３地区北西に位置する。平面形は円形で，直径１．０８～１．２９ｍ，深さ９㎝を測る。埋土は褐灰色砂

質シルトと黒色砂質シルトの混土である。出土遺物は弥生土器甕・壺胴部片多数，古代土師器椀体部

片がある。

　４０６６号土坑（ＳＫ４０６６，第４５９図）

　Ａ３地区中央北西寄りに位置する。平面形は楕円形で，長径１．６２ｍ，短径１．１０ｍ，深さ２１㎝を測る。

埋土上層は黒色砂質シルトと灰黄褐色砂質シルトの混土，下層は褐灰色砂質シルトである。出土遺物

は弥生土器甕胴部片，古代土師器椀体部片がある。

　４１２３号土坑（ＳＫ４１２３，第４６０・５０５図，図版１９６・２３２・２９１）

　Ａ２地区中央，ＳＤ４１３０の東肩落ち際に位置する。ＳＩ７周溝の延長上に位置していることから，

周溝の一部であった可能性が高い。上面はＳＤ４１３０に削平される。平面形は楕円形が東西に２つ連

なったような形状で，長さ１．４０ｍ，幅７１㎝を測る。深さは西側が２０㎝，東側が２３㎝を測る。埋土は黒

色砂質土の単層で，ＳＩ７周溝と同一である。断面観察では東西の掘り込みに切り合いはみられなかっ

た。埋土中から弥生土器が多量に出土したが，全て細かく割れており残存状態が良くないため，実測

できるものは少ない。出土遺物は，弥生土器の刺突平縁甕（４５３８）・壺（４５３９）・高杯（４５４０），土製

紡錘車（４５４１）がある。４５３８は口縁部と肩部に刺突を入れた甕である。外面調整はハケメ後ナデを施

すが，一部にハケメが残る。４５４１は上層のほぼ中央部から出土した。全面を磨くが，大半は摩滅のた

め不明瞭となっている。

　４１４７号土坑（ＳＫ４１４７，第４５９図）

　Ａ２地区南西角，ＳＤ４１３０の底面に位置する。北東側にＳＩ１１が隣接する。平面形は長径１．１２ｍ

の楕円形である。西部分は浅く広がり，東部分は直径約５０㎝の円形で，深さは２９㎝を測る。埋土は，

西部分がピートの混じる黒色砂質土，東部分が地山のにぶい黄褐色粗砂の混じる黒色砂質土である。

出土遺物は弥生土器甕胴部片がある。

　４１５０号土坑（ＳＫ４１５０，第４６０・５０５図，図版１９６・２３２）

　Ａ２地区北西寄り，ＳＤ４１３０の底面に位置する。東側にはＳＫ４１５１が隣接する。平面形は不整形

で，長さ２．２４ｍ，幅１．２２ｍ，深さ２２㎝を測る。埋土は黒色砂質土を基調とし，地山のにぶい黄褐色粗

砂が混じる。土坑中央やや南寄りに深い部分があり，主にここから弥生土器の付加状甕（４５４２）・壺

小片・高杯小片，軽石が出土した。
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　４１５１号土坑（ＳＫ４１５１，第４６０・５０５図，図版１９６・２０８・２０９）

　Ａ２地区北西寄り，ＳＤ４１３０の底面に位置する。西側にはＳＫ４１５０が隣接する。平面形は楕円形

で，長さ１．５７ｍ，幅１．０９ｍ，深さ１８㎝を測る。埋土は地山のにぶい黄褐色粗砂が混じる黒色砂質土を

基調とする。出土遺物は，弥生土器甕（４５４３・４５４４）・高杯か器台の脚部小片がある。４５４３は有段甕

である。土坑中央部西寄りからまとまって出土した。４５４４は甕胴部であるが，内面下方は細かいハケ

メ，上方には粗いハケメを施す。

　４１５４号土坑（ＳＫ４１５４，第４５９・５０５図，図版２３２）

　Ａ２地区北端中央，ＳＤ４１３０の底面に位置する。平面形は楕円形で，長径１．８５ｍ，短径１．３８ｍ，深

さ３０㎝を測る。埋土は上層に灰黄褐色砂質土，下層に黒色砂質土を基調とする土層がレンズ状に堆積

する。土層内には地山のにぶい黄褐色粗砂の混入がみられる。出土遺物は弥生土器の拡張有段高杯

（４５４５）・壺胴部（４５４６）がある。４５４６は丸みのある胴部で，内外面ハケメ調整を施す。肩部内面は指

押さえ後ナデ，内面中程は横ナデを施す。

　４１５５号土坑（ＳＫ４１５５，第４６１図）

　Ａ２地区南端中央寄り，ＳＤ４１３０の底面に位置する。平面形は長方形で，長さ１．５０ｍ，幅９７㎝，深

さ１４㎝を測る。埋土は黒色砂質土を基調とし，ピートと地山のにぶい黄褐色粗砂が混じる。出土遺

物は弥生土器甕胴部片がある。

　５００８号土坑（ＳＫ５００８，第４６１図，図版１９６）

　Ａ４地区南東角に位置し，ＳＢ４１の範囲に含まれる。平面形は円形で，直径２．１８ｍ，深さ３１㎝を測

る。埋土上層は黒色砂質シルト，下層は黒色砂質土を基調とし，上層は地山の砂と互層をなす。出土

遺物は弥生土器甕胴部片，須恵器杯蓋摘み部・杯体部片・甕胴部片がある。

　５０４７号土坑（ＳＫ５０４７，第４６１図，図版１９６）

　Ａ４地区南東に位置する。南側にはＳＥ５０３２～５０３４，西側にはＳＥ５０４６が隣接する。平面形は楕円

形で，長径２．３０ｍ，短径１．７８㎝を測る。埋土上層は粘性のある黒褐色砂質シルト，下層は黒色粘土を

基調とする。下層は黒褐色砂と互層をなしており，水流による攪拌を受けたようである。井戸である

可能性も考えたが，埋土断面に井戸側の痕跡等がみられないため土坑とした。出土遺物は土師器椀体

部片がある。

　５０８５号土坑（ＳＫ５０８５，第４６１図）

　Ａ４地区中央に位置し，ＳＩ１０周溝を切る。平面形は楕円形で，長径１．１５ｍ，短径９５㎝，深さ１５㎝

を測る。埋土は黒褐色・黒色砂質土を基調とする。出土遺物は弥生土器高杯脚部がある。

　５１６４号土坑（ＳＫ５１６４，第４６１・５０５図，図版１９６・２８０）

　Ａ４地区中央東寄りに位置し，ＳＨ２・３を切る。平面形は楕円形で，長径２．０４ｍ，短径１．３８ｍ，

深さ３４㎝を測る。埋土上層は黒色砂質土，下層は黒色粘土を基調とする。出土遺物は弥生土器甕胴部

片多数・高杯脚部・器台口縁部小片，須恵器甕胴部片，古瀬戸（４５４７）がある。４５４７は小型壺の底部

である。外面に施釉し，外底面に回転糸切り痕を残す。

　５１６６号土坑（ＳＫ５１６６，第４６２・５０５・５０６図，図版１９６・２０９・２１１・２３２・２３３・２９２）

　Ａ４地区中央東寄りに位置し，ＳＨ２を切る。平面形は楕円形で，長径２．４０ｍ，短径１．４０ｍ，深さ

２８㎝を測る。埋土上層は黒色砂質土を基調とし，下層は黒色粘土と同色砂が互層をなす。土層内には

炭化物が多く含まれており，北側に位置するＳＤ８０埋土と同様の傾向を示す。出土遺物は，弥生土器

甕（４５５１～４５５４・４５５９～４５６４）・壺（４５５０・４５６５～４５６７）・蓋（４５６８・４５６９）・有段鉢（４５７０～４５７２），
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高杯（４５４８・４５４９）・器台脚部小片・甕形ミニチュア（４５５５），土玉（４５５６），棒材，不明部材がある。

甕は，平縁甕（４５５１），付加状甕か平縁甕（４５５２），擬凹線甕（４５５９～４５６１・４５６４），有段甕（４５６２），

付加状甕（４５６３）がある。４５５９～４５６１は肩部に列点文や刺突文を施す。４５６８は全体に摩滅するが摘み

に磨きが残る。４５７２は口縁屈曲部に僅かに段がみられるため，有段鉢とした。高杯は有段（４５４８）と

有段鉢形（４５４９）がある。４５４９は器表面の摩滅が著しいが，内外面を磨いている。４５５５はナデやヘラ

ナデで整形し，口縁部内面に赤彩痕を残す。弥生土器はいずれも後期のものである。

　５１６７号土坑（ＳＫ５１６７，第４６２・５０６図，図版１９６・２０９・２１１・２３３・２３４・２９１）

　Ａ４地区中央西寄りに位置する。北西側にはＳＢ３８が隣接する。平面形は楕円形で，長径２．１８ｍ，

短径１．３８ｍ，深さ１０㎝を測る。埋土は黒色砂質土を基調とし，炭化物や地山の砂を含む。出土遺物は

弥生土器（４５７３～４５８５），土製品（４５８６），棒材，不明部材がある。弥生土器には，擬凹線甕（４５７３～

４５７６），付加状甕（４５７７），壺（４５８２），有段鉢（４５８３），高杯（４５８４），壺形ミニチュア（４５８５）がある。

４５８３は内外面とも磨いているが，摩滅が著しい。４５８５は全面ナデで，内面に粘土紐痕を残す。４５８６は

銅鐸形土製品註１０と思われるもので，直径２．５～３㎜の鈕孔が貫通する。外面のほか内面にも磨いたよ

うな調整を施す。土鈴の可能性も考えたが，土鈴は金属製の鈴を模したものと考えられているため，

古墳時代以降の時期に比定され註１１，他の出土遺物と整合しない。なお４５７３・４５８４と同一地点から出

土した弥生土器甕の付着炭化物について放射性炭素年代測定を実施し，１，９５０±３０yrBP（IAAA－

６０２６３）との結果を得ている。 　（朝田亜紀子）

　６０１８号土坑（ＳＫ６０１８，第４６３・５０５図，図版２１６）　

　ＳＰ６０１５の東側で検出した不整形の土坑である。東側はサブトレンチに切られ，南側は墳砂と考

えるにぶい黄色粗砂によって層位は乱されている。主となる埋土は黄灰色粘土質シルトで，これに浅

黄色シルトや黒褐色シルトがブロック状に混じる。人為的な遺構ではないが，古代の土師器鍋が１／

２個体出土している。４５５８は口縁部は短く，端部は上方に摘み上げるタイプで，あまり肩の張らない

器形で底部が広い。時期は８世紀である。

　６０２３・６０２４・６０２５号土坑（ＳＫ６０２３・６０２４・６０２５，第４６３図，図版１８６）

　Ｃ地区南側南東隅で検出した円形の土坑群である。この土坑群はＳＤ６０２２によって方形に区切られ

た内部で検出した。溝を含めたこれらの遺構はＳＤ６０１１上面で検出していることから，ＳＤ６０１１が

埋まってから形成されたことになる。ＳＫ６０２３とＳＫ６０２５は直径約６０～８０㎝，ＳＫ６０２４がやや大きく

約１ｍである。埋土は主に黒褐色粘土質シルトである。埋土からは土師器，須恵器，珠洲が出土して

おり，遺構の時期は中世と判断している。

　６０３０号土坑（ＳＫ６０３０，第４６３図）

　前述の土坑群よりやや北に離れる円形の土坑である。直径は約０．５ｍと小さいが，埋土は同じよう

な黒褐色粘土質シルトである。遺物は須恵器，土師器，中世土師器があり，時期は中世である。

　６０４０号土坑（ＳＫ６０４０，第４６３図，図版１８６）

　Ｃ地区南側東寄りで検出した，長方形の土坑である。長軸約１．５ｍ，短軸約１ｍで断面形も長方形

である。埋土は暗灰黄色粘土質シルト・明黄褐色粘土質シルト・黒褐色粘土質シルト・砂の４種類の

土が同程度の割合で混じりあっている。この埋土の様相から掘削してから時間をかけて埋まったもの

ではなく，短期間に埋まったものと推定される。遺物は縄文土器と土師器が出土しているが，時期は

不明である。周囲にはこの他にも似たような埋土の不整形の土坑を数基検出しており，古代以前の土

取り穴のようなものではないかと推測している。
註１０　神尾恵一　１９８４「銅鐸形土製品試考」『古代文化』第３６巻５ ･１０･１１号
　　　木村有作　１９９４「伊勢湾周辺における銅鐸形土製品について」『考古学と信仰』同志社大学考古学シリーズⅥ
註１１　笠原　潔　２００４『埋もれた楽器－音楽考古学の現場から－』春秋社
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　６０４２号土坑（ＳＫ６０４２，第４６３図，図版１８６）

　ＳＫ６０４０の南で検出した円形の土坑で，上面は自然流路ＳＤ６０４１に削られる。遺物には土師器が

あるが，埋土の様相はＳＫ６０４０と似ており同じような性格のものと考えたい。 （島田美佐子）

７　柱　穴

　ここでは，建物の柱列には並ばないが，柱が出土したものと埋土に柱痕が認められるものについて

とりあげる。

　１０９号柱穴（ＳＰ１０９，第４６４・５７０図，図版３２７）

　Ｂ地区南西角に位置する。平面形は楕円形で，長径４３㎝，短径３１㎝，深さ２６㎝を測る。２回掘り

込まれていると考えられるが，埋土は黒褐色粘土の単層で切り合いは認められなかった。柱穴のうち，

深い部分ではなく浅い部分に，柱（５６１０）が残存する。５６１０はスギの分割材である。北西側には同様

の柱穴で構成されるＳＢ４が建っており，これに関係する可能性も考えられる。出土遺物は土師器甕

体部片がある。

　２６２号柱穴（ＳＰ２６２，第４６４・５７０図，図版３２６）

　Ｂ地区南西角，ＳＫ２６３の南に位置する。平面形は円形で，直径３２㎝，深さ１９㎝を測る。埋土は黒

褐色粘土を基調とする。中央やや北西寄りに柱（５６１１）が残存する。５６１１はスギの分割材である。出

土遺物は土師器甕胴部片がある。

　１０２２号柱穴（ＳＰ１０２２，第４６４・５７０図，図版３２９）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。長径４６㎝，短径２８㎝，深さ１６㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単

層である。断面に切り合いは認められないが２基の柱穴が切り合っていると考えられる。北側の掘り

込みに柱（５６１２）が残存する。５６１２はスギの芯持丸木である。出土遺物は縄文土器とみられる土師質

の小片がある。

　１０２３号柱穴（ＳＰ１０２３，第４６４・５７０図，図版３２９）

　Ｂ地区南東角の低地に位置する。平面形は円形で，直径３２㎝，深さ１０㎝を測る。埋土は砂混じり

の黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６１３）が残存する。５６１３はスギの分割材である。出土遺物は

土師器甕胴部片がある。

　１１２８号柱穴（ＳＰ１１２８，第４６４・５７０図，図版３２９）

　Ｂ地区中央東寄り，ＳＢ１４範囲内の低地に位置する。平面形は円形で，直径２６㎝，深さ１８㎝を測る。

埋土は砂混じりの黒色粘土である。中央に柱（５６１４）が残存する。５６１４はスダジイの分割材である。

出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　１１３４号柱穴（ＳＰ１１３４，第４６４・５７１図，図版３２９）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置する。平面形は円形で，直径３２㎝，深さ２０㎝を測る。埋土は砂混じ

りの黒色粘土である。中央に柱（５６１７）が残存する。５６１７はスダジイの芯持丸木である。他の出土遺

物はない。

　１２４４号柱穴（ＳＰ１２４４，第４６４・５７０図，図版３２９）

　Ｂ地区中央南東寄り，ＳＤ１００の落ち際に延びるＳＤ２８８９の西側に位置する。平面形は円形で，直

径３２㎝，深さ３０㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６１５）が残存する。５６１５はク

リの芯持丸木である。他の出土遺物はない。
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　１３８２号柱穴（ＳＰ１３８２，第４６４・５７１図，図版３２９）

　Ｂ地区中央東寄り，ＳＤ１４７６の東岸に位置する。東側にはＳＰ１３８３が隣接する。平面形は円形で，

直径２９㎝，深さ１４㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６１８）が残存する。５６１８は

クリの芯持丸木である。出土遺物は土師器甕胴部片，須恵器杯口縁部小片・甕胴部片がある。

　１３８３号柱穴（ＳＰ１３８３，第４６４・５７１図，図版３３０）

　Ｂ地区中央東寄り，ＳＤ１４７６の東岸に位置する。西側にはＳＰ１３８２が隣接する。平面形は円形で，

直径２４㎝，深さ１６㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６１９）が残存する。５６１９は

クリの芯持丸木である。他の出土遺物はない。

　１４８７号柱穴（ＳＰ１４８７，第４６５・５７１図）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，ＳＫ１４８８を切る。北側はＳＤ１００－ｂ断面の断ち割りにかかり

失われた。平面形は楕円形で，東西方向の直径３０㎝，深さ３４㎝を測る。埋土は黒褐色粘土を基調とし，

下層に地山の緑灰色粘土が多く混じる。中央に柱（５６２０）が残存する。５６２０はクリの芯持丸木である。

他の出土遺物はない。

　１５１０号柱穴（ＳＰ１５１０，第４６５・５７２図，図版３３０）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，南側にはＳＥ３０５８が隣接する。平面形は円形で，直径４４㎝，深

さ１５㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６２１）が残存する。５６２１はクリの芯持丸

木である。出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　１５１３号柱穴（ＳＰ１５１３，第４６５・５７２図，図版３３０）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，東側にはＳＰ１５１０，ＳＥ３０５８が隣接する。平面形は円形で，

直径４６㎝，深さ１７㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６２２）が残存する。５６２２は

クリの芯持丸木である。他の出土遺物はない。

　１５１６号柱穴（ＳＰ１５１６，第４６５・５７２図，図版３３０）

　Ｂ地区中央北寄りの低地に位置し，ＳＢ２１・２２に近接する。平面形は円形で，直径３７㎝，深さ１６

㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６２３）が残存する。５６２３はクリの芯持丸木で

ある。出土遺物は古代土師器椀Ａ底部片がある。

　１５２２号柱穴（ＳＰ１５２２，第４６５・５７０図，図版３２８）

　Ｂ地区中央北寄りの低地に位置し，ＳＢ２１・２２に近接する。平面形は円形で，直径４７㎝，深さ２１

㎝を測る。埋土は砂の混じる黒褐色粘土の単層である。西端に柱（５６１６）が残存する。５６１６はクリの

芯持丸木である。他の出土遺物はない。

　１５９８号柱穴（ＳＰ１５９８，第４６５・５７２図，図版３２８）

　Ｂ地区北東中央寄りの低地に位置し，ＳＥ１６００を切る。平面形は円形で，直径２８㎝，深さ１７㎝を

測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６２４）が残存する。５６２４はクリの芯持丸木である。

他の出土遺物はない。

　１６３６号柱穴（ＳＰ１６３６，第４６５・５７２図，図版３２８）

　Ｂ地区北東中央寄り，ＳＢ２２範囲内の低地に位置する。平面形は楕円形で，長径７０㎝，短径４２㎝，

深さ１６㎝を測る。埋土は地山の緑灰色粘土の混じる黒色粘土である。北東端から柱（５６２５），礎板と

思われる小型の板材が出土した。５６２５はクリの芯持丸木である。出土遺物は土師器小片がある。

　１６５０号柱穴（ＳＰ１６５０，第４２８・５７２図，図版３３０）

　Ｂ地区中央東寄りの低地に位置し，ＳＥ１６５１を切る。平面形は円形で，直径３４㎝，深さ２３㎝を測る。
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埋土は地山の緑灰色粘土の混じる黒色粘土である。中央に柱（５６２６）が残存する。５６２６はクリの芯持

丸木である。出土遺物は土師器甕胴部片がある。

　１６８０号柱穴（ＳＰ１６８０，第４５１図）

　Ｂ地区北東中央寄りの低地に位置し，ＳＫ１６８１を切る。北西にはＳＥ１９４６が近接する。平面形は

円形で，直径４８㎝，深さ２６㎝を測る。中央に樹皮の付いた柱が残存するが，遺存状態は良くない。埋

土は砂の混じる黒色～黒褐色粘土である。出土遺物は９世紀頃の土師器の小型甕口縁部小片がある。

　１７９３号柱穴（ＳＰ１７９３，第４６５・５７２図，図版３３０）

　Ｂ地区北東の低地に位置する。平面形は円形で，直径５４㎝，深さ２５㎝を測る。埋土は砂の多く混じ

る黒褐色～黒色粘土である。北端に柱（５６２７）が残存する。５６２７はスギの分割材である。出土遺物は

古代土師器椀小片・甕胴部片，須恵器杯口縁部小片がある。

　１８３０号柱穴（ＳＰ１８３０，第４６５・５７３図，図版３３０）

　Ｂ地区北東の低地に位置し，北側にはＳＤ１８２０が流れる。平面形は円形で，直径３３㎝，深さ２５㎝を

測る。埋土は黒色粘土の単層である。中央西寄りに柱（５６３０）が残存する。５６３０はクリの分割材であ

る。出土遺物は須恵器甕胴部片がある。

　１９７４号柱穴（ＳＰ１９７４，第４６６図）

　Ｂ地区北寄り東端の低地に位置する。西側にはＳＥ１７８８・１７８９が隣接する。平面形は長さ７８㎝を

測る不整形であるが，付近一帯の検出面が特に脆い砂地であることを考慮すると，円形に近い形状で

あった可能性が高い。深さは２５㎝を測る。中央から柱と砥石（３５０７）が出土した。柱の残存状態は余

り良くなかった。埋土は砂混じりの黒色粘土である。他の出土遺物は土師器甕底部片がある。

　２５９５号柱穴（ＳＰ２５９５，第４６６・５７２図，図版３３０）

　Ｂ地区中央北寄りの低地に位置し，ＳＢ２２に近接する。ＳＢ２１の東側に沿って，ＳＰ２５９６・２５９７と

ほぼ等間隔で並んでおり，柵等を構成するものかもしれない。平面形は円形で，直径４１㎝，深さ２４

㎝を測る。埋土は黄灰色粘土の単層である。中央に柱（５６２８）が残存する。５６２８はコナラの芯持丸木

である。他の出土遺物はない。

　２５９６号柱穴（ＳＰ２５９６，第４６６・５７３図，図版３２８）

　Ｂ地区中央北寄り，ＳＢ２２範囲内の低地に位置する。ＳＢ２１の東側に沿って，ＳＰ２５９５・２５９７とほ

ぼ等間隔で並んでおり，柵等を構成するものかもしれない。平面形は円形で，直径３０㎝，深さ１２㎝

を測る。埋土は黄灰色粘土の単層である。中央に柱（５６３１）が残存する。５６３１はクリの芯持丸木である。

他の出土遺物はない。

　２５９７号柱穴（ＳＰ２５９７，第４６６・５７３図，図版３３０）

　Ｂ地区中央北寄り，ＳＢ２２範囲内の低地に位置する。ＳＢ２１の東側に沿って，南側のＳＰ２５９５・

２５９６とほぼ等間隔で並んでおり，柵等を構成するものかもしれない。平面形は円形で，直径３３㎝，深

さ４８㎝を測る。埋土は黄灰色粘土の単層である。中央に柱（５６３２）が残存する。５６３２はサクラ属の芯

持丸木である。他の出土遺物はないが，古代土師器椀と須恵器壺の出土したＳＰ２５９８を切っているこ

とから，古代以降の時期が考えられる。

　２７３７号柱穴（ＳＰ２７３７，第４６６・５７２図，図版３２７）

　Ｂ地区南東角，ＳＤ１００の斜面上に位置する。丘陵からＳＤ１００に向かって傾斜する斜面上には，

深さのある柱穴が散見される。ＳＰ２７３７の南北方向にも柱穴があり，これらを含めて柵等を構成して

いたとも考えられるが，間隔が一定でなく，検討を要する。平面形は楕円形で，直径２９～５３㎝，深さ
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３６㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に据えてあったと思われる柱（５６２９）が，倒れた

状態で出土した。５６２９はスダジイの芯持丸木である。他の出土遺物はない。

　２７４１号柱穴（ＳＰ２７４１，第４６６・５７３図，図版３２７）

　Ｂ地区南東の低地に位置する。南側にＳＢ１１，北側にＳＫ１７５５，ＳＤ２７４７が隣接する。平面形は

円形で，直径４４㎝，深さ１６㎝を測る。埋土は黒褐色粘土の単層である。中央に柱（５６３３）が残存する。

５６３３はスダジイの芯持丸木である。他の出土遺物はない。

　２９３８号柱穴（ＳＰ２９３８，第４６６・５７３図，図版３２８）

　Ｂ地区中央東寄り，ＳＢ１７範囲内の低地に位置する。平面形は円形で，直径３６㎝，深さ１２㎝を測る。

埋土は灰色砂質土の単層である。内部から柱（５６３４）が倒れた状態で出土した。５６３４はスダジイの分

割材である。出土遺物は須恵器杯蓋がある。

　３２５４号柱穴（ＳＰ３２５４，第４５４図）

　Ｂ地区北寄り東端の低地に位置する。ＳＫ１７８６と重複しており，大半を切られる。西側にＳＥ

１７８８・１７８９が隣接する。平面形は円形で，直径４２㎝，深さ１９㎝を測る。中央に柱があったが，残存

状態は良くなかった。埋土は黒色粘土の単層である。出土遺物はない。

　３２６０号柱穴（ＳＰ３２６０，第４６６・５７３図，図版３２７）

　Ｂ地区北寄り東端の低地に位置する。西側にＳＥ１７８９・１８００，ＳＢ２５が隣接する。平面形は円形で，

直径４３㎝，深さ２４㎝を測る。埋土は砂の多く混じる黒色粘土である。中央に柱（５６３５）が残存する。

５６３５はクリの芯持丸木である。他の出土遺物はない。

　３２７４号柱穴（ＳＰ３２７４，第４６６・５７３図，図版３２８）

　Ｂ地区北東の低地に位置し，東側にＳＥ１７８８・１７８９が隣接する。平面形は円形で，直径３４㎝，深

さ２６㎝を測る。埋土は上層に薄くオリーブ黒色粘土が堆積するが，主体は砂の多く混じる黒色粘土で

ある。中央に柱（５６３６）が残存する。５６３６はクリの芯持丸木である。出土遺物は土師器甕胴部片，須

恵器杯底部小片がある。 （朝田亜紀子）

　６０１５号柱穴（ＳＰ６０１５，第４６３・５７０図，図版３２５）

　Ｃ地区南側中央で検出した柱穴である。ＳＰ６０１３・６０１４とともに柱列を形成するが，上面が削平

されている可能性が高いため，柵列か建物の残欠かは不明である。３基はいずれも柱根を残していた。

柱穴の規模はいずれも直径約５０㎝前後で，深さは２２～３３㎝である。５６０９の木取りは分割材で，樹種は

クリである。時期は古代から中世と推定している。 （島田美佐子）

８　包含層出土遺物

　ここでは，基本層のほか１号谷（ＳＤ１）と１００号落ち込み（ＳＤ１００）から出土した弥生時代以降

の遺物についてまとめて示す。ＳＤ１は縄文時代の谷であるが，第１１図ａ・ｅ・ｆ断面上～中層の平

坦面や，東肩の丘陵斜面に形成された弥生時代以降の遺構に伴う遺物も多く出土している。ＳＤ１００

はＢ地区の西側に接する丘陵に沿った落ち込みで，丘陵地とは異なる水成堆積をみせたため便宜的に

遺構番号を付したが，埋土は全て低地の基本層に対応するものである。
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（１）土器・陶磁器・土製品（４５８７～５３６９・５７１９～５７２７，第５０７～５３２・５８１図，図版２０９～２１１・２１３～

２１６・２３４～２４０・２４５～２４９・２５６～２６１・２６３・２６８～２８３・２８５～２９３・３３８・３３９）

　弥生土器（４５８７～４６１４・４９１４～４９６１）　ＳＤ１からは，壺（４５８７～４５９９），甕（４６００～４６０４），器台

（４６０５），高杯（４６０６～４６１２），蓋（４６１３），ミニチュア土器（４６１４）が出土している。４５８７～４５８９は中

期の壺である。摩滅するがいずれも内外面ハケメ調整で，４５８７は櫛状工具で口縁端部に刺突文，口縁

部内面に綾杉状刺突文を施す。４５８８は細頸壺で，口縁部内面に斜行短線文を３段加える。４５８９は口縁

端部に刺突文を加える。３点ともｃ ･ｄ断面間から出土しており，すぐ東側の方形周溝墓状遺構（Ｓ

Ｋ４６８，ＳＤ３９３・４５１・４７５）との関連が考えられる。４５９０～４５９６は後期の壺である。４５９１の外面はハ

ケメの後に下半をヘラナデする。４５９２・４５９４は口縁部に刻目文を入れる。４５９５は口縁部に細い沈線を

１４条巡らせる。４５９７・４５９８は弥生時代後期～古墳時代初頭の壺である。４５９７の調整は磨きと思われ

るが摩滅する。４５９８は大型壺の頸部～肩部である。外面が摩滅するが，突帯に列点を施す。４５９９は口

縁部外面に幅広の沈線を１条巡らせる小型壺である。甕は，有段甕（４６００～４６０３），丸縁甕（４６０４）

があり，いずれも後期のものである。４６００・４６０２は肩部に列点を施す。４６０５は器台の口縁部と脚裾

部の破片で，脚基部を欠くが同一個体と思われる。４６０６～４６１０は有段高杯の口縁部である。摩滅する

ものが多いが一部に磨きが残る。４６１４は壺形のミニチュア土器である。丸底で，全面を撫でて仕上げ

るが，屈曲部には粘土の接合痕が残る。

　基本層・ＳＤ１００からは，後期を中心とする時期の甕（４９１４～４９３０），壺（４９３１～４９３７），蓋（４９３８

～４９４１），鉢（４９４３），有孔鉢（４９４４・４９４５），ミニチュア土器（４９４２），高杯（４９４６～４９４８・４９５０～

４９６１），器台（４９４９）が出土している。甕は，擬凹線甕（４９１４～４９２０），平縁甕（４９２１），丸縁甕

（４９２２），刺突受口甕（４９２３），有段甕（４９２４・４９２５），付加状甕（４９２６・４９２７）等がある。４９２２・４９２３

は口縁部に櫛歯状の刺突文を施す。４９２９は天王山系土器である。小破片であるが，くの字状口縁の甕

となるようである。外面にＲＬ斜縄文を施し，平行沈線文と連弧文を２条ずつ入れる。また下方にも

連弧文を１条入れる。口縁端部は内外面とも刻み，内面にも２条の平行沈線を引く。他の弥生土器と

胎土が似ており，在地産と思われる。４９３０は外底面に貫通しない孔がある。壺には有段壺（４９３２），

小型有段壺（４９３３），台付壺（４９３４）等がある。４９３１・４９３４・４９３７など，摩滅のため調整不明なもの

が多い。４９３１は肩部に施した刺突文のうち，上段は左から反時計回りに入れ，一部のみに施す。下段

は右から時計回りに入れており，全周するようである。４９３４の透孔は４箇所であるが，等間隔ではな

い。４９３８は摩滅が著しく調整不明，４９３９は内外面ナデ調整である。４９４１は内外面ナデ調整の蓋で，古

墳時代に降る。４９４２は甕形ミニチュアで，全体に摩滅するが外面は板状工具によるナデかケズリと思

われる。４９４６～４９４８・４９５３は有段高杯で，Ｂ・Ｃ地区から出土したものに摩滅した個体が多い。

４９５０・４９５１は同一個体と思われる。外全面に丁寧な磨きを施した後，脚裾上部に竹管刺突文を１列押

し，脚裾下部に４個１組の竹管刺突文を６箇所押す。透孔は脚裾上部に５箇所である。４９５８は脚裾端

部に刺突文を施す。

　土師器・黒色土器（４６１９～４６６７・４９７９～５００２・５００６～５０４９）　ＳＤ１からは，古墳時代の甕（４６１９

～４６３２）・壺（４６３３・４６３４）・鉢（４６３５）・高杯（４６３６～４６４８）・ミニチュア（４６４９～４６５０）・手づくね

（４６５１）・杯（４６５２～４６５６），古代の椀Ａ（４６５７～４６６０）・鉢（４６６１）・鍋（４６６２）・把手（４６６５～４６６７）・

黒色土器椀Ａ（４６６３・４６６４）が出土している。

　古墳時代の甕は，口縁部がくの字状に屈曲するもの（４６１９～４６２７）と，口縁部が外方に稜を持って

折れ曲がり，頸部の窄まりが弱いもの（４６２８～４６３１）がある。調整は内外面ともハケメが多いが，
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４６１９のみ内面の頸部以下はケズリである。４６２４は口縁部に粘土紐痕を残す。４６２６の口縁部外面には粗

いハケメがみられる。４６２８・４６２９の口縁部外面には指押さえの跡が残る。４６３０の口縁端部には浅い連

続刺突文を施す。４６３２は球胴形の小型甕で，口縁が軽く外折する。壺（４６３３）は，ハケメ後磨きを施

す。鉢（４６３５）は口縁部が弱く屈曲するもので，漆町編年の８群に対応する。高杯は杯部が椀形で口

縁部が緩やかに外反するものが多い。４６３６～４６４５は杯部内面を黒色処理する。ミニチュア土器は，高

杯形（４６４９）と甕形（４６５０）がある。４６４９は脚部で外面をヘラ削りする。４６５０は全面を横ナデ整形

する。４６５１は手づくね成形の鉢形土器で，口縁部に指頭圧痕を残す。杯は浅型で口縁部がしっかりと

内湾するもの（４６５２），内面を黒色処理する深身のもの（４６５３・４６５４），口縁部が緩やかに内湾するも

の（４６５５）がある。調整は内面磨き，外面下半は手持ちヘラ削りをする。４６５２・４６５３の外面は磨きを

施しているが，４６５４・４６５５は横ナデのみで，４６５５は粘土紐痕を残す。６～７世紀のものである。

　古代の椀Ａは，深身で口縁部が内湾するもの（４６５７），体部が開き気味に立ち上がるもの（４６５８～

４６６０）がある。体部内外面をロクロナデで成形し，外底面に糸切り痕を残す。鉢（４６６１）は平底で，

内面ハケメ，外面ケズリ調整を施す。鍋（４６６２）はロクロ成形で，体部外面下半にヘラ削りを施す。

黒色土器椀Ａ（４６６３・４６６４）は内面磨き，外底面は手持ちヘラ削りをする。４６６３は体部下半にも手持

ちヘラ削りを施す。

　基本層・ＳＤ１００からは，古墳時代の甕（４９７９～４９９２）・壺（４９９３～４９９６）・高杯（４９９７・４９９８）・把

手（４９９９～５００１）・甑形ミニチュア（５００２）・杯（５００６～５０１７），古代の黒色土器椀（５０１８～５０２０）・土

師器椀（５０２１～５０２９）・甑（５０３０～５０３５）・壺（５０３６）・甕（５０３７～５０４１）・鍋（５０４２～５０４９）が出土し

ている。

　古墳時代の甕（４９７９）は外反する口縁部下端に稜を持つ。調整は摩滅して不明瞭である。漆町編年

の５・６群土器併行段階である註１２。４９８０は口縁部がくの字状に屈曲し，丸く張る肩部をもつ。調整

はハケメと思われるが，摩滅して不明瞭である。漆町編年の６・７群段階である。４９８６は丸みのある

胴部に把手がつく。壺も全体に摩滅したものが多い。４９９４は外面磨き，内面ナデ調整である。大型壺

（４９９５）は口縁部が直立し，外面肩部にハケメが僅かにみられる。高杯（４９９７・４９９８）は内面を黒色

処理する。把手は断面円形（４９９９・５０００）と，板状（５００１）がある。甑形ミニチュア（５００２）は小さ

な把手を貼り付け，外面には粘土紐痕をそのまま残す。調整が雑であるため，非実用品と考えられ

る。杯は半球状の体部をもち口縁部が短く屈曲するもの（５００６），口縁部が稜を持って外反するもの

（５００７～５００９），口縁部が大きく開くもの（５０１０），口縁部が内湾するもの（５０１１～５０１７）がある。調

整は内外面を磨き，外面下半をヘラ削りするものが多いが，５０１３の外面のみハケメである。５００７～

５０１１・５０１３・５０１４・５０１６は内面を黒色処理する。おおむね５～７世紀の範囲に収まるが，浅型の

５０１６・５０１７は７世紀末～８世紀頃に降る。

　古代の椀は，黒色土器椀（５０１８～５０２０），土師器椀（５０２１～５０２９）がある。ロクロ成形で，外底面

には５０２０・５０２２・５０２６・５０２９が回転糸切痕，５０２１が静止糸切痕を残す。５０２１は内面磨きのようである

が摩滅のため不明瞭である。内外面とも赤彩される。甑はハケメ調整のもの（５０３０）と，ロクロ成形

のもの（５０３１～５０３５）がある。５０３０は口縁部が直線的に延び，口縁部外面に凸帯を持たない。中程に

器壁が一部厚くなっている部分があり，把手の痕跡と思われる。５０３１～５０３５はロクロ回転によるハケ

メがみられ，口縁部外面に凸帯を持つ。５０３１～５０３３は凸帯の窪みが深いが，５０３４・５０３５は窪みが浅く，

凸帯整形時の粘土貼付痕がみられる。５０３６は壺形の土器で，胴部外面に回転カキメが巡る。５０３７は口

縁部がくの字状に屈曲し，丸く張った肩部を持つ甕で，胴部外面に叩き痕が残る。５０３８～５０４１はロク
註１２　石川県立埋蔵文化財センター　１９８６『漆町遺跡Ⅰ』
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ロ成形の甕である。口縁端部は丸く収めるものと面取りするものがある。５０４２～５０４９はロクロ成形の

鍋である。肩部が張り半球状の胴部をもつもの（５０４２・５０４３・５０４５・５０４８）と，口縁部の屈曲が弱く

浅い形状のもの（５０４４・５０４６・５０４７・５０４９）がある。口縁端部は丸みを帯びるもの，面取りするもの，

肥厚するものがある。甕，鍋ともほぼ８世紀代に収まるが，口縁部が肥厚する５０４９は若干時代が降る

と思われる。

　製塩土器（４６６８～４６７２・５０５０～５０６１）　ＳＤ１からは，倒盃形脚台（４６６８・４６６９），尖底（４６７０・

４６７１），短脚大型尖底（４６７２）が出土している。４６６８は器壁の薄いつくりで，手づくねで成形した後

に横ナデを施す。古墳時代中期頃のものと考えられる。４６６９は脚台としたが、径の小さい口縁部片で

あるかもしれない。４６７０・４６７１は棒状の尖底部で，７世紀頃のものである。４６７２は大型で厚手の口縁

部で，９～１０世紀のものである。基本層・ＳＤ１００からは，棒状尖底（５０５０～５０６１）が多く出土して

いる。尖底部の外面はケズリや指頭ナデにより整形し，底部近くの内面には放射状の縦皺を残すもの

が多い。５０５０の胎土には砂粒などの混入がみられず他と異なっているが，いずれも７世紀頃のものと

考えられる。

　土製品（４６１５～４６１８・４６７３～４６８１・４９６２～４９７８・５００３～５００５・５７１９～５７２７）　ＳＤ１・１００・基本層

から，土玉（４６１５・４６１６・４９６２～４９６６），紡錘車（４６１８・４９６７～４９６９），土錘（４６１７・４６７６～４６８１・

４９７０～４９７８），置き竈（５００３～５００５），鞴羽口（５７１９～５７２７）等が出土している。土錘は，寸胴型

（４６１７・４６７６～４６８１・４９７３～４９７６），樽型（４９７０～４９７２・４９７７・４９７８）がある。５００３は置き竈の掛口で，

口縁部がくの字状に強く屈曲する。全体に摩滅し，粘土紐痕を残すのみである。５００４・５００５は基部

で，端部外面がやや肥厚する。外面はハケメと指頭痕で調整しており，５００５の内面にはヘラ削りがみ

られる。鞴羽口は先端がガラス化したものが多い。５７２３は先端を斜めに切り落とす。５７２４は表面に丁

寧なナデ調整を行う。

　須恵器（４６８２～４８６３・５０６２～５２３４）　ＳＤ１からは，杯Ｈ蓋（４６８２），杯Ｈ（４６８３），杯Ｂ蓋（４６８４・

４６８５・４７０７～４７１１・４７１４～４７５４），杯（４６８６），杯Ｇ（４６８７～４６９０・４６９７・４６９８），蓋（４６９１），杯Ｇ蓋（４６９２

～４６９６），鋺（４６９９～４７０２），稜鋺（４７０３），杯Ａ（４７０４～４７０６・４７５５～４７８８），杯Ｂ（４７１２・４７１３・

４７８９～４８３０），コップ形（４８３１），高杯（４８３２・４８３３），鉢（４８３４），壺瓶甕類（４８３６～４８６３）が出土し

ている。６～７世紀代の須恵器は小片が多い。４６８２は杯Ｈの蓋としたが，内面に自然釉がかかってお

り，また器壁が厚いつくりとなっているため，高杯か盤となる可能性がある。杯Ｈ（４６８３）は外底面

回転ヘラ切りの粗いつくりである。杯Ｂ蓋（４６８４）は肩部から天井部にかけて回転ヘラ削りを施す。

身受けのかえりは微小である。杯（４６８６）は口縁部に屈曲がある。杯Ｇは口径約１２～１３㎝のもの（４６８７・

４６８８）と，８～１０㎝のもの（４６９７・４６９８）がある。４６８９・４６９０はこの中間に当たるものであるが，他

の杯Ａに比べて小型で古手のつくりであるため杯Ｇに含めた。蓋（４６９１）は端部のつくりに特徴があ

る。肩部を回転ヘラ削りした後に扁平な宝珠状摘みを貼り付ける。杯Ｇ蓋（４６９２）は外面に自然釉が

かかるため蓋とした。かえり下面にヘラによる凹線が巡る。

　４６９９～４７０３は仏器の影響を受けて成立した大型の鋺類である。体部外面下半に回転ヘラ削りを施し

て平滑にし（４７００～４７０２），外面に沈線を巡らせる（４６９９・４７０１・４７０３）。４７００は外面に自然釉がかか

るが，ＳＫ２０７７出土の類品（４５２４）は内面にかかっている。４７０２は低く外方に踏ん張る高台のつくり

が富山県小杉町小杉丸山遺跡出土品に共通し註１３，７世紀第３四半期に比定される。

　４７０４・４７０５は杯Ａ外底面に漆書「×」がある。４７０６は杯Ａ外底面に，４７０７は杯Ｂ蓋内面に墨書が

あるが，判読できない。杯Ｂ蓋は４７０８～４７１０が内面に，４７１１が外面にヘラ記号がある。４７１１の線刻「×」
註１３　富山県教育委員会　１９８６『富山県小杉町・大門町小杉流通業務団地内遺跡群第８次緊急発掘調査概要－小杉丸山遺跡－』
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は，左上から右下に向かって＼を引き，次に右上から左下に向かって／を引く。細く鋭い道具を用い

ている。４７１２・４７１３は杯Ｂで，高台内に墨書「東人」，「川□」がある。

　杯Ｂ蓋（４７１４～４７５４）は口径からⅠ～Ⅳの４法量に分けられる。法量Ⅰ（４７１４～４７２１）は口径１８．４

～１６．４㎝，法量Ⅱ（４７２２～４７３４）は口径１６．０～１５．２㎝，法量Ⅲ（４７３５～４７４７）は口径１４．８～１３．２㎝，法

量Ⅳ（４７４８～４７５４）は口径１２．８～１１．７㎝を測る。肩部から天井部にかけて回転ヘラ削りを施し，扁平

な宝珠状摘みを貼り付け，端部は短く折り曲げるものが多い。８世紀中頃のものを主体とするが，端

部に丸みがあるもの，天地逆に重ね焼きをして内面外縁に自然釉がかかるもの等も僅かにみられ

（４７１６・４７２０・４７３０・４７３２・４７３４・４７４４・４７４６・４７５３），一部９世紀に降るようである。４７１４は胎土が

粗く，軟質焼成である。ＳＤ３９３から出土した杯Ｂ蓋（３７８３）に，端部のつくりや胎土，焼成等がよ

く似ており，いずれも鳥屋窯の製品と考えられる。４７２２～４７２６・４７３９・４７４５は内面に墨，４７２３・４７５４

は漆が付着する。４７２４は内面が使用により摩耗する。４７２２～４７２４はよく似たつくりである。４７３７は

内面に，４７４７は外面に別個体が僅かに溶着する。

　杯Ａ（４７５５～４７８６）は，口径１３．５～１１．３㎝を測り，全て同じ法量である。器形についても，体部が

内湾しながら延びて下半が丸みを帯びるもの，体部が直線的に延びて口縁部が外反するもの等がある

が，ほぼ同じような形態で統一される。４７５８・４７５９・４７７４・４７８０は外底面のヘラ切り後，外底部から

体部にかけての一部に回転ヘラ削りによる再調整を加える。８世紀中頃を中心とする時期のものであ

る。４７６５・４７６７・４７８３・４７８４には，口縁部や外面下半を中心に使用による摩耗が認められる。４７８７

には外底面にヘラ記号「×」，４７８８には「＝」がある。４７８７の線刻順は４７１１に同じである。４７８８は２

本とも左から右へ引く。

　杯Ｂ（４７９１～４８３０）は，口径からⅠ～Ⅳの４法量に分けられ，それぞれ杯Ｂ蓋の法量Ⅰ～Ⅳに対応

する。法量Ⅰ（４７９１～４７９５）は口径１６．６～１５．０㎝，法量Ⅱ（４７９６～４８０９）は口径１４．９～１３．４㎝，法量Ⅲ（４８１０

～４８２３）は口径１３．１～１１．６㎝，法量Ⅳ（４８２４～４８３０）は口径１１．４～９．４㎝を測る。体部が直線的にのび

るもの，口縁部が外反するもの等があるが，全体が浅い器形で占められており，深身のものはない。

外底面の調整はヘラ切り後ナデが主体であるが，体部から底部にかけて回転ヘラ削りを施して平滑に

仕上げるもの（４７９１・４７９８・４８０４・４８２４・４８３０）もある。杯Ｂ蓋と同様の８世紀中頃の時期を中心と

する。４７８９は高台内にヘラ記号「□［－ヵ］」があり，墨が付着する。２本を重ねたような線刻は，

包含層から出土している須恵器杯Ｂ蓋（５１２１）に共通する。４７９０は高台内に縦横の細かい線刻を多数

入れる。４７９４・４８０４・４８０７・４８１８は内面の見込みを中心とする範囲に，使用による摩耗がみられる。

４８０４は高台内にヘラ記号「－」がある。４８０５は口縁部に油煙が付着するが，割れ口にも及ぶ。４８２０

は二次被熱により器表面が荒れる。４８２４は転用硯で，高台内に墨が付着する。４８２７は内底面に重ね焼

きによる別個体の溶着がある。

　４８３１は内面に多量の自然釉が垂れかかっており，広く開口する屈曲の無い上半部が想定できるため，

体下半部のみの残存ではあるが，コップ形とした。外面は底部から体部下半にかけて回転ヘラ削りを

施し，高台を貼り付ける。高杯（４８３２・４８３３）はいずれも低い脚部をもつ７世紀のものである。４８３５

は胎土精良で焼成も良好であり，何らかの特殊品と思われる。端部は丸く収め，器壁には厚みがあり，

外面に櫛描き波状文を３条入れる。脚として図化したが天地，器種ともに不明であり，類例を待ちた

い。４８３６は合子の身で，肩部が屈曲して口縁部が短く立つ。４８３７・４８３８は小型の短頸壺である。４８３９

は長頸瓶で沈線を８条巡らす。４８４０・４８４２は双耳瓶で，４８４２には僅かに耳の跡が残る。４８４３は肩部

に輪状の溶着があり，焼成時の蓋の跡と思われる。４８４４～４８４６・４８５２はロクロ成形の壺で，外面下
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半を手持ちヘラ削りするが，４８４６の外面には一部叩きのような跡が残る。４８４８～４８５０は甕である。

口縁部の屈曲が強く，外面に平行叩きとカキメ，内面に同心円の当て具痕を残す。４８５１も甕であるが，

肩部が緩やかに張り，内外面ロクロナデで外面に叩きの跡を僅かに残す。４８５５・４８５６は横瓶である。

４８５５は肩部が最も広がる部位で図化した。４８５６は閉塞側である。４８６１は平底の甕であるが，底部が非

常に薄くなって欠損する。外面の格子目状の叩きは原体が非常に粗いものを用いている。４８６２・４８６３

は大型甕の口縁部である。４８６２は口縁部を細く外方に引き出し，沈線と３本１単位の太い櫛歯による

波状文を入れる。小杉流通業務団地内遺跡群№６・№１６註１４から，口縁部のつくりや施文の似た甕が

出土しており，８世紀中頃のものと考えられる。４８６３は口縁部を大きく外反させ，端部を上方に引き

上げる。外面には凸帯を持ち，沈線と細密な櫛描き波状文を巡らせる。６～７世紀のものである。

　基本層・ＳＤ１００からは，杯Ｈ蓋（５０６２），杯Ｈ（５０６３～５０６５），杯Ｂ蓋（５０６６・５１０１～５１３７），杯Ｇ

蓋（５０６７～５０６９），杯Ｇ（５０７０・５０７１），杯Ａ（５０７２～５１００），杯Ｂ（５１３８～５１８３），コップ形（５１８４），

高杯（５１８５～５１８８），鉢（５１８９～５１９１），𤭯（５１９２～５１９４），壺瓶類（５１９５～５２２６），甕（５２２７～５２３３），
鳥形（５２３４）が出土している。

　杯Ｈ蓋・杯Ｈは６世紀末～７世紀前半のものである。５０６３は受部上面にヘラによる凹線がある。

５０６４は白色粒の目立つ粗い胎土で，外底面は回転ヘラ切り後再調整されない。５０６５は外面に自然釉が

かかるため蓋の可能性がある。かえり上面には口縁端部が輪状に溶着する。杯Ｇ蓋（５０６７～５０６９）は

天井部を回転ヘラ削りし，５０６７・５０６８のかえり下面にはヘラによる凹線を巡らせる。杯Ｇの外底面は，

５０７０はヘラ切り後ナデ，５０７１は回転ヘラ削りを施す。

　杯ＡはＳＤ１出土土器と同様の様相であるが，５０７２・５０７３の口径が１４．９～１４．０㎝と一回り大きくな

るようである。底部に厚みのあるもの（５０７２・５０７３・５０７５・５０７７・５０９５～５０９８）が多い。５０７３・５０８８

は体部下半から外底面にかけて回転ヘラ削りを施す。５０７４・５０７７・５０８０・５０８１・５０８７・５０９１の口縁部

内面や体部外面下半は摩滅して滑らかである。５０７７は内面に油煙が付着する。５０７８は外面に浅い沈線

が２条巡る。５０７９は胎土に含まれる黒色粒がロクロの回転により引き延ばされて見える。５０８０は器壁

全体が厚い。５０８４は外面に漆が付着する。５０９９の外底面にはヘラ記号「－」，５１００には「×」がある。

　杯Ｂ蓋はＳＤ１出土土器と同様に４法量みられる。法量Ⅰ（５１０１～５１０７）は口径１７．４～１６．４㎝，法

量Ⅱ（５１０８～５１１７）は口径１６．２～１５．０㎝，法量Ⅲ（５１１８～５１２９）は口径１４．８～１３．７㎝，法量Ⅳ（５１３０～

５１３６）は口径１２．９～１１．８㎝を測る。肩部から天井部にかけて回転ヘラ削りを施し，扁平な宝珠状かボ

タン状の摘みを貼り付け，端部は短く折り曲げるものが多い。１号谷出土土器と同様に８世紀中頃の

ものを主体とし，一部９世紀に降る。５１１１・５１３２は内面外縁に自然釉がかかり，天地逆での焼成が考

えられる。５１０５・５１１３・５１２１・５１２２・５１２９は特徴的な白色粒の多く混じる粗い胎土から，鳥屋窯の製

品と考えられる。５１０６は内面が摩滅しており，使用に伴うものと思われる。５１３５は転用硯で内面に墨

が付着する。ヘラ記号は全て内面にあり，５１１３は「＋」，５１２１は「□［ ヵ］」，５１２４は「＋」，５１３７は

「□［ ヵ］」である。５１２１の線刻は４７８９に似る。５１３７は上から下へ「│」を引いた後，左から右へ

「－」を引く。更に下にも「－」があるが，筆順と方向は不明である。

　杯ＢはＳＤ１出土土器と同様に４法量みられる。法量Ⅰ（５１４０～５１４７）は口径１７．４～１５．６㎝，法量

Ⅱ（５１４８～５１６３）は口径１５．２～１３．４㎝，法量Ⅲ（５１６４～５１７２）は口径１３．２～１２．２㎝，法量Ⅳ（５１７３～

５１８３）は口径１１．８～１０．０㎝である。１号谷出土土器に多くみられる浅い器形に加えて，やや深身のも

の（５１４２・５１７２）や，口縁部が大きく開くもの（５１４３）がある。５１４０・５１４１等大型のものは体部外面

下半から高台内部にかけて回転ヘラ削りがみられるが，大半は回転ヘラ切り後無調整である。使用に
註１４　富山県教育委員会　１９８２『富山県小杉町・大門町小杉流通業務団地内遺跡群第３・４次緊急発掘調査概要』
　　　富山県教育委員会　１９８４『富山県小杉町・大門町小杉流通業務団地内遺跡群第６次緊急発掘調査概要』
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伴う器表面の摩耗がみられるものがあるが，５１４０・５１５５は見込みから体部内外面，５１４２・５１４８・５１５１

は口縁部内面，５１７１・５１７５・５１８０は高台部分と，摩耗部位に違いが見られる。時期はＳＤ１出土土器

と同様の８世紀中頃のものを主体とするが，５１４３等は９世紀以降に降る。５１３８は高台内に墨書「□

［津ヵ］万呂□」がある。５１３９は胎土に海綿状骨針の混じる軟質焼成である。高台内にヘラ記号の一

部がある。５１４７・５１６６は高台内にヘラ記号「×」，「－」がある。５１６８・５１６９・５１７２・５１７６は白色粒を

多く含む特徴的な胎土で，鳥屋窯の製品と考えられる。

　コップ形（５１８４）は全体に厚みのあるつくりで，体部外面下半に回転ヘラ削りを加え，体部中央に

沈線を１条巡らせる。高杯の杯部（５１８５）は外面に自然釉が降りかかっており，天地逆での窯詰めが

考えられる。外面中程に鋭い沈線を巡らせる。高杯の脚部（５１８６）には２方透かしが入る。鉢は，体

部が内湾するもの（５１８９・５１９０）と直線的にのびるもの（５１９１）がある。５１９２～５１９４は𤭯で，胴部に
１孔が空き，５１９３は孔下部が受け口状にのびる。５１９２の外面には櫛状具による浅い刺突文がある。胴

下部の調整は，５１９２・５１９４が回転ヘラ削り，５１９３が手持ちヘラ削りである。５１９５は把手付きの無頸壺で，

小杉流通業務団地内遺跡群№６遺跡に類例がある註１５。５１９６～５２０１は瓶の口縁部である。双耳瓶となる

ものが多い。５２０３は平瓶の頸部で，胴部に繋がる部分に円板で塞いだ跡が残る。５２０５は大型の壺であ

る。頸部に波状文と沈線，肩に突帯が巡る。５２０７～５２０９は骨針が多く含まれる胎土をもつ。５２０７は焼

成不良で焼き歪みがひどく，海成粘土を使用する羽咋窯の製品と考えられる。５２０８・５２０９は暗紫灰色

の同じ焼き色をみせる鳥屋窯の製品である。５２０８は器種不明であり，天地逆となる可能性もある。

５２０９は高台が全て剥離しており，平瓶と思われるが焼き歪みが目立つ。５２１２は双耳瓶の胴部である。

５２１３の外底面には静止糸切り状の圧痕がある。５２１６・５２１７は高台上部に透孔がある。５２２１～５２２６は横

瓶で，口縁端部は丸みを帯び僅かに上方に引き出す。５２２４～５２２６は閉塞部分であるが，５２２６は最初に

つくる部分であることから両面閉塞とわかる。甕（５２２７～５２２９）は叩き締めた後，外面にカキメを施

す。５２３０は口縁部から頸部にかけての屈曲が極めて鋭角である。５２３４は鳥形の右下肢である。全面が

丁寧なヘラ削りとヘラナデで仕上げられており，袋状の胴部につくようである。鳥類の軛
やっ

脚
きゃく

（脛骨・

腓骨）と自脚（ふ蹠骨・趾骨）部分を模しており，後面中央に位置する踵が盛り上がって尖る表現と

なっている。趾骨部分は前面が弓なりに窪む二等辺三角形状で，接地面には安定感がある。

　中世土師器（４８６４～４８７７・５２４９～５２８７）　ＳＤ１からは，ＮＡⅡ類（４８６４），ＮＣⅠ類（４８６５～４８６８），

ＮＧ類（４８６９），ＮＤⅠ類（４８７０～４８７３），ＮＤⅡ類（４８７４～４８７７）が出土している。４８６４・４８６６・

４８６９・４８７０・４８７２・４８７３・４８７７は内面に刷毛状ナデがみられる。

　基本層・ＳＤ１００からは，ＲＢ類（５２４９～５２５１），ＮＡⅡ類（５２５２），ＮＤⅠ類（５２５３），ＮＣⅠ類

（５２５４），ＮＣⅠかＮＤⅡ類（５２５５～５２７２），ＮＤⅡ類（５２７３～５２８５），ＮＪ類（５２８７）が出土している。

５２４９～５２５１はロクロ成形の小皿で，外底面に回転糸切痕を残す。５２５２は刷毛状ナデを施す内面に煤が

付着する。５２５５～５２７２は口縁部に一段ナデを施す平底の皿である。いずれも口径１０㎝前後を測り，Ｎ

ＣⅠ類とＮＤⅡ類の中間に位置する法量をもつ。５２５５・５２５６・５２７３・５２７４は同じ地点から重なって一

括出土している。５２８６は輪状の貼付高台をもつ皿である。ＲＢ類は１１世紀後半～１２世紀，ＮＡⅡ類・

ＮＤⅠ類は１２世紀後半～末，ＮＣⅠ類・ＮＧ類・ＮＤⅡ類は１３～１４世紀頃，ＮＪ類は１５～１６世紀のも

のである。

　中国製陶磁器（４８７８～４８８１・５２３５～５２４８）　ＳＤ１からは，白磁（４８７８～４８８０），青磁（４８８１）が出

土している。４８７８・４８７９は白磁椀Ⅷ類と思われる体部片で，体部内面下部の釉を掻き取る。Ｄ期（１２

世紀中頃～後半）である。４８８０は白磁椀Ⅳ類の底部で，Ｃ期（１１世紀後半～１２世紀前半）である。削
註１５　富山県教育委員会　１９８２『富山県小杉町・大門町小杉流通業務団地内遺跡群第３・４次緊急発掘調査概要』
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り出し高台で，二次被熱する。４８８１は龍泉窯系青磁椀Ⅲ－２ｃ類である。体部外面に鎬蓮弁文をもち，

高台畳付きの釉を掻き取る。Ｆ期（１３世紀中頃～１４世紀初頭前後）である。

　基本層・ＳＤ１００からは，白磁（５２３５～５２３７），青磁（５２３８～５２４７），染付（５２４８）が出土している。

白磁はいずれも皿で，Ｃ期のものである。５２３５は白磁皿Ⅶ類で，内底面にヘラ描き花文を施す。

５２３６・５２３７は皿Ⅵ類である。５２３６は無文で内面に沈線状の段を有する１ａ類である。ヘラ削り痕の残

る外底面に墨書をするが，文字は不明である。５２３８～５２４０はＤ期の青磁である。５２３８は龍泉窯系青磁

皿Ⅰ－２類で，内面屈曲部に沈線状の段を入れる。５２３９・５２４０は龍泉窯系青磁椀Ⅰ－６ａ類で，５２３９

は体部外面に縦の櫛目文と片彫り連弁文，内面に雲文状の文様と櫛目文を入れる。５２４２は体部外面に

ヘラ先による細線の蓮花文を施す１５世紀後半～１６世紀のものである。５２４３は龍泉窯系青磁椀で，内面

見込みに圏線と花文スタンプを入れる１４世紀のものである。５２４４は龍泉窯系青磁椀Ⅰ－２類で，Ｄ期

である。５２４６は龍泉窯系青磁椀Ⅳ類と考えられる底部である。５２４７は龍泉窯系青磁椀で，体部外面に

雷文を入れる１５世紀初頭前後～中葉頃のものである。５２４８は染付椀の口縁部破片で，１４～１５世紀のも

のか。二次被熱しており，文様が不鮮明である。

　陶器（４８８２・５２８８～５３００）　ＳＤ１からは古瀬戸の卸皿（４８８２）が出土している。４８８２は口縁部に

灰釉がかかる。基本層・ＳＤ１００からは，古瀬戸の天目茶碗（５２８８・５２８９）・小皿（５２９０）・卸皿

（５２９１）・折縁深皿（５２９２）・壺（５２９３・５２９４）・瓶子（５２９５），瀬戸美濃の壺（５２９６）・天目茶椀（５２９７），

瓦質土器の火鉢（５２９８・５２９９）・鉢（５３００）が出土している。５２８８・５２８９は内反り高台の天目茶碗で

ある。外面下半を回転ヘラ削りし，高台は５２８８が露胎，５２８９は錆釉を施す。５２８８は後Ⅳ期古段階，

５２８９は後Ⅲ期と考えられる。５２９０は口縁部に灰釉をかける小皿で，内面にトチン目跡を残す。５２９１は

後Ⅱ～Ⅲ期の卸皿である。５２９２は後Ⅳ期の折縁深皿で，体部上方に灰釉をかける。内底面と外面には

煤が付着する。５２９８は内外面を磨き，外底面はヘラ削り調整を施す。底端部に３足を貼り付け，外面

下部に連続してスタンプを押す。５２９９は体部外面の２条の突帯間に花菱文と円文のスタンプを押す。

１４世紀後半～１５世紀のものである。５３００の外面は磨き，内面は粗いヘラ削りである。

　珠洲（４８８３～４９１３・５３０１～５３６９）　ＳＤ１からは，甕（４８８３～４８８９），壺（４８９０～４８９２），鉢（４８９３

～４９１３）が出土している。甕は，Ⅱ期（１２００～１２４０年代，４８８３・４８８４），Ⅲ期（１２５０～１２７０年代，

４８８６），Ⅳ期（１２８０～１３７０年代，４８８５・４８８７・４８８８）がある。４８８７は肩部に刻文「│││」を入れる。壺

（４８９２）はⅠ期（１２世紀中葉前後～１３世紀初頭）である。口縁部をコの字状に成形し，頸基部から一

段下がって右斜位の叩きを施す。鉢は，Ⅱ期（４８９３～４８９６・４８９８・４８９９），Ⅲ期（４９０１），Ⅳ期（４９０２

～４９１０），Ⅴ期（１３８０～１４４０年代，４９１１），Ⅵ期（１４５０年～１４７０年代，４９１２）がある。４８９４は内面に９

目１単位の細密で鋭い卸目を入れる。４８９８は内面に摩滅がない小型の鉢で，擂鉢ではない用途が考え

られる。

　基本層・ＳＤ１００からは，甕（５３０１～５３２９），壺（５３３０～５３３７），鉢（５３３８～５３６９）が出土している。

甕は，Ⅰ期（５３０１・５３０３・５３０４），Ⅱ期（５３０２・５３０８・５３０９），Ⅲ期（５３１０～５３１３），Ⅳ期（５３１４～

５３１７・５３１９・５３２０・５３２２～５３２４），Ⅴ期（５３２６～５３２９）がある。５３０９・５３１９・５３２０は肩部にスタンプを

押す。５３３０・５３３１はロクロ成形の短頸小型壺で，Ｒ種Ｅ類である。外面に櫛状具で波状文を入れる。

５３３０は二次被熱する。５３３６は肩部に浅く刻文を入れる。鉢は，Ⅰ期（５３３８・５３３９），Ⅱ期（５３４１～

５３４５），Ⅲ期（５３４７・５３４８・５３５０），Ⅳ期（５３５３～５３６１），Ⅴ期（５３６２～５３６８），Ⅵ期（５３６９）がある。

５３４１・５３５０・５３５２・５３５４は二次被熱する。
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８　包含層出土遺物

（２）木製品（５６３７～５６３９，第５７３図，図版２９７・３１２・３２９）

　５６３７・５６３８は墨書のある札である。５６３７は片面に墨書□□□［不ヵ］過□［六ヵ］□□□」がある

が，文字の左半分にかかる部位と上側を折り取っており，大半が解読不能である。墨書文字の間に長

方形の孔を穿っており，二次加工したものと考えられる。５６３８は四隅の角を落とし，上方に紐を通す

ための丸い穿孔をする。片面に墨書２文字を書くが，解読不能である。５６３９は漆器皿で，塗膜分析と

樹種同定を実施し，炭粉渋下地の総黒色系漆皿と判った。樹種はブナ属である。見込みに鶴丸紋の赤

色漆絵を施す。１４～１５世紀のものである。

（３）石製品（５６４２～５６４７・５６５３・５６５４・５６６０・５６６３～５６６５・５６６７～５６６９・５６７１・５６７３～５６７５，第

５７４～５７８図，図版３３１～３３４）

　５６４２は抉入柱状片刃石斧の完形品である。両側面に研磨を施し，刃部に使用痕が見られる。石材は

細粒凝灰岩である。５６４７は滑石製の温石である。長方形で中央上寄りに円孔を穿つ。５６４４は太型蛤刃

石斧か。基部を敲石に転用する。石材は角閃石である。５６４５は石包丁の刃部破片である。表裏に使用

による摩滅が見られる。石材はガラス質安山岩である。５６４６は滑石製の紡錘車である。片面と周囲が

欠損する。５６５３・５６５４は弥生時代の玉作関係資料である。５６５３は管玉の形割工程品で，ＳＩ８近くか

ら出土した。石材は緑色凝灰岩（軟質細粒凝灰岩）である。５６５４は赤玉石（碧玉）の石核である。

５６６０は軽石である。ＳＩ９付近から出土した玉作関連資料で，全面を砥石として使用する。５６６３～

５６６５・５６６７～５６６９・５６７１・５６７３は砥石である。５６６３・５６６４は鳴滝石（粘板岩）の仕上げ砥である。い

ずれも表面を主な砥面とし，５６６４は裏面も一部砥面として使用したようである。５６６５は緑色凝灰岩（細

粒）の仕上砥で，３面を砥面とする。５６６７・５６７１は砂岩の荒砥で，いずれも４側面を主な砥面とする。

砥面には反りがあり，鎌などを研いだ可能性がある。５６７１は上面に敲打痕がある。５６６８・５６６９・５６７３

は流紋岩の中砥である。５６６８・５６７３は４側面を砥面とし，砥面には大きな反りがある。５６６９はを表裏

２面を主な砥面とし，右側面も僅かに使用したようである。５６７４は五輪塔の水輪である。正面に○と

梵字「 （バ）」を陰刻する。石材は泥岩である。５６７５は石臼の上臼である。上面に窪みをつくり，中

心からずれた位置に供給孔を貫通させる。下面中央には芯棒受けをあける。下面の臼の目は摩滅して

不明である。石材は砂岩である。

（４）金属製品（５６８０～５６９０・５６９９～５７１３・５７２８～５７３３，第５７９～５８１図，図版３３５～３３９）

　５６８０は鎌である。刃部に緩やかな湾曲があり，両端を折損する。５６８１・５６８２は鉄鍋の口縁部で，

５６８２は直径１８㎝位に復原できるようである。５６８３は鉄鍋の底部である。外底中央に湯口が残り，三足

がある。５６８４～８６８６は鉄釘で，５６８４は方頭をもつ。５６８７は針か。この他，棒状（５６８８），板状（５６８９），

円形の厚板状（５６９０）の不明鉄製品，鉄滓（５６９９～５７１３）がある。５７０３は銀色の鉱物が付着する。

５７０４はガラス質で大小の気泡がみられ，鞴羽口の先端である可能性がある。５７０７は表裏に木炭痕が残

る。銅銭（５７２８～５７３３）は北宋銭がある。５７２８は淳化元寶。銭文は行書体で９９０年初鋳である。

５７２９・５７３０は対読の皇宋通寶。銭文は篆書体で１０３９年初鋳である。５７３１は至和元寶。真書体で１０５４年

初鋳である。５７３２は治平通寶。真書体で１０６４年初鋳である。５７３３は元豊通寶。銭文は篆書体で１０７８年

初鋳である。  （朝田亜紀子）
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第３５５図　遺構全体図
Ａ２・Ａ３・Ａ４地区
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第３５６図　遺構全体図
Ｂ地区北半
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３５７図　遺構全体図
Ｂ地区南半
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第３５８図　遺構全体図
Ｃ地区北半
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３５９図　遺構全体図
Ｃ地区南半
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第３６０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３６１図　遺構実測図
１～７．Sl２　８～１２．Sl３

F
’

F

G
’

G

B
’

B

C’C

D’
D

H

E’
E

A

A’

J
J’

I
I’

L
’

L

K
’

K

P1

P1

P4

P2

P3

SI2

SI3

H’H’

3.00m

B B’

1
2

3.00m

C C’
2.90m

D D’

3 3

3.00m
E E’

1

2.90m
G G’

1

3.00m
F

1

2.80m

L L’

1

2.90m

A A’

1
柱

2.90m
H H’

2.80m
I I’

1

1

2

2.70m
J J’

1

F’

2.90m

K K’

1

1. 5Y4/1 灰色砂質土
2. 5Y4/1 灰色粘土
3. 5Y4/1 灰色粘土（砂90％混）

SI2周溝

1. 2.5Y2/1 黒色粘土

SI2-P1

1. 5Y3/1 オリーブ黒色粘土（砂90％混）
2. 5Y3/1 オリーブ黒色粘土 

SI3-P1

1. 5Y4/1 灰色砂質土
SI3-P2

1. 5Y4/1 灰色粘土
SI3-P3 1. 5Y4/1 灰色砂質土

SI3周溝

0

0 1：40 1m（断面）

1：100 4m

2

6

1

8

9 10

7

12

3 4

5

11



80

第３６２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３６３図　遺構実測図
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第３６４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３６５図　遺構実測図
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８　包含層出土遺物

第３６６図　遺構実測図
Sl７　弥生土器等出土状況
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３６７図　遺構実測図
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第３６８図　遺構実測図
Sl９　弥生土器出土状況
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３６９図　遺構実測図
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第３７０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３７１図　遺構実測図
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第３７２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３７３図　遺構実測図
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第３７４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３７５図　遺構実測図
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第３７６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３７７図　遺構実測図
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第３７８図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３７９図　遺構実測図
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第３８０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３８１図　遺構実測図
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第３８２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３８３図　遺構実測図
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第３８４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３８５図　遺構実測図
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第３８６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３８７図　遺構実測図
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第３８８図　遺構実測図
１．SB３３　２．SB３４
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３８９図　遺構実測図
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第３９０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３９１図　遺構実測図
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第３９２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３９３図　遺構実測図
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第３９４図　遺構実測図
１．SD２珠洲・木製品出土状況　２．SD５７木製品等出土状況
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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第３９６図　遺構実測図
SD１００
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３９７図　遺構実測図
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第３９８図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３９９図　遺構実測図
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第４００図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４０１図　遺構実測図
１．SD１０９９・SD１１５６　２．SD１１５６・SD１２０２　３．SD１１６６　４．SD１１８２　５～７．SD１１８５　８・９．SD１２０５
１０・１１．SD１４２０　１２．SD２８９６

X160
Y75

X150
Y75

SB13

SB14

SB15

SB16SI1

SK1200

SK1397

SD1156

SK1254
 

SD2888

SD2889

SD
1205

SD1202

SD1156

SK2883

SD1099

 

SD
2869

SD1166

SP1134

SP1128

SD1182

SD1185

SD1205

SD1219

SD1229

SD1420

SD1247

i’

i

h’
h

e’
e

f’
f

g’
g

l’
l

j’

j

j’

j

d’d

c’
c

b’b

k’k

a’
a

m

SP2938

3.10m
h h’

3.00m

i i’

3.00m
j j’

3.10m
k k’

3.10m
l l’

3.00m
e e’

3.00m
f f’

3.10m
g g’

2.80m

c c’
3.10m

b b’

SD1202 SD11563.00m
a a’

SD1156 SD1099

2.80m
d d’

2

3

1
2

1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂60％混）
2. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（5G6/1 緑灰色粘土10％混）

SD1166

1
1

1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂90％混）
SD1182

1 2

1 2

1

2

1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂40％混）
2. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂10％混）

SD1205

1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂30％混）
2. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂20％混）

SD1420

1. 5Y2/2 オリーブ黒色粘土
2. 5Y4/1 灰色粘土

SD2869

1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂80％混）
2. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂30％混）
3. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂60％混）

SD1185

2 1

2. 2.5Y3/1 黒褐色粘土
SD1202

1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂80％混）
SD1156

2
1

2. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂40％・5G6/1 緑灰色粘土10％混）
SD1156

SD1099
1. 2.5Y2/1 黒色粘土（砂50％混）

1
2 3

4 5 6 7 8 9

10 11

12

0

0 1：40 1m（断面）

1：160 8m



120

第４０２図　遺構実測図
SD１２１９・SD１２２９・SD１２８４・SD１３１２・SD１３１３・SD１４７６・SD１４９４・SD２９５９・SD３０２０・SD３０２６・SD３０３６・
SD３０４４～SD３０４８・SD３０５５～SD３０５７・SD３０５９・SD３０６０・SD３１３８
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４０３図　遺構実測図
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第４０４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４０５図　遺構実測図
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第４０６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４０７図　遺構実測図
SD４００７・SD４０２６・SD４０３９・SD４０５０・SD５０５２～SD５０５４・SD５０５６・SD５０６２・SD５０６３・SD５０７４・SD５０８１・
SD５０８３・SD５０８４・SD５０９９・SD５１０５・SD５１６３
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第４０８図　遺構実測図
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１３．SD５０５６・SD５０７４　１４．SD５０６２　１５．SD５０６３　１６．SD５０８１　１７．SD５０８３　１８．SD５０８４　１９．SD
５０９９　２０．SD５１０５　２１．SD５１６３
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４０９図　遺構実測図
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第４１０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４１１図　遺構実測図
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第４１２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４１３図　遺構実測図
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第４１４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４１５図　遺構実測図
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第４１６図　遺構実測図
SD６００２

14
.0
0m

c’

14
.0
0m c

13
.0
0m

15
.0
0m

16
.0
0m

13
.0
0m

12
.0
0m

10

11

12

21
3 4 5

6 2

1

3
　
S
D
60
02

 1
. 1
0Y
R
4/
3 
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
シ
ル
ト（
10
Y
R
5/
6黄
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
φ
3㎝
10
％
混
,土
器
混
）

 2
. 1
0Y
R
3/
3 
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト（
10
Y
R
5/
6黄
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
φ
3㎝
20
％
混
）

 3
. 1
0Y
R
4/
3 
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
シ
ル
ト（
Ⅱ
層
20
％
混
,土
器
混
）

 4
. 2
.5
Y
6/
4 
に
ぶ
い
黄
色
粘
土
質
シ
ル
ト（
炭
化
物
1％
混
,土
器
混
）

 5
. 1
0Y
R
3/
3 
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト

 6
. 1
0Y
R
3/
2 
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト（
炭
化
物
10
％
混
）

 7
. 2
.5
Y
5/
3 
黄
褐
色
シ
ル
ト（
炭
化
物
1％
混
）

 8
. 2
.5
Y
4/
3 
オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト

 9
. 2
.5
Y
6/
4 
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト

　
包
含
層

10
. 1
0Y
R
5/
4 
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
　
Ⅰ
a層

11
. 1
0Y
R
3/
3 
暗
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
　
Ⅰ
b層

12
. 1
0Y
R
3/
1 
黒
褐
色
シ
ル
ト
　
Ⅱ
層

12
1 2

12

12

8

9

7

0
1：
40

2m



135

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４１７図　遺構実測図
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第４１８図　遺構実測図
１．SD６０１１　２．SD６０１２

6.
00
m g

g’

5.
20
m
h

h’

21 3 4

5

7

6

5

3

4 5

862

2

1

3

7

11
9

1
4

10
6

8

木

木

木

木

土
器

3 1.
 1
0Y
R
4/
1 
褐
灰
色
砂
質
シ
ル
ト
　
Ⅲ
a層

2.
 1
0Y
R
3/
1 
黒
褐
色
粘
質
土（
ピ
ー
ト
30
％
混
）

3.
 1
0Y
R
3/
1 
黒
褐
色
有
機
質
土

4.
 1
0Y
R
3/
1 
黒
褐
色
有
機
質
土（
10
Y
R
3/
1 
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
50
％
混
）

5.
 5
G
5/
1 
緑
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト（
10
Y
R
3/
1 
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
20
％
混
）

6.
 5
G
5/
1 
緑
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト（
10
Y
R
3/
1 
黒
褐
色
砂
質
シ
ル
ト
10
％
混
）

7.
 5
G
5/
1 
緑
灰
色
粘
土
質
シ
ル
ト（
ピ
ー
ト
30
％
混
）

S
D
60
11

 1
. 5
Y
6/
4 
オ
リ
ー
ブ
黄
色
砂

 2
. 1
0Y
R
6/
2 
灰
黄
褐
色
粘
土
質
シ
ル
ト

 3
. 5
B
G
6/
1 
青
灰
色
砂（
5B
G
6/
1 
青
灰
色
粘
土
50
％
φ
1㎝
の
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
）

 4
. 1
0Y
R
4/
2 
灰
黄
褐
色
粘
質
土
・
ピ
ー
ト
・
砂
の
互
層

 5
. 5
Y
6/
4 
オ
リ
ー
ブ
黄
色
砂
・
ピ
ー
ト
の
互
層

 6
. 1
0Y
R
4/
2 
灰
黄
褐
色
粘
質
土（
ピ
ー
ト
30
％
混
）

 7
. 5
Y
6/
4 
オ
リ
ー
ブ
黄
色
砂
・
ピ
ー
ト
の
互
層（
ピ
ー
ト
5よ
り
少
な
い
）

 8
. 1
0Y
R
4/
2 
灰
黄
褐
色
粘
質
土

 9
. 5
Y
6/
4 
オ
リ
ー
ブ
黄
色
砂
・
ピ
ー
ト
の
互
層（
ピ
ー
ト
7よ
り
少
な
い
）

10
. 5
B
G
6/
1 
青
灰
色
粘
質
土（
10
Y
R
4/
2 
灰
黄
褐
色
粘
質
土
10
％
混
）

11
. 7
.5
G
Y
6/
1 
緑
灰
色
粘
質
土
・
砂
・
ピ
ー
ト
の
互
層

S
D
60
12

0
1：
40

2m



137

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４１９図　遺構実測図
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第４２０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４２１図　遺構実測図
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第４２２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４２３図　遺構実測図
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第４２４図　遺構実測図
SD５７・SE３０５

a’

5.80m
a

b’

5.50mb

1. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（炭化物混）
2. 2.5Y4/1 黄灰色粘土（砂10％混）
3. 2.5Y3/1 黒褐色粘土（2.5GY5/1 オリーブ灰色粘土20％混）

SD57

SE305

1

4
4

4
3

2

4
4

4

4. 5Y3/1 オリーブ黒色粘土（砂10％混・炭化物混）　微細物分析

5482

5482
5474

5476

5484

5475

5476

5477

5478

5479

5474

5480

5483

5483

5480

54785477

5479
5475

5481

5474

5483

模式図

5481

5478

5479

5475

5477

5476

5482

5484

5480

5481

a’a

b

0 1：20 1m

SD57

SD57

SE305

SE305

S
E
305

b’



143

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４２５図　遺構実測図
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第４２６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４２７図　遺構実測図
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第４２８図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４２９図　遺構実測図
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第４３０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４３１図　遺構実測図
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第４３２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４３３図　遺構実測図
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第４３４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４３５図　遺構実測図
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第４３６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４３７図　遺構実測図
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第４３８図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４３９図　遺構実測図
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第４４０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４４１図　遺構実測図
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第４４２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４４３図　遺構実測図
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第４４４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４４５図　遺構実測図
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第４４６図　 遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

X140
Y70
X140
Y70

SD393

SK468

SD451

SK503

SD475

SD1

b’

a’a

X140
Y65

b’

9.
00
m b

8.
00
m

7.
00
m

6.
00
m

a’

9.00m
a

8.00m

7.00m

6.00m

b

0 1：100 5m第４４７図　遺構実測図
SK４６８・SK５０３・SD３９３・SD４５１・SD４７５



166

第４４８図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４４９図　遺構実測図
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第４５０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４５１図　遺構実測図
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第４５２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４５３図　遺構実測図
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第４５４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４５５図　遺構実測図
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第４５６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４５７図　遺構実測図
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第４５８図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４５９図　遺構実測図
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第４６０図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４６１図　遺構実測図
１．SK４１５５　２．SK５００８　３．SK５０４７　４．SK５０８５　５．SK５１６４
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第４６２図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４６３図　遺構実測図
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第４６４図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第４６５図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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第４６７図　遺物実測図　（1/4）
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第４６６図　遺構実測図
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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第４６７図　遺物実測図　（1/4）
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第４６８図　遺物実測図　（1/4）
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第４９８図　遺物実測図　（４３５６～４３６６・４３６９～４３７４・４３７６・４３８４・４３８５　1/3，４３６７・４３６８・４３７５・４３７７～４３８３・４３８６～４３８９　1/4）
SE９０（４３５６～４３６7）　SE２００（４３６９）　SE３０３（４３６８）　SE３０５（４３７０・４３７１）　SE１３３８（４３７２～４３７５）
SE１６００（４３７６～４３７９）　SE１６５１（４３８１）　SE１６６１（４３８０）　SE１７７７（４３８２～４３８７）　SE１８４８（４３８８・４３８９）
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第４９９図　遺物実測図　（４３９０～４３９２・４３９７・４４０１・４４０２・４４０４～４４０７・４４１１・４４１２・４４１５～４４１７　1/3，４３９３～４３９６・４３９８～４４００・
４４０３・４４０８～４４１０・４４１３・４４１４・４４１８　1/4）　SE１７８９（４３９０～４３９５）　SE１８００（４３９６）　SE１８５０（４３９７～４３９９）　
SE１９４６（４４００）　SE２２４５（４４０１）　SE２３９６（４４０２・４４０３）　SE２６８７（４４０４～４４１０）　SE３０５８（４４１１）　
SE４００８（４４１２～４４１４）　SE５０３３（４４１６～４４１８）　SE５０３４（４４１５）
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第５００図　遺物実測図　（４４２３～４４３２・４４３４・４４５７　1/3，４４１９～４４２２・４４３３・４４３５～４４５６・４４５８・４４５９　1/4）
SE５１５１（４４１９～４４２４）　SK５６・SK１０１（４４２６）　SK５９（４４２７・４４２８）　SK７１（４４２９）　SK２０６（４４３０）
SK３７１（４４３１・４４３２）　SK３９４（４４３３・４４３４）　SK４６８（４４３６～４４５６）　SK１０２５（４４３５）　SK１０５５（４４５７～４４５９）
SK１３１６（４４２５） 219
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第５０１図　遺物実測図　（1/4）
SK４８４（４４６０～４４６６）　SK１１１９（４４６７）
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第５００図　遺物実測図　（４４２３～４４３２・４４３４・４４５７　1/3，４４１９～４４２２・４４３３・４４３５～４４５６・４４５８・４４５９　1/4）
SE５１５１（４４１９～４４２４）　SK５６・SK１０１（４４２６）　SK５９（４４２７・４４２８）　SK７１（４４２９）　SK２０６（４４３０）
SK３７１（４４３１・４４３２）　SK３９４（４４３３・４４３４）　SK４６８（４４３６～４４５６）　SK１０２５（４４３５）　SK１０５５（４４５７～４４５９）
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第５０１図　遺物実測図　（1/4）
SK４８４（４４６０～４４６６）　SK１１１９（４４６７）
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第５０２図　遺物実測図　（４４６８～４４７５・４４７７・４４８５～４４８９・４４９１・４４９５・４４９６　1/3，４４７６・４４７８～４４８４・４４９０・４４９２～４４９４　1/4）
SK１０００（４４６８～４４８２・４４８４）　SK１０００・SK１０５５（４４８３）　SK１８１８（４４９１）　SK１５２９（４４８５～４４９０）　
SK１９８０（４４９２～４４９４）　SK２６０６（４４９５・４４９６）
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第５０３図　遺物実測図　（４５１０～４５１８　1/3，４４９７～４５０９　1/4）
SK２０７７
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第５０２図　遺物実測図　（４４６８～４４７５・４４７７・４４８５～４４８９・４４９１・４４９５・４４９６　1/3，４４７６・４４７８～４４８４・４４９０・４４９２～４４９４　1/4）
SK１０００（４４６８～４４８２・４４８４）　SK１０００・SK１０５５（４４８３）　SK１８１８（４４９１）　SK１５２９（４４８５～４４９０）　
SK１９８０（４４９２～４４９４）　SK２６０６（４４９５・４４９６）
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第５０３図　遺物実測図　（４５１０～４５１８　1/3，４４９７～４５０９　1/4）
SK２０７７
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第５０４図　遺物実測図　（４５１９～４５２４・４５２７　1/3，４５２５・４５２６・４５２８・４５２９　1/4）
SD２３２８・SK２０７７（４５２８）　SK２０７７（４５１９～４５２７・４５２９）
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第５０５図　遺物実測図　（４５３３～４５３７・４５４１・４５４７・４５５５・４５５６　1/3，４５３０～４５３２・４５３８～４５４０・４５４２～４５４６・４５４８～４５５４・
４５５７・４５５８　1/4）　SK２２４６（４５３０）　SK２２９７（４５３１・４５３２）　SK２６４７（４５３３）　SK３０７４（４５３４）　
SK４０２９（４５３５～４５３７）　SK４１２３（４５３８～４５４１）　SK４１５０（４５４２）　SK４１５１（４５４３・４５４４）　SK４１５４（４５４５・４５４６）　
SK５１６４（４５４７）　SK５１６６（４５４８～４５５６）　SK６００７（４５５７）　SK６０１８（４５５８）
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第５０４図　遺物実測図　（４５１９～４５２４・４５２７　1/3，４５２５・４５２６・４５２８・４５２９　1/4）
SD２３２８・SK２０７７（４５２８）　SK２０７７（４５１９～４５２７・４５２９）
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第５０５図　遺物実測図　（４５３３～４５３７・４５４１・４５４７・４５５５・４５５６　1/3，４５３０～４５３２・４５３８～４５４０・４５４２～４５４６・４５４８～４５５４・
４５５７・４５５８　1/4）　SK２２４６（４５３０）　SK２２９７（４５３１・４５３２）　SK２６４７（４５３３）　SK３０７４（４５３４）　
SK４０２９（４５３５～４５３７）　SK４１２３（４５３８～４５４１）　SK４１５０（４５４２）　SK４１５１（４５４３・４５４４）　SK４１５４（４５４５・４５４６）　
SK５１６４（４５４７）　SK５１６６（４５４８～４５５６）　SK６００７（４５５７）　SK６０１８（４５５８）
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第５０６図　遺物実測図　（４５８５・４５８６　1/3，４５５９～４５８４　1/4）
SD５０８０・SK５１６６（４５７１）　SK５１６６（４５５９～４５７０・４５７２）　SK５１６７（４５７３～４５８６）
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第５０７図　遺物実測図　（４６１３～４６１８　1/3，４５８７～４６１２　1/4）
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第５０６図　遺物実測図　（４５８５・４５８６　1/3，４５５９～４５８４　1/4）
SD５０８０・SK５１６６（４５７１）　SK５１６６（４５５９～４５７０・４５７２）　SK５１６７（４５７３～４５８６）
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第５０７図　遺物実測図　（４６１３～４６１８　1/3，４５８７～４６１２　1/4）
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第５０８図　遺物実測図　（４６４５・４６４９～４６５１　1/3，４６１９～４６４４・４６４６～４６４８　1/4）
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第５０９図　遺物実測図　（４６５２～４６６０・４６６３・４６６４・４６６８～４６８１　1/3，４６６１・４６６２・４６６５～４６６７　1/4）
SD１
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竪
穴

建
物

・
周

溝
式
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地

建
物

一
覧

建
物
平
面
形
屋
内
部
施
設

出
土
遺
物

時
期

詳
細
時
期

備
考

挿
図

写
真
図
版

SI
1

隅
丸
方
－

縄
文
土
器
，弥
生
土
器
，土
師
器
，円
盤
状
土
製
品
，磨
製
石
斧
，石
錘
，石
剥
片

弥
生
時
代
後
期

36
0

17
7・

18
0

SI
2

隅
丸
方
－

縄
文
土
器
，弥
生
土
器
，土
師
器
，須
恵
器
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，石
鏃

弥
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代
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期

36
1

17
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0
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3

隅
丸
方
－

縄
文
土
器
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生
土
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，土
師
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恵
器

弥
生
時
代
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期
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1
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7・

18
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SI
4

円
－

縄
文
土
器
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土
器（
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土
師
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代
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7
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隅
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方
－

縄
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師
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片
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代
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期
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7

SI
6

円
灰
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土
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～

35
54
・

35
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・

35
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），
土
製
品
，柱
（

53
70
～

53
72
），
棒
材
，炭
化
米
，被
熱
礫

弥
生
時
代
後
期
後
半
炭
化
米

D
N

A
，放
射
性
炭
素
年
代
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3・

36
4･

40
9

17
8

SI
7

隅
丸
方
灰
穴
炉

弥
生
土
器（

35
67
～

36
14
），
土
玉（

36
15
），
土
錘
，管
玉
未
成
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56
52
），
軽
石（

56
56
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被
熱
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実

弥
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後
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後
半
石
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鑑
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性
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・

35
59
・
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弥
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，
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7
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8・
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1
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円
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弥
生
土
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17
～
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土
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土
錘
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弥
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時
代
後
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－
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土
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36
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須
恵
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洲
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玉
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成
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弥
生
時
代
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石
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鑑
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9
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－
－

弥
生
土
器
，珠
洲（
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弥
生
時
代
後
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9
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物

時
期

詳
細
時
期
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図
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土
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76
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時
代
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半
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9
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土
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代
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土
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時
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9
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土
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梁
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0.
45

3.
81
～

4.
49

4.
29
縄
文
土
器
，弥
生
土
器
，土
師
器
，柱
（

53
75
～
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建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SI1 P1 B−SK1447 円 1.02 0.80 0.53 縄文土器，弥生土器，土師器 360
P2 B−SP1466 円 0.58 0.50 0.14 土師器 360
P3 B−SK1448 円 0.78 0.72 0.37 縄文土器 360
P4 B−SK2908 楕円 （0.70）（0.44） 0.30 縄文土器，弥生土器，土師器 ＜SP1442（SB14） 360

SI2 P1 B−SK2978 円 0.66 0.60 0.26 縄文土器，弥生土器，柱 361
SI3 P1 B−SP3016 円 0.78 0.68 0.45 弥生土器 361

P2 B−SK2995 円 0.68 0.68 0.24 弥生土器 361
P3 B−SK2960 円 0.60 0.50 0.19 361
P4 B−SP1318 円 0.40 0.28 0.07 土師器 361

SI4 P1 B−SP2405 円 0.42 0.42 0.19 362
P2 B−SK3400 楕円 0.66 0.38 0.19 縄文土器 362
P3 B−SP2401 楕円 0.56 0.32 0.25 362
P4 B−SK2423 円 0.80 0.62 0.28 縄文土器，土師器 362
P5 B−SP2190 円 0.34 0.30 0.16 362
P6 B−SK2413 楕円 1.00 0.52 0.14 362
P7 B−SK2411 楕円 0.94 0.44 0.22 土師器 362
P8 B−SP2406 円 0.40 0.40 0.19 362

SI6 P1 A4−SI01−P6 楕円 0.50 0.47 0.32 柱（5370） 樹種同定 363・
364

P2 A4−SI01−P7 楕円 0.31 0.30 0.22 柱（5371） 樹種同定 363・
364

P3 A2−SK166 円 0.28 0.27 0.14 363・
364

P4 A2−SP138 円 0.30 0.24 0.11 弥生土器 363
P5 A2−SP139 円 0.36 0.26 0.09 363
P6 A2−SK167 円 0.50 0.42 0.19 363・

364
P7 A2−SK168 円 0.61 0.41 0.11 363
P8 A2−SP140 円 0.25 0.20 0.10 363
P9 A2−SP141 円 0.35 0.35 0.09 363
P10 A2−SP142 円 0.46 0.39 0.14 363・

364
P11 A2−SK143 楕円 0.71 0.39 0.10 363
P12 A2−SK144 円 0.76 （0.41） 0.11 363
P13 A4−SI01−P1 楕円 0.28 0.28 0.20 柱（5372） 樹種同定 363・

364
P14 A4−SI01−P2 楕円 0.21 0.21 0.18 363・

364
P15 A4−SI01−P3 楕円 0.24 0.21 0.14 363・

364
P16 A4−SI01−P4 楕円 0.19 0.16 0.13 363・

364
P17 A2−SK129 楕円 1.05 0.50 0.24 弥生土器 ＞SK4128 363・

364
SI7 P1 A2−SP174 円 0.81 0.76 0.36 弥生土器（3585・3600・3604・

3611・3613）
365・
366

P2 A2−SK172 楕円 0.60 0.50 0.30 弥生土器（3603） 365・
366

SI8 P1 A4−SI02−P3 楕円 0.58 0.45 0.49 367
P2 A4−SI02−P6 円 0.54 0.53 0.26 炭化米 炭化米DNA 367
P3 A4−SI02−P7 楕円 0.32 0.26 0.32 367
P4 A4−SI02−P5 円 0.37 0.32 0.40 柱（5373） 樹種同定 367
P5 A4−SI02−P4 楕円 0.48 0.35 0.35 炭化米 炭化米DNA 367
P6 A4−SI02−P8 円 0.32 0.27 0.06 柱（5374） 樹種同定 367 181

SI11 P1 A2−SK148 円 0.48 0.34 0.15 369
P2 A2−SK159 円 0.27 0.26 0.17 弥生土器，柱 369
P3 A2−SK158 円 0.26 0.26 0.11 369
P4 A2−SK145 円 0.39 0.35 0.12 369
P5 A2−SK146 円 0.67 0.56 0.27 弥生土器 369

SB1 SP5 B−SP05 円 0.38 0.36 0.31 371
SP13 B−SP13 円 0.62 0.60 0.22 371
SP14 B−SP14 円 0.50 0.44 0.27 土師器，須恵器 371
SP16 B−SP16 円 0.42 0.42 0.33 371
SP22 B−SP22 円 0.74 0.68 0.37 土師器，須恵器，中世土師器，焼土

塊
371

SP217 B−SP217 円 0.38 0.34 0.26 371
SP221 B−SP221 円 0.42 0.42 0.31 371
SP224 B−SP224 円 0.42 0.38 0.23 371

SB2 SP245 B−SP245 円 0.58 0.42 0.45 縄文土器，土師器，柱（5377） ＞SP246，樹種同定 371
SP266 B−SP266 円 0.50 0.46 0.23 縄文土器，土師器，柱（5375） 樹種同定 371 181
SP278 B−SP278 円 0.62 0.58 0.25 縄文土器，土師器 371
SP282 B−SP282 円 0.64 0.48 0.34 縄文土器，弥生土器，土師器，柱

（5376）
樹種同定 371

SP289 B−SP289 円 0.70 0.60 0.19 縄文土器，土師器 371
SB3 SP33 B−SP33 円 0.44 0.42 0.17 柱（5378） ＞SD57，樹種同定 372 181

SP36 B−SP36 円 0.34 0.34 0.13 土師器，柱（5380） ＞SD57，樹種同定 372
SP73 B−SP73 円 0.30 0.30 0.21 柱（5379） 樹種同定 372

SB4 SP82 B−SP82 円 0.18 0.18 0.21 縄文土器，土師器，柱（5381） 樹種同定 372
SP89 B−SP89 円 0.54 0.34 0.23 柱（5382） 樹種同定 372 181
SP96 B−SP96 円 0.42 0.32 0.28 土師器，柱 372
SP99 B−SP99 円 0.32 0.30 0.12 372

SB5 SP120 B−SP120 円 0.38 0.36 0.50 ＜SK119 372

第２４表　建物 ･ 柵柱穴一覧（１）
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB5 SP126 B−SK126 楕円 0.90 0.64 0.32 土師器 SB6と共有，＞SD125 372
SP198 B−SP198 円 0.38 （0.26） 0.46 土師器 372
SP211 B−SP211 円 0.18 0.16 0.11 372

SB6 SP126 B−SK126 楕円 0.90 0.64 0.32 土師器 SB5と共有，＞SD125 372
SP127 B−SK127 楕円 0.92 0.58 0.24 縄文土器，柱 373
SP137 B−SP137 円 0.50 0.48 0.37 373
SP140 B−SP140 円 0.38 0.34 0.30 373
SP169 B−SP169 円 0.40 0.38 0.34 373

SB7 SP147 B−SP147 円 0.32 0.30 0.21 373
SP154 B−SP154 円 0.52 0.52 0.59 土師器 373
SP167 B−SP167 円 0.30 0.28 0.44 縄文土器，土師器，中世土師器

（3698，SB7−SP168と共有）
＞SP168（SB7） 373

SP168 B−SP168 円 0.46 （0.18） 0.30 中世土師器（3698，SB7−SP167と
共有）

＜SP167（SB7） 373

SP180 B−SP180 円 0.32 0.30 0.52 土師器 373
SP185 B−SP185 円 0.48 0.42 0.40 373
SP188 B−SK188 円 0.76 0.62 0.50 土師器，須恵器，珠洲，鞴羽口 ＜SP187 373
SP193 B−SP193 円 0.48 0.38 0.33 土師器，珠洲 373

SB8 SP336 B−SP336 円 0.62 0.58 0.50 土師器 374
SP346 B−SK346 楕円 1.28 1.18 0.38 縄文土器，土師器，須恵器（3685） 374
SP373 B−SP373 円 0.38 0.38 0.26 土師器 374
SP380 B−SK380 楕円 0.82 （0.50） 0.48 縄文土器，弥生土器，土師器 ＞SP466（SB9） 374

SB9 SP358 B−SP358 円 0.60 （0.32） 0.23 土師器 ＜SP359（SB9） 374
SP359 B−SP359 円 0.70 0.62 0.24 土師器 ＞SP358（SB9） 374
SP382 B−SK382 円 0.56 0.42 0.36 縄文土器，土師器，須恵器 374
SP466 B−SP466 円 0.36 0.14 0.30 土師器（3692），須恵器 ＜SP380（SB8） 374
SP496 B−SP496 円 0.52 0.42 0.25 土師器 374

SB10 SP439 B−SP439 円 0.52 0.50 0.27 土師器 374
SP441 B−SP441 円 0.40 0.36 0.27 374
SP445 B−SP445 円 0.62 0.52 0.30 弥生土器，土師器 374
SP1113 B−SP1113 円 0.40 0.38 0.37 土師器，須恵器（3688） 374

SB11 SP1048 B−SP1048 円 0.34 0.30 0.21 縄文土器 375
SP2718 B−SP2718 円 （0.42） 0.40 0.25 縄文土器，土師器 375
SP2719 B−SP2719 円 0.42 0.40 0.21 土師器 375
SP2724 B−SP2724 円 （0.50） 0.48 0.30 375
SP2725 B−SK2725 円 0.56 0.50 0.28 375
SP2736 B−SP2736 円 0.54 0.40 0.22 375
SP2740 B−SP2740 円 0.42 0.42 0.26 縄文土器，土師器 ＜SK1052 375

SB12 SP1073 B−SP1073 円 0.22 0.22 0.29 土師器 375
SP1076 B−SK1076 円 0.80 0.54 0.21 縄文土器，土師器，須恵器（3686） 375
SP1077 B−SP1077 円 0.60 0.40 0.27 375
SP1091 B−SP1091 円 0.42 0.34 0.19 弥生土器，土師器，黒色土器

（3695）
375

SP1158 B−SP1158 円 0.60 0.38 0.28 375
SP2761 B−SP2761 円 0.80 0.60 0.26 土師器 375
SP2766 B−SP2766 円 0.42 0.32 0.18 375

SB13 SP1123 B−SP1123 円 0.48 （0.20） 0.18 ＜SP1124（SB13） 376
SP1124 B−SP1124 円 0.56 0.50 0.25 中世土師器（3699） ＞SP1123（SB13） 376
SP1140 B−SP1140 円 0.50 0.38 0.28 376
SP1154 B−SP1154 円 0.42 0.34 0.15 縄文土器，土師器，須恵器 ＞SP2802・2803（SB13） 376
SP1443 B−SP1443 円 0.60 0.48 0.32 土師器 ＞SD1420 376
SP1470 B−SP1470 円 0.30 0.30 0.12 縄文土器，土師器 ＞SD1420 376
SP2695 B−SP2695 円 0.26 （0.20） 0.20 柱（5383） 樹種同定 376 181
SP2783 B−SP2783 楕円 0.72 （0.34） 0.23 376
SP2796 B−SK2796 楕円 （0.84） 0.78 0.26 376
SP2802 B−SK2802 楕円 0.70 0.60 0.31 土師器 ＜SP1154・2803（SB13） 376
SP2803 B−SP2803 円 0.28 0.22 0.22 土師器 ＞SP2802（SB13），

＜SP1154（SB13）
376

SP2823 B−SP2823 円 0.28 0.22 0.11 376
SP2838 B−SP2838 円 0.34 0.32 0.21 376

SB14 SP1101 B−SP1101 円 0.38 0.30 0.13 土師器 377
SP1109 B−SK1109 楕円 1.24 0.64 0.54 弥生土器，土師器，中世土師器 377
SP1130 B−SP1130 円 0.54 0.44 0.28 縄文土器 ＞SP2849（SB14） 377
SP1421 B−SP1421 円 0.46 0.40 0.21 ＞SP1422（SB14） 377
SP1422 B−SP1422 円 0.36 （0.34） 0.11 ＜SP1421（SB14） 377
SP1428 B−SP1428 円 0.42 0.30 0.21 377
SP1442 B−SP1442 円 0.62 0.52 0.27 ＞SI1−P4 377
SP2849 B−SP2849 円 0.40 （0.12） 0.13 ＜SP1130（SB14） 377
SP2894 B−SP2894 円 0.28 0.28 0.18 縄文土器，土師器 377
SP3105 B−SP3105 円 0.46 0.40 0.06 縄文土器，土師器 ＜SK1200 377

SB15 SP1162 B−SP1162 円 0.52 0.48 0.33 377
SP1173 B−SP1173 円 0.54 0.38 0.14 縄文土器 377
SP1176 B−SP1176 円 0.36 0.32 0.32 中世土師器（3697） 377
SP1396 B−SP1396 円 0.62 0.58 0.29 土師器，柱 377
SP1499 B−SP1499 円 0.56 0.56 0.31 土師器，須恵器（3691） SB16と共有 377
SP2928 B−SK2928 円 0.84 0.50 0.33 須恵器，珠洲（3701） ＜SP1178（SB16） 377

SB16 SP1136 B−SP1136 円 0.60 0.36 0.28 土師器 ＞SP2857（SB16） 378
SP1160 B−SP1160 円 0.38 0.38 0.19 土師器 378
SP1178 B−SP1178 円 0.40 0.38 0.11 土師器 ＞SP2932（SB16），

＞SP2928（SB15）
378
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建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB16 SP1211 B−SP1211 円 0.52 0.52 0.33 378
SP1216 B−SP1216 円 0.54 0.36 0.27 ＞SP2914（SB16），＜SD1185 378
SP1217 B−SP1217 円 0.54 0.54 0.10 土師器 ＞SP2917（SB16），＜SD1185 378
SP1218 B−SP1218 円 0.28 0.28 0.13 土師器 ＞SP2916（SB16） 378
SP1395 B−SP1395 円 0.52 0.28 0.09 土師器 ＞SP2922（SB16） 378
SP1405 B−SP1405 円 0.54 0.54 0.19 縄文土器，土師器 378
SP1413 B−SP1413 円 0.58 0.44 0.30 378
SP1419 B−SP1419 円 0.58 0.42 0.17 縄文土器，土師器 378
SP1499 B−SP1499 円 0.56 0.56 0.31 土師器，須恵器（3691） SB15と共有 378
SP2857 B−SP2857 円 0.22 0.14 0.13 ＜SP1136（SB16） 378
SP2914 B−SP2914 円 0.42 （0.16） 0.17 柱 ＜SP1216（SB16）・SD1185 378
SP2916 B−SP2916 円 0.42 0.40 0.21 弥生土器 ＜SP1218（SB16） 378
SP2917 B−SP2917 円 0.48 0.42 0.15 土師器 ＜SP1217（SB16）・SD1185 378
SP2922 B−SP2922 円 0.40 （0.20） 0.24 柱 ＜SP1395（SB16） 378
SP2932 B−SP2932 円 0.24 （0.20） 0.14 柱（5384） 樹種同定，＜SP1178（SB16） 378

SB17 SP2696 B−SP2696 円 0.40 0.30 0.07 379
SP2697 B−SP2697 円 0.34 0.20 0.22 黒色土器 ＜SP1195（SB19） 379
SP2937 B−SP2937 円 0.32 （0.16） 0.21 土師器 ＜SP1189（SB19） 379
SP2939 B−SP2939 円 0.50 （0.20） 0.30 弥生土器 379
SP2941 B−SP2941 円 0.40 （0.20） 0.16 土師器 379
SP2944 B−SP2944 円 0.50 0.38 0.11 379
SP2946 B−SP2946 円 0.36 0.30 0.19 縄文土器，土師器 379
SP2952 B−SK2952 円 0.78 0.60 0.30 379
SP2962 B−SP2962 円 0.30 0.30 0.25 379
SP2970 B−SK2970 円 0.28 （0.28） 0.15 379
SP2984 B−SP2984 円 0.22 0.20 0.27 土師器 379
SP2996 B−SP2996 円 0.40 0.26 0.24 土師器 ＜SP1232（SB19） 379
SP3111 B−SP3111 円 0.70 0.48 0.15 縄文土器，土師器 ＜SD1312 379

SB18 SP1222 B−SP1222 円 0.28 0.26 0.28 380
SP1224 B−SP1224 円 0.46 0.38 0.09 土師器，須恵器 380
SP1225 B−SP1225 円 0.42 0.42 0.14 土師器 380
SP1226 B−SP1226 円 0.38 0.38 0.21 ＞SP1230（SB19） 380
SP1231 B−SP1231 円 0.36 0.36 0.14 380
SP1234 B−SP1234 円 0.28 0.26 0.13 380
SP1235 B−SP1235 円 0.50 0.38 0.14 土師器 380
SP1237 B−SP1237 円 0.40 0.38 0.12 土師器 380
SP1282 B−SP1282 円 0.30 0.28 0.16 380
SP1309 B−SP1309 円 0.34 0.30 0.13 中世土師器，珠洲 380
SP1311 B−SP1311 円 0.32 0.32 0.14 SB20と共有 380

SB19 SP1189 B−SP1189 円 0.50 0.46 0.18 ＞SP2937（SB17） 381
SP1192 B−SP1192 円 0.40 0.34 0.29 土師器，須恵器 381
SP1193 B−SP1193 円 0.60 0.58 0.25 土師器，黒色土器 381
SP1195 B−SP1195 円 0.54 0.52 0.18 土師器 ＞SP2697（SB17） 381
SP1228 B−SK1228 円 0.50 0.58 0.18 土師器，須恵器，中世土師器 381
SP1230 B−SK1230 円 0.60 （0.32） 0.17 ＜SP1226（SB18） 381
SP1232 B−SP1232 円 0.46 0.38 0.14 ＞SP2996（SB17） 381
SP1236 B−SP1236 円 0.52 0.40 0.17 土師器 381
SP1308 B−SP1308 円 0.52 0.50 0.13 土師器 381
SP1314 B−SP1314 円 0.48 0.40 0.09 土師器 381
SP1317 B−SP1317 円 0.62 0.36 0.10 381
SP1332 B−SP1332 円 0.60 0.54 0.12 土師器 381
SP1339 B−SP1339 円 0.70 0.52 0.13 土師器 381
SP2968 B−SP2968 円 0.42 （0.42） 0.23 381

SB20 SP1275 B−SP1275 円 0.32 0.32 0.23 土師器 382
SP1277 B−SP1277 円 0.48 0.40 0.21 382
SP1283 B−SK1283 楕円 1.30 0.88 0.42 ＞SD1284 382
SP1311 B−SP1311 円 0.32 0.32 0.14 SB18と共有 382
SP1325 B−SP1325 円 0.36 0.30 0.18 土師器 382
SP1365 B−SP1365 円 0.28 0.28 0.14 382
SP1369 B−SP1369 円 0.36 0.30 0.21 382
SP1371 B−SP1371 円 0.34 0.34 0.31 382
SP1375 B−SP1375 円 0.36 0.28 0.30 382
SP2997 B−SP2997 円 0.40 （0.36） 0.32 ＜SD1284・SD1312 382
SP3012 B−SP3012 円 0.30 0.24 0.19 ＜SD1284 382
SP3030 B−SP3030 円 0.44 0.32 0.24 382

SB21 SP1518 B−SK1518 楕円 0.50 0.42 0.19 縄文土器，土師器 383
SP1526 B−SK1526 楕円 0.62 0.46 0.36 柱 383 181
SP1541 B−SP1541 円 0.42 0.26 0.23 柱（5386） 樹種同定 383 181
SP1544 B−SK1544 楕円 0.82 0.48 0.32 縄文土器，土師器，柱（5385） 樹種同定 383

SB22 SP1519 B−SK1519 楕円 0.78 0.50 0.22 土師器 ＞SP1520（SB22） 383
SP1520 B−SK1520 楕円 0.84 （0.36） 0.13 土師器 ＜SP1519（SB22） 383
SP1540 B−SK1540 楕円 （1.68） 0.66 0.39 縄文土器，土師器，柱 383
SP1638 B−SK1638 円 1.16 0.74 0.51 土師器，須恵器，石剥片 383
SP1649 B−SP1649 円 0.40 0.36 0.17 土師器（3694），須恵器 383
SP1688 B−SK1688 円 0.90 0.86 0.48 383
SP3115 B−SP3115 円 1.04 0.96 0.38 須恵器 383

SB23 SP1549 B−SP1549 円 0.40 0.28 0.29 柱 384
SP1551 B−SP1551 円 0.20 0.20 0.20 384
SP1557 B−SP1557 円 0.40 0.40 0.26 384
SP1558 B−SP1558 円 0.56 0.44 0.31 384
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB23 SP1561 B−SP1561 円 0.40 0.32 0.26 384
SP1683 B−SP1683 円 0.34 0.32 0.19 384

SB24 SP1735 B−SK1735 円 1.14 0.98 0.18 縄文土器，土師器，中世土師器
（3696），漆器小椀（5387）

樹種同定，漆分析 384 181

SP1751 B−SK1751 楕円 1.46 1.30 0.20 土師器 384
SP1758 B−SK1758 楕円 1.34 1.02 0.40 土師器 384
SP1759 B−SK1759 楕円 1.70 0.90 0.30 縄文土器 384
SP1936 B−SK1936 楕円 1.12 0.76 0.22 縄文土器，土師器 384
SP3212 B−SK3212 楕円 （1.38） 0.90 0.40 土師器 384
SP3225 B−SK3225 円 0.92 0.46 0.30 384

SB25 SP1798 B−SP1798 円 0.50 0.50 0.14 土師器 384
SP1805 B−SK1805 円 0.64 0.62 0.30 384
SP1824 B−SP1824 円 0.84 0.62 0.39 土師器，須恵器（3687・3689） ＞SP3299（SB25） 384
SP1868 B−SP1868 円 0.60 0.48 0.25 土師器 384
SP1869 B−SP1869 円 0.64 （0.44） 0.35 384
SP3299 B−SK3299 円 0.68 （0.44） 0.11 ＜SP1824（SB25） 384

SB26 SP1919 B−SP1919 円 0.54 0.52 0.27 縄文土器，土師器 385
SP1922 B−SP1922 円 0.60 0.50 0.23 縄文土器，土師器 385
SP1928 B−SP1928 円 0.34 0.34 0.22 ＞SP3354（SB26） 385
SP1954 B−SP1954 円 0.34 0.28 0.45 土師器 ＞SD1820 385
SP1957 B−SP1957 円 0.60 0.36 0.38 縄文土器，土師器 385
SP1958 B−SP1958 円 0.54 0.40 0.38 土師器 ＞SD1820 385
SP3354 B−SP3354 円 0.42 （0.18） 0.13 ＜SP1928（SB26） 385

SB27 SP2002 B−SP2002 円 0.50 0.42 0.28 土師器 385
SP2005 B−SP2005 円 0.46 0.36 0.30 385
SP2025 B−SP2025 円 0.60 0.50 0.30 385
SP2658 B−SP2658 円 0.36 0.34 0.29 土師器 385
SP3359 B−SP3359 円 0.46 0.42 0.12 ＜SD1988 385
SP3371 B−SP3371 円 0.26 0.12 0.12 385

SB28 SP2135 B−SP2135 円 0.48 0.46 0.23 縄文土器，土師器 385
SP2138 B−SP2138 円 0.50 0.52 0.32 385
SP2199 B−SP2199 円 0.34 0.32 0.25 縄文土器，土師器 385
SP2203 B−SP2203 円 0.50 0.40 0.50 土師器 385
SP2212 B−SP2212 円 0.40 0.36 0.26 385
SP2216 B−SP2216 円 0.56 0.50 0.23 土師器（3693），中世土師器 385
SP2219 B−SK2219 円 0.84 0.78 0.14 385
SP2223 B−SP2223 円 0.40 0.34 0.17 385
SP2226 B−SP2226 円 0.60 0.60 0.30 385

SB29 SP2004 B−SP2004 円 0.56 0.36 0.22 土師器 386
SP2006 B−SP2006 円 0.40 0.20 0.12 SB30と共有 386
SP2071 B−SK2071 円 0.84 0.64 0.22 386
SP2075 B−SK2075 円 0.54 0.52 0.24 縄文土器，土師器 386
SP2080 B−SK2080 円 1.06 0.90 0.35 386
SP2093 B−SP2093 円 0.80 （0.50） 0.29 386
SP2097 B−SP2097 円 0.70 0.66 0.15 386
SP2103 B−SP2103 円 0.66 0.60 0.20 土師器 386
SP2130 B−SP2130 円 0.74 0.72 0.22 386
SP2136 B−SP2136 円 0.40 0.30 0.15 386
SP2139 B−SP2139 円 0.42 0.36 0.40 ＜SD2140 386
SP2153 B−SP2153 円 0.84 0.56 0.44 386
SP3388 B−SP3388 円 0.30 0.26 0.06 386

SB30 SP1993 B−SP1993 円 0.60 0.54 0.34 土師器 386
SP2003 B−SP2003 円 0.56 0.50 0.22 386
SP2006 B−SP2006 円 0.40 0.20 0.12 SB29と共有 386
SP2019 B−SP2019 円 0.58 0.58 0.21 縄文土器 ＜SD2020 386
SP2027 B−SP2027 円 0.32 0.28 0.13 土師器，製塩土器 386
SP2040 B−SP2040 円 0.56 0.48 0.28 386
SP2070 B−SP2070 円 0.48 0.40 0.26 縄文土器 386
SP3362 B−SP3362 円 0.46 0.38 0.15 386
SP3369 B−SP3369 円 0.36 0.32 0.12 386

SB31 SP1836 B−SP1836 円 0.54 0.40 0.19 387
SP1852 B−SK1852 円 0.70 0.66 0.20 土師器 387
SP2048 B−SP2048 円 0.60 0.52 0.37 387
SP2053 B−SP2053 円 0.26 （0.26） 0.29 縄文土器，土師器 387
SP2107 B−SP2107 円 0.70 0.54 0.34 土師器 ＜SD2043 387
SP2113 B−SP2113 円 0.50 0.42 0.19 387
SP2116 B−SP2116 円 0.70 0.56 0.30 387
SP2126 B−SP2126 円 0.58 0.46 0.32 縄文土器 387
SP2669 B−SK2669 円 0.70 0.52 0.25 387
SP2672 B−SP2672 円 0.34 0.32 0.28 387

SB32 SP1840 B−SP1840 円 0.40 0.36 0.22 須恵器（3690），中世土師器 387
SP1842 B−SK1842 楕円 0.80 0.60 0.30 土師器 387
SP2185 B−SP2185 円 0.46 0.40 0.28 387
SP3458 B−SP3458 円 0.70 0.52 0.34 土師器 387
SP3466 B−SP3466 円 0.56 0.40 0.17 387
SP3473 B−SP3473 円 0.50 0.44 0.22 387
SP3478 B−SK3478 楕円 0.78 0.32 0.09 土師器 387
SP3480 B−SK3480 楕円 1.10 0.46 0.06 387

SB33 SP2121 B−SP2121 円 0.40 0.36 0.24 388
SP2170 B−SK2170 円 0.86 0.56 0.32 388
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建物 遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 特記 挿図 写真
図版長さ 幅 深さ

SB33 SP2259 B−SK2259 楕円 1.06 0.68 0.30 土師器 SB34と共有 388
SP2261 B−SK2261 楕円 0.70 0.56 0.15 SB34と共有 388
SP2360 B−SP2360 円 0.50 0.50 0.32 388
SP2366 B−SP2366 円 0.40 0.38 0.30 388
SP2376 B−SP2376 円 0.60 0.38 0.34 土師器 388
SP3092 B−SP3092 円 0.74 0.70 0.50 縄文土器，土師器，須恵器 ＞SP3093（SB34） 388
SP3130 B−SP3130 楕円 0.60 0.30 0.27 土師器 SB34と共有 388

SB34 SP2119 B−SP2119 円 0.54 0.48 0.34 388
SP2171 B−SK2171 円 0.48 （0.32） 0.35 土師器 388
SP2259 B−SK2259 楕円 1.06 0.68 0.30 土師器 SB33と共有 388
SP2261 B−SK2261 楕円 0.70 0.56 0.15 SB33と共有 388
SP2345 B−SP2345 円 0.64 0.56 0.45 土師器 388
SP2351 B−SP2351 円 0.60 0.40 0.25 388
SP2358 B−SP2358 円 0.54 0.36 0.31 土師器 ＞SP3404（SB34） 388
SP2361 B−SP2361 円 0.38 0.32 0.20 縄文土器，土師器 388
SP2367 B−SP2367 円 0.52 0.38 0.14 388
SP2375 B−SP2375 円 0.58 0.52 0.30 土師器 388
SP3093 B−SP3093 円 0.70 （0.43） 0.47 縄文土器，土師器，須恵器 ＜SP3092（SB33） 388
SP3130 B−SP3130 楕円 0.60 0.30 0.27 土師器 SB33と共有 388
SP3404 B−SP3404 円 0.56 （0.26） 0.27 土師器 ＜SP2358（SB34） 388

SB35 SP2264 B−SK2264 円 0.68 0.54 0.20 土師器 389
SP2268 B−SK2268 円 0.70 0.64 0.45 縄文土器 ＞SP3488（SB35） 389
SP2275 B−SP2275 円 0.46 0.34 0.15 389
SP2290 B−SK2290 円 0.56 0.44 0.23 ＜ＳK2289 389
SP2294 B−SP2294 円 0.46 0.44 0.16 389
SP2300 B−SP2300 円 0.60 0.42 0.35 389
SP2305 B−SK2305 楕円 （0.86） 0.56 0.15 389
SP2311 B−SP2311 楕円 0.48 0.22 0.22 389
SP2312 B−SK2312 楕円 （0.74） 0.58 0.46 389
SP3488 B−SK3488 円 0.58 （0.16） 0.20 ＜SP2268（SB35） 389

SB36 SP2468 B−SP2468 円 0.32 0.20 0.18 389
SP2472 B−SP2472 円 0.36 0.34 0.25 389
SP2475 B−SP2475 円 0.40 0.24 0.25 389
SP2556 B−SP2556 円 0.34 0.30 0.31 389
SP2579 B−SP2579 円 0.24 0.22 0.20 389
SP2625 B−SP2625 円 0.30 0.20 0.20 389

SB37 SP4102 A2−SP102 円 0.37 0.30 0.13 弥生土器 390
SP5124 A4−SP124 円 0.25 0.23 0.11 390
SP5126 A4−SP126 円 0.32 0.32 0.21 弥生土器 390

SB38 SP5109 A4−SP109 円 0.37 0.35 0.28 弥生土器 390
SP5112 A4−SP112 円 0.41 0.40 0.28 弥生土器 390
SP5115 A4−SP115 円 0.60 0.56 0.25 390
SP5201 A4−SP201 円 0.32 0.30 − 下層で位置のみ確認 390

SB39 SP5077 A4−SP77 円 0.50 0.37 0.27 390
SP5078 A4−SP78 円 0.47 0.33 0.39 弥生土器，柱 390 182
SP5127 A4−SP127 円 0.44 0.34 0.18 柱（5388） 樹種同定 390
SP5162 A4−SP162 円 0.45 0.43 0.39 弥生土器，柱 390 182
SP5206 A4−SP206 円 0.33 0.12 0.24 柱 390 182
SP5211 A4−SP211 円 0.35 0.32 0.33 柱 390 182

SB40 SP5004 A4−SK04 楕円 0.44 0.30 0.16 391
SP5017 A4−SP17 円 0.24 0.24 0.26 391
SP5020 A4−SP20 円 0.36 0.27 0.20 391
SP5027 A4−SK27 円 0.32 0.30 0.15 391
SP5030 A4−SP30 円 0.37 0.34 0.12 391
SP5036 A4−SP36 円 0.41 0.38 0.12 391

SB41 SP5010 A4−SP10 円 0.31 0.28 0.21 391
SP5011 A4−SP11 円 0.28 0.27 0.17 391
SP5015 A4−SP15 円 0.30 0.30 0.16 391
SP5019 A4−SP19 円 0.50 0.42 0.32 391

SA1 SP28 B−SP28 円 0.42 0.42 0.48 土師器，部材 392
SP38 B−SP38 円 0.34 0.30 0.38 土師器，黒色土器，中世土師器

（3700）
392

SP49 B−SP49 円 0.40 0.38 0.27 土師器 392
SP225 B−SP225 円 0.32 0.30 0.08 ＜SD2 392

SA2 SP53 B−SP53 円 0.40 0.38 0.18 土師器 392
SP61 B−SP61 円 0.54 0.34 0.18 土師器，柱 392
SP74 B−SP74 円 0.54 0.46 0.22 柱（5389） 樹種同定 392 182
SP227 B−SP227 円 0.40 0.32 0.08 392

SA3 SP2011 B−SP2011 円 0.42 0.34 0.24 柱 ＜SD2068，樹種同定，放射性炭
素年代

392 182

SP2069 B−SP2069 円 0.28 0.24 （0.20）土師器，柱 ＜SD2068，樹種同定，放射性炭
素年代

392 182

SP2129 B−SP2129 円 0.40 0.34 0.14 土師器，柱 樹種同定，放射性炭素年代 392 182

第２４表　建物 ･ 柵柱穴一覧（５）
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２５表　溝・自然流路・落ち込み一覧（１）

遺構 旧遺構番号 種類
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細時期 特記 挿図
写真
図版幅 深さ

SD2 B−SD02 溝 0.90～
2.60

0.32 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師
器（3702），珠洲（3704～3709），古瀬戸

（3703），唐津，土錘（3710），折敷，円
形板，石錘，擦石

中世 ＞SP225（SA1）・SD57 393・394 183

SD57 B−SD57 溝 1.00～
3.60

0.31 縄文土器，土師器（3711～3726），須恵
器（3733～3764），中世土師器（3728・
3729），珠洲（3730），中国製白磁（3727），
中国製青磁，土錘（3731・3732），鞴羽
口（5714），木皿（5390），円形板（5391），
楔（5392），ヘラ（5393），刺突具（5394・
5395），棒材（5396・5397），井戸部材か

（5398），曲物，不明部材，板材，原材，
用途不明品，敲石（3467），石錘（3473・
3488），磨製石斧未成品，石剥片

中世 13～14C ＞SE305，＜SD2・SP33
（SB3）・SP36（SB3）・
SE200・303，樹種同定，
種実同定，石材鑑定

393・394・
424

183

SD100 B−SD100 落ち込み − 0.85 多数 弥生時代
～近世

395・396

SD125 B−SD125 溝 0.28～
0.50

0.10 土師器，黒色土器 中世 ＜SP126（SB5・SB6） 397

SD194 B−SD194 溝 0.38～
0.62

0.10 土師器，須恵器，珠洲 中世 13～14C 397

SD203 B−SD203 溝 0.90 0.06 土師器，須恵器，珠洲，石剥片 中世 397

SD204 B−SD204 溝 0.32～
0.62

0.04～
0.20

土師器，須恵器，製塩土器，中世土師器，
珠洲

中世 397

SD284 B−SD284 溝 0.32～
0.48

0.09 縄文土器，土師器，須恵器 古代 ＞SK285 446

SD314 B−SD314 鋤溝 0.44～
0.56

0.05 縄文土器，土師器，黒色土器，製塩土器 古代～中世 397

SD317 B−SD317 鋤溝 0.68 0.07 須恵器 古代～中世 397

SD318 B−SD318 鋤溝 0.40 0.06 古代～中世 397

SD320 B−SD320 鋤溝 0.42 0.06 古代～中世 397

SD323 B−SD323 鋤溝 0.12～
0.40

0.04 古代～中世 397

SD324 B−SD324 鋤溝 0.28～
0.48

0.06 古代～中世 397

SD393 B−SD393 溝 0.88～
1.20

0.79 縄文土器，弥生土器（3772～3775），土
師器（3776～3779），黒色土器，須恵器

（3780～3785），石錘（3487），石核（3529），
擦石，石剥片

弥生時代 中期～ ＜SD433，石材鑑定，
方形周溝墓周溝か

398・399・
447

183

SD420 B−SD420 溝 0.30～
0.52

0.11 縄文土器，土師器 古墳～古代 398・399 183

SD432 B−SD432 溝 0.24 0.06 土師器，須恵器 古墳～古代 398・399 183

SD433 B−SD433 溝 0.24～
0.50

0.13 縄文土器，土師器，須恵器 古墳～古代 ＞SD393 398・399 183

SD451 B−SD451 溝 1.00～
2.76

0.64 縄文土器，弥生土器（3786～3790），土
師器，須恵器，黒色土器，焼土塊，楔形
石器（3515），石錘，石材

弥生時代 中期～ 石材鑑定，
方形周溝墓周溝か

398・399・
447

183

SD475 B−SD475 溝 3.50 0.80 縄文土器，弥生土器（3790），土師器，
石鏃（3438）

弥生時代 中期～ 石材鑑定，
方形周溝墓周溝か

398・399・
447

183

SD1058 B−SD1058 溝 0.96 0.35 縄文土器，土師器，須恵器（3765） 古代 8～9C ＜SK1000 400

SD1059 B−SD1059 溝 0.40～
0.68

0.06 縄文土器 古代 8～9C ＜SK1000 400

SD1092 B−SD1092 溝 0.22～
0.58

0.06 縄文土器，土師器，須恵器，黒色土器 古代 8～9C 400

SD1099 B−SD1099 溝 1.00 0.19 縄文土器，土師器，須恵器（3768） 古代か ＞SD1156 401

SD1117 B−SD1117 溝 0.68～
0.92

0.30 縄文土器，土師器，須恵器（3766・
3767）

古代～中世 398・399

SD1156 B−SD1156 溝 0.24～
1.34

0.21 縄文土器，土師器，須恵器，石錘，磨製
石斧

古代～中世 ＞SI1周溝，＜SD1099 401

SD1166 B−SD1166 溝 0.44～
0.70

0.22 土師器，須恵器 弥生時代 ＞SD2869 401

SD1182 B−SD1182 溝 0.22～
0.52

0.09 土師器，須恵器（3769） 古代～中世 401

SD1185 B−SD1185 溝 0.24～
0.48

0.08 土師器，須恵器（3770・3771） 中世 ＞SI1周溝・SP1216
（SB16）・SP1217（SB16）・
SP2914（SB16）・SP2917

（SB16）

401

SD1202 B−SD1202 溝 0.34～
0.52

0.13 縄文土器，土師器，須恵器 中世 ＞SI1周溝 401

SD1205 B−SD1205 溝 0.30～
0.72

0.15 縄文土器，土師器，打製石斧 弥生時代 401

SD1219 B−SD1219 溝 0.30～
0.54

0.10 土師器，須恵器，石鏃未成品 古代 ＞SI1周溝 402・403

SD1229 B−SD1229 溝 0.30～
1.16

0.08 土師器，須恵器，敲石 古代～中世 402・403

SD1241 B−SD1241 溝 0.20～
0.40

0.08～
0.26

土師器 古代 8～9C ＜SK1000 400



308

第２５表　溝・自然流路・落ち込み一覧（２）

遺構 旧遺構番号 種類
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細時期 特記 挿図
写真
図版幅 深さ

SD1243 B−SD1243 溝 0.40～
0.72

0.35 土師器 古代 8～9C ＞SD2889，＜SK1000 400

SD1245 B−SD1245 溝 0.50～
1.04

0.18 土師器，須恵器 古代～中世 398・399

SD1247 B−SD1247 溝 0.32 0.10 古代～中世 398・399

SD1284 B−SD1284 溝 0.26～
1.02

0.09～
0.13

縄文土器，土師器，須恵器 中世 ＞SP2997（SB20）・
SP3012（SB20），
＜SP1283（SB20）

402・403

SD1312 B−SD1312 溝 0.20～
0.54

0.06～
0.13

土師器，黒色土器 中世 ＞SP2997（SB20）・
SP3111（SB17）

402・403

SD1313 B−SD1313 溝 0.34～
1.24

0.06～
0.11

土師器，須恵器 中世 402・403

SD1420 B−SD1420 溝 0.20～
0.80

0.09～
0.12

縄文土器，土師器 弥生時代 ＞SD2869，＜SP1443
（SB13）・SP1470（SB13）

401

SD1475 B−SD1475 溝 （1.16～
1.40）

0.24 土師器，須恵器，中世土師器（3796），珠洲，
角材，棒材

中世 12C～
15C後半

＜SD1476・SD3059 396

SD1476 B−SD1476 溝 0.82～
2.90

0.47～
1.05

縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器
（3796），珠洲（3797～3799），瀬戸美濃，
越前，中国製青磁（3795），木椀未成品

（5400），網枠（5401），角材，棒材

中世 12C～
15C後半

＞SD1475，樹種同定，
放射性炭素年代

402・403 183

SD1494 B−SD1494 溝 0.24～
0.96

0.13～
0.22

土師器（3791～3793），須恵器（3794） 古代～中世 402・403

SD1778 B−SD1778 落ち込み 0.62～
1.42

0.20 土師器，須恵器，中世土師器，珠洲（3800），
製塩土器，砥石

中世 ＞SE1777 404

SD1820 B−SD1820 溝 0.96～
1.40

0.15～
0.31

縄文土器，土師器，須恵器，製塩土器 古代～中世 ＞SK1979，＜SE1970・
SP1954（SB26）・SP1958

（SB26）

404 183

SD1851 B−SD1851 溝 2.20 0.07 土師器，須恵器 中世 ＞SE1850 434

SD1988 B−SD1988 鋤溝 0.14～
0.48

0.15 土師器 中世後半 ＞SP3359（SB27） 405・406

SD2010 B−SD2010 鋤溝 0.16～
0.40

0.09 縄文土器，土師器 中世後半 405・406

SD2020 B−SD2020 鋤溝 0.18～
0.68

0.09 土師器 中世後半 ＞SP2019（SB30） 405・406

SD2022 B−SD2022 鋤溝 0.28 0.11 縄文土器，土師器，須恵器 中世後半 405・406

SD2037 B−SD2037 鋤溝 0.22～
0.32

0.06 土師器 中世後半 405・406

SD2043 B−SD2043 鋤溝 0.12～
0.22

0.06 中世後半 ＞SP2107（SB31） 405・406

SD2062 B−SD2062 鋤溝 0.36～
0.52

0.11 土師器 中世後半 405・406

SD2068 B−SD2068 鋤溝 0.36～
0.50

0.10 中世後半 ＞SP2011（SA3）・
SP2069（SA3）

405・406

SD2098 B−SD2098 鋤溝 0.20～
0.36

0.13 土師器 中世後半 405・406

SD2099 B−SD2099 鋤溝 0.34～
0.42

0.09 縄文土器 中世後半 405・406

SD2101 B−SD2101 鋤溝 0.32 0.15 縄文土器，土師器 中世後半 405・406

SD2132 B−SD2132 鋤溝 0.20～
0.60

0.13 土師器 中世後半 405・406

SD2133 B−SD2133 鋤溝 0.64～
0.82

0.16 中世後半 405・406

SD2134 B−SD2134 鋤溝 0.34 0.12 縄文土器，土師器 中世後半 405・406

SD2140 B−SD2140 鋤溝 0.80～
0.90

0.11 縄文土器 中世後半 ＞SP2139（SB29） 405・406

SD2144 B−SD2144 鋤溝 0.40～
0.64

0.09 縄文土器，土師器 中世後半 405・406

SD2155 B−SD2155 鋤溝 0.14～
0.34

0.15 土師器 中世後半 405・406

SD2191 B−SD2191 鋤溝 0.22～
0.42

0.09 中世後半 405・406

SD2254 B−SD2254 鋤溝 0.56 0.17 土師器 中世後半 405・406

SD2255 B−SD2255 鋤溝 0.40 0.10 中世後半 405・406

SD2306 B−SD2306 鋤溝 0.16～
0.26

0.15 弥生土器，土師器 中世後半 405・406

SD2317 B−SD2317 鋤溝 0.10～
0.20

0.09 中世後半 405・406

SD2319 B−SD2319 鋤溝 0.16～
0.22

0.20 中世後半 405・406

SD2328 B−SD2328 溝 0.84
～1.18

0.34 弥生土器，須恵器（4528） 古代～中世 ＞SE3508 405・406

SD2341 B−SD2341 鋤溝 0.30 0.10 中世後半 405・406

SD2349 B−SD2349 鋤溝 0.14～
0.50

0.09 縄文土器，土師器 中世後半 405・406

SD2363 B−SD2363 鋤溝 0.22～
0.50

0.06 中世後半 405・406
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２５表　溝・自然流路・落ち込み一覧（３）

遺構 旧遺構番号 種類
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細時期 特記 挿図
写真
図版幅 深さ

SD2608 B−SD2608 鋤溝 0.40 0.15 中世後半 405・406

SD2747 B−SD2747 溝 0.70～
2.36

0.22 縄文土器，土師器 古代 8～9C ＜SK1055・SP2741 400

SD2869 B−SD2869 落ち込み 0.72～
1.92

0.13～
0.16

縄文土器，弥生土器（3801～3803），土
師器，須恵器（3806～3808），黒色土器，
珠洲，製塩土器（3804・3805），土錘（3809），
石錘

弥生時代～ ＜SD1166・SD1420 401

SD2888 B−SD2888 溝 0.20～
0.94

0.08 縄文土器，土師器 古代 ＞SD2889 400

SD2889 B−SD2889 溝 0.30～
0.80

0.05～
1.11

縄文土器，土師器 古代 ＜SD1243・SD2888・
SE1344・SK1000

400

SD2959 B−SD2959 溝 0.84～
0.94

0.25 縄文土器，土師器，須恵器，磨製石斧 弥生時代～ ＜SI3周溝・SK1316 402・403

SD3020 B−SD3020 鋤溝 0.10～
0.40

0.12 土師器 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3026 B−SD3026 鋤溝 0.16～
0.80

0.14 土師器 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3036 B−SD3036 鋤溝 0.20～
0.40

0.10 縄文土器 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3044 B−SD3044 鋤溝 0.18～
0.30

0.07 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3045 B−SD3045 鋤溝 0.18～
0.28

0.05 縄文土器 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3046 B−SD3046 鋤溝 0.20 0.14 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3047 B−SD3047 鋤溝 0.16～
0.32

0.09 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3048 B−SD3048 鋤溝 0.06～
0.30

0.11 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3055 B−SD3055 鋤溝 − 0.10 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3056 B−SD3056 鋤溝 0.12～
0.30

0.10 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3057 B−SD3057 鋤溝 0.18～
0.74

0.13 土師器 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3059 B−SD3059 鋤溝 0.10～
0.28

0.13 土師器 中世後半 15C後半～ ＞SD1475 402・403

SD3060 B−SD3060 鋤溝 0.14～
0.24

0.12 土師器，須恵器 中世後半 15C後半～ 402・403

SD3138 B−SD3138 溝 0.46～
1.76

0.15 縄文土器，土師器，石剥片（3534） 中世 石材鑑定 402・403

SD3224 B−SD3224 溝 0.28～
0.32

0.11 中世 396

SD3248 B−SD3248 溝 0.20～
0.46

0.07 土師器，製塩土器 古代～ 
中世か

396

SD3322 B−SD3322 溝 0.22～
1.56

0.29 縄文土器，土師器 弥生時代～
古代か

404

SD3270 B−SD3270 溝 0.40～
0.18

0.46 ＜SE1789 356

SD4007 A3−SD07 溝 0.69～
1.36

0.06～
0.23

縄文土器，弥生土器，珠洲 中世 ＜SK4028 407・408

SD4026 A3−SD26 溝 0.33～
0.56

0.06～
0.13

縄文土器，珠洲（3810） 中世 ＜SK4028・SD4029 407・408

SD4039 A3−SD39 鋤溝 0.48～
0.55

0.12 中世 407・408

SD4050 A3−SD50 溝 2.73～
4.08

0.39～
0.60

縄文土器，弥生土器，土師器，珠洲（3811），
鞴羽口（5715）

中世 13C前半 SD5105につながる 407・408 184

SD4130 A2−SD130 落ち込み − 0.32 弥生土器（3812～3822），土玉（3823・
3824），石鏃（5641），緑色凝灰岩剥片

弥生時代 後期 ＞SI6・SI7・SI11 409

SD5001 A4−SD01 自然流路（4.26）
～

（13.36）

1.60 弥生土器（3825～3993），土師器，土玉
（3994），紡錘車（3995），杓子（5402），
板材（5403・5409），刳物桶（5404），棒
材（5405・5410～5412・5414），剣形（5406），
弓か網枠か（5407），斧の柄（5408），
不明部材（5409・5416～5426），刺突
具（5413），建築部材（5415），楔形石器

（3516），石核（5655），軽石（5657），砥
石（5661・5672）

弥生時代 後期 珪藻分析，花粉分析，放
射性炭素年代，樹種同定，
年輪年代測定，石材鑑定

410・411 184

SD5052 A4−SD52 鋤溝 0.25～
0.40

0.05 中世 407・408

SD5053 A4−SD53 鋤溝 0.24～
0.50

0.11 弥生土器 中世 407・408

SD5054 A4−SD54 鋤溝 0.11～
0.30

0.06 弥生土器 中世 407・408

SD5056 A4−SD56 鋤溝 0.14～
0.41

0.08 弥生土器 中世 ＜SD5074 407・408

SD5062 A4−SD62 鋤溝 0.21～
0.38

0.10 中世 407・408
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第２５表　溝・自然流路・落ち込み一覧（４）

遺構 旧遺構番号 種類
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細時期 特記 挿図
写真
図版幅 深さ

SD5063 A4−SD63 鋤溝 0.22～
34

0.08 中世 407・408

SD5074 A4−SD74 鋤溝 0.42～
0.85

0.06 弥生土器 中世 ＞SD5056 407・408

SD5080 A4−SD80 溝 0.31～
0.77

0.34 弥生土器（3996～4029・4571），須恵器，
不明部材（5399）

古代～中世 ＞SI10・SD5084，
樹種同定

412 184

SD5081 A4−SD81 鋤溝 0.31～
0.45

0.08 弥生土器 中世 407・408

SD5083 A4−SD83 鋤溝 0.28～
0.36

0.08 弥生土器 中世 407・408

SD5084 A4−SD84 溝 0.10～
0.36

0.07 弥生土器（4030～4032） 中世か ＞SI10，＜SD5080 407・408

SD5099 A4−SD99 溝 0.43～
0.90

0.09 弥生土器（4033） 中世か 407・408

SD5105 A4−SD105 溝 1.22～
1.70

0.18 弥生土器（4034） 中世 SD4050につながる 407・408

SD5152 A4−SD152 落ち込み 2.38～
3.10

0.16 弥生土器，漆器椀，土玉（4035） 中世か ＞SE5151 355

SD5163 A4−SD163 鋤溝 0.12～
0.50

0.08 弥生土器 中世 407・408

SD6001 C−SD01 落ち込み 24.0～
27.4

0.68 縄文土器（3382・3386・3389・3402），
土師器（4051～4080），須恵器（4036～
4050），土錘，置き竈（4081～4086），敲
石（3469），磨製石斧（3498），砥石，小
型仿製鏡（5676）

古墳時代 後期 鉛同位体比分析，
石材鑑定

413～415 186

SD6002 C−SD02 落ち込み 16.60 2.50 縄文土器（3403），土師器（4092～
4106），須恵器（4087～4091），製塩土器，
土製支脚，土錘（4107・4108），磨製石
斧

古墳時代 後期 413・416 186

SD6011 C−SD11 自然流路 7.48 0.96 縄文土器（249・472・3371・3372・3374
～3376・3378・3379・3381・3384・
3387・3388・3394・3396・3413），弥生
土器（4109～4113），土師器（4245～
4249・4255・4256・4258～4270・4286
～4333），須恵器（4114～4244・4271～
4285・4345・4354），製塩土器（4339～
4343），黒色土器（4250～4254・4257）
土錘（4337・4338），置き竈（4334・
4335），土製支脚（4336），弓（5427），
竪杵（5428），弓か網枠か（5429），紡織
具（5430），円形板（5431），用途不明品

（5432・5433），下駄（5434），板材（5435），
棒材（5436），石鏃，石槍（3509），打製
石斧（3448・3450・3452），磨製石斧（3492・
3493），石錘（3475・3481），敲石か，砥
石（3506），石錐（3510・3511），残核（3531），
石剥片（3532・3533），

古墳時代～
古代

樹種同定，
放射性炭素年代，
石材鑑定

417～419 186

SD6012 C−SD12 自然流路 9.08 − 縄文土器（3393・3400・3401・3405～
3407・3410・3411・3414・3415），弥生土器，
土師器（4344），須恵器（4345），磨製石
斧（3499），原材（5437），砥石

古墳時代か 樹種同定，石材鑑定 417～419

SD6019 C−SD19 墳砂か 0.48～
0.90

0.14 土師器，須恵器（4346） 古代か ＞SK6020 463

SD6022 C−SD22 溝 1.25 0.31 縄文土器，土師器（4348），須恵器（4347），
製塩土器（4349），漆器椀（5438）

中世 樹種同定，漆分析 417 186

SD6034 C−SD34 不明 − − 縄文土器（3395），土師器（4350），須恵
器，珠洲，円形板（5439）

樹種同定 417

SD6035 C−SD35 溝 0.36～
1.28

0.16 縄文土器，土師器，須恵器 中世か 417 186

SD6037 C−SD37 溝 0.44～
0.84

0.10 縄文土器，土師器，須恵器 中世 417 186

SD6038 C−SD38 溝 0.54～
3.24

0.36 縄文土器，土師器，須恵器（4221・4351・
4352），土錘（4353）

417 186

SD6039 C−SD39 溝 0.24～
0.68

0.22 縄文土器，土師器，須恵器（4142・4354・
4355），珠洲，石剥片

417

SD6041 C−SD41 自然流路 0.28～
0.48

0.41 縄文土器，土師器，須恵器 417
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２６表　井戸一覧（１）

遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期
詳細
時期

特記 挿図
写真
図版長さ 幅 深さ

SE80 B−SE80 円 1.19 1.19 1.09 縄文土器，土師器，打製石斧 古代～
中世

425

SE90 B−SE90 方 1.52 1.50 1.88 縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，中世土師
器（4356～4365），珠洲（4367），中国製青磁（4366），
井戸部材（5440～5450），曲物，漆器椀（5451），
漆器小皿（5452），箸（5453～5462），円形板（5463），
折敷（5464），種実，打製石斧，砥石，鉄滓（5691
～5694）

中世 12～13Ｃ
前半

樹種同定，種実同定，
漆分析

420・
421

187

SE200 B−SE200 方 1.22 0.96 0.45 土師器，須恵器，中世土師器（4369），珠洲（3709），
井戸部材（5465～5468），編物（5471）

中世 13Ｃ ＞SD57・SE303，
微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

393・
422

187

SE234 B−SE234 楕円 1.55 1.29 1.20 縄文土器，土師器，須恵器 古代～
中世

＜SP230，微細物分析，
樹種同定，種実同定，
昆虫同定

425

SE270 B−SK270 隅丸方 1.13 1.12 0.41 縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，井戸部材
（5469），箸（5470）

中世 樹種同定 423 187

SE277 B−SE277 円 1.28 1.26 1.26 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲 中世 微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

425

SE301 B−SE301 方 1.06 0.96 0.15 縄文土器，土師器，焼土塊，井戸部材，円形板（5472）中世 樹種同定 423 187
SE303 B−SE303 円 1.32 1.30 1.08 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲（4368），鞴羽

口（5716），板材，鉄滓（5695）
中世 13～14Ｃ ＞SD57，＜SE200 425 187

SE305 B−SE305 円 1.12 1.10 0.30 縄文土器，土師器（3724），須恵器，中世土師器
（4370・4371），珠洲，井戸部材（5474～5484），
石錘（3470）

中世 13～14Ｃ ＜SD57，微細物分析，
樹種同定，種実同定，
昆虫同定，石材鑑定

424 187

SE1033 B−SE1033 楕円 2.20 1.60 0.73 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲，漆器椀（5473），
石錘（3474），石器未成品

中世 14～15Ｃ 微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定，
漆分析，石材鑑定

425 189

SE1338 B−SE1338 円 1.96 1.66 1.10 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器（4372～
4374），珠洲（4375），井戸部材，鉄滓（5696）

中世 12～13Ｃ
前半

微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

425 189

SE1344 B−SE1344 方 1.34 1.24 0.50 縄文土器，弥生土器，土師器，製塩土器，井戸部
材（5485～5488），板材，種実

古代 8C後半 微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定，
放射性炭素年代

426 188

SE1600 B−SE1600 楕円 2.50 2.06 1.07 土師器，須恵器，中世土師器（4376），珠洲（4377
～4379），焼土塊，不明部材（5489），角材，棒材，
杭，漆器椀，敲石（3465），砥石，軽石

中世 樹種同定，石材鑑定 427 188

SE1651 B−SE1651 円 2.20 2.09 1.10 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器，珠洲
（4381），製塩土器，井戸部材（5499～5503），箸（5491
～5493），円形板（5497・5498），石剥片

中世 ＜SK1647・SP1650，
微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

428 188

SE1661 B−SE1661 楕円 1.70 1.38 1.33 土師器，須恵器，珠洲（4380），井戸部材（5504
～5507），曲物，漆器小皿（5490），箸（5494・
5495），円形板，竹筒

中世 13～14Ｃ ＞SE2687，樹種同定，
漆分析

429 188

SE1706 B−SK1706 円 1.22 1.08 0.58 須恵器，中世土師器 中世 15～
16Cか

430

SE1777 B−SE1777 円 2.46 2.05 0.92 土師器（4385・4386），須恵器（4382・4383），製
塩土器（4384），珠洲（4387），井戸部材（5508～
5513）

中世 14Ｃ前半 ＜SD1778，樹種同定 431 189

SE1788 B−SE1788 楕円 2.29 1.60 0.88 縄文土器，土師器，須恵器，中国製青磁，曲物，
箸（5496），折敷，獣骨

中世 樹種同定 430 191

SE1789 B−SE1789 楕円 1.56 1.31 1.01 土師器，須恵器，中世土師器（4390～4392），珠
洲（4393～4395），焼土塊，井戸部材（5514～
5518），曲物，折敷（5519・5520），柄（5521），
円形板（5522～5524），用途不明木

中世 13～15Ｃ ＞SD3270，樹種同定 432 189

SE1800 B−SE1800 楕円 1.45 1.27 1.02 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲（4396），曲物
（5525），木椀（5526），箸（5532），板材，角材

中世 14～15Ｃ 微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定，
漆分析

433 189

SE1848 B−SE1848 円 1.07 0.98 0.66 土師器，須恵器，珠洲（4388・4389），瀬戸美濃，
焼土塊，曲物，折敷（5537），板材，角材

中世 13～14Ｃ
前半

微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

433 190

SE1850 B−SE1850 円 1.70 1.70 1.33 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器（4397），
珠洲（4398・4399），越前，土錘，井戸部材（5543
～5549），円形板（5528・5529）

中世 13～14Ｃ ＞SD1851，樹種同定 434 190

SE1946 B−SE1946 楕円 2.53 1.92 0.82 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器，珠洲（4400）中世 微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

430

SE1970 B−SE1970 円 1.70 0.96 0.70 縄文土器，土師器，須恵器 古代～
中世

＞SD1820 430

SE2183 B−SE2183 円 1.94 1.10 0.55 古代～
中世

435

SE2200 B−SE2200 円 1.50 1.44 1.50 結桶（5536），板材 近代 微細物分析，樹種同定，
種実同定，昆虫同定

436 190

SE2245 B−SE2245 不整 2.02 1.73 0.77 縄文土器，土師器，中世土師器（4401），曲物（5550・
5551）

中世 13～14Ｃ ＜SK2246，樹種同定 437 190

SE2396 B−SE2396 楕円 2.20 1.80 0.95 土師器，須恵器，中世土師器（4402），珠洲（4403）中世 12Ｃ後半
～13Ｃ

435 191

SE2617 B−SE2617 楕円 1.52 1.16 0.82 土師器 古代～
中世

438

SE2618 B−SE2618 円 1.62 1.44 0.57 土師器，須恵器 古代～
中世

438

SE2687 B−SE2687 楕円 2.28 1.60 0.67 土師器，須恵器，中世土師器（4404～4406），珠
洲（4408～4410），中国製青磁（4407），焼土塊，
井戸部材（5552～5556），漆器椀（5527），折敷（5538・
5539），不明部材

中世 12Ｃ後半
～15Ｃ

＜SE1661，樹種同定，
漆分析

439 191

SE3058 B−SK3058 楕円 1.66 1.15 0.65 縄文土器，土師器（4411），鞴羽口（5718），井戸
部材

古代～
中世

438

SE3113 B−SK3113 楕円 1.75 1.41 0.60 土師器，須恵器，井戸部材 古代～
中世

＜SK1345・SK1346 440・
450

191

SE3508 B−SK3508 不整 2.17 1.41 0.75 古代～
中世

＜SD2328 435
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第２６表　井戸一覧（２）

遺構 旧遺構番号 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期
詳細
時期

特記 挿図
写真
図版長さ 幅 深さ

SE4006 A3−SE06 円 1.37 1.34 0.51 縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，珠洲，瓦
質土器，近世陶器，井戸部材（5557～5560），円
形板（5530），刳物匙（5531），箸（5533～5535），
棒材（5540），板材，種実，銭（5734），鉄滓

中世 樹種同定 440 191

SE4008 A3−SE08 円 1.31 （1.26） 0.88 縄文土器，弥生土器，土師器，中世土師器（4412），
珠洲（4413・4414），角材，板材，種実，砥石（5666），
被熱礫，鉄滓（5697）

中世 12Ｃ後半
～13Ｃ前
半

石材鑑定 441 191

SE5032 A4−SE32 円 1.45 1.28 0.44 弥生土器，土師器，珠洲，曲物 中世 樹種同定 442 191
SE5033 A4−SK33 円 1.44 1.42 0.38 土師器（4417），須恵器，珠洲（4418），中国製白

磁（4416），井戸部材
中世 11Ｃ後半

～14Ｃ
＞SE5034，
年輪年代測定

442

SE5034 A4−SE34 不整 2.46 1.30 0.48 弥生土器，黒色土器（4415），井戸部材，被熱礫 古代 ＜SE5033，
年輪年代測定

442 192

SE5046 A4−SE46 円 1.40 1.40 0.35 須恵器，中世土師器，焼土塊 中世 438 192
SE5119 A4−SE119 円 1.40 1.27 0.32 弥生土器 中世か 438
SE5151 A4−SE151 円 1.61 1.51 0.98 弥生土器（4419～4422），土玉（4423・4424），刳

物桶（5565・5566），木製容器（5541），蔓（5567），
編物（5568），棒材

弥生時代 後期後半 ＜SD5152，珪藻分析，
花粉分析，樹種同定，
放射性炭素年代

443 192

SE5216 A4−SE01 円 1.20 1.10 0.49 弥生土器，中世土師器，珠洲，井戸部材（5561～
5564），不明部材（5542）

中世 樹種同定 441 192

第２７表　土坑・柱穴一覧（１）

遺構 旧遺構番号 種類 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細
時期 特記 挿図 写真

図版長さ 幅 深さ
SK26 B−SK26 土坑 円 1.28 1.16 0.70 土師器，須恵器 古代～

中世
444 193

SK56 B−SK56 土坑 楕円 2.55 2.20 0.10 縄文土器，土師器，須恵器（4426），下駄（5569） 古代～
近世

＞SK101，樹種同定 444

SK59 B−SP59 土坑 円 0.34 0.32 0.25 土師器，中世土師器（4427・4428） 中世 13～14C 444
SK70 B−SK70 土坑 長方 1.29 0.92 0.12 縄文土器，土師器，木枠（5570～5573） 中世 ＞SK71・SK102，

樹種同定
445 193

SK71 B−SK71 土坑 円 1.04 （0.74） 0.28 縄文土器，土師器，黒色土器，中世土師器（4429），
製塩土器

中世 13C ＜SK70 445 193

SK101 B−SK101 土坑 楕円 2.80 0.82 0.32 弥生土器，土師器，須恵器（4426・4855） 古代～
中世

＜SK56 444

SK102 B−SK102 土坑 円 0.62 0.59 0.20 縄文土器，土師器，板材，柱 古代～
中世

＜SK70 445 193

SP109 B−SP109 柱穴 楕円 0.43 0.31 0.26 土師器，柱（5610） 古代～
中世

樹種同定 464

SK119 B−SP119 土抗 円 0.20 0.16 0.07 土師器 中世 ＞SP120（SB5） 372
SP187 B−SP187 柱穴 円 0.32 0.26 0.20 土師器 中世 ＞SP188（SB7） 373
SK206 B−SP206 土抗 円 0.28 0.28 0.17 土師器，須恵器（4430），中世土師器，鞴羽口（5717）中世 444
SP230 B−SP230 柱穴 円 0.30 0.28 0.42 古代～

中世
＞SE234 425

SP246 B−SP246 柱穴 円 1.02 0.74 0.29 縄文土器，土師器 中世 ＜SP245（SB2） 371
SP262 B−SP262 柱穴 円 0.32 0.26 0.19 土師器，柱（5611） 古代～

中世
樹種同定 464

SK263 B−SK263 土坑 円 0.92 0.84 0.26 土師器 古代～
中世

444

SK285 B−SK285 土坑 円 1.24 （1.00） 0.33 縄文土器，土師器，焼土塊 古代～
中世

＜SD284・SK300 446

SP290 B−SP290 柱穴 円 0.22 0.18 0.08 縄文土器（3416），弥生土器，土師器 中世 393
SK300 B−SK300 土坑 円 2.33 2.11 0.65 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲，土製円盤，箸

（5579～5589），棒材（5590～5594），円形板（5595），
板材，用途不明木，角材，竹，石剥片

中世 ＞SK285，微細物分析，
種実同定，樹種同定，
昆虫同定，

446 193

SK371 B−SP371 土坑 楕円 0.42 0.28 0.31 土師器，中世土師器（4431・4432） 中世 13～14C 444
SK381 B−SK381 土坑 瓢箪 1.16 0.68 0.40 縄文土器，土師器 古代か 446
SK394 B−SK394 土坑 円 2.00 1.60 0.32 縄文土器，土師器（4433），須恵器（4434），磨製

石斧（3502）
古代か 石材鑑定 446

SK468 B−SK468 土坑 不整 4.6 3.32 0.50 縄文土器（3391），弥生土器（4436～4456），土師器，
焼土塊，磨製石斧，磨石か，石剥片，刀（5677）

弥生時代 中期～ 方形周溝墓主体部か，
繊維同定

447・
448

193

SK484 B−SP484 土坑 楕円 1.31 0.56 0.15 土師器（4461～4466），須恵器（4460） 古代 8C 445 193
SK503 B−SK503 土坑 円 1.10 0.88 0.15 弥生土器，土師器，磨製石剣（5640） 弥生時代 中期～ 石材鑑定 446・

447
193

SK1000 B−SK1000 土坑 不整 7.59 3.67 1.19 縄文土器，土師器（4477），須恵器（4468～
4476），珠洲（4478～4484），円形板（5574），
用途不明木，石錘（3486），砥石，磨製石斧，
敲石，石剥片

中世 13～14C ＞SD1058・SD1059・
SD1241・SD1243・
SD2889，樹種同定，
石材鑑定

449 194

SK1012 B−SK1012 土坑 円 0.80 0.80 0.45 弥生土器，土師器，種実 弥生時代
～中世

＜SK1013，種実同定 450

SK1013 B−SP1013 土坑 円 0.30 0.30 0.16 縄文土器 弥生時代
～中世

＞SK1012 450

SP1022 B−SP1022 柱穴 楕円 0.46 0.28 0.16 縄文土器，柱（5612） 弥生時代
～中世

樹種同定 464

SP1023 B−SP1023 柱穴 円 0.32 0.30 0.10 縄文土器，土師器，柱（5613），石剥片 弥生時代
～中世

樹種同定 464

SK1025 B−SK1025 土坑 不整 1.28 0.92 0.08 縄文土器，土師器，珠洲（4435），円形板（5575），
板材，棒材

中世 樹種同定 445 194

SK1035 B−SP1035 土抗 円 0.56 0.48 0.20 土師器 古代～
中世

＞SP2718（SB11） 375

SK1038 B−SK1038 土坑 円 0.47 0.42 0.12 土師器，板材（5601～5606），角材 古代～
中世

樹種同定 451 194

SK1052 B−SP1052 土抗 円 0.56 （0.30） 0.11 古代～
中世

＞SP2740（SB11） 375
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第２７表　土坑・柱穴一覧（２）

遺構 旧遺構番号 種類 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細
時期 特記 挿図 写真

図版長さ 幅 深さ
SK1055 B−SK1055 土坑 円 2.16 2.05 0.46 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器（4457），

珠洲（4458・4459・4483），焼土塊，脚（5576），
折敷（5596・5597）

中世 12C後半～
13C前半

＞SD2747，微細物分析，
種実同定，樹種同定，
昆虫同定

452 194

SK1056 B−SK1056 土坑 円 0.91 0.81 0.17 縄文土器，土師器，須恵器，木椀（5577），木椀
未成品，棒材，種実

中世 種実同定，樹種同定 451 194

SK1061 B−SP1061 土抗 円 0.42 0.40 0.20 縄文土器，土師器，種実 古代～
中世

種実同定 450

SK1066 B−SP1066 土抗 円 0.60 0.53 0.12 縄文土器，土師器，須恵器，種実 古代～
中世

種実同定 450

SK1119 B−SK1119 土坑 円 0.53 0.52 0.44 珠洲（4467） 中世 14C前半 451 194
SP1128 B−SP1128 柱穴 円 0.26 0.25 0.18 土師器，柱（5614） 弥生時代

～中世
樹種同定 464

SP1134 B−SP1134 柱穴 円 0.32 0.24 0.20 柱（5617） 弥生時代
～中世

樹種同定 464

SK1200 B−SK1200 土坑 円 2.12 1.98 0.67 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲 中世 ＞SP3105（SB14） 450 194
SP1244 B−SP1244 柱穴 円 0.32 0.30 0.30 柱（5615） 弥生時代

～中世
樹種同定 464

SK1254 B−SP1254 土抗 円 0.50 0.44 0.37 弥生時代
～中世

395

SK1316 B−SK1316 土坑 円 1.02 0.84 0.10 縄文土器，土師器，土錘（4425） 弥生時代
～中世

＞SD2959 450

SK1345 B−SK1345 土坑 不整 3.26 （2.33） 0.35 土師器，須恵器 古代～
中世

＜SK1346，＞SE3113 450 195

SK1346 B−SK1346 土坑 不整 3.32 0.50 0.10 古代～
中世

＞SK1345・SE3113 450

SP1382 B−SP1382 柱穴 円 0.29 0.29 0.14 土師器，須恵器，柱（5618） 古代～
中世

樹種同定 464

SP1383 B−SP1383 柱穴 円 0.24 0.23 0.16 柱（5619） 古代～
中世か

樹種同定 464

SK1397 B−SP1397 土坑 円 0.30 0.28 0.17 種実 種実同定 450
SK1483 B−SP1483 土坑 円 0.44 0.30 0.33 土師器，敲石（3466） 弥生時代

～中世
石材鑑定 450

SP1487 B−SP1487 柱穴 楕円 （0.57） 0.30 0.34 柱（5620） 弥生時代
～中世

＞SK1488，樹種同定 465

SK1488 B−SK1488 土坑 不整 （1.66）（1.60） 0.38 弥生時代
～中世

＜SP1487 396

SP1510 B−SP1510 柱穴 円 0.44 0.34 0.15 縄文土器，土師器，柱（5621） 弥生時代
～中世

樹種同定 465

SP1513 B−SP1513 柱穴 円 0.46 0.46 0.17 柱（5622） 弥生時代
～中世

樹種同定 465

SP1516 B−SP1516 柱穴 円 0.37 0.30 0.16 土師器，柱（5623） 古代～
中世

樹種同定 465

SP1522 B−SP1522 柱穴 円 0.47 0.42 0.21 柱（5616） 弥生時代
～中世

樹種同定 465

SK1525 B−SK1525 土坑 楕円 0.78 0.66 0.35 縄文土器（3420），土製円盤，漆器鉢（5578） 中世 14～15C 樹種同定，漆分析 450
SK1529 B−SK1529 土坑 円 2.40 2.39 0.54 土師器（4486～4488），須恵器（4485・4490），

中世土師器（4489），石錘，敲石
中世 13C 微細物分析，種実同定，

樹種同定
453 195

SK1543 B−SK1543 土坑 楕円 1.58 1.38 0.42 弥生時代
～中世

453

SP1598 B−SP1598 柱穴 円 0.28 0.27 0.17 柱（5624） 弥生時代
～中世

樹種同定 465

SK1601 B−SK1601 土坑 不整 1.10 0.77 0.28 棒材（5599），柱，角材 弥生時代
～中世

樹種同定 451 195

SP1636 B−SP1636 柱穴 楕円 0.70 0.42 0.16 土師器，柱（5625），礎板 弥生時代
～中世

樹種同定 465

SK1647 B−SK1647 土坑 楕円 1.06 0.84 0.21 土師器 弥生時代
～中世

＞SE1651 402

SP1650 B−SP1650 柱穴 円 0.34 0.29 0.23 土師器，柱（5626） 弥生時代
～中世

＞SE1651，樹種同定 428

SK1666 B−SK1666 土坑 円 3.15 2.76 0.53 土師器，須恵器，製塩土器，棒材（5600） 古代～
中世

樹種同定 453 195

SP1680 B−SK1680 柱穴 円 0.48 0.35 0.26 土師器，柱 古代～
中世

＞SK1681 451

SK1681 B−SK1681 土坑 不整 1.29 0.97 0.34 土師器，須恵器，柱（5607），板材 古代～
中世

＜SP1680，樹種同定 451 195

SK1786 B−SP1786 土坑 円 0.56 0.50 0.10 土師器，黒色土器，刀子（5678） 古代～
中世

＞SP3254 454

SP1793 B−SP1793 柱穴 円 0.54 0.46 0.25 土師器，須恵器，柱（5627） 古代～
中世

樹種同定 465

SK1818 B−SK1818 土坑 楕円 3.02 2.60 0.54 縄文土器，土師器，須恵器，中世土師器（4491），
珠洲，柱（5608），板材，砥石

中世 13～14C 樹種同定 454 195

SP1830 B−SP1830 柱穴 円 0.33 0.33 0.25 須恵器，柱（5630） 古代～
中世

樹種同定 465

SP1974 B−SP1974 柱穴 不整 0.78 0.73 0.25 縄文土器，土師器，柱，砥石（3507） 弥生時代
～中世

石材鑑定 466

SK1979 B−SK1979 土坑 楕円 1.48 （1.14） 0.42 土師器，須恵器 古代～
中世

＜SD1820 454

SK1980 B−SK1980 土坑 円 1.58 1.41 0.48 土師器，須恵器，珠洲（4492～4494） 中世 12C後半～
13C初頭

454

SP2063 B−SP2063 柱穴 円 0.54 0.52 0.30 405・
406

SK2077 B−SX2077 土坑 不整 7.75 4.78 1.46 縄文土器，弥生土器，土師器（4497～4509），
須恵器（4510～4529），紡錘車（5679）

古代 8C前～中
葉

455・
456

195

SK2246 B−SK2246 土坑 円 1.80 1.66 0.40 土師器，須恵器，珠洲（4530），鉄滓（5698） 中世 ＞SE2245 457
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第２７表　土坑・柱穴一覧（３）

遺構 旧遺構番号 種類 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 詳細
時期 特記 挿図 写真

図版長さ 幅 深さ
SK2289 B−SP2289 土抗 円 （0.20） 0.18 0.11 中世か ＞SP2290（SB35） 389
SK2297 B−SK2297 土坑 楕円 0.90 0.62 0.20 縄文土器，弥生土器（4531・4532） 弥生時代 後期 457
SP2595 B−SP2595 柱穴 円 0.41 0.27 0.24 柱（5628） 古代～

中世か
樹種同定 466

SP2596 B−SP2596 柱穴 円 0.30 0.26 0.12 柱（5631） 古代～
中世か

樹種同定 466

SP2597 B−SP2597 柱穴 円 0.33 0.33 0.48 柱（5632） 古代～
中世

＞SP2598，樹種同定 466

SP2598 B−SP2598 柱穴 円 0.31 （0.26） 0.41 土師器，須恵器 古代～
中世

＜SP2597 466

SK2606 B−SK2606 土坑 楕円 1.16 0.82 0.38 土師器，中世土師器（4495・4496） 中世 12～13C 457
SK2647 B−SK2647 土坑 円 1.90 （1.42） 0.51 中世土師器（4533） 中世 13～14C 457
SP2737 B−SP2737 柱穴 楕円 0.53 0.29 0.36 柱（5629） 弥生時代

～中世
樹種同定 466

SP2741 B−SP2741 柱穴 円 0.44 0.40 0.16 柱（5633） 弥生時代
～中世

樹種同定，
＜SD2747

466

SK2883 B−SP2883 土抗 円 0.70 （0.60） 0.32 縄文土器，土師器，土偶（3429），磨製石斧 401
SP2938 B−SP2938 柱穴 円 0.36 0.33 0.12 須恵器，柱（5634） 古代～

中世
樹種同定 466

SK3074 B−SK3074 土坑 隅丸方 1.65 1.64 0.19 縄文土器，土師器，須恵器，珠洲，中国製白磁
（4534），折敷（5598）

中世 11C後半～
12C前半

樹種同定 457

SK3239 B−SP3239 土抗 円 0.73 0.62 0.20 縄文土器，土師器，礎板 古代～
中世

457

SP3254 B−SP3254 柱穴 円 0.42 （0.40） 0.19 柱 弥生時代
～中世

＜SK1786 454

SP3260 B−SP3260 柱穴 円 0.43 0.30 0.24 柱（5635） 弥生時代
～中世

樹種同定 466

SK3273 B−SP3273 土抗 円 0.55 0.54 0.22 土師器 弥生時代
～中世

＜SP3274 466

SP3274 B−SP3274 柱穴 円 0.34 0.33 0.26 土師器，須恵器，柱（5636） 古代～
中世

＞SK3273，樹種同定 466

SK3415 B−SK3415 土坑 円 1.14 1.00 0.50 縄文土器，土師器，土製円盤 古代～
中世

457

SK4003 A3−SK03 土坑 円 1.00 0.90 0.23 弥生土器，土師器 弥生時代
～中世

458

SK4009 A3−SK09 土坑 不整 1.72 0.90 0.15 弥生時代
～中世

458

SK4028 A3−SK28 土坑 不整 3.19 2.27 0.57 弥生土器 弥生時代
～中世

＞SD4007・SD4026 458 196

SK4029 A3−SK29 土坑 不整 3.82 2.74 0.38～
0.41

弥生土器，土師器，中世土師器（4535～4537），
珠洲

中世 13～14C ＞SD4026 459 196

SK4043 A3−SP43 土坑 円 0.55 0.55 0.39 弥生時代
～中世

＞SK4044 458

SK4044 A3−SK44 土坑 円 1.29 1.08 0.09 弥生土器，土師器 古代～
中世

＜SK4043 458

SK4066 A3−SK66 土坑 楕円 1.62 1.10 0.21 縄文土器，弥生土器，土師器 古代～
中世

459

SK4123 A2−SK123 土坑 瓢箪 1.40 0.71 0.23 弥生土器（4538～4540），紡錘車（4541） 弥生時代 後期 460 196
SK4147 A2−SK147 土坑 楕円 1.12 0.75 0.29 弥生土器 弥生時代 459
SK4150 A2−SK150 土坑 不整 2.24 1.22 0.22 弥生土器（4542），軽石 弥生時代 後期 460 196
SK4151 A2−SK151 土坑 楕円 1.57 1.09 0.18 弥生土器（4543・4544） 弥生時代 後期 460 196
SK4154 A2−SK154 土坑 楕円 1.85 1.38 0.30 弥生土器（4545・4546） 弥生時代 後期～ 459
SK4155 A2−SK155 土坑 長方 1.50 0.97 0.14 弥生土器 弥生時代 461
SK5008 A4−SK08 土坑 円 2.18 1.93 0.31 弥生土器，須恵器 古代～

中世
461 196

SK5047 A4−SK47 土坑 楕円 2.30 1.78 0.49 土師器 古代～
中世

461 196

SK5085 A4−SK85 土坑 楕円 1.15 0.95 0.15 弥生土器 弥生時代 ＞SI10 461
SK5133 A4−SK133 土坑 長楕円 0.70 0.45 0.17 弥生土器，砥石（5659） 弥生時代 後期 石材鑑定 355
SK5164 A4−SK164 土坑 楕円 2.04 1.38 0.34 弥生土器，須恵器，古瀬戸（4547） 中世 ＞SH2・3 461 196
SK5166 A4−SK166 土坑 楕円 2.40 1.40 0.28 弥生土器（4548～4555・4559～4572），土玉（4556），

棒材，不明部材
弥生時代 後期 ＞SH2 462 196

SK5167 A4−SK167 土坑 楕円 2.18 1.38 0.10 弥生土器（4573～4585），土鈴（4586），棒材，
不明部材，擦石（3464）

弥生時代 後期 石材鑑定，
放射性炭素年代

462 196

SK6007 C−SK07 土坑 円 0.72 0.53 0.28 土師器（4557） 古墳 413
SP6013 C−SP13 柱穴 円 0.56 0.48 0.26 柱 古代～

中世
417

SP6014 C−SP14 柱穴 円 0.54 0.54 0.33 柱 古代～
中世

417

SP6015 C−SP15 柱穴 円 0.52 0.48 0.22 柱（5609） 古代～
中世

樹種同定 463

SK6018 C−SK18 土坑 楕円 1.95 1.30 0.45 土師器（4558） 古代 平安 ＜SK6020 463
SK6020 C−SD20 土坑 不整 2.60 1.58 0.67 縄文土器か，土師器 ＞SK6018，＜SD6019 463
SK6023 C−SK23 土坑 円 0.80 0.70 0.59 土師器，須恵器 中世 463 186
SK6024 C−SK24 土坑 円 1.08 1.08 0.86 土師器 中世 463 186
SK6025 C−SK25 土坑 円 0.68 0.68 0.51 珠洲 中世 463 186
SK6030 C−SK30 土坑 円 0.52 0.48 0.49 土師器，須恵器，中世土師器 中世か 463
SK6040 C−SK40 土坑 方 1.64 1.08 0.57 縄文土器，土師器 463 186
SK6042 C−SK42 土坑 円 1.06 0.84 0.99 土師器 463 186
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土

の
特

徴
釉

色
調

釉
薬

備
考

口
径

器
高

底
径

46
7

35
35

21
7

SI
4壁

溝
X

20
2Y

76
弥

生
土

器
高

杯
有

段
24

.7
弥

生
後

期
10

Y
R

8/
4

浅
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
35

36
21

7
SI

6周
溝

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

16
.0

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

3
に

ぶ
い

褐
色

砂
粒

･骨
針

35
37

21
7

SI
6周

溝
X

24
6Y

82
弥

生
土

器
甕

平
縁

18
.5

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

38
21

7
SI

6周
堤

X
24

6Y
81

弥
生

土
器

甕
平

縁
18

.9
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

35
39

21
7

SI
6排

水
溝

X
25

0Y
84

　
X

25
0Y

86
弥

生
土

器
甕

平
縁

17
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

40
21

7
SI

6周
溝

X
24

4Y
81

弥
生

土
器

甕
平

縁
16

.7
弥

生
後

期
後

半
～

終
末

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
41

21
7

SI
6周

溝
X

24
4Y

81
弥

生
土

器
甕

有
段

19
.2

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

42
21

7
SI

6周
溝

X
25

0Y
82

弥
生

土
器

甕
有

段
18

.0
弥

生
後

期
後

半
～

終
末

期
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

35
43

19
7

SI
6周

溝
X

25
0Y

81
　

№
1

弥
生

土
器

甕
有

稜
17

.7
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

　
35

44
21

7
SI

6周
溝

X
25

0Y
81

弥
生

土
器

甕
長

軸
3.

8 
短

軸
3.

4
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

35
45

21
7

SI
6周

溝
X

24
5Y

82
　

X
24

5Y
83

弥
生

土
器

壺
長

頸
11

.0
弥

生
後

期
後

半
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
46

21
7

SI
6排

水
溝

　
SD

50
01

X
25

0Y
84

　
X

25
0Y

86
　

X
25

6Y
87

X
25

0Y
84

　
8層

　
X

25
2Y

84
　

8層
X

25
2Y

87
　

14
層

　

弥
生

土
器

壺
10

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

3/
2

黒
褐

色
砂

粒
･骨

針

35
47

21
7

SI
6周

溝
X

24
5Y

81
弥

生
土

器
鉢

擬
凹

線
17

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

8/
3

浅
黄

橙
色

砂
粒

35
48

21
7

SI
6周

溝
X

24
7Y

83
弥

生
土

器
鉢

擬
凹

線
20

.0
弥

生
後

期
後

半
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

35
49

21
7

SI
6周

溝
X

24
5Y

81
　

X
24

5Y
82

弥
生

土
器

鉢
有

段
19

.0
8.

8
2.

9
弥

生
後

期
後

半
10

Y
R

8/
3

浅
黄

橙
色

砂
粒

35
50

21
7

SI
6周

溝
X

24
5Y

82
弥

生
土

器
器

台
擬

凹
線

21
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
外

面
赤

彩
　

円
形

浮
文

3個
残

存
35

51
21

7
SI

6周
溝

X
24

4Y
81

弥
生

土
器

高
杯

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･骨

針
内

面
赤

彩
36

3・
46

7
35

52
19

7
SI

6屋
内

部
№

12
3

弥
生

土
器

高
杯

拡
張

有
段

23
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
35

53
21

7
SI

6周
溝

№
22

弥
生

土
器

高
杯

拡
張

有
段

27
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

46
7

35
54

21
7

SI
6排

水
溝

X
25

0Y
80

弥
生

土
器

高
杯

か
14

.5
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

外
面

赤
彩

35
55

21
8

SI
8

弥
生

土
器

甕
付

加
状

16
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

56
21

8
SI

8
X

25
5Y

79
弥

生
土

器
甕

丸
縁

15
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
35

57
21

8
SI

8
X

25
5Y

79
弥

生
土

器
壺

擬
凹

線
15

.6
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

36
3・

46
7

35
58

21
8

SI
6周

溝
№

3
弥

生
土

器
壺

11
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針

46
7

35
59

21
8

SI
8

X
25

5Y
79

弥
生

土
器

壺
小

型
　

8.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

3・
46

7
35

60
19

7
SI

6周
溝

№
4

弥
生

土
器

壺
長

頸
　

13
.3

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
突

起
あ

り

46
7

35
61

21
8

SI
8

X
25

5Y
79

　
X

25
6Y

79
弥

生
土

器
6.

0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
62

19
7

SI
8

X
25

3Y
80

弥
生

土
器

鉢
無

頸
10

.2
6.

3
3.

5
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
63

21
8

SI
8

X
25

3Y
80

弥
生

土
器

器
台

擬
凹

線
23

.8
弥

生
後

期
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
内

外
面

赤
彩

35
64

21
8

SI
8

弥
生

土
器

高
杯

鉢
形

12
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
35

65
21

8
SI

8
弥

生
土

器
高

杯
か

　
器

台
15

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

透
孔

1個
残

存

36
7・

46
7

35
66

17
8・

19
7

SI
8

X
25

1Y
78

　
№

1
弥

生
土

器
高

杯
拡

張
有

段
28

.6
19

.0
16

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

透
孔

脚
裾

有
段

部
2個

1対
3箇

所
，

脚
裾

上
部

2個
1対

2箇
所

と
1個

1
箇

所
46

8
35

67
21

8
SI

7
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
17

.0
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
3

に
ぶ

い
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

6・
46

8
35

68
19

7
SI

7屋
内

部
№

67
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
16

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
　

35
69

19
7

SI
7壁

溝
№

11
5

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

17
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

4
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

70
21

8
SI

7周
溝

№
3

弥
生

土
器

甕
有

段
15

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

35
71

21
8

SI
7屋

内
部

№
39

弥
生

土
器

甕
有

段
19

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

ス
ス

付
着

35
72

21
8

SI
7周

溝
№

1
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

46
8

35
73

21
8

SI
7屋

内
部

№
95

弥
生

土
器

甕
有

段
16

.3
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

6・
46

8
35

74
21

8
SI

7周
溝

№
17

6
弥

生
土

器
甕

有
段

18
.0

弥
生

後
期

後
半

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

75
21

8
SI

7周
溝

X
25

2Y
79

　
№

18
5・

18
6

弥
生

土
器

甕
有

段
31

.4
弥

生
後

期
後

半
7.

5Y
R

5/
6

明
褐

色
砂

粒
･骨

針
35

76
21

9
SI

7周
溝

№
17

5・
17

6
弥

生
土

器
甕

有
段

16
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
35

77
21

9
SI

7屋
内

部
№

57
弥

生
土

器
甕

有
段

20
.7

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
35

78
21

9
SI

7周
溝

№
12

0
弥

生
土

器
甕

受
口

14
.8

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

6
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
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挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
46

8
35

79
21

9
SI

7
弥

生
土

器
甕

平
縁

15
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

6・
46

8
35

80
21

9
SI

7周
堤

№
10

弥
生

土
器

甕
付

加
状

16
.7

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

4
に

ぶ
い

褐
色

砂
粒

･骨
針

46
8

35
81

21
9

SI
7屋

内
部

№
99

弥
生

土
器

甕
付

加
状

17
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

6・
46

8
35

82
21

9
SI

7屋
内

部
№

17
弥

生
土

器
小

型
甕

有
段

15
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
35

83
21

9
SI

7周
溝

№
2

弥
生

土
器

甕
3.

7
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
84

21
9

SI
7−

P
2

№
40

弥
生

土
器

甕
4.

0
弥

生
後

期
7.

5Y
R

5/
4

に
ぶ

い
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
35

85
21

9
SI

7−
P
1

№
73

弥
生

土
器

甕
3.

8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
86

21
9

SI
7周

溝
外

№
15

1
弥

生
土

器
甕

4.
5

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

4
に

ぶ
い

褐
色

砂
粒

･骨
針

35
87

21
9

SI
7屋

内
部

№
37

弥
生

土
器

甕
3.

8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

46
8

35
88

19
8

SI
7炉

弥
生

土
器

壺
長

頸
9.

4
弥

生
後

期
後

半
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

ス
ス

付
着

35
89

21
9

SI
7周

溝
№

11
弥

生
土

器
壺

長
頸

14
.0

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

6
明

褐
色

砂
粒

･骨
針

36
6・

46
8

35
90

21
9

SI
7周

溝
外

№
15

5
弥

生
土

器
壺

10
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
35

91
19

7
SI

7壁
溝

№
78

弥
生

土
器

壺
有

段
短

頸
13

.3
弥

生
後

期
後

半
7.

5Y
R

5/
6

明
褐

色
骨

針
46

8
35

92
21

9
SI

7排
水

溝
X

25
3Y

83
弥

生
土

器
壺

無
頸

9.
2

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

6・
46

8
35

93
21

9
SI

7−
K

1
№

59
弥

生
土

器
壺

擬
凹

線
23

.5
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

35
94

21
9

SI
7壁

溝
№

80
・

81
弥

生
土

器
壺

43
.6

弥
生

後
期

～
10

Y
R

5/
6

黄
褐

色
骨

針
46

8
35

95
21

9
SI

7
弥

生
土

器
壺

擬
凹

線
　

台
付

10
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針

36
6・

46
8

35
96

19
8

SI
7周

溝
№

14
4

弥
生

土
器

台
付

壺
弥

生
後

期
後

半
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

外
面

赤
彩

35
97

21
9

SI
7周

溝
№

14
9

弥
生

土
器

壺
4.

2
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

35
98

21
9

SI
7壁

溝
№

53
弥

生
土

器
壺

5.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
36

6・
46

9
35

99
22

0
SI

7屋
内

部
　

 
壁

溝
№

11
・

14
・

18
・

44
・

57
・

66
・

10
0・

10
5・

11
4・

11
9・

12
7

弥
生

土
器

壺
10

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
4

に
ぶ

い
黄

褐
色

赤
色

粒
･骨

針

36
00

22
0

SI
7−

P
1

№
54

弥
生

土
器

器
台

擬
凹

線
17

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

46
9

36
01

22
0

SI
7

弥
生

土
器

器
台

擬
凹

線
19

.3
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･骨

針
36

6・
46

9
36

02
19

8
SI

7周
溝

№
12

1
弥

生
土

器
器

台
擬

凹
線

22
.3

17
.6

16
.4

弥
生

後
期

後
半

10
Y

R
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
外

面
赤

彩
　

通
孔

4箇
所

36
03

22
0

SI
7−

P
2

№
19

弥
生

土
器

器
台

（
23

.3
）

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
36

04
21

1
SI

7−
P
1

№
72

弥
生

土
器

蓋
有

鈕
12

.9
つ

ま
み

径 4.
8

4.
7

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

46
9

36
05

22
0

SI
7

弥
生

土
器

高
杯

有
段

19
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

6・
46

9
36

06
22

0
SI

7屋
内

部
№

57
弥

生
土

器
高

杯
有

段
19

.0
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
砂

粒
･骨

針
36

07
22

0
SI

7周
溝

№
18

5
弥

生
土

器
高

杯
拡

張
有

段
27

.7
弥

生
後

期
後

半
7.

5Y
R

5/
6

明
褐

色
骨

針
46

9
36

08
22

0
SI

7周
溝

№
12

弥
生

土
器

鉢
く

の
字

17
.0

11
.7

6.
6

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

6
明

褐
色

砂
粒

･骨
針

36
6・

46
9

36
09

22
0

SI
7周

溝
№

14
0

弥
生

土
器

鉢
擬

凹
線

17
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

4
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

10
22

0
SI

7周
溝

№
19

2
弥

生
土

器
鉢

有
段

18
.6

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

4
に

ぶ
い

褐
色

赤
色

粒
･骨

針
36

11
19

8
SI

7−
P
1

№
71

弥
生

土
器

鉢
有

段
19

.7
9.

2
2.

7
弥

生
後

期
後

半
10

Y
R

5/
4

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

36
12

19
8

SI
7周

溝
№

2
弥

生
土

器
鉢

有
段

21
.2

7.
1

3.
6

弥
生

後
期

後
半

10
Y

R
4/

4
褐

色
骨

針
ス

ス
付

着
36

13
19

8
SI

7−
P
1

№
70

弥
生

土
器

有
孔

鉢
15

.0
11

.5
3.

5
弥

生
後

期
2.

5Y
6/

3
に

ぶ
い

黄
色

砂
粒

･骨
針

36
14

22
0

SI
7屋

内
部

№
55

弥
生

土
器

有
孔

鉢
2.

2
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

焼
成

前
穿

孔
46

9
36

15
29

2
SI

7周
溝

外
№

16
1

土
製

品
土

玉
長

さ
2.

9
幅

2.
7

孔
径

0.
5

弥
生

～
7.

5Y
R

4/
4

褐
色

砂
粒

･骨
針

重
さ

13
.9

7ｇ
36

16
29

2
SI
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溝

№
F

土
製

品
土

玉
長

さ
3.

2
幅

3.
2

孔
径

0.
6

弥
生

～
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Y
R

6/
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に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

帯
状

に
棒

状
圧
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あ
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重

さ
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.7
4ｇ
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1
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溝
下
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弥
生

土
器

甕
擬

凹
線
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生

後
期
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5/
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に
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い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス
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付

着
36
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9
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溝

№
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弥
生

土
器

甕
擬

凹
線
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.5

弥
生

後
期
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Y
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5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36
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22

1
SI
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溝

X
24
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85

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線
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.7

弥
生

後
期

10
Y

R
6/
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灰

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
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22
1

SI
9周

溝
№

T
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
16

.6
弥

生
後

期
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Y
R

4/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

41
0・

46
9

36
21

19
9

SI
9周

溝
№

2
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
15

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
1

褐
灰

色
砂

粒
･骨

針

46
9

36
22

22
1

SI
9周

溝
№

T
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
15

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
23

19
8

SI
9周

溝
№

L
・

T
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
17

.1
（

27
.0

）
4.

6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

47
0

36
24

19
9

SI
9周

溝
№

K
・

L
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
18

.3
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

第
２８

表
　

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

（
２

）
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
41

0・
47

0
36

25
22

1
SI

9周
溝

№
3

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

14
.8

弥
生

後
期

7.
5Y

R
5/

4
に

ぶ
い

褐
色

砂
粒

･骨
針

47
0

36
26

20
0

SI
9周

溝
№

T
弥

生
土

器
甕

有
段

16
.9

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

27
22

1
SI

9周
溝

№
T

・
V

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.9
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

36
28

22
1

SI
9周

溝
X

24
6Y

85
　

№
E

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

29
22

1
SI

9周
溝

№
L

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

3/
3

暗
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
30

19
9

SI
9周

溝
№

T
弥

生
土

器
甕

有
段

18
.8

31
.4

5.
7

弥
生

後
期

10
Y

R
4/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
36

31
19

9
SI

9周
溝

№
V

弥
生

土
器

甕
有

段
16

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
32

19
9

SI
9周

溝
№

T
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.4

19
.2

3.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

1
褐

灰
色

砂
粒

･骨
針

36
33

22
1

SI
9周

溝
№

T
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

34
22

1
SI

9周
溝

№
T

弥
生

土
器

甕
有

段
19

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
35

22
1

SI
9周

溝
X

24
6Y

86
　

№
C

弥
生

土
器

甕
有

段
16

.6
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

41
0・

47
0

36
36

22
1

SI
9周

溝
№

１
弥

生
土

器
甕

有
段

17
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
4/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
列

点
有

47
0

36
37

22
1

SI
9周

溝
X

24
6Y

84
　

X
24

6Y
86

　
№

C
・

N
弥

生
土

器
甕

有
段

23
.7

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
38

19
9

SI
9周

溝
X

24
6Y

64
　

№
H

・
I・

J・
T

弥
生

土
器

甕
刺

突
有

段
16

.8
24

.0
3.

8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
　

36
39

22
1

SI
9周

溝
№

N
・

O
弥

生
土

器
甕

平
縁

13
.6

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
36

40
22

1
SI

9周
溝

№
P

弥
生

土
器

甕
平

縁
17

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

36
41

20
0

SI
9周

溝
№

S
弥

生
土

器
甕

平
縁

16
.3

16
.7

4.
1

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

42
22

1
SI

9周
溝

№
P

弥
生

土
器

甕
受

口
20

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

4/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

41
0・

47
0

36
43

SI
9周

溝
№

3
弥

生
土

器
甕

3.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

47
0

36
44

20
0

SI
9周

溝
№

3
弥

生
土

器
台

付
鉢

無
頸

10
.9

5.
9

4.
8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
骨

針
36

8・
47

0
36

45
22

2
SI

9周
溝

№
N

弥
生

土
器

鉢
有

段
23

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

47
0

36
46

22
2

SI
9周

溝
X

24
6Y

84
弥

生
土

器
甕

か
鉢

有
段

24
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
36

47
22

2
SI

9周
溝

№
L
・

N
・

V
弥

生
土

器
壺

か
甕

か
高

杯
か

鉢
擬

凹
線

39
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針

36
8・

47
1

36
48

20
0

SI
9周

溝
X

24
6Y

85
　

№
０

弥
生

土
器

壺
長

頸
15

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

36
49

22
2

SI
9周

溝
X

24
6Y

85
　

№
P
・

J・
N

弥
生

土
器

壺
擬

凹
線

　
短

頸
15

.8
（

31
.6

）
6.

6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

47
1

36
50

20
0

SI
9周

溝
№

O
弥

生
土

器
壺

擬
凹

線
　

短
頸

14
.7

23
.6

2.
7

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

36
51

22
2

SI
9周

溝
X

24
6Y

86
弥

生
土

器
壺

擬
凹

線
18

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

36
52

22
2

SI
9周

溝
X

24
6Y

84
　

№
K

弥
生

土
器

壺
15

.7
弥

生
後

期
10

Y
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灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

42
22

4
SD

50
01

X
24

9Y
88

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
38

43
22

4
SD

50
01

X
24

6Y
86

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
44

22
4

SD
50

01
X

24
4Y

88
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
段

18
.8

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

45
22

4
SD

50
01

№
10

3・
10

4
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

46
22

4
SD

50
01

X
24

1Y
86

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
23

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

38
47

20
4

SD
50

01
№

43
弥

生
土

器
甕

有
段

16
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

48
20

4
SD

50
01

X
24

9Y
88

　
14

層
弥

生
土

器
甕

有
段

19
.6

26
.2

2.
9

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

49
22

4
SD

50
01

X
25

4Y
84

　
8層

　
X

25
5Y

84
　

8層
№

11
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

38
50

22
4

SD
50

01
X

25
7Y

84
　

3層
　

№
35

弥
生

土
器

甕
有

段
13

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
51

22
4

SD
50

01
X

25
3Y

84
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
段

14
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
38

52
22

4
SD

50
01

X
25

3Y
84

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
13

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

47
8

38
53

22
4

SD
50

01
X

25
2Y

84
　

X
25

2Y
85

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
15

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

38
54

20
4

SD
50

01
X

25
4Y

85
　

8層
　

X
25

4Y
85

　
8層

　
№

8
X

25
5Y

83
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
段

13
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針

38
55

22
4

SD
50

01
X

25
2Y

84
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
4/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
炭

化
物

付
着

38
56

22
4

SD
50

01
X

25
4Y

84
　

8層
　

X
25

6Y
83

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
　

16
.5

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
57

22
4

SD
50

01
X

25
7Y

84
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
段

15
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
38

58
22

4
SD

50
01

X
25

1Y
85

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
14

.6
弥

生
後

期
2.

5Y
6/

2
灰

黄
色

砂
粒

･骨
針

38
59

20
4

SD
50

01
X

25
0Y

88
　

8層
　

14
層

弥
生

土
器

甕
有

段
19

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

炭
化

物
付

着
38

60
22

4
SD

50
01

X
25

2Y
85

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
18

.9
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

38
61

22
4

SD
50

01
X

25
2Y

85
　

8層
　

№
58

弥
生

土
器

甕
有

段
29

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
62

22
4

SD
50

01
X

24
7Y

86
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
段

28
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
壺

か
38

63
22

5
SD

50
01

X
24

4Y
87

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
18

.0
弥

生
後

期
5Y

R
6/

3
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
38

64
22

5
SD

50
01

X
25

3Y
85

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
16

.5
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
65

22
5

SD
50

01
X

25
2Y

83
　

8層
　

X
25

2Y
84

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
14

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
66

22
5

SD
50

01
№

40
弥

生
土

器
甕

有
段

17
.0

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

3
に

ぶ
い

褐
色

砂
粒

･骨
針

炭
化

物
付

着
38

67
22

5
SD

50
01

X
25

2Y
85

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
68

20
4

SD
50

01
№

23
弥

生
土

器
甕

有
段

13
.2

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

69
22

5
SD

50
01

X
25

3Y
86

　
14

層
　

X
25

3Y
88

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
　

14
.0

（
14

.8
）

3.
5

弥
生

後
期

2.
5Y

4/
2

暗
灰

黄
色

砂
粒

･骨
針

炭
化

物
付

着
38

70
22

5
SD

50
01

X
25

3Y
83

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

段
13

.9
弥

生
後

期
2.

5Y
4/

2
暗

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
38

71
22

5
SD

50
01

X
25

1Y
86

　
8層

弥
生

土
器

甕
刺

突
有

段
15

.2
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

38
72

22
5

SD
50

01
X

24
5Y

87
　

8層
　

№
10

1
弥

生
土

器
甕

刺
突

有
段

11
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
ス

ス
付

着
38

73
22

5
SD

50
01

X
25

0Y
84

　
8層

弥
生

土
器

甕
平

縁
18

.2
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

38
74

22
5

SD
50

01
X

25
0Y

87
　

8層
弥

生
土

器
甕

平
縁

20
.6

弥
生

後
期

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
75

22
5

SD
50

01
X

24
9Y

87
　

8層
　

X
25

0Y
86

　
8層

X
25

0Y
87

　
8層

弥
生

土
器

甕
平

縁
20

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

38
76

22
5

SD
50

01
X

24
9Y

88
　

8層
弥

生
土

器
甕

平
縁

23
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒

第
２８

表
　

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

（
８

）
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
47

8
38

77
22

5
SD

50
01

X
25

4Y
65

　
8層

　
X

25
4Y

85
　

2層
弥

生
土

器
甕

平
縁

17
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
78

22
5

SD
50

01
X

24
9Y

88
　

8層
　

X
25

3Y
88

　
8層

弥
生

土
器

甕
平

縁
18

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

38
79

22
5

SD
50

01
X

24
6Y

86
弥

生
土

器
甕

平
縁

19
.2

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
38

80
22

5
SD

50
01

X
24

5Y
87

　
8層

弥
生

土
器

甕
平

縁
16

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

ス
ス

付
着

38
81

22
5

SD
50

01
№

43
弥

生
土

器
甕

平
縁

15
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
38

82
22

5
SD

50
01

X
25

6Y
82

弥
生

土
器

甕
平

縁
13

.3
弥

生
後

期
7.

5Y
R

5/
3

に
ぶ

い
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

83
22

5
SD

50
01

X
24

2Y
86

弥
生

土
器

甕
平

縁
15

.7
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

38
84

22
5

SD
50

01
X

25
0Y

86
　

8層
弥

生
土

器
甕

平
縁

17
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
47

9
38

85
20

4
SD

50
01

X
25

9Y
88

　
14

層
弥

生
土

器
甕

平
縁

12
.0

（
16

.0
）

4.
0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

86
22

6
SD

50
01

X
24

9Y
88

　
X

25
8Y

88
弥

生
土

器
小

型
甕

丸
縁

14
.0

13
.8

4.
9

弥
生

後
期

2.
5Y

5/
1

黄
灰

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

87
20

5
SD

50
01

X
25

0Y
88

　
8層

弥
生

土
器

甕
有

稜
17

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

3/
4

暗
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

炭
化

物
付

着
38

88
22

6
SD

50
01

X
25

0Y
86

　
8層

　
X

25
0Y

89
　

8層
X

25
1Y

86
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
稜

　
20

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

　

38
89

22
6

SD
50

01
X

24
7Y

86
　

8層
弥

生
土

器
甕

有
稜

16
.6

弥
生

後
期

2.
5Y

6/
2

灰
黄

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
38

90
20

5
SD

50
01

X
24

9Y
88

　
8層

　
X

25
0Y

88
　

8層
弥

生
土

器
甕

付
加

状
18

.8
（

21
.9

）
3.

9
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
91

22
6

SD
50

01
X

25
1Y

85
　

8層
　

X
25

1Y
86

　
8層

弥
生

土
器

甕
付

加
状

16
.8

（
18

.5
）

3.
0

弥
生

後
期

10
Y

R
4/

1
褐

灰
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
92

22
6

SD
50

01
№

32
弥

生
土

器
甕

付
加

状
31

.2
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

38
93

22
4

SD
50

01
X

25
4Y

84
　

8層
　

X
25

5Y
83

　
8層

弥
生

土
器

甕
5.

6
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
94

22
6

SD
50

01
№

10
9

弥
生

土
器

甕
5.

8
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
95

22
6

SD
50

01
X

25
4Y

84
　

8層
弥

生
土

器
甕

3.
4

弥
生

後
期

10
Y

R
4/

1
褐

灰
色

砂
粒

･骨
針

38
96

22
6

SD
50

01
X

25
5Y

82
　

8層
弥

生
土

器
甕

5.
1

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
38

97
22

6
SD

50
01

X
25

6Y
84

　
8層

弥
生

土
器

甕
3.

6
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

38
98

20
5

SD
50

01
X

25
4Y

85
　

8層
弥

生
土

器
壺

短
頸

14
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
38

99
22

6
SD

50
01

X
25

0Y
88

　
8層

弥
生

土
器

壺
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9

SD
50

01
№

90
弥

生
土

器
高

杯
7.

6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

39
59

22
9

SD
50

01
№

37
弥

生
土

器
高

杯
13

.1
弥

生
後

期
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･骨

針
透

孔
2個

1対
2箇

所
39

60
22

9
SD

50
01

X
25

1Y
88

　
8層

　
X

25
3Y

86
　

8層
弥

生
土

器
高

杯
19

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
外

面
赤

彩
　

透
孔

5箇
所

39
61

22
9

SD
50

01
X

25
1Y

86
　

8層
弥

生
土

器
高

杯
15

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

　
透

孔
1個

残
存

39
62

20
7

SD
50

01
X

24
2Y

86
　

X
24

2Y
86

　
8層

　
№

10
6・

12
7

弥
生

土
器

高
杯

18
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
透

孔
2個

1対
3箇

所

39
63

22
9

SD
50

01
X

25
6Y

82
　

X
25

7Y
84

　
8層

弥
生

土
器

高
杯

か
　

器
台

21
.7

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針

48
2

39
64

22
9

SD
50

01
№

47
弥

生
土

器
蓋

有
鈕

つ
ま

み
径 3.
7

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

39
65

21
1

SD
50

01
№

40
弥

生
土

器
蓋

有
鈕

12
.8

つ
ま

み
径 3.
4

5.
7

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

39
66

21
1

SD
50

01
X

25
0Y

87
　

8層
弥

生
土

器
蓋

有
鈕

13
.1

つ
ま

み
径 2.
1

7.
1

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

第
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土
器

・
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
48

2
39

67
22

9
SD

50
01

X
24

4Y
88

　
8層

弥
生

土
器

壺
か

鉢
20

.9
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

39
68

22
9

SD
50

01
X

24
4Y

88
　

8層
　

X
24

5Y
87

　
8層

弥
生

土
器

鉢
擬

凹
線

15
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
骨

針
内

面
赤

彩
39

69
22

9
SD

50
01

X
25

1Y
86

　
8層

　
X

25
2Y

86
　

8層
弥

生
土

器
鉢

擬
凹

線
16

.8
弥

生
後

期
7.

5Y
R

5/
4

に
ぶ

い
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

39
70

22
9

SD
50

01
X

25
5Y

83
　

8層
弥

生
土

器
鉢

擬
凹

線
17

.5
弥

生
後

期
7.

5Y
R

5/
2

灰
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
39

71
20

8
SD

50
01

X
24

2Y
88

　
8層

　
X

24
5Y

88
　

8層
　

弥
生

土
器

鉢
有

段
18

.4
9.

7
4.

4
弥

生
後

期
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
内

外
面

赤
彩

39
72

22
9

SD
50

01
X

24
2Y

88
　

8層
　

X
24

4Y
88

　
8層

　
X

25
5Y

83
　

8層
弥

生
土

器
鉢

有
段

19
.7

弥
生

後
期

5Y
R

4/
6

赤
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

　
内

外
面

赤
彩

39
73

22
9

SD
50

01
X

25
4Y

84
　

8層
　

X
25

4Y
85

　
8層

弥
生

土
器

鉢
有

段
　

17
.7

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
39

74
22

9
SD

50
01

X
25

6Y
85

　
8層

弥
生

土
器

鉢
有

段
16

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

39
75

22
9

SD
50

01
X

24
5Y

85
　

8層
　

X
25

4Y
85

　
8層

弥
生

土
器

鉢
有

段
15

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

39
76

SD
50

01
№

60
弥

生
土

器
鉢

2.
0

弥
生

後
期

2.
5Y

7/
2

灰
黄

色
砂

粒
･骨

針
39

77
20

7
SD

50
01

№
10

3～
10

5
弥

生
土

器
鉢

有
段

19
.2

17
.2

4.
2

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

4
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
39

78
22

9
SD

50
01

X
24

5Y
86

　
8層

弥
生

土
器

鉢
有

段
28

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

39
79

22
9

SD
50

01
X

24
5Y

85
　

8層
　

X
24

5Y
86

　
8層

　
X

25
4Y

85
　

8層
弥

生
土

器
鉢

有
段

26
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針

39
80

23
0

SD
50

01
X

25
4Y

85
黒

砂
層

弥
生

土
器

鉢
有

段
20

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
内

外
面

赤
彩

39
81

23
0

SD
50

01
X

24
8Y

87
　

5層
弥

生
土

器
鉢

有
段

22
.0

弥
生

後
期

2.
5Y

6/
2

灰
黄

色
骨

針
ス

ス
付

着
39

82
23

0
SD

50
01

X
24

4Y
88

　
8層

弥
生

土
器

鉢
有

段
14

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

4/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

39
83

23
0

SD
50

01
X

24
6Y

85
　

3層
弥

生
土

器
鉢

有
段

10
.8

5.
6

3.
6

弥
生

後
期

5Y
5/

1
灰

色
砂

粒
･骨

針
39

84
23

0
SD

50
01

X
25

2Y
85

弥
生

土
器

鉢
有

段
14

.2
弥

生
後

期
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

39
85

23
0

SD
50

01
X

24
9Y

88
　

8層
弥

生
土

器
鉢

く
の

字
15

.6
弥

生
後

期
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
39

86
23

0
SD

50
01

X
25

4Y
85

　
8層

弥
生

土
器

鉢
無

頸
10

.5
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

39
87

23
0

SD
50

01
№

97
弥

生
土

器
鉢

無
頸

15
.8

6.
6

4.
0

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
骨

針
ス

ス
付

着
39

88
23

0
SD

50
01

X
25

0Y
86

　
8層

弥
生

土
器

有
孔

鉢
17

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

39
89

20
8

SD
50

01
X

25
5Y

86
　

8層
　

X
25

6Y
85

　
8層

　
土

器
集

中
　

№
36

弥
生

土
器

有
孔

鉢
17

.6
13

.7
2.

0
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

39
90

23
0

SD
50

01
X

25
4Y

85
　

8層
弥

生
土

器
有

孔
鉢

3.
8

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
39

91
23

0
SD

50
01

X
25

6Y
86

　
№

46
弥

生
土

器
台

付
鉢

14
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

39
92

23
0

SD
50

01
X

25
6Y

85
 8

層
弥

生
土

器
台

付
鉢

7.
3

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
39

93
23

0
SD

50
01

X
24

0Y
85

　
8層

弥
生

土
器

台
付

鉢
か

壺
か

7.
2

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針

39
94

29
2

SD
50

01
X

25
2Y

84
　

Ⅱ
b層

土
製

品
土

玉
長

さ
3.

2
幅

3.
5

孔
径

0.
6

弥
生

～
2.

5Y
6/

2
灰

黄
色

砂
粒

･骨
針

重
さ

26
.4

9ｇ
39

95
29

1
SD

50
01

X
24

5Y
88

　
8層

土
製

品
紡

錘
車

長
さ

5.
7

幅
（

3.
8）

厚
さ

0.
8

孔
径

0.
8

弥
生

～
10

Y
R

5/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

土
器

片
の

再
利

用
　

重
さ

17
.8

2ｇ
48

3
39

96
23

0
SD

50
80

X
23

8Y
79

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

15
.9

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･黒
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

39
97

23
0

SD
50

80
X

24
2Y

70
弥

生
土

器
甕

有
段

12
.2

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
ス

ス
付

着
39

98
23

0
SD

50
80

X
23

8Y
79

　
X

23
8Y

80
弥

生
土

器
甕

有
段

14
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
39

99
23

0
SD

50
80

X
28

7Y
82

下
層

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.2
弥

生
後

期
～

2.
5Y

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

41
2・

48
3

40
00

23
0

SD
50

80
№

3
弥

生
土

器
甕

有
稜

18
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
40

01
23

0
SD

50
80

№
1

弥
生

土
器

甕
18

.1
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
48

3
40

02
23

0
SD

50
80

X
23

7Y
81

弥
生

土
器

甕
平

縁
19

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

5/
1

褐
灰

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
41

2・
48

3
40

03
23

0
SD

50
80

№
１

弥
生

土
器

甕
平

縁
16

.4
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着

48
3

40
04

23
0

SD
50

80
X

23
5Y

80
弥

生
土

器
甕

6.
2

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

40
05

23
0

SD
50

80
X

23
7Y

83
弥

生
土

器
小

型
甕

10
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
40

06
SD

50
80

X
23

7Y
83

弥
生

土
器

甕
6.

0
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

ス
ス

付
着

40
07

23
0

SD
50

80
X

20
9Y

75
　

X
28

9Y
98

弥
生

土
器

甕
4.

2
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

40
08

SD
50

80
弥

生
土

器
甕

5.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
40

09
SD

50
80

X
23

9Y
70

弥
生

土
器

甕
5.

6
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
40

10
23

1
SD

50
80

X
23

8Y
77

弥
生

土
器

壺
長

頸
12

.3
弥

生
後

期
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･骨
針

40
11

23
1

SD
50

80
X

23
8Y

79
弥

生
土

器
壺

18
.0

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

3
に

ぶ
い

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

41
2・

48
3

40
12

20
8

SD
50

80
№

1
弥

生
土

器
壺

7.
7

9.
0

1.
7

弥
生

後
期

2.
5Y

6/
2

灰
黄

色
砂

粒
･骨

針
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挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
48

3
40

13
23

1
SD

50
80

X
23

8Y
77

弥
生

土
器

壺
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
外

面
赤

彩
40

14
23

1
SD
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
48

5
40

55
24

0
SD

60
01

X
50

Y
78

褐
色

土
層

土
師

器
甕

17
.9

古
墳

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

56
24

0
SD

60
01

X
53

Y
77

・
78

褐
色

土
層

土
師

器
甕

18
.8

古
墳

2.
5Y

R
6/

8
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
57

24
0

SD
60

01
X

50
Y

78
土

師
器

甕
16

.1
古

墳
7.

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

58
24

0
SD

60
01

X
55

Y
77

・
78

褐
色

土
層

土
師

器
壺

10
.1

古
墳

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

59
24

0
SD

60
01

X
44

Y
65

土
師

器
甕

6.
8

9C
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

40
60

24
0

SD
60

01
X

45
Y

67
褐

色
土

層
土

師
器

甕
20

.5
10

C
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
砂

粒
･骨

針
40

61
24

1
SD

60
01

X
55

Y
71

褐
色

土
層

土
師

器
高

杯
23

.6
6C

後
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
62

24
1

SD
60

01
X

55
Y

77
　

X
55

Y
78

土
師

器
高

杯
14

.2
古

墳
5Y

R
6/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
63

24
1

SD
60

01
X

53
Y

77
・

78
褐

色
土

層
土

師
器

高
杯

古
墳

7.
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

64
24

1
SD

60
01

X
51

Y
78

褐
色

土
層

土
師

器
高

杯
古

墳
7.

5Y
R

6/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
65

24
1

SD
60

01
X

51
Y

78
褐

色
土

層
土

師
器

高
杯

古
墳

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

66
24

1
SD

60
01

X
55

Y
76

土
師

器
高

杯
古

墳
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

67
24

1
SD

60
01

X
55

Y
77

褐
色

土
層

土
師

器
ミ

ニ
チ

ュ
ア

高
杯

古
墳

7.
5Y

R
6/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
68

24
1

SD
60

01
X

55
Y

76
褐

色
土

層
土

師
器

杯
14

.0
6～

7C
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

69
24

1
SD

60
01

X
53

Y
76

土
師

器
杯

15
.7

6～
7C

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

70
24

1
SD

60
01

X
50

Y
78

褐
色

土
層

土
師

器
杯

14
.8

6C
5Y

R
5/

6
明

赤
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
71

24
1

SD
60

01
X

53
Y

77
黒

色
土

層
土

師
器

杯
14

.9
6～

7C
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
72

21
5

SD
60

01
X

52
Y

70
土

師
器

椀
A

12
.7

4.
3

7C
～

8C
前

7.
5Y

R
6/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
73

24
1

SD
60

01
X

50
Y

79
褐

色
土

層
　

X
62

Y
66

Ⅱ
層

土
師

器
椀

A
15

.8
4.

7
7C

～
8C

前
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
74

24
1

SD
60

01
X

55
Y

77
・

78
土

師
器

椀
17

.9
7C

～
8C

前
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
75

24
1

SD
60

01
X

55
Y

74
土

師
器

椀
A

9.
9

3.
1

4.
2

7C
～

8C
前

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
76

21
1

SD
60

01
X

55
Y

78
褐

色
土

層
土

師
器

手
捏

4.
5

2.
7

2.
9

古
墳

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

48
6

40
77

24
0

SD
60

01
X

50
Y

78
褐

色
土

層
土

師
器

甑
か

甕
（

把
手

）
長

さ
4.

4
幅

3.
9

古
墳

10
Y

R
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
78

24
0

SD
60

01
X

52
Y

57
黒

色
土

層
土

師
器

甑
か

甕
（

把
手

）
長

さ
4.

3
幅

4.
3

古
墳

2.
5Y

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

40
79

24
0

SD
60

01
X

51
Y

78
褐

色
土

層
土

師
器

甑
か

甕
（

把
手

）
長

さ
6.

4
幅

5.
5

古
墳

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

40
80

24
0

SD
60

01
X

56
Y

96
褐

色
土

層
土

師
器

甑
か

甕
（

把
手

）
長

さ
4.

2
幅

3.
5

古
墳

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

40
81

24
5

SD
60

01
X

50
Y

78
土

製
品

置
き

竈
古

墳
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

82
24

5
SD

60
01

X
50

Y
78

土
製

品
置

き
竈

古
墳

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

炊
口

の
一

部
黒

色
化

40
83

24
5

SD
60

01
X

50
Y

78
褐

色
土

層
土

製
品

置
き

竈
古

墳
5Y

R
7/

8
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
84

24
5

SD
60

01
X

49
Y

78
褐

色
土

層
土

製
品

置
き

竈
古

墳
7.

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

85
24

5
SD

60
01

X
50

Y
78

褐
色

土
層

土
製

品
置

き
竈

古
墳

5Y
R

6/
8

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

86
24

5
SD

60
01

X
50

Y
77

黒
色

土
層

土
製

品
置

き
竈

古
墳

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
87

26
2

SD
60

02
X

61
Y

60
須

恵
器

杯
蓋

14
.8

6C
後

半
N

6/
0

灰
色

白
色

粒
40

88
26

2
SD

60
02

X
62

Y
59

須
恵

器
蓋

つ
ま

み
径 2.
7

7C
前

2.
5Y

6/
1

黄
灰

色
砂

粒
有

蓋
高

杯
の

蓋
か

40
89

26
2

SD
60

02
X

64
Y

60
須

恵
器

提
瓶

7.
5

7C
中

頃
7.

5Y
6/

1
灰

色
白

色
粒

40
90

25
3

SD
60

02
X

62
Y

59
須

恵
器

有
蓋

高
杯

12
.0

14
.0

12
.8

７
C

前
半

N
6/

0
灰

色
白

色
粒

40
91

26
2

SD
60

02
X

65
Y

61
須

恵
器

鉢
40

.6
古

墳
～

古
代

5Y
7/

2
灰

白
色

白
色

粒
40

92
24

1
SD

60
02

X
63

Y
61

土
師

器
甕

12
.9

古
墳

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
93

24
1

SD
60

02
X

64
Y

59
土

師
器

甕
15

.1
古

墳
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

94
24

1
SD

60
02

X
61

Y
60

土
師

器
甕

14
.8

古
墳

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
95

24
1

SD
60

02
X

63
Y

61
　

X
64

Y
60

土
師

器
甕

14
.8

22
.2

8.
0

古
墳

10
Y

R
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
96

21
2

SD
60

02
X

63
Y

61
　

X
64

Y
60

土
師

器
　

甕
21

.4
古

墳
7.

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
48

7
40

97
24

1
SD

60
02

X
61

Y
61

土
師

器
甕

20
.8

古
墳

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

40
98

24
1

SD
60

02
X

63
Y

61
土

師
器

甕
21

.3
古

墳
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
40

99
24

1
SD

60
02

X
64

Y
60

土
師

器
甕

22
.2

古
墳

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
41

00
24

1
SD

60
02

X
64

Y
59

土
師

器
甕

19
.4

古
墳

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

41
01

24
1

SD
60

02
X

61
Y

60
土

師
器

甕
18

.5
古

墳
7.

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
　

第
２８

表
　

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

（
１３

）



328

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
48

7
41

02
24

1
SD

60
02

X
63

Y
60

土
師

器
甕

25
.2

古
墳

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

41
03

24
2

SD
60

02
X

65
Y

62
土

師
器

杯
18

.4
古

墳
か

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

片
口

41
04

21
2

SD
60

02
X

63
Y

61
　

X
64

Y
61

　
X

65
Y

61
土

師
器

鉢
21

.9
9.

7
古

代
前

半
7.

5Y
R

8/
4

浅
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
41

05
24

2
SD

60
02

X
63

Y
61

土
師

器
高

杯
古

墳
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
41

06
24

2
SD

60
02

X
63

Y
60

土
師

器
高

杯
11

.9
古

墳
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
41

07
29

3
SD

60
02

X
63

Y
60

土
製

品
土

錘
長

さ
3.

6
幅

1.
9

孔
径

0.
8

10
Y

R
7/

6
明

黄
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

重
さ

9.
97

ｇ
41

08
29

3
SD

60
02

X
63

Y
60

土
製

品
土

錘
長

さ
（

2.
7）

幅
2.

1
孔

径
0.

5
10

Y
R

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
重

さ
9.

43
ｇ

41
09

24
2

SD
60

11
X

93
Y

67
　

X
92

Y
65

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

16
.5

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
41

10
24

2
SD

60
11

X
95

Y
56

　
X

96
Y

55
Ⅱ

層
弥

生
土

器
甕

有
段

17
.8

弥
生

後
期

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
41

11
24

2
SD

60
11

X
11

2Y
76

弥
生

土
器

鉢
19

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
41

12
24

2
SD

60
11

X
98

Y
60

弥
生

土
器

有
孔

鉢
4.

3
弥

生
後

期
～

2.
5Y

7/
1

灰
白

色
砂

粒
･骨

針
41

13
21

3
SD

60
11

X
91

Y
58

弥
生

土
器

有
孔

鉢
15

.5
14

.4
4.

8
弥

生
後

期
～

古
墳

2.
5Y

7/
2

灰
黄

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

41
14

26
3

SD
60

11
X

11
5Y

78
須

恵
器

杯
蓋

10
.4

か
え

り
径 8.
8

7C
前

半
5Y

7/
1

灰
白

色
白

色
粒

41
15

26
3

SD
60

11
X

12
0Y

85
須

恵
器

杯
蓋

12
.2

か
え

り
径

10
.0

7C
N

7/
0

灰
白

色
白

色
粒

41
16

25
1

SD
60

11
X

11
5Y

78
須

恵
器

杯
B

蓋
11

.6
つ

ま
み

径 2.
3

1.
4

9C
N

6/
0

灰
色

41
17

26
3

SD
60

11
X

11
5Y

76
須

恵
器

杯
B

蓋
12

.8
つ

ま
み

径 2.
6

2.
6

9C
10

Y
6/

1
灰

色
白

色
粒

内
面

墨
付

着
　

転
用

硯
　

41
88

と
同

じ
窯

41
18

26
3

SD
60

11
X

12
0Y

83
須

恵
器

杯
B

蓋
13

.6
つ

ま
み

径 2.
0

2.
2

9C
N

6/
0

灰
色

白
色

粒
内

面
墨

付
着

　
転

用
硯

　
41

17
と

同
じ

窯

41
19

25
1

SD
60

11
X

11
5Y

83
　

X
11

6Y
81

須
恵

器
杯

B
蓋

14
.3

つ
ま

み
径 2.
8

3.
2

8～
9C

2.
5Y

6/
2

灰
黄

色
白

色
粒

41
20

25
1

SD
60

11
X

11
5Y

78
　

X
12

5Y
84

須
恵

器
杯

B
蓋

15
.2

つ
ま

み
径 3.
0

3.
2

8～
9C

5Y
6/

1
灰

色
白

色
粒

41
21

26
3

SD
60

11
X

12
5Y

84
　

X
12

5Y
85

須
恵

器
杯

B
蓋

15
.8

つ
ま

み
径 3.
5

2.
1

8C
2.

5Y
6/

1
黄

灰
色

41
22

26
3

SD
60

11
 

須
恵

器
杯

B
蓋

16
.5

つ
ま

み
径 2.
7

3.
2

8～
9C

N
6/

0
灰

色
白

色
粒

41
23

25
1

SD
60

11
X

11
6Y

83
須

恵
器

杯
B

蓋
16

.2
つ

ま
み

径 2.
5

4.
3

9C
7.

5Y
6/

1
灰

色
白

色
粒

41
24

26
3

SD
60

11
X

11
6Y

76
須

恵
器

杯
B

蓋
16

.1
つ

ま
み

径 2.
2

3.
8

8～
9C

N
7/

0
灰

白
色

白
色

粒

48
8

41
25

26
3

SD
60

11
X

11
6Y

80
須

恵
器

杯
B

蓋
12

.4
8～

9C
N

5/
0

灰
色

砂
粒

41
26

26
3

SD
60

11
X

11
7Y

83
須

恵
器

杯
B

蓋
12

.4
8～

9C
N

7/
0

灰
白

色
白

色
粒

41
27

26
3

SD
60

11
X

11
6Y

81
須

恵
器

杯
B

蓋
12

.5
8～

9C
N

7/
0

灰
白

色
白

色
粒

内
面

墨
付

着
　

転
用

硯
41

28
26

3
SD

60
11

X
12

3Y
84

須
恵

器
杯

B
蓋

13
.2

8～
9C

N
7/

0
灰

白
色

内
面

墨
付

着
　

転
用

硯
41

29
26

3
SD

1・
60

11
X

11
5Y

78
　

X
12

2Y
81

須
恵

器
杯

B
蓋

13
.3

8～
9C

5Y
6/

1
灰

色
砂

粒
内

面
墨

付
着

　
転

用
硯

41
30

26
3

SD
60

11
X

11
5Y

76
須

恵
器

杯
B

蓋
13

.5
8～

9C
N

7/
0

灰
白

色
41

31
26

3
SD

60
11

X
12

5Y
85

須
恵

器
杯

B
蓋

13
.7

8～
9C

N
6/

0
灰

色
白

色
粒

41
32

26
3

SD
60

11
X

12
5Y

84
須

恵
器

杯
B

蓋
13

.6
8～

9C
2.

5Y
8/

1
灰

白
色

41
33

26
3

SD
60

11
X

12
1Y

83
須

恵
器

杯
B

蓋
14

.0
8～

9C
N

7/
0

灰
白

色
内

面
ヘ

ラ
記

号
「

−
」

41
34

26
4

SD
60

11
X

11
7Y

81
須

恵
器

杯
B

蓋
14

.0
8～

9C
2.

5Y
8/

2
灰

白
色

内
面

墨
付

着
　

転
用

硯

第
２８

表
　

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

（
１４

）



329

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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23
2

SK
41

54
弥

生
土

器
壺

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
骨

針
ス

ス
付

着
45

47
28

0
SK

51
64

X
23

4Y
82

古
瀬

戸
小

型
壺

4.
6

中
世

2.
5Y

8/
3

淡
黄

色
7.

5Y
6/

3
オ

リ
ー

ブ
黄

色
灰

釉

45
48

23
2

SK
51

66
X

23
5Y

82
弥

生
土

器
高

杯
有

段
　

27
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
45

49
23

2
SK

51
66

№
2

弥
生

土
器

高
杯

有
段

鉢
形

28
.1

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
45

50
23

2
SK

51
66

X
23

5Y
82

弥
生

土
器

壺
12

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

45
51

20
9

SK
51

66
弥

生
土

器
甕

平
縁

12
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

45
52

23
2

SK
51

66
X

23
5Y

82
弥

生
土

器
甕

付
加

状
か

平
縁

15
.6

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

3
に

ぶ
い

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

45
53

23
2

SK
51

66
X

23
5Y

82
弥

生
土

器
甕

5.
6

弥
生

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
45

54
23

2
SK

51
66

X
23

5Y
82

弥
生

土
器

甕
2.

5
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

砂
粒

･骨
針

45
55

23
2

SK
51

66
X

23
5Y

82
弥

生
土

器
ミ

ニ
チ

ュ
ア

甕
形

5.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
口

縁
部

内
面

赤
彩

45
56

29
2

SK
51

66
土

製
品

土
玉

長
さ

2.
4

幅
2.

7
孔

径
0.

5
弥

生
後

期
2.

5Y
7/

3
浅

黄
色

砂
粒

重
さ

9.
48

ｇ
45

57
23

7
SK

60
07

土
師

器
甕

12
.2

古
墳

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

45
58

21
6

SK
60

18
土

師
器

鍋
35

.2
20

.7
20

.5
8C

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
50

6
45

59
20

9
SK

51
66

№
6　

下
層

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

21
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
ス

ス
付

着
45

60
23

3
SK

51
66

№
6

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

20
.0

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

6
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
45

61
23

3
SK

51
66

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

22
.2

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

4
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
45

62
23

3
SK

51
66

X
23

5Y
82

弥
生

土
器

甕
有

段
18

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
器

高
底

径
46

2・
50

6
45

63
23

3
SK

51
66

№
3・

6
弥

生
土

器
甕

付
加

状
　

17
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
45

64
23

3
SK

51
66

№
4

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

15
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
50

6
45

65
20

9
SK

51
66

弥
生

土
器

壺
13

.9
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

45
66

23
3

SK
51

66
№

6
弥

生
土

器
壺

長
頸

15
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
45

67
23

3
SK

51
66

下
層

弥
生

土
器

壺
　

12
.6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
46

2・
50

6
45

68
21

1
SK

51
66

№
6

弥
生

土
器

蓋
有

鈕
6.

2
つ

ま
み

径 2.
4

2.
4

弥
生

後
期

5Y
3/

1
オ

リ
ー

ブ
黒

色
砂

粒
･骨

針

50
6

45
69

21
1

SK
51

66
№

6
弥

生
土

器
蓋

有
鈕

13
.7

つ
ま

み
径 4.
1

6.
2

弥
生

後
期

10
Y

R
6/

4
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

45
70

23
3

SK
51

66
№

4
弥

生
土

器
鉢

有
段

31
.4

弥
生

後
期

10
Y

R
4/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
45

71
23

3
SD

50
80

SK
51

66
X

23
5Y

82
　

X
23

7Y
78

　
X

23
8Y

80
下

層
№

4
弥

生
土

器
鉢

有
段

24
.0

7.
6

3.
5

弥
生

後
期

10
Y

R
5/

3
に

ぶ
い

黄
褐

色
砂

粒
内

外
面

赤
彩

45
72

23
3

SK
51

66
№

6
弥

生
土

器
鉢

有
段

　
24

.6
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
3

に
ぶ

い
褐

色
砂

粒
･骨

針
46

2・
50

6
45

73
23

3
SK

51
67

№
5

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

18
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
45

74
23

3
SK

51
67

№
3

弥
生

土
器

甕
擬

凹
線

18
.0

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
50

6
45

75
23

3
SK

51
67

下
層

　
№

6
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
18

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

45
76

23
3

SK
51

67
下

層
弥

生
土

器
甕

擬
凹

線
21

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

46
2・

50
6

45
77

23
3

SK
51

67
№

6
弥

生
土

器
甕

付
加

状
18

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

45
78

23
3

SK
51

67
№

1・
5

弥
生

土
器

甕
16

.8
弥

生
後

期
7.

5Y
R

7/
4

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

50
6

45
79

23
3

SK
51

67
弥

生
土

器
甕

5.
0

弥
生

10
Y

R
6/

2
灰

黄
褐

色
砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
45

80
SK

51
67

№
5

弥
生

土
器

甕
3.

8
弥

生
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

45
81

23
3

SK
51

67
弥

生
土

器
甕

3.
8

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

46
2・

50
6

45
82

23
4

SK
51

67
№

4
弥

生
土

器
壺

14
.8

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

50
6

45
83

23
4

SK
51

67
弥

生
土

器
鉢

　
有

段
23

.7
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

46
2・

50
6

45
84

20
9

SK
51

67
№

5
弥

生
土

器
高

杯
14

.0
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
45

85
21

1
SK

51
67

№
8

弥
生

土
器

ミ
ニ

チ
ュ

ア
壺

形
2.

4
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

砂
粒

･骨
針

50
6

45
86

29
1

SK
51

67
土

製
品

銅
鐸

形
長

さ
（

3.
3）

幅
（

3.
1）

厚
さ

（
2.

3）
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
2

灰
黄

褐
色

赤
色

粒
･骨

針
重

さ
9.

04
ｇ

50
7

45
87

23
4

SD
1

X
14

8Y
63

上
層

　
X

14
8Y

65
Ⅱ

層
弥

生
土

器
壺

23
.8

弥
生

中
期

（
小

松
式

）
5Y

R
6/

8
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

45
88

21
0

SD
1

X
14

5Y
62

上
層

弥
生

土
器

壺
細

頸
12

.0
弥

生
中

期
（

小
松

式
）

7.
5Y

R
7/

4
に

ぶ
い

橙
色

砂
粒

･骨
針

45
89

23
4

SD
1

X
14

3Y
62

上
層

弥
生

土
器

壺
15

.9
弥

生
中

期
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
45

90
23

4
SD

1
X

14
7Y

63
上

層
弥

生
土

器
壺

長
頸

12
.7

弥
生

後
期

10
Y

R
8/

4
浅

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
45

91
23

4
SD

1
X

14
6Y

64
上

層
弥

生
土

器
壺

19
.4

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

45
92

23
4

SD
1

X
14

4Y
59

上
層

　
X

14
4Y

60
弥

生
土

器
壺

17
.4

弥
生

後
期

7.
5Y

R
8/

4
浅

黄
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

45
93

23
4

SD
1

X
14

2Y
61

上
層

　
X

14
2Y

63
上

層
弥

生
土

器
壺

11
.6

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

45
94

23
4

SD
1

X
14

1Y
63

上
層

弥
生

土
器

壺
16

.8
弥

生
後

期
7.

5Y
R

6/
3

に
ぶ

い
褐

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

45
95

21
0

SD
1

X
13

9Y
63

上
層

弥
生

土
器

壺
13

.4
弥

生
後

期
5Y

R
7/

8
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

頸
部

内
面

～
外

面
赤

彩
　

45
96

23
4

SD
1

X
12

5Y
64

弥
生

土
器

壺
16

.6
弥

生
後

期
10

Y
R

6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
内

外
面

赤
彩

45
97

23
4

SD
1

X
14

6Y
60

弥
生

土
器

壺
16

.0
弥

生
後

期
～

古
墳

前
2.

5Y
R

6/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
45

98
23

4
SD

1
X

15
1Y

61
上

層
　

X
15

2Y
61

上
層

X
15

3Y
63

上
層

弥
生

土
器

大
型

壺
弥

生
後

期
～

古
墳

初
7.

5Y
R

7/
6

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針

45
99

23
5

SD
1

X
12

9Y
61

　
X

12
9Y

63
弥

生
土

器
小

型
壺

9.
6

弥
生

後
期

10
Y

R
7/

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
砂

粒
･骨

針
46

00
23

4
SD

1
X

13
8Y

62
上

層
弥

生
土

器
甕

有
段

14
.8

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

ス
ス

付
着

46
01

23
4

SD
1

X
14

3Y
60

上
層

弥
生

土
器

甕
有

段
15

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

8/
2

灰
白

色
赤

色
粒

･砂
粒

46
02

23
4

SD
1

X
13

7Y
62

中
層

弥
生

土
器

甕
有

段
17

.8
弥

生
後

期
10

Y
R

7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
46

03
23

4
SD

1
X

13
9Y

62
上

層
弥

生
土

器
甕

有
段

16
.0

弥
生

後
期

7.
5Y

R
6/

4
に

ぶ
い

橙
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
ス

ス
付

着
46

04
23

4
SD

1
X

14
7Y

65
上

層
弥

生
土

器
甕

丸
縁

15
.6

弥
生

後
期

7.
5Y

R
7/

6
橙

色
赤

色
粒

･砂
粒

･骨
針

46
05

23
5

SD
1

X
14

4Y
62

上
層

　
X

14
4Y

63
上

層
X

14
5Y

62
上

層
　

X
14

6Y
62

上
層

弥
生

土
器

器
台

22
.4

（
16

.8
）

弥
生

後
期

5Y
R

5/
6

明
赤

褐
色

赤
色

粒
･砂

粒
･骨

針
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挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

器
種

１
器

種
２

法
量

（
㎝

）
時

期
胎

土
色

調
胎

土
の

特
徴

釉
色

調
釉

薬
備

考
口

径
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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縁
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Ⅲ
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２９表　木製品一覧（１）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ

364・
533

5370 325 SI6−　
P1

柱 （25.2） 16.3 13.2 ケヤキ 芯持丸木

5371 325 SI6−　
P2

柱 （26.3） 11.4 10.2 不明（節） 芯持丸木

533 5372 325 SI6−　
P13

柱 （26.4） 13.8 12.2 クマシデ属
イヌシデ節

芯持丸木

367・
533

5373 325 SI8−　
P4

柱 （25.4） 16.1 15.0 エノキ属 芯持丸木

5374 325 SI8−　
P6

柱 （34.2） 16.0 15.0 ツバキ属 芯持丸木

371・
533

5375 326 SB2−　
P266

柱 （32.1） 19.6 16.5 クリ 分割材

5376 326 SB2−　
SP282

柱 （28.5） 18.3 18.0 クリ 分割丸材

371・
534

5377 326 SB2−　
SP245

柱 （42.7） 18.7 15.9 クリ 分割材
（ミカン割）

372・
534

5378 326 SB3−　
SP33

柱 （41.2） 15.9 11.1 スダジイ 分割材

5379 326 SB3−　
SP73

柱 （38.4） 14.2 10.2 スダジイ 分割角材

5380 326 SB3−　
SP36

柱 （20.4） 8.4 8.0 スダジイ 分割材

5381 327 SB4−　
SP82

柱 （29.0） 13.7 11.1 スダジイ 分割材

5382 327 SB4−　
SP89

柱 （37.8） 18.4 13.2 スダジイ 分割材

376・
534

5383 327 SB13−　
SP2695

柱 （30.2） 11.6 13.5 スダジイ 芯持丸木

378・
534

5384 328 SB16−　
SP2932

柱 （39.8） 13.0 10.8 クリ 芯持丸木

383・
535

5385 329 SB21−
SP1544

柱 （77.9） 13.7 10.0 クリ 半裁木

5386 328 SB21−
SP1541

柱 （33.2） 9.0 6.6 クリ 芯持丸木

535 5387 297 SB24　
SP1735

漆器小椀 口径
8.3

器高
2.9

底径
5.7

ブナ属 横木地（柾目） 高台内線刻　総赤色漆塗
り　漆分析№29
14～15Ｃ

5388 325 SB39−　
SP5127

柱 （47.2） 11.9 11.7 クマシデ属　
イヌシデ節

芯持丸木

392・
535

5389 326 SA2−　
SP74

柱 （43.4） 19.3 18.6 サクラ属 芯持丸木

392 SA3−　
SP2011

柱 （24） 9 9 クリ 芯持丸木 放射性炭素年代IAAA−
80506

SA3−　
SP2069

柱 （12.5） 9 9 カエデ属 芯持丸木 放射性炭素年代IAAA−
80507

SA3−　
SP2129

柱 （23） 7 4 クリ 芯持材 放射性炭素年代IAAA−
80508

394・
536

5390 294 SD57 №2 木皿 （16.8） （10.3） 0.8 ケヤキ 横木地（柾目）

536 5391 299 SD57 X118Y55 円形板 （25.4） （9.2） 1.1 スギ 柾目

394・
536

5392 294 SD57 №1 楔 （6.1） 1.5 0.7 スギ 柾目

536 5393 294 SD57 X118Y56 ヘラ （13.9） 4.0 0.6 スギ 柾目 二次被熱

5394 304 SD57 X118Y54 刺突具 21.1 1.3 1.0 スギ 分割角棒

5395 304 SD57 X119Y53 刺突具 23.5 1.8 1.6 スギ 削出丸棒

5396 304 SD57 X118Y56 棒材 （13.0） 1.7 1.2 スギ 削出丸棒

5397 304 SD57 X119Y55 棒材 （13.0） 1.4 1.2 スギ 削出丸棒

394・
536

5398 299 SD57 №3 井戸部材か 66.3 7.3 1.7 スギ 板目

412・
536

5399 314 SD5080 X237Y81　№8 不明部材
（板材）

（27.8） 3.6 1.3 スギ 板目

536 5400 294 SD1476 X166Y81 木椀未成品 口径
−

器高
（5.3）

底径
（11.8）

ケヤキ 横木地（柾目）

537 5401 311 SD1476 網枠 115.7 92.1 3.1 イヌガヤ 芯持丸木 放射性炭素年代IAAA−
80504

410・
538

5402 184・
298

SD5001 X252Y88　6層
№18　

杓子 36.3 21.7 2.3 トチノキ −

538 5403 312 SD5001 X246Y87　6層 板材 33.5 6.1 1.2 スギ 板目 板杓子か

5404 308 SD5001 X255Y85　6層 刳物桶 （15.9） （10.9） 3.6 スギ 板目

5405 294 SD5001 X253Y88　6層 棒材 16.3 8.4 8.4 コナラ属
アカガシ亜属

削出丸棒 宝珠状　二次被熱

5406 308 SD5001 X251Y87　6層 剣形 32.0 3.8 0.7 スギ 柾目

539 5407 310 SD5001 弓か網枠か 86.5 2.1 1.7 イヌガヤ 芯持丸木

5408 308 SD5001 X257Y86　6層 斧の柄 （46.4） 斧台5.0
柄3.0

斧台3.0
柄2.7

スギ 芯持丸木

5409 312 SD5001 不明部材
（板材）

（16.6） 3.7 0.7 スギ 柾目

5410 303 SD5001 X252Y80　8層 棒材 23.3 1.1 1.0 スギ 削出丸棒

5411 303 SD5001 棒材 33.4 1.4 1.3 スギ 分割三角棒

5412 303 SD5001 №78 棒材 35.7 1.4 1.1 スギ 削出丸棒

5413 303 SD5001 X246Y87　6層 刺突具 （45.9） 1.8 1.4 スギ 削出丸棒
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第２９表　木製品一覧（２）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
539 5414 303 SD5001 X256Y89　7層

№17　
棒材 （74.5） 3.4 3.2 スギ 削出丸棒

540 5415 310 SD5001 X256Y89　7層
№17　

建築部材 117.2 6.2 1.8 スギ 柾目

5416 314 SD5001 №81 不明部材
（板材）

（76.1） 8.8 1.5 スギ 追柾 二次被熱

5417 314 SD5001 №77 不明部材
（板材）

46.9 13.2 2.3 スギ 柾目

541 5418 313 SD5001 №94 不明部材
（板材）

63.6 36.5 3.3 スギ 板目

5419 312 SD5001 X250Y86　8層 不明部材
（板材）

（33.4） （5.8） 1.8 スギ 柾目

5420 314 SD5001 X257Y87　14層 不明部材
（板材）

30.4 9.8 0.9 スギ 板目

5421 312 SD5001 X253Y86　14層 不明部材
（板材）

（32.6） 9.3 1.6 スギ 板目

5422 314 SD5001 №51 不明部材
（板材）

（60.2） 6.5 2.0 スギ 板目

542 5423 312 SD5001 X250Y88　6層 不明部材
（板材）

（50.4） 14.0 3.0 スギ 板目

5424 308 SD5001 X251Y88　6層 不明部材 （49.1） 9.2 4.6 スギ 分割材

5425 313 SD5001 №94 不明部材
（板材）

42.4 28.8 3.7 スギ 板目 二次被熱

5426 325 SD5001 X252Y88　8層 不明部材 （23.6） 14.7 5.4 サカキ 半裁木

324 SD5001 X254Y89　8層 板材 38.0 16.3 1.9 − − 年輪年代測定M050203

543 5427 309 SD6011 X91Y60 弓 148.8 2.8 2.8 イヌガヤ 芯持丸木 放射性炭素年代IAAA−
80516

5428 305 SD6011 X93Y55 竪杵 155.5 8.0 7.2 コナラ属
コナラ亜属
クヌギ節

削出丸木 放射性炭素年代IAAA−
80517

5429 309 SD6011 X96Y70上層 弓か綱枠か （36.8） 3.2 2.4 ヒノキ科 芯持丸木

544 5430 305 SD6011 X95Y66砂・ピー
ト層

紡織具 30.0 21.6 1.8（縦棒）スギ
（横棒）スギ

（縦棒）削出丸木
（横棒）削出丸木

5431 301 SD6011 X90Y50 円形板 （17.3） （6.6） 1.0 スギ 柾目

5432 312 SD6011 X95Y58 用途不明品 （11.2） （5.0） 1.2 ケンポナシ属 柾目

5433 312 SD6011 X127Y85 用途不明品 10.5 4.1 0.7 スギ 板目

5434 313 SD6011 X123Y85 下駄 22.4 （4.8） （2.6）スギ 板目

5435 313 SD6011 X111Y77 板材 38.5 11.8 1.5 スギ 柾目

5436 309 SD6011 X104Y69サブト
レ

棒材 50.3 2.7 2.5 スギ 削出丸棒

5437 300 SD6012 X101Y56ピート
層

原材 98.6 14.0 5.4 クリか 分割材（ミカン
割）

5438 295 SD6022 X105Y79 漆器椀 口径
14.7

器高
5.1

底径
8.0

ケヤキ 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析
№35　14～15C

5439 295 SD6034 X105Y77 円形板 20.3 20.0 0.8 スギ 柾目

420・
421・
545

5440 315 SE90 №20 井戸部材 172.1 10.0 8.5 スギ 分割角材

5441 315 SE90 №35 井戸部材 168.0 6.6 6.0 スギ 分割角材

5442 315・
316

SE90 №12 井戸部材 174.7 8.8 8.8 スギ 分割角材

420・
421・
546

5443 315 SE90 №1 井戸部材 170.1 6.3 6.0 スギ 分割角材

5444 316 SE90 №28 井戸部材 88.6 4.6 4.3 スギ 分割角材

421・
546

5445 316 SE90 №36 井戸部材 89.1 4.2 3.0 スギ 分割角材

5446 316 SE90 №40 井戸部材 88.6 5.5 3.0 スギ 厚板状（柾目）

5447 316 SE90 №41 井戸部材 85.2 5.7 4.0 スギ 厚板状（柾目）

420・
421・
547

5448 317 SE90 №2 井戸部材 （138.3） 42.4 3.5 スギ 板目

420・
548

5449 317 SE90 №14 井戸部材 180.0 43.0 5.6 スギ 板目

420・
421・
549

5450 317 SE90 №3 井戸部材 （162.0） 33.0 4.3 スギ 柾目

550 5451 295 SE90 漆器椀 口径
−

器高
　（3.9）

底径
9.0

ケヤキ 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析
№31　13C前半

5452 297 SE90 漆器小皿 口径
　10.6

器高
2.0

底径
7.8

ケヤキ 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析
№30　13C前半

5453 302 SE90 箸 20.3 0.7 0.4 スギ 削出棒 断面不定形

5454 302 SE90 箸 21.1 0.8 0.3 スギ 削出板棒状

5455 302 SE90 箸 21.7 0.6 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

5456 302 SE90 箸 23.4 0.6 0.4 スギ 削出棒 断面不定形

5457 302 SE90 箸 23.2 0.7 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5458 302 SE90 箸 （18.3） 0.6 0.4 スギ 削出棒 断面不定形

5459 302 SE90 箸 （15.6） 0.6 0.3 スギ 削出棒 断面不定形

5460 302 SE90 箸 （14.0） 0.6 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5461 302 SE90 箸 （11.5） 0.6 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

5462 302 SE90 箸 （10.5） 0.5 0.4 スギ 削出棒 断面不定形

5463 299 SE90 円形板 （26.8） （9.1） 1.2 スギ 柾目

5464 299 SE90 折敷 34.2 （10.5） 0.6 スギ 柾目 漆付着
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２９表　木製品一覧（３）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
420・
421

SE90 №6 井戸部材 50 18 2 スギ 板目

SE90 №7 井戸部材 52 18 2.5 スギ 板目

SE90 №8 井戸部材 62 19 3 スギ 板目

SE90 №10 井戸部材 53 14.5 2 モミ属 板目

SE90 №11 井戸部材 52 15 2 モミ属 板目

SE90 №13 井戸部材 92 4.5 4 スギ 分割角材

SE90 №16 井戸部材 141 13 1 スギ 板目

SE90 №17 井戸部材 152 11 3 スギ 板目

SE90 №18 井戸部材 138 19.5 5 スギ 柾目

SE90 №19 井戸部材 137.5 32 2 スギ 板目

SE90 №21 井戸部材 145 22 2.5 スギ 板目

SE90 №22 井戸部材 77 7 1 スギ 板目

SE90 №23 井戸部材 76 9.5 1 スギ 板目

SE90 №24 井戸部材 93 15.5 1.5 スギ 板目

SE90 №25 井戸部材 58 18.5 2 スギ 板目

SE90 №26 井戸部材 70 15 0.8 スギ 板目

SE90 №27 井戸部材 91 24 3.5 スギ 柾目

SE90 №29 井戸部材 60 9 1.5 スギ 板目

SE90 №30 井戸部材 60 7 1 スギ 板目

SE90 №31 井戸部材 69 6.5 2 スギ 板目

SE90 №32 井戸部材 62 15 2.5 スギ 板目

SE90 №33 井戸部材 153 16 4.5 スギ 柾目

SE90 №37 井戸部材 54 13 1.5 スギ 板目

SE90 №38 井戸部材 63 13 0.8 スギ 板目

SE90 №39 井戸部材 68 15 2 スギ 板目

SE90 №43 井戸部材 71 11 1 スギ 板目

SE90 №44 井戸部材 78.5 13.5 4 スギ 柾目

422・
551

5465 318 SE200 №42 井戸部材 62.2 5.4 2.7 クリ 厚板状（板目）

5466 318 SE200 №43 井戸部材 68.2 5.2 3.3 クリ 厚板状（板目）

5467 318 SE200 №44 井戸部材 61.9 6.0 3.9 クリ 厚板状（板目）

5468 318 SE200 №45 井戸部材 66.7 3.8 2.0 クリ 厚板状（板目）

423・
551

5469 299 SE270 №1 板材 （63.0） 12.3 1.6 スギ 板目

551 5470 302 SE270 箸 21.0 0.6 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5471 308 SE200 1層 編物 （11.3） （12.8） − イネ科 −

422 SE200 №1 井戸部材 37 11 0.8 スギ 板目

SE200 №2 井戸部材 54 12 3 スギ 柾目

SE200 №3 井戸部材 47 12.5 0.8 スギ 板目

SE200 №7 井戸部材 50 12.5 1 スギ 板目

SE200 №8 井戸部材 50 12.5 1 スギ 板目

SE200 №9 井戸部材 28 11 1 スギ 板目

SE200 №12 井戸部材 22 11.5 1.3 スギ 板目

SE200 №15 井戸部材 42 9 1.5 スギ 板目

SE200 №16 井戸部材 39 11 1 スギ 板目

SE200 №18 井戸部材 44 11 1 スギ 板目

SE200 №22 井戸部材 40 11 1 スギ 板目

SE200 №23 井戸部材 40 11 1.2 スギ 板目

SE200 №25 井戸部材 41 12 0.8 スギ 板目

SE200 №40 井戸部材 28 12 0.7 スギ 板目

SE200 №27 井戸部材 36 11 0.8 スギ 板目

SE200 №27 井戸部材 36 11 0.8 スギ 板目

SE200 №28 井戸部材 46 11 0.7 スギ 板目

SE200 №29 井戸部材 43 9.5 1 スギ 板目

SE200 №31 井戸部材 38 11 1 スギ 板目

SE200 №32 井戸部材 29 11.5 1 スギ 板目

SE200 №33 井戸部材 23 6 0.8 スギ 板目

SE200 №35 井戸部材 41 11.5 1 スギ 板目

SE200 №36 井戸部材 37 11 0.5 スギ 板目

SE200 №37 井戸部材 45 26 3 スギ 板目

SE200 №41 井戸部材 47 10 1 スギ 板目

SE200 №46 井戸部材 40 5 4 クリ 分割角材

SE200 №47 井戸部材 40.5 4.5 3 クリ 分割角材

SE200 №48 井戸部材 26 2.5 クリ 芯持丸木

SE200 №49 井戸部材 41 5.5 4 クリ 芯持丸木

423・
551

5472 300 SE301 №1 円形板 11.7 11.2 0.9 スギ 板目

423 SE301 №2 井戸部材 32 5 4.5 モミ属 分割角材

SE301 №3 井戸部材 28 5 4.5 モミ属 分割角材

SE301 №4 井戸部材 10 4.5 3.5 モミ属 分割角材

SE301 №11 井戸部材 27.5 8 1 スギ 板目

SE301 №12 井戸部材 11.5 7 1.5 モミ属 柾目

SE301 №13 井戸部材 22.5 9.5 1 モミ属 柾目

SE301 №14 井戸部材 19 18 1.5 モミ属 柾目
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第２９表　木製品一覧（４）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
551 5473 297 SE1033 漆器椀 口径

−
器高

（1.4）
底径

6.8
ブナ属 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析

№27　14～15C

424・
552

5474 318 SE305 №19 井戸部材 79.7 14.9 3 スギ 板目

5475 318 SE305 №25 井戸部材 79.3 17.1 3.2 スギ 板目

5476 318 SE305 №20 井戸部材 78.5 16.3 3.2 スギ 板目

5477 318 SE305 №11 井戸部材 79.2 11.5 2.8 スギ 板目

5478 318 SE305 №9 井戸部材 58.4 11.8 1.7 スギ 板目

5479 318 SE305 №28 井戸部材 54.3 6.3 1.2 スギ 柾目

5480 318 SE305 №27 井戸部材 80.2 12.0 2.7 スギ 板目

424・
553

5481 319 SE305 №8 井戸部材 170.0 （28.4） 6.0 モミ属 板目

5482 319 SE305 №1 井戸部材 （107.2） 16.1 7.1 モミ属 板目 二次被熱

5483 318 SE305 №7 井戸部材 49.0 7.5 2 スギ 板目

5484 318 SE305 №2 井戸部材 47.2 6.2 1.5 スギ 板目

426・
554

5485 320 SE1344 №27 井戸部材 91.2 31.7 3.8 スギ 柾目 二次被熱

5486 320 SE1344 №26 井戸部材 95.6 26.8 3.6 スギ 柾目 二次被熱

5487 320 SE1344 №12 井戸部材 86 15.2 2.6 スギ 板目

5488 320 SE1344 №16 井戸部材 81 14.2 2 スギ 板目

426 SE1344 №13 井戸部材 35.5 22 4 スギ 板目

SE1344 №14 井戸部材 39 21.5 3 スギ 板目

SE1344 №17 井戸部材 59 16 1 スギ 板目

SE1344 №18 井戸部材 52 20 3.5 スギ 板目

SE1344 №20 井戸部材 50 22.5 2.5 スギ 板目

SE1344 №21 井戸部材 56 18 2.8 スギ 板目

SE1344 №22 井戸部材 48 19 2 スギ 板目

555 5489 300 SE1600 不明部材
（板材）

（14.3） 3.1 0.8 スギ 板目

5490 297 SE1661 漆器小皿 口径
9.2

器高
1.0

底径
7.5

ブナ属 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析
№32　13C前半

5491 302 SE1651 上層 箸 18.2 0.6 0.5 スギ 削出角棒状

5492 302 SE1651 箸 20.7 0.7 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5493 302 SE1651 箸 （10.5） 0.5 0.5 スギ 削出角棒状

5494 302 SE1661 箸 18.3 0.8 0.3 スギ 削出板棒状

5495 302 SE1661 箸 （15.9） 0.7 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

5496 302 SE1788 箸 （15.5） 0.7 0.35 スギ 削出棒 断面不定形

428・
555

5497 301 SE1651 №21 円形板 21.0 20.6 1.2 スギ 柾目 木釘残存

5498 301 SE1651 №20 円形板 20.6 20.2 0.7 スギ 柾目 木釘残存

428・
556

5499 319 SE1651 №32 井戸部材 （66.0） 10.6 10.6 スギ 芯持角材

5500 319 SE1651 №30 井戸部材 （75.0） 10.2 10.0 スギ 芯持角材

5501 319 SE1651 №5 井戸部材 （79.4） 13.0 8.6 スギ 半裁木

5502 320 SE1651 №29 井戸部材 65.8 4.4 4.3 スギ 分割角材

5503 320 SE1651 №28 井戸部材 64.7 4 2.8 スギ 分割角材

428 SE1651 №3 井戸部材 54 36 2 スギ 板目

SE1651 №4 井戸部材 55 31 2 スギ 板目

SE1651 №11 井戸部材 12 11 1 スギ 板目

SE1651 №12 井戸部材 34 13 2 クリ 柾目

SE1651 №33 井戸部材 53 57 2 スギ 板目

SE1651 №36 井戸部材 62.5 45 2 スギ 板目

SE1651 №37 井戸部材 47.5 16.5 2 スギ 板目

429・
557

5504 320 SE1661 №11 井戸部材 55.3 6.5 5.1 スギ 分割角材

5505 320 SE1661 №12 井戸部材 60.6 6 4.9 スギ 分割角材

5506 320 SE1661 №13 井戸部材 60.6 5.8 4.9 スギ 分割角材

5507 320 SE1661 №14 井戸部材 62.2 6.5 5.5 スギ 分割角材

431・
557

5508 321 SE1777 №11 井戸部材 （49.7） 9.4 9.1 スギ 分割角材

5509 321 SE1777 №12 井戸部材 （50.7） 9.0 8.9 スギ 分割角材

5510 321 SE1777 №21 井戸部材 （46.4） 9.2 9.0 スギ 分割角材（芯持）

431・
558

5511 320 SE1777 №22 井戸部材 （68.4） （8.8） 2.5 スギ 板目

5512 320 SE1777 №10 井戸部材 94.2 6.6 3.3 スギ 分割角材

5513 320 SE1777 №20 井戸部材 94.1 6.6 3.6 スギ 分割角材

431 SE1777 №4 井戸部材 49 21 2 スギ 板目

SE1777 №6 井戸部材 55 19.5 2.5 スギ 板目

SE1777 №7 井戸部材 46 27.5 2 スギ 柾目

SE1777 №8 井戸部材 51 32.5 3 スギ 柾目

SE1777 №9 井戸部材 51.5 23 3 スギ 板目

SE1777 №15 井戸部材 53 27 2 スギ 柾目

SE1777 №16 井戸部材 44 27 2 スギ 柾目

SE1777 №17 井戸部材 43 29.5 1.5 スギ 柾目

SE1777 №18 井戸部材 30 13 1.5 スギ 追柾

432・
558

5514 321 SE1789 №15 井戸部材 78.8 5.1 5.0 針葉樹 芯持丸木 つる巻き痕あり　
二次被熱

5515 321 SE1789 №4 井戸部材 72.4 5.1 4.0 スギ 分割角材

5516 321 SE1789 №17 井戸部材 78.3 5.0 4.5 スギ 分割角材 二次被熱

432・
559

5517 321 SE1789 №42 井戸部材 （96.4） 7.4 7.4 モミ属 芯持丸木

5518 321 SE1789 №14 井戸部材 （92.4） 8.5 8.5 スギ 芯持丸木

559 5519 299 SE1789 折敷 26.7 （6.5） 0.7 スギ 柾目
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２９表　木製品一覧（５）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
559 5520 300 SE1789 折敷 24.3 （5.7） 0.6 スギ 柾目

5521 308 SE1789 底面 柄 （15.4） 2.3 2.1（柄）ウツギ属
（編物）イネ科

（柄）芯持丸木
（編物）−

編物付着　柄は中空

5522 301 SE1789 円形板 （15.1） （2.9） 0.8 スギ 柾目

5523 301 SE1789 円形板 （23.4） （9.0） 0.6 アスナロ 柾目

5524 301 SE1789 円形板 （21.5） （6.5） 0.8 アスナロ 柾目

432 SE1789 №6 井戸部材 64 13 0.8 スギ 板目

SE1789 №8 井戸部材 75 13 2 スギ 追柾

SE1789 №9 井戸部材 84 12 2 スギ 板目

SE1789 №10 井戸部材 57 12 0.5 スギ 板目

SE1789 №13 井戸部材 77 16 1.5 スギ 板目

SE1789 №16 井戸部材 70 9 6.5 モクレン属 芯持丸木

SE1789 №20 井戸部材 81 21.5 1 スギ 柾目

SE1789 №21 井戸部材 70 13.5 0.8 スギ 柾目

SE1789 №25 井戸部材 77.5 11 1 スギ 板目

SE1789 №26 井戸部材 65 13.5 0.8 スギ 板目

SE1789 №28 井戸部材 60 11.5 0.5 スギ 板目

SE1789 №33 井戸部材 55 12.5 0.5 スギ 板目

SE1789 №35 井戸部材 55 12.5 1.3 スギ 追柾

SE1789 №37 井戸部材 48 10.5 1 スギ 板目

SE1789 №43 井戸部材 60 12.5 1.5 スギ 柾目

SE1789 №49 井戸部材 44 6 キリ 芯持丸木

SE1789 №50 井戸部材 82 23 2 スギ 板目

433・
560

5525 306 SE1800 №3 曲物 口径
38.0

器高
34.0

底径
36.4

（側板）スギ
（留具）樹皮

（側板）柾目
（留具）−

井戸側転用　厚さ0.6㎝

560 5526 296 SE1800 木椀 口径
14.1

器高
5.3

底径
7.6

トチノキ 横木地（板目） 木地　漆分析№33　14～
15Ｃ

5527 297 SE2687 漆器椀 口径
−

器高
（1.4）

底径
8.0

ケヤキ 横木地（柾目） ヌカ目　総黒色系漆塗り
漆分析№34　14～15C

5528 301 SE1850 円形板 （22.1） （6.5） 1.0 スギ 板目

434・
560

5529 301 SE1850 №7 円形板 （19.4） （7.9） 0.9 スギ 柾目 木釘残存

440・
560

5530 300 SE4006 №41 円形板 12.4 12.0 0.6 スギ 柾目

5531 300 SE4006 №13 刳物匙 （8.8） （6.0） 1.2 エノキ属 刳物

560 5532 302 SE1800 箸 （12.8） 0.6 0.5 スギ 削出棒 断面六角形

440・
560

5533 302 SE4006 №24 箸 （9.3） 0.5 0.3 スギ 削出角棒状

560 5534 302 SE4006 箸 （9.2） 0.6 0.4 スギ 削出角棒状

440・
560

5535 302 SE4006 №38 箸 19.8 0.6 0.4 スギ 削出棒状 断面不定形

436・
561

5536 306 SE2200 結桶 口径
76.1

器高
91.0

底径
63.1

（桶板）マツ属
複維管束亜属

（箍）イネ科タ
ケ亜科

（桶板）板目
（箍）−

井戸側転用

433・
561

5537 300 SE1848 №1 折敷 24.7 （7.3） 0.3 アスナロ 柾目

561 5538 300 SE2687 折敷 26.8 （5.0） 0.4 ヒノキ 柾目

439・
561

5539 300 SE2687 №60 折敷 （17.6） （11.9） 0.6 スギ 板目

561 5540 313 SE4006 №21 棒材 21.5 2.1 1.7 エノキ属 分割材 くの字状

5541 300 SE5151 下段最下層 木製容器 （8.4） （5.0） 1.2 ケヤキ 横木地（板目）

5542 314 SE5216 不明部材
（板材）

（38.8） （7.0） 0.9 スギ 柾目

434・
562

5543 322 SE1850 №34 井戸部材 72.8 4.7 4.7 スギ 芯持丸木

5544 322 SE1850 №28 井戸部材 65.8 6 3.6 スギ 半裁木

5545 322 SE1850 №31 井戸部材 （67.9） 4.8 4.0 スギ 分割角材

5546 322 SE1850 №27 井戸部材 97.2 3.4 2.0 スギ 厚板状（板目）

5547 322 SE1850 №35 井戸部材 （54.8） 5.8 5.5 ヒノキ 芯持丸木

5548 322 SE1850 №29 井戸部材 （51.6） 8.7 4.1 スギ 半裁木

5549 322 SE1850 №30 井戸部材 （127.5） 9.0 6.1 スギ 半裁木

434 SE1850 №4 井戸部材 59 44 4 スギ 板目

SE1850 №22 井戸部材 28 4 0.5 スギ 厚板状（板目）

SE1850 №33 井戸部材 115 31 3.5 スギ 板目

437・
563

5550 307 SE2245 №1 曲物 口径
−

器高
（18.0）

底径
46.0

（側板）スギ
（留具）樹皮

（側板）板目
（留具）−

井戸側転用　厚さ1.1㎝

5551 307 SE2245 №2 曲物 口径
41.0

器高
27.8

底径
40.0

（側板）スギ
（留具）樹皮

（側板）柾目
（留具）−

井戸側転用　厚さ0.7㎝

439・
564

5552 322 SE2687 №33 井戸部材 67.1 5.6 3.6 スギ 半裁木

5553 322 SE2687 №56 井戸部材 （63.5） 5 3.4 スギ 分割角材

5554 322 SE2687 №57 井戸部材 63.8 8.3 2.4 スギ 厚板状（柾目）

5555 322 SE2687 №58 井戸部材 68.4 6.7 2.1 スギ 厚板状（板目）

5556 322 SE2687 №55 井戸部材 72.1 4 4 クリ 芯持丸木

439 SE2687 №3 井戸部材 64 5 2 スギ 厚板状（板目）

SE2687 №24 井戸部材 27 6.5 0.5 スギ 板目

SE2687 №29 井戸部材 39 12 1.5 スギ 板目

SE2687 №32 井戸部材 23 10 0.5 スギ 板目
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第２９表　木製品一覧（６）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
439 SE2687 №35 井戸部材 64 3 3 スギ 分割角材

SE2687 №37 井戸部材 32 13 1 スギ 板目

SE2687 №41 井戸部材 37 12 0.8 スギ 板目

SE2687 №43 井戸部材 46 3 クリ 芯持丸木

SE2687 №44 井戸部材 44 9 0.7 スギ 板目

SE2687 №46 井戸部材 32 10 1 スギ 板目

440・
565

5557 323 SE4006 №45 井戸部材 72.0 3.7 2.6 スギ 厚板状（板目）

5558 323 SE4006 №46 井戸部材 71.3 4.9 3.7 スギ 厚板状（板目）

5559 323 SE4006 №47 井戸部材 72.5 4.7 3.2 スギ 厚板状（板目）

5560 323 SE4006 №48 井戸部材 72.2 5.4 4.0 スギ 厚板状（板目）

442 SE5032 曲物 30 6 0.5 スギ 柾目

324 SE5033 板材 27.2 14.5 0.2 − − 年輪年代測定M050399

324 SE5034 №1 井戸部材 58.2 15.5 1.3 − − 年輪年代測定M050395

441・
565

5561 323 SE5216 井戸部材 42.9 9 2 スギ 板目

5562 323 SE5216 井戸部材 41.2 8.5 2.3 スギ 板目

5563 323 SE5216 井戸部材 41.6 7.9 1.8 スギ 柾目

5564 323 SE5216 井戸部材 41.3 7.9 1.6 スギ 柾目

443・
566

5565 306 SE5151 上段 刳物桶 口径
−

器高
（27.0）

底径
51.5

キハダ − 井戸側転用　放射性炭素
年代IAAA−80521

5566 306 SE5151 下段 刳物桶 口径
46.6

器高
74.0

底径
47.0

キハダ − 井戸側転用　放射性炭素
年代IAAA−80522

566 5567 192 SE5151 下段刳物桶内 蔓 19.8 16.4 0.6 広葉樹
（つる性木本か）

− マタタビ属に似る

5568 SE5151 下段刳物桶内 編物 − − − 広葉樹 − ヤナギ属，シラキか

567 5569 296 SK56 下駄 （13.4） （7.8） 2.6 モクレン属 板目 台裏に樹芯あり　小型

445・
567

5570 323 SK70 №1 木枠 62 4.4 4 スギ 分割角材

5571 323 SK70 №2 木枠 62.2 4.8 3.0 スギ 厚板状（板目）

5572 323 SK70 №3 木枠 85 5.2 2.7 スギ 厚板状（板目）

5573 323 SK70 №4 木枠 （80.6） 3.3 3.3 スギ 分割角材

567 5574 299 SK1000 円形板 （67.0） （8.3） 0.8 スギ 板目

445・
567

5575 194・
301

SK1025 №3 円形板 22.4 （18.7） 1.4 モミ属 板目

567 5576 296 SK1055 2層 脚 9.0 3.0 2.6 モミ属 芯持丸木

451・
567

5577 194・
296

SK1056 №11 木椀 口径
15.2

器高
4.0

底径
9.0

ケヤキ 横木地（柾目）

567 5578 297 SK1525 漆器鉢 口径
−

器高
2.8

底径
11.9

ブナ属 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析
№28　14～15C

446・
568

5579 304 SK300 3層№1 箸 19.2 0.6 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

568 5580 304 SK300 3層 箸 22.2 0.8 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

5581 304 SK300 3層 箸 23.3 0.8 0.4 スギ 削出板棒状

5582 304 SK300 3層 箸 26.2 0.7 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5583 304 SK300 3層 箸 （16.2） 0.7 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

5584 304 SK300 3層 箸 （12.2） 0.8 0.4 スギ 削出板棒状

5585 304 SK300 中～下層 箸 21.0 0.8 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5586 304 SK300 中～下層 箸 23.4 0.7 0.4 スギ 削出板棒状

5587 304 SK300 中～下層 箸 （19.7） 0.8 0.5 スギ 削出棒 断面不定形

5588 304 SK300 中～下層 箸 （16.0） 0.5 0.5 モミ属 削出棒 断面不定形

5589 304 SK300 中～下層 箸 （16.5） 0.7 0.6 スギ 削出棒 断面不定形

5590 303 SK300 上～中層 棒材 30.3 2.0 1.9 スギ 削出丸棒

446・
568

5591 303 SK300 3層№3 棒材 （39.6） 1.1 1.0 スギ 分割角棒

5592 303 SK300 3層№2 棒材 （45.1） 1.8 1.4 スギ 削出丸棒

568 5593 303 SK300 3層 棒材 （18.4） 1.1 0.8 モミ属 削出棒 断面不定形　傷害樹脂道

5594 303 SK300 3層 棒材 （18.6） 1.0 0.9 モミ属 削出棒 断面不定形

446・
568

5595 299 SK300 3層№5 円形板 （48.4） （13.0） 2.2 スギ 柾目

452・
569

5596 194・
298

SK1055 №1 折敷 28.5 27.7 1.9（側板）ヒノキ
（底板）ヒノキ
（留具）樹皮

（側板）板目
（底板）柾目
（留具）−

5597 194・
299

SK1055 №2 折敷 29.7 （10.6） 0.2 ヒノキ 柾目

569 5598 299 SK3074 折敷 （29.4） （3.7） 0.3 ヒノキ 板目

451・
569

5599 195・
303

SK1601 №2 棒材 （34.7） 3.2 2.4 スギ 芯持丸木 二次被熱

569 5600 141 SK1666 棒材 88.3 4.8 3.6 コナラ属
アカガシ亜属

削出丸棒 ミカン割材から加工

451・
569

5601 194・
324

SK1038 №1 板材 19.2 15.4 2.1 スギ 柾目 5605と同一個体か
（繊維の曲線ほぼ一致）

5602 194・
324

SK1038 №2 板材 13.7 9.6 1.8 スギ 柾目

5603 194・
324

SK1038 №6 板材 19.4 6.8 1.4 スギ 柾目

5604 324 SK1038 №7 板材 17.0 7.4 2.7 スギ 柾目

5605 324 SK1038 №8 板材 20.1 9.8 1.8 スギ 柾目 5601と同一個体か
（繊維の曲線ほぼ一致）

5606 324 SK1038 №12 板材 25.4 （13.3） 3.5 スギ 板目
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第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第２９表　木製品一覧（７）

挿図 遺物 写真
図版 遺構 出土地点 種類

法量（㎝）
材質 木取り 備考

長さ 幅 厚さ
451・
570

5607 195・
329

SK1681 №2 柱 （34.7） 11.2 7.9 サクラ属 芯持丸木

454・
570

5608 195・
327

SK1818 №3 柱 （48.9） 16.0 13.9 クリ 芯持丸木

463・
570

5609 325 SP6015 柱 （25.0） 12.6 9.6 クリ 分割材

464・
570

5610 327 SP109 柱 （23.1） 13.3 9.6 スギ 分割材

5611 326 SP262 柱 （32.7） 12.7 12.7 スギ 分割材

5612 329 SP1022 №1 柱 （11.2） 13.3 11.5 スギ 芯持丸木

5613 329 SP1023 №1 柱 （37.6） 15.1 14.3 スギ 分割丸材

5614 329 SP1128 №1 柱 （34.8） 11.5 9.6 スダジイ 分割材

5615 329 SP1244 №1 柱 （24.5） 10.1 11.2 クリ 芯持丸木 二次被熱

465・
570

5616 328 SP1522 柱 （32.4） 15.4 12.7 クリ 芯持丸木 二次被熱

464・
571

5617 329 SP1134 №1 柱 （47.4） 16.1 15.4 スダジイ 芯持丸木

5618 329 SP1382 柱 （53.7） 13.0 10.3 クリ 芯持丸木

5619 330 SP1383 柱 （51.5） 10.9 10.0 クリ 芯持丸木

465・
571

5620 SP1487 柱 （79.8） 17.8 15.1 クリ 芯持丸木

465・
572

5621 330 SP1510 柱 （47.0） 17.5 17.4 クリ 芯持丸木

5622 330 SP1513 柱 （56.6） 12.1 10.0 クリ 芯持丸木

5623 330 SP1516 柱 （54.2） 16.2 13.3 クリ 芯持丸木 二次被熱

5624 328 SP1598 柱 （33.5） 14.9 13.6 クリ 芯持丸木 二次被熱

5625 328 SP1636 №1 柱 （45.9） 18.2 16.6 クリ 芯持丸木

428・
572

5626 330 SP1650 柱 （17.8） 13.5 12.1 クリ 芯持丸木 二次被熱

465・
572

5627 330 SP1793 柱 （24.0） 11.2 9.5 スギ 分割材 二次被熱

466・
572

5628 330 SP2595 柱 （23.0） 17.6 14.2 コナラ属
コナラ亜科
コナラ節

芯持丸木

5629 327 SP2737 柱 （27.4） 9.2 9.2 スダジイ 芯持丸木 二次被熱

465・
573

5630 330 SP1830 柱 （37.5） 19.6 15.7 クリ 分割材
（ミカン割）

466・
573

5631 328 SP2596 柱 （45.0） 12.1 11.5 クリ 芯持丸木

5632 330 SP2597 柱 （30.1） 15.7 15.1 サクラ属 芯持丸木

5633 327 SP2741 柱 （34.2） 11.6 11.2 スダジイ 芯持丸木

5634 328 SP2938 柱 （39.2） 17.5 12.7 スダジイ 分割材

5635 327 SP3260 №1 柱 （29.4） 17.2 13.6 クリ 芯持丸木

5636 328 SP3274 №1 柱 （36.2） 13.1 11.5 クリ 芯持丸木

573 5637 312 X97Y65Ⅱ層 札 14.5 2.5 0.8 スギ 柾目 墨書□□□［不ヵ］過□
［六ヵ］□□□」

5638 312 X225Y75Ⅰ層 札 5.6 3.0 0.5 スギ 柾目 墨書「□□」

5639 297 SD100 X177Y81 漆器皿 口径
8.7

器高
2.1

底径
6.0

ブナ属 横木地（柾目） 総黒色系漆塗り　漆分析
№26　14～15C

注） 木製品の材質・木取りの同定は，5402は公益財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所，他はパリノ・サーヴェイ株式会社が実施した。
　　同定の詳細は，第Ⅴ章第13節（2）項 木製品・貝塚出土自然木の樹種同定 に掲載している。



366

第
３０

表
　

石
製

品
一

覧

挿
図

遺
物

写
真

図
版

遺
構

出
土

地
点

種
類

法
量

（
㎝

・
ｇ

）
比

重
体

積
（

㎤
）

材
質

時
期

備
考

長
さ

幅
厚

さ
重

量
57

4
56

40
33

1
SK

50
3

磨
製

石
剣

（
4.

6）
3.

4
0.

7
17

.2
2

2.
60

6.
63

ガ
ラ

ス
質

安
山

岩
弥

生
鉄

剣
形

56
41

33
1

SD
41

30
X

24
5Y

77
石

鏃
5.

71
1.

15
0.

49
3.

01
2.

59
1.

16
ガ

ラ
ス

質
安

山
岩

弥
生

56
42

33
1

SD
1

X
12

5Y
56

上
～

中
層

抉
入

柱
状

片
刃

石
斧

12
.7

0
3.

37
3.

53
26

7.
30

細
粒

凝
灰

岩
弥

生
両

側
面

研
磨

56
43

33
1

SD
1

X
14

5Y
61

上
層

扁
平

片
刃

石
斧

か
（

4.
52

）
（

3.
52

）
0.

84
21

.1
7

2.
94

7.
20

透
閃

石
岩

（
蛇

紋
岩

）
弥

生
56

44
33

2
SD

1
X

13
1Y

61
下

層
磨

製
石

斧
6.

98
4.

41
3.

77
17

7.
93

2.
92

60
.9

角
閃

岩
弥

生
か

太
形

蛤
刃

石
斧

か
　

敲
石

に
転

用
56

45
33

1
SD

1
X

15
3Y

64
上

層
石

包
丁

（
5.

07
）

（
6.

50
）

1.
15

28
.7

3
2.

59
11

.1
0

ガ
ラ

ス
質

安
山

岩
弥

生
表

裏
使

用
痕

56
46

33
3

紡
錘

車
4.

03
3.

89
（

0.
86

）
19

.4
3

滑
石

弥
生

～
古

墳
56

47
33

2
SD

1
X

13
2Y

58
上

層
温

石
（

13
.2

8）
8.

63
2.

18
50

1.
80

滑
石

中
世

以
降

57
5

56
48

33
4

SI
8

A
区

勾
玉

未
成

品
1.

56
0.

99
0.

64
1.

37
2.

6
0.

53
碧

玉
弥

生
56

49
33

4
SI

8
D

区
管

玉
未

成
品

2.
01

0.
70

0.
53

0.
93

横
山

真
脇

石
（

玉
髄

）
弥

生
形

割
工

程
品

　
赤

色
物

質
付

着
56

50
33

4
SI

8
D

区
管

玉
未

成
品

2.
60

1.
26

1.
16

3.
61

軟
質

細
粒

凝
灰

岩
弥

生
形

割
工

程
品

56
51

33
4

SI
10

周
溝

B
区

管
玉

未
成

品
1.

42
0.

87
0.

83
0.

61
軟

質
細

粒
凝

灰
岩

弥
生

研
磨

工
程

品
56

52
33

4
SI

7排
水

溝
X

25
3Y

83
管

玉
未

成
品

3.
66

2.
14

1.
20

8.
42

2.
21

3.
81

軟
質

細
粒

凝
灰

岩
弥

生
形

割
工

程
品

56
53

33
4

X
25

5Y
79

Ⅱ
層

管
玉

未
成

品
3.

50
1.

68
1.

36
10

.0
2

2.
54

3.
97

軟
質

細
粒

凝
灰

岩
弥

生
形

割
工

程
品

　
金

属
器

に
よ

る
加

工
痕

56
54

33
4

X
22

8Y
82

Ⅱ
層

石
核

2.
82

2.
29

1.
36

9.
50

赤
玉

石
（

碧
玉

）
弥

生
56

55
33

4
SD

50
01

X
25

6Y
82

石
核

3.
16

3.
59

3.
33

51
.1

4
赤

玉
石

（
碧

玉
）

弥
生

二
次

被
熱

36
6・

57
6

56
56

33
4

SI
7周

溝
外

北
側

№
18

2
軽

石
8.

49
6.

13
5.

07
64

.3
3

軽
石

弥
生

57
6

56
57

33
4

SD
50

01
N

o.
23

軽
石

3.
96

4.
32

2.
61

9.
34

軽
石

弥
生

二
次

被
熱

56
58

33
4

SI
8周

溝
X

24
6Y

82
軽

石
4.

08
4.

12
2.

70
8.

51
軽

石
弥

生
二

次
被

熱
56

59
33

4
SK

51
33

砥
石

7.
98

5.
65

4.
17

28
.3

0
軽

石
弥

生
か

砥
面

2面
（

表
・

上
面

）　
二

次
被

熱
56

60
33

4
X

24
7Y

85
Ⅲ

b層
砥

石
4.

75
4.

68
3.

43
12

.4
3

軽
石

弥
生

か
全

面
が

砥
面

　
二

次
被

熱
56

61
33

4
SD

50
01

X
24

5Y
87

　
8層

砥
石

5.
28

5.
48

3.
72

14
.8

3
軽

石
弥

生
砥

面
は

4側
面

　
二

次
被

熱
56

62
33

3
SI

8周
溝

X
25

4Y
82

台
石

17
.9

1
13

.1
5

8.
07

24
80

変
質

閃
緑

斑
岩

弥
生

か
磨

面
あ

り
　

表
・

下
部

は
同

じ
バ

ラ
ン

ス
で

叩
か

れ
て

い
る

57
7

56
63

33
4

SD
10

0
X

14
0Y

85
砥

石
（

6.
79

）
3.

16
1.

11
32

.1
0

2.
38

13
.4

7
鳴

滝
石

（
粘

板
岩

）
古

代
以

降
上

面
ノ

コ
ギ

リ
痕

56
64

33
4

SD
1

X
12

6Y
67

上
～

中
層

砥
石

14
.5

9
3.

08
1.

65
13

1.
98

鳴
滝

石
（

粘
板

岩
）

古
代

以
降

砥
面

1面
　

上
・

下
・

右
側

面
は

ノ
コ

ギ
リ

痕
　

左
側

面
は

成
形

痕
56

65
33

4
SD

1
X

12
4Y

68
上

～
中

層
砥

石
17

.4
2

4.
43

4.
21

40
8.

18
緑

色
凝

灰
岩

（
細

粒
）

古
代

以
降

砥
面

3面
56

66
33

4
SE

40
08

砥
石

（
6.

25
）

5.
97

4.
41

18
5.

52
流

紋
岩

古
代

以
降

56
67

33
4

SD
10

0
X

20
1Y

69
砥

石
8.

82
5.

81
4.

57
38

1.
94

砂
岩

古
代

以
降

56
68

33
4

SD
10

0
X

14
5Y

81
砥

石
12

.4
6

4.
24

3.
80

22
0.

68
流

紋
岩

古
代

以
降

砥
面

4面
56

69
33

4
SD

1
X

12
6Y

67
上

～
中

層
砥

石
11

.5
3

7.
42

6.
04

66
2

流
紋

岩
古

代
以

降
砥

面
3面

56
70

33
4

SI
9周

溝
№

Ⅴ
砥

石
8.

58
4.

68
2.

43
81

.0
1

泥
岩

（
固

結
度

弱
い

）
弥

生
以

降
全

面
が

砥
面

57
8

56
71

33
4

SD
1

X
11

8Y
55

上
～

中
層

砥
石

13
.6

4
6.

74
5.

42
58

0.
76

砂
岩

古
代

以
降

砥
面

4面
　

上
面

叩
か

れ
る

56
72

16
8

SD
50

01
N

o.
90

砥
石

9.
89

9.
97

6.
72

86
5

砂
岩

縄
文

か
砥

面
4面

　
裏

面
は

台
石

と
し

て
も

使
用

56
73

33
4

SD
10

0
X

17
1Y

80
砥

石
14

.5
3

7.
06

3.
12

29
2.

58
流

紋
岩

（
石

英
脈

多
い

）
古

代
以

降
56

74
33

2
SD

10
0

X
13

5Y
81

五
輪

塔
15

.2
5

24
.6

1
24

.2
3

11
60

0
泥

岩
（

固
結

度
や

や
弱

い
）

中
世

水
輪

　
梵

字
「

」
56

75
33

3
SD

10
0

X
13

5Y
81

石
臼

26
.8

4
14

.9
7

11
.0

5
49

00
砂

岩
（

固
結

度
や

や
弱

い
）

中
世

上
臼

注
１

）
石

材
の

同
定

及
び

比
重

・
体

積
の

計
測

は
，

株
式

会
社

古
環

境
研

究
所

が
実

施
し

た
。

同
定

の
詳

細
は

，
第

Ⅴ
章

第
17

節
 石

材
鑑

定
 に

掲
載

し
て

い
る

。
注

２
）

 「
透

閃
石

岩
（

蛇
紋

岩
）」

は
従

来
蛇

紋
岩

と
称

し
て

き
た

も
の

で
あ

る
が

，
今

回
の

鑑
定

に
お

い
て

，
比

重
等

に
よ

り
透

閃
石

岩
と

判
定

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。



367

第Ⅳ章　弥生時代以降の遺構・遺物

第３１表　金属製品一覧

挿図 遺物
写真
図版

遺構 出土地点 種類
法量（㎝・ｇ）

備考
長さ 幅 厚さ 重さ

579 5676 335 SD6001 X45Y74 小型仿製鏡 6.40 0.38 47.04 鉛同位体比分析
448・
579

5677 335 SK468 X145Y65 刀 8.50 3.30 2.00 45.98 絹織物付着  繊維同定

579 5678 335 SD100　
SK1786

X183Y83 刀子 20.20 2.20 0.40 23.42

5679 335 SK2077 紡錘車 4.40 4.40 0.40 26.99 孔径 0.45㎝
5680 336 SD100 X185Y83 鎌 10.80 2.30 0.45 16.26
5681 337 SD1 X122Y56 上～中層　 鉄鍋 7.80 6.20 0.90 104.17
5682 336 SD100 X195Y82 鉄鍋 3.70 7.30 0.75 84.03
5683 335 SD100 X151Y79　 鉄鍋 底径

25.0
2263.19

5684 336 SD100 X180Y77 釘 9.20 1.90 1.50 38.06
5685 336 X248Y72 Ⅰ層 釘 7.50 0.4 0.40 11.29
5686 336 X227Y74 Ⅰ～Ⅲ層 釘 6.20 0.45 0.4 5.78
5687 336 X239Y69 Ⅲ b 層 針か 4.65 0.35 0.20 2.47
5688 336 X251Y73 Ⅰ～Ⅱ層 棒状 10.65 0.90 0.85 25.31
5689 336 SD100 X160Y82　 板状 3.10 2.80 0.38 6.89
5690 336 X156Y77 Ⅱ層 円板状 2.15 2.20 0.70 4.21

580 5691 337 SE90 中～下層 鉄滓 7.20 4.30 3.10 76.32
5692 337 SE90 中～下層 鉄滓 7.60 5.85 2.90 99.38
5693 337 SE90 鉄滓 7.30 5.40 2.40 77.78
5694 337 SE90 鉄滓 4.10 3.90 2.20 26.28
5695 337 SE303 1 層　 鉄滓 2.30 2.00 1.80 9.68
5696 337 SE1338 鉄滓 3.20 3.15 2.20 27.76
5697 337 SE4008 鉄滓 4.95 3.20 3.05 41.44
5698 337 SK2246 鉄滓 3.45 2.80 2.15 8.72
5699 338 SD1 X114Y56 上～中層　 鉄滓 4.45 2.70 2.20 28.86
5700 338 SD1 X114Y56 上～中層　 鉄滓 3.40 3.15 2.10 21.04
5701 338 SD1 X114Y56 上～中層　 鉄滓 3.80 3.15 2.40 28.81
5702 338 SD1 X124Y61 中層　 鉄滓 5.25 2.00 2.60 19.72
5703 338 SD1 X155Y61 上層　　 鉱滓 5.45 4.00 1.10 21.0 銀色鉱物付着
5704 338 SD1 X118Y53 上～中層　 鉄滓 4.60 3.70 3.00 17.07 大小の気泡多い

一部ガラス質
5705 338 SD1 X129Y61 下層　 鉄滓 4.90 3.30 2.50 12.00
5706 337 SD1 X125Y65 上～中層 鉄滓か 5.10 4.30 1.30 22.88
5707 337 SD1 X134Y60 上～中層 鉄滓 7.80 6.60 2.40 164.32 表裏に木炭痕あり
5708 337 SD100 X185Y81 鉄滓 7.80 6.30 3.70 233.70
5709 337 X228Y72 Ⅰ～Ⅲ層 鉄滓 11.60 9.90 8.20 1110.00
5710 336 X235Y83 Ⅲ b 層 鉄滓か 9.50 4.10 1.90 118.33
5711 337 X230Y75 Ⅰ～Ⅲ層 鉄滓 8.80 6.90 3.10 202.79
5712 337 X152Y80 Ⅱ層 鉄滓 4.20 3.05 2.25 31.75
5713 336 X224Y71 Ⅰ～Ⅲ層 鉄滓 6.90 5.80 1.10 80.01

581 5728 339 SD100 X140Y79 銭 2.4 2.3 0.12 2.92 淳化元寶
5729 339 表採 銭 2.4 2.3 0.1 1.67 皇宋通寶
5730 339 X105Y78 Ⅱ層 銭 2.42 2.4 0.1 2.4 皇宋通寶
5731 339 SD100 排土 銭 2.4 2.4 0.12 1.91 至和元寶
5732 339 X115Y78 Ⅱ層 銭 2.4 2.4 0.1 2.24 治平通寶
5733 339 X241Y88 Ⅱ層 銭 2.5 2.4 0.1 1.15 元豊通寶
5734 339 SE4006 2 層 銭 2.5 2.4 0.1 3.22 元豊通寶
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